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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　天野　英
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　あとがき





　古いにしえより世に三み剣つるぎあり。





　剣が一、それ天てん剣けんなり。


　その力、唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たい。


　人の求めし神たる力の剣つるぎなり。





　剣が二、それ地ち刃じんなり。


　その力、無む比ひにして凶きよう悪あく。


　魔まを統すべし王たる力の剣なり。





　剣が三、それ人じん刀とうなり。


　その力、天剣と地刃に及およばず。


　されど、案ずるなかれ。


　人刀に選ばれし者、それ即すなわち刀とう神しんなり。


　その者三剣の因いん果がを断たち斬きりて、我われらが悲願を成じよう就じゆせり。




──『三さん剣けん抄しよう』序じよ文ぶんより抜ばつ粋すい







　序章







　その街は、世界を拒きよ絶ぜつしていた。


　世界の現げん状じようを否ひ定ていし、強固な壁かべで世界とその身を隔へだて、内で世界と戦う牙きばを研とぐ。


　単なる比ひ喩ゆや住人の心の在あり様を示しめしたのではなく、確たしかにその街は世界を、今世界を覆おおう現実を拒絶するために存そん在ざいしていた。


　その最たる姿し勢せいが街を覆う外がい壁へきだ。


　人口一万を超こし、まだ倍近くの許きよ容よう量りようを誇ほこるその街は、古代中国の城じよう塞さい都市の如ごとく強固かつ堅けん固ごな壁に囲まれている。


　壁と言っても煉れん瓦がやコンクリートの類たぐいではなく、強化チタン合金をベースにひたすら硬こう度どと靭じん性せいを高めた複ふく合ごう装そう甲こう仕様で、間ま違ちがいなく「盾たて」としては最さい先せん端たんかつ最硬のものと言っていい。


　その漆しつ黒こくの壁は円えん筒とう状に街の外壁を覆い、現在稼か働どう中ちゆうの三つのゲートを除のぞけば内部へ入る手しゆ段だんは空からしかない。高く聳そびえ立つ壁も天上には届とどかず、太陽の恵めぐみを遮さえぎるにはほど遠かった。


　空からの侵入を警けい戒かいしていないわけではないが、優ゆう先せんされるべきは陸路の遮しや断だんだ。そしてそれはほぼ完成している。


　上面が開かい放ほうされているとはいえ、凹おう凸とつのない滑なめらかな表面、しかも電でん磁じ装甲を採さい用ようした壁をよじ登ることはまず不ふ可か能のうだろう。高みに登る前に突つき放されるか、高こう圧あつ電流に焼かれるかのどちらかだ。仮かりにその二つを攻こう略りやくしたところで、頂いただきに辿たどり着く前に街は手段を講こうじている。


　ゆえに侵入の手段は二つ──不毛と知りつつ壁の破は壊かいに挑いどむか、ゲートをくぐるか。


　今ゲートに向かって歩く少年もまた、その選せん択たくをそう遠くないうちに迫せまられる。


　最も利用頻ひん度どの高いと言われる北ゲートへ、その少年は徒歩で向かっていた。


　年ねん齢れいは十五、十六で体たい格かくに特筆すべきところはないが、その服装は少々奇き抜ばつだ。


　意図的に素す肌はだを晒さらした黒のボンデージタイプのストラップシャツに、布ぬの地じ全体にベルトを巻まきつけて拘こう束そく具ぐの意い匠しようを凝こらしたベルトパンツ。髪かみ型がたはストレートの黒髪だが、右の横髪を一房ふさ三つ編あみに編み込こんで、服装と同じくこだわりの一いつ端たんを覗のぞかせている。


　顔立ちは歳とし相そう応おうの幼おさなさを残しつつ、健康的な魅み力りよくを備そなえた整ったものだ。特に、蒼あおく深い両りよう眼めが人目を惹ひく。丸いレンズのサングラスを掛かけているものの、それは両眼を隠かくさず目と鼻の中間の位置で掛けているため、蒼そう茫ぼうの眼まな差ざしが隠れることはない。


　その両眼はただまっすぐにゲートを見つめ、選せん択たくの時を待つ。


　右手には黒いナップザックが揺ゆれ、左手には奇き妙みような品──やや弧こを描えがいた身長に匹ひつ敵てきする長い棒ぼうを携たずさえている。全身に黒い布が巻きついているため、その全ぜん貌ぼうは不明だ。ただ、その長大さゆえにかなりの重量であることは想そう像ぞうがつく。


　だが少年にそれを苦にする様子はなく、遅ち滞たいなく歩き続けている。


　しかし彼の足は前まえ触ぶれ無く止まった。


　振ふり返り、どこか達観したような、それでいてやるせない想おもいを捨すてきれない声を漏もらす。


「喰くうのか、俺おれを？」


　その言葉で、少年の携える荷物がその意味を取り戻もどした。


　彼が左手に握にぎっていた長い棒状の物──それを覆う布が解とけ、その正体が晒される。現あらわれたのは、遠く過すぎ去った戦国の世でもそうは見られぬ、長く豪ごう壮そうな大おお太刀だち。


　刀身の反そりは先反りと呼よばれる徒歩での抜ばつ刀とうを考こう慮りよされた造つくりで、柄つか頭がしらからは数センチ細い鎖くさりが伸のび、その先には銀ぎん製せいの龍りゆうの飾かざりが揺れている。これだけでも異い彩さいを放つ品だが、その全身そのものもまた異い形ぎようと言えた。


　一いつ般ぱんによく知られ、日本刀のイメージそのものとも言える〝鉄てつ拵ごしらえ〟とは違い、柄と鞘さやは全体を革かわで包まれた〝革かわ包づつみ太た刀ち〟と呼ばれる拵に近い。


　だが、その意匠は明らかに既き存そんの拵とは異ことなる。


　少し目を凝こらせば、それが鞘に革を巻いて湿しつ度どへの補ほ強きようとした通つう常じようの拵ではなく、革をそのまま刀身に巻きつけた拵であることはわかった。


　鞘とは言いがたい代しろ物ものに包まれた大太刀──ならばいかにして抜ぬく？


　そして、それはいかなる存在に向けられる？


　答えは眼がん前ぜんにいた。


　限かぎりなく人に近く、人に非あらざる生物。


　二メートルに届く人型の肉体は、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなどという表現ではおぼつかないほど筋肉が発達していた。だがそれは野生のしなやかな肉体美とは程ほど遠とおく、むしろグロテスクな毒々しい肉感しか抱いだかせない。硬こう質しつな表面と、浮うき上がった血管と思おぼしき数多あまたの筋すじもそれを助長させた。


　全体にくすんだ緑色の体表は、それが自然界の動物とは一線を画す存在であることを如によ実じつに表す。さらに禍まが々まがしいまでに研とぎ澄すまされた爪つめ、先端が尖とがり太くしなる尾お、鬣たてがみのごとく揺れる長い頭とう髪はつ、そしていかなる肉でも食い破やぶるであろう牙きばの羅ら列れつが、その食しよく慾よくと嗜し好こうを感じさせていた。


　やや前ぜん傾けい気味の姿し勢せいは肉にく食しよく獣じゆうのそれを想像させるが、その立ち姿すがたは紛まぎれも無い二足歩行──人と等しき万ばん物ぶつの霊れい長ちようたる姿だ。


　では、この存在は人か獣けものか？


「こんなところにもいるんだな、異メ魔ギ人ド」


　己おのが名を呼ばれ、人に近く人でない存在が嗤わらった。


　まさしく鬼おにとしか呼べぬ凶きよう悪あくな貌かおにも、愉ゆ悦えつの感かん情じようだけははっきりと浮かぶ。裂さけた口元と異様に発達した牙、そして額ひたいから突つき出る尖った角つのを加味しても、それは人間に限り無く近い。あえて言えば、その瞳ひとみだけが人間とは決定的に違ちがう。


　瞳と白目の境さかいが無く、全すべてが紅あかく塗ぬり潰つぶされた狂きよう気きの瞳。


　それは今、確かつ固こたる意い志しを湛たたえて少年に向けられていた。


　新たに現れた若わかく上質なエサ。


　ゆえに、すでに持っていた喰いかけは必要無い。


　無む造ぞう作さに投げ捨すてられたそれは、少年の足元に転ころがった。


　胴どう体たいからちぎり取られた人の腕うで。


　さして興きよう味みも無かったのか、根元の部分をひとかじりしただけで終わっている。すでに生の息い吹ぶきの絶たえた、おそらくは男だん性せいのものと思われる無む惨ざんな死し骸がいの一ひと欠片かけら。


「テメェ…………」


　ようやく、少年の心に戦意が芽め生ばえた。


　いや、おそらくはもっと昏くらい──殺意が。


　それは相手も同様だ。


　もっと根こん源げん的で、もっと罪つみ深ぶかい究きゆう極きよくの殺さつ戮りく欲よつ求きゆう。


　すなわち──食慾が！


「ギシャァァァァァァァッッッァ！」


　滴したたる涎よだれも構わず、異メ魔ギ人ドと呼ばれたそれは少年に飛び掛かかった。既存の肉食獣を陵りよう駕がするスピードと殺意。間違いなく一いち撃げきで全すべてが終わる。


　対する少年は、未いまだ抜刀をしない。いや、する必要が無かった。


「見み斬きった」


　無む慈じ悲ひな一言と共に、血の花が宙ちゆうに咲さいた。


　首と胴が分ぶん断だんされる最中、異メ魔ギ人ドはその戦せん闘とうに特化した知性で少年の剣けん閃せんを感じた。


　その太刀筋の乱れの無さと速度は、己おのれすら見切れぬほどのレベルに達していた。何より特筆すべきは、その太刀筋の美しさ。


　何な故ぜ──己は斬られている？


　そう言いたくなるほど、その太刀筋は死角から滑なめらかに斬り込んで来た。


　仮かりに剣の道に携たずさわる者がいたならば、引き込まれずにはおれない、自然極きわまりない美び麗れいの極きよく致ちとでも言うべきその剣けん捌さばき。少年は明らかに常人と異なるモノを見定め、異なる視し点てんで剣を駆かっている。


　何よりも、いつ抜いた？


　長大な刀身は、奇き妙みような鞘さやに包まれたままだ。だが確たしかな斬ざん撃げきの手て応ごたえの証あかしは、まさに己おのが首に刻きざまれている。答えが与あたえられぬまま、異メ魔ギ人ドの意い識しきは彼ひ岸がんに飛んだ。


　最後に焼き付けたのは、己おのれを見下ろす蒼あおい瞳。


　彼は無造作に異メ魔ギ人ドの首を拾ひろいあげ、そのままゲートへ向かう。本当はさっき放ほうり投げられた被ひ害がい者しやの腕と残りの部位を探さがしたいところだが、下へ手たに人に見られると妙な誤ご解かいを受けかねない。それは他の者に任まかせた方がいいだろう。


　やや早足でゲートの前に赴おもむき、探たん知ちセンサーと監かん視しカメラによる出で迎むかえを受ける。


　厳げん重じゆうに封ふう鎖さされた大おお扉とびらは開かい閉へい機き能のうを有するがゆえに、逆ぎやくに装そう甲こうが他より堅けん牢ろうで監視も厳しい。くぐるためには、扉の前の管理スポットに常じよう駐ちゆうする警けい武ぶ員いんに許きよ可か証しようを示しめす必要がある。


　警察官に似にた青い制せい服ふく姿の男性が、ゲートを見上げる少年の前に進み出た。男性もまた日本刀を主しゆ軸じくとした装そう備びをし、腰こしには電でん磁じ警けい棒ぼうと予よ備びの脇わき差ざしを装備している。


「君──見ない顔だな。新しい入にゆう居きよ者しやか？　それとも、単なる用事かね？」


「両方、かな。あ、これさっき斬ったんスけど」


　旅行土産みやげを差し出すように、少年は右手に携えた異メ魔ギ人ドの首を揺ゆらす。当然、警武員はあんぐりと口を開けて、少年を指差す。


「なっ……これ、異メ魔ギ人ド……無手型？　ちょっ、君は一体……!?」


　存在を尋たずねられ、少年は身分証を示した。


　ＩＤではなく、生徒手帳。


　友人が事前に送っておいてくれたものだが、意外なところで役に立った。


「えーと、こういう者です」





　真しん武ぶ学園高等部　壱いち年ねん木組　出席番号　一五番　那な斬ぎり蒼あおい





「君は……あの学園の？」


「ええ。つっても入学式に間に合わなかったんスけど」


　人ひと懐なつっこい笑えみに、警武員の警けい戒かいが少しだけ解とける。


　確かく認にんに少しばかり時を要した後、ゲートは生徒手帳を鍵かぎにその身を開け放った。


　駆く動どう音おんを上げて観かん音のん開きに開いていく扉の先へ、蒼はゆっくりと踏ふみ出した。


　待ち受ける運命を感じ、二人の人間の顔が頭をよぎった。それを心の奥おくに押おし込め、彼はゲートをくぐる。


　その先にあるのは、〈武ぶ街がい〉。


　対異メ魔ギ人ド戦の要かなめにして、砦とりでたる戦場。


　目指すは街の中ちゆう核かく──対異メ魔ギ人ド戦の戦士を育成するための場所──真武学園。




　第一章　刀と鞘さや







　四時じ限げん目めが始まって数分が経たったが、真しん武ぶ学園壱いち年ねん木組の教室は生徒達の話し声に溢あふれていた。隣となりの教室から苦く情じようが来ないよう、ある程てい度どボリュームを落としているものの、授じゆ業ぎよう中ちゆうでは許ゆるされないことには違ちがいない。


　それが許されているのは、単たん純じゆんに授業を受け持つ教きよう師しが来ていないからだ。入学から一か月、何度か経けい験けん済ずみの事じ態たいなので、生徒達も動どう揺ようせずに束つかの間のお喋しやべりを楽しんでいる。中には睡すい眠みんをとる者や、ボーッと外の景色を眺ながめている者もおり、それぞれ違いはあれど自分なりにこの時間を謳おう歌かしていた。


　しかし、その中で一人異い彩さいを放つ少年がいる。


　最前列の左ひだり端はしに座すわる少年──飛ひ流りゆう要かなめ。


　縁ふち無なしの眼鏡めがねをかけた切れ長の瞳ひとみは、どこか冷めた色を浮うかべて教室の喧けん騒そうに背せを向けている。身長は平へい均きんよりやや上、細身の外見に詰つめ襟えりまでしっかりと留とめた学生服姿すがたは、この学園の生徒の一いつ般ぱん像ぞうとはやや異ことなる。


　整った知的な顔立ちは秀しゆう才さい、あるいは優ゆう等とう生せいといった表ひよう現げんが当てはまる静せい寂じやくな面おも持もちで、とても戦せん闘とうの心得があるようには見えない。


　唯ゆい一いつ優等生の一般像から逸いつ脱だつしていると言えるのは、左手に嵌はめたレザーグローブだけだ。ファッションと片かた付づけるには、服ふく装そうとの統とう一いつ感が無くやや異い質しつな印象を受ける。


　とはいえ、この学園ではもっとエキセントリックな装身具を身に着けた輩やからはいくらでもいるし、日ひ頃ごろから試合用のオープンフィンガーグローブを身に着ける者もいる。さらには日本刀や槍やりを持ち歩く生徒も珍めずらしくない。


　異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい以い降こう、銃じゆう刀とう法ほうは大おお幅はばに緩かん和わされ、特に対異メ魔ギ人ド戦の要として設せつ立りつされた武ぶ術じゆつ特とつ区く、通つう称しよう〈武ぶ街がい〉と呼よばれるこの街では、正式な届とどけ出でさえしていれば特に武器の所持は問題無かった。ましてこの学園は〈武街〉の中でも対異メ魔ギ人ド戦の人材を育成する施し設せつ、それを考こう慮りよするなら要などまだまだまともな部類、いや、おとなしい部類に違いない。


　それを証しよう明めいするかのように、彼は享きよう楽らくにふけるクラスメイトとは一線を画し、十五歳さいの少年が読むとは思えない、異メ魔ギ人ドに関する最新の学術論ろん文ぶんを掲けい載さいした雑ざつ誌しに目を通している。英文が主体のその文章を苦も無く読どつ解かいしていることからわかるように、その学力はかなりのものだ。戦闘力はともかく、学力なら文もん句くなしにクラス一、いや学年一と言っていい。
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　その頭ず脳のうはこれから受ける「教養」の授業などすでに必要とはしていない。ゆえに、彼にとっては教師が来ようが来まいがどうでもよかった。


　関心は、むしろ学園の外にある。


　校庭が一望できる位置にある席であることを活いかし、雑誌から目を離はなして窓まどの外へ視し線せんを向ける。やがてその視線は校門からこちらの校こう舎しやへ向かう人ひと影かげに吸すいつけられた。


　あの黒い服、何より左手に携たずさえた大おお太刀だち──間違いない。


「来たか」


　ほんの少しだけ懐かい古この情を込こめて呟つぶやく。


「ようこそ、〈武街〉へ」


　距きよ離りと歩行速度から計算して、再さい会かいまで十分弱。


　胸むねが高鳴るとまではいかないが、口元は自然と綻ほころぶ。


　心なしか時はいつもより緩ゆるやかに流れ──やがてその時を迎むかえる。


　廊ろう下かから足音が聞こえた瞬しゆん間かん、要はすぐに雑誌を閉とじて自分の席とは逆ぎやく方向にある引き戸に目を向けた。怜れい悧りな瞳に、かすかに期待の色が宿る。しかしそれは失望の色に塗ぬり替かえられ、彼は軽く溜ため息いきを吐ついて教科書とノートを広げた。


　理由は単純、教室に入ってきたのはこの「教養」の授業の担たん当とうにして、クラス担任の野の田だだったからだ。


「いや～わりーわりー、遅おくれちまった」


　お決まりの謝しや罪ざいを口に、彼は教きよう壇だんに立った。無ぶ精しようひげが目立つ紺こんのジャージ姿の男だん性せいは、生徒から尊そん敬けいされる立場には程ほど遠とおいが、二十代の若わかさゆえに親しみやすさはそれなりにある。


　もっとも要は露ろ骨こつに失望の視線を彼に向け、来ることを期待していた少年のことを思った。


　──遅おそいな。まだか……？


　そんな彼の思惑おもわくを無視して授業は始まり、他の生徒もようやく授業モードに精せい神しんを切り替える。


「えーではまず前回の復ふく習しゆうからいきたいと思う。知ってのとおり、我われ々われの住むこの世界は、約十年前から異メ魔ギ人ドと呼ばれる生命体の侵しん攻こうを受けている。奴やつらは人間に限かぎり無く近い生命体とされているが、どういうわけか主食は人間で、その行動は全すべて殺さつ傷しよう本ほん能のうに支し配はいされているわけだ。お前らも充じゆう分ぶん知ってるだろう？」


　特に授業に興きよう味みが無い生徒達も、その言葉は全員が心の内で同意した。


　彼らが物心ついたとき、すでに奴らはこの世界にいた。


　こちら側とは相あい容いれぬ異世界から、奴らは突とつ如じよ現あらわれ、人間を──いや、世界を蹂じゆう躙りんした。


　その行動は領りよう土ど拡かく大だいを目的とした侵しん略りやくとは異ことなり、一いつ切さいの対話と妥だ協きようを排はいした殺さつ戮りくでしかない。極きよく端たんな肉食嗜し好こうゆえ、基き本ほん的には食料として人間を襲おそっているわけだが、その身体能力に対して燃ねん費ぴはかなりよく、単たん純じゆんに栄養摂せつ取しゆの観点から分ぶん析せきすると、二、三人喰くらえば一か月は食事をしなくても問題無いらしい。


　それにもかかわらず、奴らは人を殺し続ける。


　娯ご楽らく、あるいは本能としての他の生物への殺戮──人間が数多あまたの生物に行ってきた行こう為いは、最大級の規き模ぼで跳はね返ってきたのだ。


　ある敬けい虔けんな研究者は、それを神しん罰ばつと受け止め、彼らを神の劫ごう火かになぞらえこう呼んだ。


　すなわち、異メ魔ギ人ドと。


　だが多くの人は、彼らの襲しゆう来らいを神罰として受け入れることなどせず、対たい応おう策さくを講こうじた。生物学・物ぶつ理り学・地理学と、あらゆる面から検けん証しようは為なされ奴らが人間とは根本的に異なる異い界かいの生物であることが証明された。人類は初めて完全なる「異い質しつ」との邂かい逅こうを果たしたが、その行動自体はこちらの常じよう識しきでも何とか対応できる。要ようは、人間を襲う猛もう獣じゆうが大量に現れたわけだ。ならば近代兵器を駆く使しして駆く逐ちくすればいい。


　──そんな傲ごう慢まんな発想は、半年もしないうちに打ち砕くだかれ、人類は新たな対応策に迫せまられた。


「あー、まあ当然のことだが異メ魔ギ人ド襲来以い降こう、各国は軍事行動を起こしてその鎮ちん圧あつに乗り出した。が、その全てが返り討うちに遭あい、甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむった。それは何な故ぜか？　飛流、答えてみろ」


　野田に指名され、要は立ち上がって淀よどみなく答えを述のべる。


「はい、それはひとえに異メ魔ギ人ドの特とく殊しゆ性せいにあります。彼らは本来我々とは異なる世界に属ぞくするゆえ、こちら側の物理法ほう則そくからは逸いつ脱だつした存そん在ざいです。そのため近代兵器の攻こう撃げきはほぼ無む効こう化かされ、毒の類たぐいも効ききません。これは七年前に発表にされた『界かい越えつ二元物理論ろん』において検証され、これまでの戦せん闘とうからほぼ完全に証明されています」


　淀みなく語られる模も範はん解かい答とうは、定期テストに出題されること間ま違ちがいなしの重要単語もカバーしていた。授じゆ業ぎよう中に彼があてられた場合、まず間違いなくこうした答えが返ってくる。


　野田も解答に満足し、要を座すわらせた。


「あー飛流の言うとおりだな。皆みなも知ってのとおり、奴らに通常の兵器による攻撃はほぼ意味を成さん。が、戦闘の過か程ていで奇き妙みような現象が多々起こった。追い詰つめられて白兵戦になった兵士、あるいは一いつ般ぱん人じん──彼らの繰くり出した苦し紛まぎれの攻撃が、なんと異メ魔ギ人ドにダメージを与あたえた。銃じゆうだのバズーカだのでもビクともしない奴らが、パンチだのナイフでまともに痛いたがり、時には死んでしまったわけだ」


　復習ということでやや駆かけ足に進め、野田は黒板に人間と異メ魔ギ人ドの模も式しき図ずを描かき始めた。ほとんど丸と直線だけで構こう成せいされた絵はお世辞にもうまいとは言えないが、単純なだけにわかりやすいと言えばわかりやすい。


「何故近代兵器が効かず、人の手による攻撃が有効なのか？　詳くわしく知りたい奴は、まあ図書室にでも行って『界越二元物理論』の本にでも目を通せ。二年になれば嫌いやでもやるがな。軽く触ふれとくと、奴らは人間と異なり、より『精せい神しん』に支配された生物らしい。そのため、人間の精神エネルギー……〝氣き〟だの〝感かん情じよう〟だのを込めた攻撃が有効……というのが現げん在ざいの定説だ」


　野田はパンチの絵を黒板に描き、同時に吹ふっ飛ばされる異メ魔ギ人ドを描いた。


　絵が絵だけに説得力には乏とぼしいが、生徒の中には身を以もつてそれを知る者もいるため、納なつ得とくはしている。


「不ふ条じよう理りきわまりないことだが、奴らに有効なのは、銃火器よりも、原始的でそこに人の意い志しが介かい在ざいする武ぶ器き……つまりは白兵戦の装そう備びか、五体ってことだ。銃よりも弓、チェーンソーよりもナイフ、車で轢ひくよかタックルってな」


　板ばん書しよをせず、野田は反はん応のうを確たしかめるように生徒を見み渡わたした。一いち応おう理解はできているようだが、まだ実感しているには乏しい顔が目立つ。ゆゆしきことだが、無理もない。


「……とはいえ、戦闘技ぎ術じゆつや身体の向上が無ければ、異メ魔ギ人ドを斃たおすことなんざ不ふ可か能のうだ。奴やつらの戦闘力は、それこそ並なみの人間じゃ太た刀ち打うちできん。それに鍛きたえたところで、生身の肉体を駆使する以上怪け我がをすることもある。そのため、若じやつ干かんエネルギーの伝でん導どう率りつは低くなるものの、近きん接せつ武器を使うのもまた正解であるわけだ。ここらへんは個こ人じんの適てき性せいによるし、異メ魔ギ人ドのタイプでも変わってくる。素す手でか武器、どちらを専せん門もんにしていくかは、この一年を通してのお前達の課題だな。これで復ふく習しゆうは終わり、今日の単元行くぞ～」


　野田は復習を締しめくくり、今日の本題に入った。ここまでの流れを淡たん々たんと受け止めていた生徒達も、教科書を開いてノートを取るためにシャープペンシルを手に取る。


　内ない容ようを除のぞけばごくごく平へい凡ぼんな授業風景は、突然ガラガラと開け放たれた引き戸によって乱みだされた。


　クラス中の視し線せんが集まった瞬しゆん間かん、いきなり大きな塊かたまりが教室に投げ込まれ、教きよう壇だんの横にぶち当たって床ゆかに落ちた。


「な……」


　野田が目を丸くして自分の傍そばに投げ込まれたものを見る。見み慣なれた学生服は、間違いなく学園の生徒だ。刀の鍔つばをあしらった校章とセットの組章から察するに弐に年ねんの生徒、しかも三人いた。壱いち年ねんよりも頑がん強きような肉体を誇ほこる彼らは皆、例外なく昏こん倒とうしている。


　当然、クラスの視線は彼らを投げ込んだ者へ行く。


　その張ちよう本ほん人にんはふわあと欠伸あくび交まじりで教室に入り、頭を搔かきながら言った。


「ちぃ～っす。あーその人達、頭が悪いだけじゃなくて、根こん性じようにも難なんありなんで、治ち療りようのついでに説教もお願いします……って、アレ……!?」


　教室内に踏ふみ込んだ瞬間、蒼あおいは空気の異い質しつさに気づいた。向こうは制せい服ふくでこちらは私し服ふく、百歩譲ゆずってそれはいいとして、何な故ぜ彼らがいる？　自分は確かに──


「ヤベ……まさか」


　はっと気づいて首を伸のばし、廊ろう下かのプレートを確かく認にんする。もちろん「壱年木組」とあるのは間ま違ちがいない。


「ウソ……ここ保ほ健けん室しつじゃねーの!?」


「いやっ……つーか間違う要よう素そがどこにある!?」


　野田の的確なツッコミに、蒼は嫌いやな汗あせを流した。


　マズイ。


　可か及きゆう的速すみやかに事じ態たいを打開せねばならない。


「スイマセン、間違えました～……」


　ちょっと伏ふし目がちに決まり文もん句くを述のべ、蒼は自分が投げ込んだ三人組の襟えりの辺りを摑つかんだ。そのまま何事もなかったかのように、彼らを引きずってそそくさと出て行く彼を、当然野田が追う。


「おい、お前一体……」


「何してるんだ？」


　少々怒いかりのこもった声で、要が呼よび止める。


　その姿すがたに、蒼の顔がみるみるうちに懐なつかしさと驚おどろきで綻ほころぶ。


「要じゃん！　お前、何でここいんの？」


「……こっちの台詞せりふだ」


　そのままつかつかと蒼に歩み寄より、要は溜ため息いき交じりにぼやいた。


「いつ来るかと思ったら……校門から歩いて来るまで何があった？　たかだか十分少々の距きよ離りだぞ？　何が起こった？　俺おれの予想を覆くつがえすことが起こる要素がどこにあった？　さあ言ってみろ、説教してやるから言ってみろ…………」


　なまじ抑よく揚ようがなく感情を抑おさえているだけに、怖こわさがより引き立つ。蒼は目を逸そらすが、要は無言のまま彼の両りよう頰ほほを摘つまみ上げた。


　ちなみに、結けつ構こう本気で力を込めている。


「いひたはたはっっ、、何はひすふんんだはよよ、、やはめへてへ、、地ひ味みにに痛ひはいいかはらら」


「うるさい黙だまれ……先生、この馬ば鹿かの話は聞いていらっしゃいませんか？」


「え……何のことだ？」


　突とつ然ぜん話を振ふられ、野田が困こん惑わくする。要は溜息をつき、少しだけ担たん任にんの交代を願った。連れん絡らくはされているはずだが、朝のホームルームからこの四時じ限げん目まで、生徒に何の報告もない。ある意味、蒼と五十歩百歩だろう。


「……転入生です。正確には、一か月遅おくれの入学ですが。今日学園に来るかはともかく、校長辺りから話があったでしょう？」


「あ……！　あーそうだった！　確たしかにいたなあ、転入生。いや、一か月遅れで入学した特待生！」


　ポンと手を叩たたいた野田に呼こ応おうし、クラスの生徒もようやく我われに返って思い思いの反はん応のうに走る。


　──転入生……？　しかも、特待生……!?


　──あの大おお太刀だち、できる奴やつか……？


　──あの転ころがってる弐に年ねんをやったのは、アイツなわけ……？


　急に視し線せんを向けられ、蒼は困こまったように目を逸らした。転入生の初日は大体こんな感じだ。とにかく異質な存そん在ざいを値ね踏ぶみするような視線に晒さらされる。


「なあ、要……俺達超ちよう注目されてない？」


「……俺を含ふくめるな。とりあえずまずは謝しや罪ざいと挨あい拶さつだな。あとそこの弐年を本当の保健室に連れてけ」


「……了りよう解かい」


　数分後、ようやく教室は静せい謐ひつさを取り戻もどし、蒼は教きよう壇だんの横に立っていた。言うまでもなく、後ろの黒板には彼の名が大きく書かれている。


「あー……那な斬ぎり蒼です。お騒さわがせしてすいませんでした。あと、これからヨロシクお願いします」


　ヒリヒリ痛いたむほっぺたを押おさえつつ、深々と頭を下げてお約束の挨拶をする。顔を上げた彼に突つき刺ささる視線は……やはりちょっと冷たい。そしてイタイ。


「ヤベーよ……ぜってーヒカれてるよ……」


「気にするな、十割わり方がたお前のせいだ」


「……っスね」


　担任の心強い励はげましに、蒼は暗い顔で頷うなずいた。


「まあ、今日はちょっとでも学園に慣なれるんだな。明日からは制服も着てくるよーに。じゃあ、席は真ん中の一番後ろ……月つき島しまの隣となりだ。月島、教科書見せて、わかんないことはできるだけ教えてやれ」


「あ、はい……」


　月島琴こと美みは小さく返事をし、隣の席に蒼を受け入れた。腰こし掛かけた瞬しゆん間かん、蒼は少々首を傾かしげた。左に座すわるのは、どう見てもこの学園向きではない可か憐れんな少女だ。色白で小こ柄がら、しかも細身で明らかに気の弱そうな印象を漂ただよわせている。ショートカットの似に合あう儚はかなげな姿は、戦士として戦うよりも守られる方が似合っている。


「ヨロシク～」


「うん、よろしく……」


　蒼の挨拶に答えつつも、その瞳ひとみは彼が椅い子すに腰掛けた後も手放そうとしない大太刀に吸すいつけられていた。その視線に単なる好こう奇き心しん以上のものを感じ、蒼は理由を尋たずねる。


「何、気になる？」


「あ……うん、えっと……凄すごい刀だなって。銘めいとか、何なのかって……」


「〝正まさ宗むね〟」


　何気ない一言に、琴美が目を丸くする。蒼は自分の放った言葉の意味など気にせず、つまらなそうな眼まな差ざしで授じゆ業ぎように耳を傾かたむけ始めた。要同様、彼にもこの「教養」の授業など意味はない。


　彼は誰だれよりも肌はだ身みで異メ魔ギ人ドに触ふれ、そして──戦うためにこの街に来たのだから。








　やや暗めの印象の執しつ務む室しつは、部屋の主あるじの趣しゆ味みだった。あるいは、彼の心を映うつしていると言ってもいいかもしれない。立りつ派ぱなオーダーメイドのデスクに腰掛ける男だん性せいは、その地位に相応ふさわしい威い圧あつ感と貫かん禄ろくで来客を迎むかえ入れていた。


　男の名は、四し門もん帯たて刀わき。


　異メ魔ギ人ド襲しゆう来らい以い降こうに一変した軍ぐん需じゆ産業において、日本で最大規き模ぼを誇ほこる四門工業の総そう帥すいであり、〈武街〉の設せつ立りつにも多大な貢こう献けんをなした男だ。彼のいる本社ビルが〈武街〉の中心部に聳そびえ立つことからもそれが窺うかがえ、〈武街〉における最大級のVＩＰの一人である。


　五十歳さい近い年ねん齢れいながらオールバックに撫なで付けられた髪かみは黒さを保たもち、スリーピーススーツで固めた肉体も細く鍛きたえ抜ぬかれた鋼はがねのような印象を受ける。ビジネスマンというより、武ぶ人じんと表ひよう現げんした方がいいのかもしれない。


　一いつ般ぱんの執務を終え、今その鋭するどい眼がん光こうは部屋の壁かべに映うつし出されたホログラフィに注そそがれている。そこに映るのは、つい先ほど〈武街〉を訪おとずれた蒼の姿すがただ。しかもそれはゲート前で異メ魔ギ人ドと戦ったときの映えい像ぞうである。


「──見事な腕うでだ。速さ、パワー、見切り、残心……全すべてにおいて第一級、年齢を差し引いても見事としか言いようがない。だが……あくまでもそれだけだ」


　感かん情じようのこもらない言葉は、眼前の革かわ張ばりの高級ソファーに腰掛ける老人に向けられていた。老人は色無地の和服姿で、杖つえを携けい帯たいしているものの特に肉体的に衰おとろえた様子は見えない。四門同様その肉体は老いを鍛たん錬れんによってかなり克こく服ふくしており、白一色とはいえ髪の量も豊ほう富ふだ。肩かたまで伸のびる髪は後ろで一つにまとめられ、若わかさの保ほ持じに一役買っている。


　だが生きてきた年月を証しよう明めいするかの如ごとく、その瞳は妖よう気きとも呼よべる独どく特とくの眼光を放っている。老人の右目は眼帯代わりの刀の鍔つばで覆おおわれており、左目しか露ろ出しゆつしていない。真円の鍔はかなりの技ぎ巧こうを凝こらした品で、図ず柄がらの形を刳くり貫ぬくことでその姿を浮うかび上がらせる〝陰かげ透すかし〟という技法を用もちい、その身に文字を刻きざんでいる。


　文字はアルファベットとは異ことなるものの、明らかに西洋の系けい統とうに属ぞくするもので、日本刀の鍔の装そう飾しよくにしては異い質しつな印象を与あたえる。それがいっそう老人の放つ奇き妙みような圧力を高め、隻せき眼がんの眼光に力を与あたえていた。


　本人は剣けん翁おうと名乗っているが、本名を含めその正体は四門すら把は握あくしていない。しかし、そんなことは彼には問題ではなかった。今はただ、この奇妙な老人の知ち識しきが必要なのだ。


「失望したか？　だが、この程てい度どの相手ではあの小こ僧ぞうの力は計れんよ」


　揶や揄ゆするように老人が言う。ククッと含み笑いを漏もらし、四門の心を見み透すかしたように続ける。


「仮かりにも〝人じん刀とう〟に選ばれし者がこの程度──お主ぬしはそう思っとる。無理もないが、実じつ際さいに目にしなくては、奴やつの力はわからんよ。一番いいのは、斬きられることじゃ。そうすれば、奴の見えているものに少しでも触れられるかもしれん」


「一考するとしましょう。実際、私は己おのれの目で見たものしか信じない性た質ちですのでね」


「それはそれは。して……これからどうする？　奴の力、まだ見定めてはおるまい？　だが、〝人刀〟と共に奴は〈武街〉に入った。そうなると、手出しするのは……」


「問題ありません」


　低く呟つぶやき、四門は今一度スクリーンに映る蒼の姿を凝ぎよう視しした。五尺しやくに届とどく大おお太刀だち〝正宗〟を振ふるうその姿を冷ややかに見み据すえ、己に言い聞かせるように言う。


「私なりのやり方で確たしかめさせてもらう。その力が本物か。〝人刀〟──そして刀とう神しんの力を。見せてみろ、那斬蒼」








　四時じ限げん後の昼休み、蒼と要は二人して廊ろう下かに出て、久ひさ方かたぶりの会話を楽しんでいた。蒼にとっては、〈武街〉にいる知り合いは要だけであり、転入生という事情を抜かしても、会話の相手は要しかいない。


　何より、クラスメイトからは正直距きよ離りを置かれている。


　そして当分埋うまりそうにない。


「しかし、さっきの件けんは抜きにしても到とう着ちやくが遅おくれたな。俺の見立てではあと一時間は早く着くはずだったが？」


「いや、飛行機は問題なかったんだけど、街の入り口で引っかかっちゃって」


「……生徒手帳を見せてもか？　お前、また何かやらかしたのか？」


「んー異メ魔ギ人ド斬っただけだよ。首持ってったら、結けつ構こう騒さわいで色々訊きかれちゃって」


「……そうか」


　要は平静を崩くずさず頷うなずいたが、実際は〈武街〉の安全保ほ障しようそのものを揺ゆるがしかねない事じ態たいだ。世界中にランダムに出しゆつ現げんする異メ魔ギ人ドだが、〈武街〉はその頒はん布ぷの隙すき間まを縫ぬうべく、これまでの出現データから検けん証しようされた最も出現確かく率りつの低い地ち域いきに建けん設せつされた。


　にもかかわらず、街の外に異メ魔ギ人ドの出現──下へ手たすれば、一級の警けい戒かい態たい勢せいが敷しかれ、国こく策さくにも影えい響きようを及およぼしかねない。


「しかしまいったな……日本に戻もどっていきなしアイツらと遭そう遇ぐうだぜ？　俺のいない間に、どっかで〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟でも開いたか？」


「いや、ないな。三か月前と同じ、世界の中ではまだまだ平和な国だ」


「あらそう？　ところでさ……ど～もさっきから皆みなの視線を独ひとり占じめしてる気がすんだけど」


　蒼の言葉は的を射いていた。というか、独り占めして当たり前だ。


　私し服ふくにサングラス、さらには大太刀。前者は転校初日とファッションで済すむかもしれないが、後者はこの学園でもさすがに異い常じようだ。基き本ほん的に刀とう剣けんの類たぐいは人にさえ向けなければ携帯することはやぶさかではないが、いくらなんでもこの〝正宗〟は目立ちすぎる。廊下を行く生徒達も、様々な意味の視線を投げかけるのは当然だろう。


「まったく……お前はもう少し自分を客観視する力を持て」


「へーい」


「大体、さっきのは何だ？　百歩、いや一万歩譲ゆずって保ほ健けん室しつと間ま違ちがえたのはいいとして、何な故ぜ弐に年ねんを投げ込こんだ？」


「いっきなし絡からまれたんだよ。昔懐なつかし不良の典型、校こう舎しやの外で授じゆ業ぎようサボってたとこ見かけたら、因いん縁ねんつけられてさ。あーあと〝正宗〟にもイチャモンつけて触さわろうとした」


　少々憤ふん慨がい気味の蒼に、要は少しだけ共感した。蒼に非ひがないとは言わないが、みだりに〝正宗〟に手を出したなら別だ。


「……まあ仕返しに来ても返り討うちにすればいいが、奴らは剣けん術じゆつ部ぶ所しよ属ぞくだ。ないとは思うが、部全体とまで敵てき対たいすると面めん倒どうだ。ほどほどにしておけ」


「わーってるよ。しっかし……結構普ふ通つうの学校だよな」


　周囲を見み渡わたし、蒼はこの街に来るまでに抱いだいていたイメージとのギャップを実感した。校舎はまだ開校して五年ということで真新しいし、少なくとも今いる棟むねはごく普通の新設校のイメージだ。


　廊下を歩く生徒達も、一見してかなりの戦せん闘とう力りよくを持つとわかる者もいれば、平へい凡ぼんな高校生レベルの者もいる。当然と言うべきか、ほとんどの生徒は少なくとも目に見える範はん囲いでは武ぶ器きを携けい帯たいしておらず、異メ魔ギ人ドと戦う戦士を育成する場にしては、思っていたより平和な印象だ。


「壱いち年ねんは基き礎そ的な訓練がメインだからな。カリキュラム自体もまだ手て探さぐりだし、一部を除のぞけばまだ『戦力』には程ほど遠とおい。弐年からはそれぞれの得意分野で、武器主体の武ぶ系けい、素す手で主体の無系に分かれるが、対異メ魔ギ人ド戦における人材の育成が完全に体系化されるには、まだ時間がかかるだろう」


「そっか。ま、俺おれとお前がいればいいけど」


　事も無げに言う蒼。


　元々この〈武街〉自体には興きよう味みが無い。正直な話、要がいて要が呼よんだから来た、その程てい度どの理由でここにいるのだ。


「……まあ、な。念のために言っておくが、ここは校長の姿し勢せいと校訓が『文武両道』だけあって、勉強もそれなりにやる。お前も留りゆう年ねんしない程度にはやっておけ」


「へえ……俺はもっと暴ぼう力りよくの嵐あらしが吹ふき荒あれて、モヒカンのお兄さん達が『ヒャッハー！』とか叫さけんでジープを乗り回してるとこだと思ってたけどな」


「どんな世紀末だ」


「んでもって、お前が暴力による血の掟おきてで支し配はい者しやとして君くん臨りんしてるかと思ってた」


「人を勝手に世紀末覇は者しやにするな」


　要は嘆たん息そくしつつ、この友人がまったく変わっていないことを実感した。日本を去る前と何も変わらない、ただいつものような会話。それがこの冷静沈ちん着ちやくを旨むねとする少年の唇くちびるをかすかに綻ほころばせ──すぐに元に戻させる。


　変わっていない──それが事実ならば、蒼の質しつ問もんは決まっている。要の予想通り、その質問はどこか遠えん慮りよがちになされた。


「あのさ……美み亜あ姉ねぇ……元気か？」


「ああ」


　自身の姉、そして蒼にとっても見知った幼おさな馴な染じみの現げん状じようを、要はその一言で片かた付づけた。これも変わっていない、いつものことだ。そして、蒼もその一言でいつものように納なつ得とくし、どこか遠い瞳ひとみでその言葉を嚙かみ締しめる。


　元気なら、元気なら──それでいい。


　現実に立ち戻り、この昼休み中に訊きくべきことを尋たずねておく。


「あ、五限げんって何？」


「体育だ。多分基礎体力のトレーニングだろうが」


　教科書無しでも問題のない科目に、蒼はヒュウ～と口笛を鳴らした。体育服こそないものの、これでまともに授じゆ業ぎように参加できそうだ。しかし、要はあっさりとそんな希望を打ち砕くだく。


「もっとも、お前の場合はまず体力測そく定ていだろうな。一人寂さびしく体育教きよう師しの見守る中、校庭の隅すみで頑がん張ばれ」


「何だそりゃ……あ～いいさ、本気でやってとっとと済すませる」


「本気なんて出さなくていい。これ以上注目を集めるな。ただでさえお前と〝正宗〟は目立ちすぎる」


「そうは言ってもな……俺の運動神しん経けいはガチャピン並なみだし」


「たまにはムックのことも思い出してやれ」


　もっともな指し摘てきと共に、チャイムが鳴った。これから掃そう除じの時間だ。二人も会話を止やめ、とりあえず掃除の準じゆん備びに入る。


　その様子を、廊ろう下かの端はしで見つめる少年がいた。


　本来この階にはいないはずの弐年生。


　肩かたまで伸のばした髪かみを後ろで一つに束ねた彼は、美び丈じよう夫ふと呼ぶにふさわしい日本的で端たん整せいな顔立ちの持ち主だった。制せい服ふくよりもむしろ和わ装そうが似に合あい、女装をさせればそのまま歌か舞ぶ伎きの女形おやまとしても通用するだろう。


　鎧よろい姿すがたなら源みなもとの義よし経つね、羽は織おり姿なら沖おき田た総そう司じの再さい来らい、そんな渾あだ名なをつけられそうな、日本人形のような色白の容よう貌ぼう。細身に見える体も相当に鍛きたえこまれており、その佇たたずまいだけでわかる人間にはその力量を感じさせる。


　そして何より目を惹ひくのは、左手に携たずさえた日本刀だ。


　蒼の持つ長大な「太た刀ち」ではなく、戦国時代以い降こう主流となった「打うち刀がたな」であり、世間一いつ般ぱんでいう日本刀のイメージに沿そった品だ。彼もまた蒼と同じく学園内でもそれを携けい帯たいし、常つねに実戦に備そなえている。この学園に在ざい籍せきする者がいずれ直面する──本当の実戦に。


　刀の拵こしらえは質しつ実じつ剛ごう健けんな黒くろ漆うるし塗ぬりで、ただひたすら実用性せいのみを追求している。柄つかも黒漆を塗り込んで損そん傷しようへの対たい策さくを図はかった〝漆柄〟だ。蒼の〝正宗〟とは方法論ろんや作風が違ちがうが、どちらも徹てつ底ていした現実主しゆ義ぎに則のつとっていることに変わりはない。


　本来ならば同じ目的に振ふるわれる刀。


　だが今少年の黒こく瞳どうが見定める敵てきは、異い世せ界かいからの殺さつ戮りく者しやではなく、一いつ介かいの下級生でしかなかった。彼はただ、蒼を見るためだけにこの場所にやって来た。


「来たか、那斬蒼」


　それだけで女子生徒が聞き惚ほれる美声は、敵意を超こえた昏くらい感かん情じよう──限かぎりなく殺意に近いものを伴ともなっていた。刀の鍔つばを親指で少しだけ押おし上げて鯉こい口ぐちから刀身を抜ぬき、すぐにまた戻もどす。


「我わが〝村むら正まさ〟の錆さびとなれ」


　冷たい決意を口にし、彼はその場を後にした。


　その名は四し門もん朱雀すざく──剣けん術じゆつ部ぶ主しゆ将しようにして、弐に年ねん武ぶ系けい最強の男。








　学園生活に怪け我がや病気はつきものであり、それはここ真武学園でも例外ではない。むしろそんじょそこらの不良校以上に怪我人が多い──というのは大おお袈裟げさだが、学園の性せい質しつ上じよう、一般校よりも多いのは確たしかだ。


　とはいえ、大たい抵ていの生徒は刀傷や骨こつ折せつ時の応おう急きゆう処しよ置ちの心得はあるし、そもそも武術の熟じゆく練れん者しやが多いためそこまで重じゆう篤とくな事じ態たいにはまずならない。


　そのため、その日の午後の保ほ健けん室しつは特に生徒の来らい訪ほうもなく、養よう護ご教きよう諭ゆの巴ともえ亜あ紀きも机つくえの前で二つの紙を見み比くらべていた。ボブカットに化け粧しようけのない顔は、充じゆう分ぶんに美人保健医と呼よばれる資し格かくがあり、スタイルも悪くない。特にタイトスカートから伸びる脚あしの長さと細さは秀しゆう逸いつで、ただ組んでいるだけで絵になる。


　一七〇センチを越こえる長身も相まって、一見すると男を寄よせつけないクールな印象だが、さばさばした性せい格かくは生徒の受けもよく、男女問わず信しん頼らいを寄せられていた。勤きん務む校が勤務校だけに、一般の養護教諭以上の医学知ち識しきもあり、腕うでも確かだ。


　しかしそんな彼女も悩なやみが一つ──小さく溜ため息いきをついて、書類を机つくえに置く。


　そのまま立ち上がって後ろのカーテンを開き、利用者用のベッドに目を落とす。ベッドの上の毛もう布ふはくっきり人型に盛もり上がり、中にいる人物の素す性じようをはっきり示しめしている。


「お前な……いつまで寝ねてる！」


　亜紀が勢いきおいよく毛布を引き剝はがして怒ど鳴なると、寝ていた人物は眠ねむたそうに目を擦こすりながら起き上がった。


「何なんですか先生～。勘かん弁べんして下さいよ、二日酔よいで頭痛いたいんですから……」


　欠伸あくび交じりに冴さえ木き蘭らん丸まるが抗こう議ぎする。下は制せい服ふくのスラックスを穿はいているが、上半身は裸はだかで、身につけているのは金のネックレスと昨さく晩ばん何をしていたかを窺うかがわせる、複ふく数すうのキスマークの痕あとだけだ。


「うるさい！　寝かしてやればダラダラと……！　ここは保健室だ。お前みたいに健康で体力と性せい欲よくが有り余あまってる奴やつを寝かすところじゃない！」


　亜紀の剣けん幕まくに、冴木は肩を竦すくめてベッドからおり、制服のシャツを纏まとった。裾すそはズボンに入れず、ボタンも大だい胆たんに開けて胸むな元もとを露ろ出しゆつさせる。一見すると細身の体だが、その肉体は豹ひようのようにしなやかな筋きん肉にくを具そなえており、内に秘ひめた力を想そう像ぞうさせる。一八〇センチを越こえる長身と相まって、異い性せいへのアピールは抜ばつ群ぐんだ。


　顔立ちもそれに準じゆんじており、モデルとしても通用しそうな整った鼻び梁りようと軽やかな笑えみは女性受けすることこのうえない。きちんと眉まゆを整えた視し線せんには妙みような色気があり、直視されると大たい抵ていの女性はおちるか、頰ほおを染そめる。


　髪かみ型がたもかなり気を使っているようで、肩かたまで伸のばした茶ちや髪ぱつは穂ほ先さきを軽く外にハネたフェザーカールでセットしていた。


　もっとも、いくら外見をキメようが亜紀には何の効こう果かもなく、今日も説教が始まる。


「……ほんっとに、お前は何しに学校来てる？　いいかげん卒業しろ！　もうすぐ二十歳だろーが！」


「だぁってぇ、学校が卒業させてくれないんですも～ん。おかげで三回目の参年生で～す[image: ]」


「自じ慢まんするな……！　単たん純じゆんに授じゆ業ぎよう出てないだけだろーが。ほら、もう帰れ、私はお前と違って忙いそがしい」


「へえ、どんなお仕事で？」


　冴木は机に赴おもむき、置かれた書類を覗のぞき込む。


「あ、コラ……！」


　亜紀は止めたが、もう遅おそい。冴木は置かれた体力測そく定ていの結果を目にしてしまっていた。


「あら……スゴイですね、この那斬って子。入学直後の記録なら、歴代記録更こう新しんじゃないですか？　超ちよう高校級飛び越こして、ほとんどオリンピッククラス」


「まあ、な。特待生で、今日一か月遅れで結果が出た……って、読むな！　個こ人じん情じよう報ほうだぞ!?　責せき任にん取るのは私なんだからな!?」


「ダイジョーブ、ダイジョーブ。誰だれにも言いませんよ。それに、僕は知っておいた方がいいんじゃないですか～？」


　冴木の軽口に、一いつ瞬しゆん亜紀が言いよどむ。確かに、彼の発言には一理あるのだ。


　その隙すきに、冴木は亜紀が手にしていた二枚目の書類にも目を通し始める。


「あ、コラ……」


「まあまあ、いいじゃないですか。でも、おかしいですね……これも測定の記録ですけど、平へい凡ぼんな記録ですよ？　何で見み比くらべたりしてたんです？」


　冴木が「飛流要」と文頭に書かれた書類を指先で摘つまんで振ふる。彼の言うとおり、そこに記された生徒の記録はごくごく平凡なものだ。可も無く不可も無い、絵に描かいたような平へい均きん値ち。蒼のものとは雲うん泥でいの差で、比べる理由があるとするなら、平均値と最高値の比ひ較かくというものぐらいだ。


「……いや、ちょっと気になってな。那斬の方は、まあわかりやすいと言えばわかりやすい内ない容ようだ。記録自体はとんでもないがな。だが、この飛流の方は……どうも手を抜ぬいていたらしい」


「へえ……」


　冴木も少し目を細めて、興きよう味みを持ち始めた。




[image: ]





　真武学園で実じつ施しされる体力測定は、通つう常じようの高校で行われるものとは意味合いが大きく異ことなる。それは時にはそのまま個人の成せい績せき評ひよう価かにも反はん映えいされるし、個別のカリキュラム作成の判はん断だん材料にもなる。まともな生徒なら、まず手を抜くことなどありえない。もちろん入学直後の体力測定で三年間の全すべてが決まるわけではないが、今後の学園生活に大きな影えい響きようがあるのは間ま違ちがいない。手を抜く輩やからがいるとすれば、よほどやる気のないバカだけだ。


　だから冴木も不思議に思い、真しん偽ぎを確たしかめる。


「でも、それって本当ですか？　担たん当とうの先生は誰です？」


「体育科主任の茂も木ぎ先生だ」


「わ～お、あの体育教官室最強の男が？　じゃあ、見る目は確かですね」


「まったくだ。四年前、お前が手を抜いたのも見み破やぶったしな」


　グサリとくる一言に目を逸そらし、冴木は人差し指の先で頰を搔かいた。そんな彼に冷たい視線を向けつつ、亜紀はあらためて要の記録に目を通す。


「だが……実じつ際さいはどうなんだろうな。単純な運動能のう力りよくはごまかせても、身体データは無理だ。コイツはそっちも平凡だしな」


　亜紀の言葉は、記録の後半にあるデータを指し示しめしていた。この学園では、入学時にそれこそ一いつ般ぱんの健康診しん断だんを超こえるレベルの検けん査さを行う。生徒はそこで筋きん密みつ度どや血けつ液えき中のヘモグロビン濃のう度ど、肺はい活かつ量りようなどのごまかしの効かないデータまで測そく定ていされる。


　蒼はまだ入学初日のためそれらの検査は行っていないが、要の方はすでに結果が出ている。これも全て平凡──体育主任がどう言おうが、この結果がある限かぎり彼の身体能力はあくまで人ひと並なみだ。


　しかし冴木は意味ありげな微び笑しようを浮うかべ、反はん論ろんする。


「……そうとも言えませんよ～」


「どういうことだ？」


「僕ぼくは茂木先生の慧けい眼がんを信用してますからね。やはり彼は手を抜いていた方に賭かけます」


「あのなあ……私も信用したいが、データは出てるんだぞ？」


　もっともな言葉だが、冴木はあっさりとその絶ぜつ対たい的な数値を否ひ定ていした。


「そんなもの、改かい竄ざんしたに決まってるじゃないですか」


「なっ……お前、その方が無理があるだろう？　今は個人情報に敏びん感かんだし、数値の測定は信しん頼らいできる機関に委い託たくされてるんだぞ？」


「僕に見られたじゃないですか？」


「……それは、数値の改竄なんぞとは別問題だろうが」


　苦々しげに言う亜紀。


　冴木は彼女を宥なだめるように、書類をヒラヒラ振ふって風を吹ふきかける。


「まあ、そう怒おこらないで。確かに、測定されたものを改竄となるとさすがに難むずかしいですねぇ」


「だろう？　大体、水みず増ましするならともかく、わざわざ改竄してまで数値を低くして何の意味がある？」


「大アリですよ」


　これまで軽けい薄はくこのうえなかった冴木の口調が、急に冷えたものに変わる。そこにいるのは毎夜夜遊びに徹てつし、保ほ健けん室しつのベッドを昼ひる寝ねスポットにしている青年ではなく、この学園ですでに四年の時を過すごした参年生──冴木蘭丸だ。


「およそ全ての戦せん闘とう技ぎ術じゆつは、極きよく論ろんすると二つの目的に分かれます。一つは己おのれの強さを喧けん伝でんし、それによって栄えい誉よを得て流りゆう派はを広めること。〝強さ〟を知らしめて、無む駄だな争いを回かい避ひするのもこれに含ふくまれますね。もう一つはその真ま逆ぎやく──己の技量を高めながら、一いつ切さいそれを表に出さず闇やみに徹すること」


「……後者に、何のメリットがある？」


「簡かん単たんなことですよ。己の技を──すなわち〝強さ〟を知られない。だから研究されずに、自分の〝強さ〟を保たもてる。時には相手の油ゆ断だんだって誘さそえる。挑ちよう戦せん者しやだって現あらわれないから、平へい穏おん無事に過すごせる。こちらも無駄な戦闘を回避できると言えばできますね」


「確かに、な。だが、このご時じ勢せいにそんなストイックな奴やつがいるのか？」


「さあ？」


　これまでの真しん剣けんな語り口が噓うそのように、冴木はおどけて笑った。思わず亜紀もこけかける。


「そんなの知らないし、キョーミもないです。ただ可か能のう性せいを言っただけですよ」


「あ～そうかい。ったく、お前の話をまともに聞いた私が馬ば鹿かだった。ムカついてきたから、とっとと出てけ」


「あらら、欲よつ求きゆう不満ですか？　だったら今すぐ僕で発散を……」


　元々かなり開けているシャツのボタンをさらに開いてズボンのジッパーに手をかけたとき、胃の内ない容よう物が逆流しそうなボディブローが放たれた。


　ぐはっと端たん整せいな顔を苦く痛つうに歪ゆがめ、冴木は腹はらをさすりながら、なおも軽口を叩たたく。


「いいパンチ、ですね……丹たん下げ段だん平ぺいがほっとかないですよ……？」


「うるさい。出てけ」


　亜紀はピシャリと言って背せを向け、机つくえでの仕事に戻もどる。冴木は溜ため息いきをついて保健室を出た。両手をスラックスのポケットに入れた歩き姿すがたには、先ほどの一いち撃げきの余よ韻いんなど微み塵じんもない。そのことをわかっていて、亜紀も遠えん慮りよなく全力で打ち込こんだのだ。


「やーれやれ、暴あばれるのはベッドの上だけにしてほしいよね～」


　二人の間ではすでに恒こう例れいとなったやりとりではあるが、今日は若じやつ干かんの変化はあった。


　その実力が判はん然ぜんとしない壱いち年ねん──飛流要。


　そして単たん純じゆんな身体能力ならば間ま違ちがいなく壱年の頂ちよう点てんに立つであろう──那斬蒼。


　珍めずらしく男のことを思い浮かべたとき、廊ろう下かの先の光景に冴木はヒューッと口笛を鳴らした。


「噂うわさをすれば……特待生♪」


　彼の視し線せんの先には、蒼がいた。そして明らかに悪意を持った上級生三人。


「お前、あのときはずいぶんとオイタしてくれたな……？」


　リーダー格かくの少年が、蒼にガンを飛ばしてくる。後ろの二人も同様だ。共に蒼の来らい訪ほう時に保健室送りにされた弐に年ねんであり、恨うらみ骨こつ髄ずいといった感じだ。三人とも容よう姿しは異ことなるが、五分刈がりの髪かみと粗そ暴ぼうそうな印象は同様であり、全身で下級生を威い圧あつしている。蒼に勝まさる身長と体格が、さらに迫はく力りよくを増ます。


　もっとも蒼の方はどこ吹ふく風、「何、この頭悪そーな人達？」といった態たい度どを隠かくそうともしない。


「あー……誰だっけ？」


「忘わすれるな！」


　三人の息ピッタリのツッコミに、蒼は両手を合わせて頷うなずいた。


「あ～……あのときの……」


「そうだ……！」


「ゴメン、よく覚えてない」


　真顔で言い放った蒼に、三人組は表ひよう情じようを失って固まった。


　遠とお巻まきに見ている冴木は、口元を押おさえて笑いをこらえている。


「重ねボケか……やるねぇ」


　そんな的てき確かくな解かい説せつは誰の耳にも留とまらず四散し、後にはただより凝ぎよう縮しゆくされた敵てき意いが残る。


「テメェ！　人をどこまでコケにすれば……！」


「だって覚えてないし」


「テメェ……いいかげんにしろよ！　大体、何だその刀？　壱年如ごときが何でそんなもんぶら下げてる!?」


　リーダー格の男が、怒いかりに任まかせて蒼の〝正宗〟に手を伸のばす。その瞬しゆん間かん、のほほんとしていた蒼の目の色が変わる。


　弐年の腕うでを摑つかむ──それだけでは飽あき足らず、そのままへし折らんばかりの勢いきおいで振ふり回し、床ゆかに叩きつけた。


　周囲のギャラリーは、その一瞬の攻こう防ぼうを捉とらえることができず、ただ呆ぼう然ぜんと見つめる。


　それは当事者である弐年生も同様だ。


　何とか受身を取った後、何か恐おそろしいモノを見るように顔を上げる。見上げた先には、限かぎりなく蒼あおい瞳ひとみの少年がいた。


　まだ腕は摑まれたままだ。


　その事実と蒼の冷たい視線が、彼の体を硬こう直ちよくさせる。


「汚きたねェ手で触さわんなよ……」


　静かな呟つぶやきにぞっとするものを感じ取ったが、すでに遅おそい。


　蒼の指は腕に食い込んでいき、さらに空あいた手は正宗の鍔つばを押し上げ──


「は～い、そこまで」


　背はい後ごからかかった快かい活かつな声に、緊きん迫ぱくした場が一気に緩ゆるんだ。


　蒼も感情の矛ほこ先さきを無くした形で、怪け訝げんな顔で振ふり向く。


「……誰？」


「ん～参年の冴木だよん。駄だ目めでしょ君達、上級生なのに壱年いじめちゃあ？」


　迫力ゼロの注意だが、何な故ぜか弐年の三人はある意味さっき以上に縮ちぢみ上がっている。


「いや……でも冴木さん、コイツ……」


「舐なめてるとか、そーゆーの？　流は行やらないよイマドキ。四門クンだって怒おこると思うけど～？」


　四門という言葉に、弐年が黙だまり込む。参年の冴木、弐年の四門、この二人は彼ら剣けん術じゆつ部ぶの生徒はけして逆さからってはならない存そん在ざいとして、その脳のう裏りに刻きざみ込まれている。


「中立がモットーの僕だけど、人数と年ねん齢れい考こう慮りよして、今日は彼に加か勢せいしちゃうよ。それでもいーい？」


　冴木は蒼の両りよう肩かたに手を置き、首を傾かたむけて尋たずねた。蒼からすれば初対面のわけがわからない怪あやしげな男だが、あまり気にならない。これが冴木という男の持つ何とも言えない魅み力りよくであり、特とく技ぎとも言える。もっとも、男にそれが向けられることはまずなく　基き本ほん的には女じよ性せいを口く説どく際さいに活いかされるだけだ。


　変わった奴やつ、と蒼が神しん妙みような顔で首を傾かしげている中、弐年の三人は深しん刻こくな顔で互たがいに囁ささやきあっている。数十秒で結けつ論ろんが出され、リーダー格の生徒が硬かたい顔で頭を下げた。


「すいませんでした……」


「いーよ別に。四門クンにもヨロシクね～[image: ]」


　二度目の四門という名が駄目押しとなり、彼らは会え釈しやくして去った。一瞬振り向いて蒼に苦々しげな視し線せんを送るが、それだけだ。とりあえず嵐あらしは過すぎ去り、蒼は釈しやく然ぜんとしないながらも礼を言った。


「あ～っと……一いち応おう、礼言っときます」


「気にしないでいいよ。結けつ構こう面おも白しろかったし」


「はあ……」


「でも、絡からまれるのもしょうがないかな。この学校、奨しよう学がく金きんとかはしっかりしてるけど、特待生はまだほとんどいない。まして、これまで公式の大会とかでの実じつ績せきがないんだったら、誰でも気にはなるよ。それに……スゴイ刀だね、それ」


　冴木の視線は、蒼の持つ〝正宗〟に注そそがれていた。それまで蒼自身にはさして興きよう味みを感じていない彼だったが、〝正宗〟に関しては別のようだ。


「……はあ、よく言われます」


「一見すると単なる大おお太刀だちだけど、君が持つとみょ～にしっくりくる。柄つかも君の両手の寸すん法ぽうに合わせて、いじってあるね。鞘さやも特注……君専せん用ようのワンオフってとこかな？」


「ええ……」


　要以外は知らないはずの事実を言い当てられ、蒼は心中で感かん嘆たんした。ある程てい度どの鑑かん定てい眼がんがあればこの〝正宗〟の価か値ちを見み抜ぬくことは難むずかしくなく、これまでにも経けい験けん済ずみだ。だが、真実を見抜かれたことはない。


　今初めて出会った上級生は、一いち瞥べつしただけでその真実に肉にく薄はくしていた。


「拵こしらえは革かわ包づつみとは……違ちがうか。革っぽいけど……金きん属ぞくだね、これ。しかも相当硬かたい。それなのにこの柔じゆう軟なん性せい……どんな材料使ってるのかな？　しっかし……何か龍りゆうの飾かざりだけ浮ういてるね。それだけは君の趣しゆ味みの後付け？」


「……ええ、まあ」


　──何者だ、コイツ？


　さすがに警けい戒かい心しんを抱いだき始めた蒼だが、冴木は気にせずにさらに深しん奥おうに秘ひめられた事実を告げる。


「でもさあ、使いにくくない？　そんなに縛られてちゃ」


「…………！」


　蒼の顔色が変わる。


　この男──何者だ!?


「……見えるん、スか？」


「ま、ね。君の体の方も[image: ]」


「あんた……」


　蒼が不ふ穏おんな空気を発し始めると、いち早く察知した冴木は両手を胸むねの前で振ふっておどけてみせた。


「怖こわい顔しないでよ。見えるだけ、見えるだけ。何も僕だけじゃないでしょ、見えるの？」


「…………」


「まあ、もしさっきの彼らがまた何か言ってきたら、相談してよ。昼飯オゴリで片かた付づけてあ・げ・る[image: ]」


　ウインクを送り、彼はそのまま両手をポケットに突つっ込んで飄ひよう々ひようと去っていった。


　何だか肩かた透すかしを喰くらった感じだが、とりあえず災さい難なんは去った。冴木のことは気になるが、考えてもしょうがない。


　そのまま下げ駄た箱ばこに赴おもむき、靴くつに履はき替かえてから校こう舎しやの外に出た。色々あったものの、とりあえず〈武街〉一日目もほぼ終しゆう了りよう、転入──正せい確かくには入学初日も終了──と思いきや、左から不ふ機き嫌げんな声が投げかけられた。


「遅おそかったな」


「あ……要。わり、待たせた」


　要は無言で頷うなずく。蒼に待っててくれと言われたものの、この始末だ。校門に向かって歩きながら、事の次し第だいを尋たずねる。


「まったく……弐年に絡からまれでもしたか？」


　こと蒼に関する要の勘かん及および推すい察さつは恐おそろしいまでの的中率りつを誇ほこる。今回も例に漏もれず、蒼はやや気まずそうに頷く。


「ああ、まあ……」


「あれほど注目を集めるなと……」


「いや、何もせずに帰ったよ。あ、そうだ参年の冴木って人知ってるか？　何か間に入ってくれたんだけど」


「冴木さんか」


　さん付けの呼こ称しように、蒼は少し驚おどろいた。一見すると人じん畜ちく無む害がいの優ゆう等とう生せいの要だが、はっきり言って教師や上級生への敬けい意いなど皆かい無むな男だ。それを誰だれよりも知る蒼は、友人の口ぶりだけで冴木がただならぬ人物であることを知った。


「あの人、何モンなんだ？」


「……一言で言えば、『仲ちゆう裁さい屋や』だ。生徒間でトラブルが発生したとき、割わって入って場を収おさめる。本人は留りゆう年ねんして年上だから年の功で皆みな矛ほこを収めてくれる──と言っているが、当然そんな理由じゃ血気に逸はやった奴やつらは抑おさえられない。それだけに、真の学園最強という噂うわさも根強い」


「それ、お前も信じてんの？」


「俺おれはあの人の流りゆう派はも知らないし、戦せん闘とうも見たことがない。だが、少なくともその実力を見切れないのは確たしかだ」


「……なるほどね」


　およそ戦闘という行こう為いにおいて、相手の力量を正せい確かくに見定めることは時に勝敗よりも大きな意味を持つ。たとえ相手が自分より力量が上だったとしても、それを察知できれば、それなりに戦いようはある。また戦闘を回かい避ひする道を選せん択たくし、敗北から、ひいては余よ計けいな負ふ傷しようや死からも逃のがれられる。


　ゆえに相手の力量が読み取れないというのは、それだけで脅きよう威いだ。


　そして要が──要すら見切れない相手は、最も早はや脅威を超こえて恐きよう怖ふに近い。


「お前が見切れないなんざ、結けつ構こう凄すごい人が集まってんだなあ」


「そういうことだ」


「なるほどね……あ、そういやお前部活とか？」


「入るわけないだろう。お前も勧かん誘ゆうされてもやめておけ。確かにこの学校の部活はハイレベルかつ実戦的、心身の育成というよりは個こ々この戦闘技ぎ術じゆつの相そう互ご交こう換かんに近い。だが所しよ詮せんは部活、集しゆう団だんという括くくりに個を縛しばられ、己おのれより劣おとる者との共きよう存ぞんを余よ儀ぎなくされる。実じつ際さい、かなりの実力の持ち主でも帰き宅たく部ぶは珍めずらしくない。それぞれ個別に修しゆう練れんしてるさ」


「へえ……ま、俺は一人の方が性しように合ってるしな」


　それは自分だけでなく、要も同様だ。おそらく、あの冴木もそうに違ちがいない。


　もちろん部活にも長所があるわけだが、そんなものは自分達に必要無い。


　それに、部活の仲間がいなくても要がいる。


　今一度それを確かめるために、蒼は昼休みから考えていた頼たのみを口にした。


「よし要、俺の家に来て引ひつ越こしの荷物片かた付づけるの手伝ってくれ。そして夕飯も作ってくれ。ついでに明日の朝俺が飲む味み噌そ汁しるも作ってくれ」


　真顔で淀よどみなく語られる依い頼らいを、要は無む表ひよう情じようで却きやつ下かした。


「断ことわる。自分でやれ」


「そんなこと言わずに頼むよ～」


「駄だ目めだ」


「そんなこと言わずにＴＡＮＯＭＵＹＯ」


「……駄目だ」


　ちょっと顔を引きつらせながら言う要に、蒼はそっぽを向いて不満をぶつけた。


「ふんっだ、べ、別にアンタとご飯食べたかったわけじゃないんだからねっ！」


「どうツッコメばいいんだ……？　というか、お前は俺に何を求めてる……？」


「今さらその気になったっておっそいんだからっ」


　なおもツンツンした物言いを崩くずさない蒼。


　呆あきれ気味の要だが、校舎から駆かけてくる足音に気づき、振ふり返った瞬しゆん間かんに顔色が変わった。蒼はそちらに背せを向けている格かつ好こうのため、要の変化の理由がわからない。


「何だよ、頼みきく気になったか？」


「……今日の英語の授じゆ業ぎようは、二限げんだったな。当然お前は受けてない。だから、今日は知らなくてもよかった」


「はあ？」


「……本当は、この後言うつもりだった。そして、一晩ばん時間を置いてから明日に備そなえさせるつもりだった」


　歯切れの悪い口調に、蒼も事じ態たいの異い常じようさに気づいた。そして、背はい後ごから声がかかる。


「蒼君……！」


　懐かい古この念が込こめられた声に、蒼の体は硬こう直ちよくした。


　──まさか……そんな！


　狼ろう狽ばいし、口元を震ふるわせながら、蒼がゆっくりと振り向く。走ってここまでやって来たその女じよ性せいを見たとき、蒼の顔色が恐怖にも似にた色に染そまる。


　それと対照的に、彼女──飛流美亜は懐なつかしそうに、嬉うれしそうに顔を綻ほころばせていた。


〈武街〉を訪おとずれたとき、脳のう裏りをよぎった二人──その一人は今傍かたわらにいる友。そしてもう一人の顔は今そこにいる女性のものと重なり、完全な実体となって蒼の心を打ち貫ぬく。


　アップに束ねた髪かみと、地味な印象のベストとタイトスカートがいかにも女教きよう師しという印象を醸かもし出しているが、新しん任にんだけあってまだ教師の威い厳げんとは無む縁えんだ。生徒を優やさしく包み込むような穏おだやかな瞳ひとみにはどこかあどけなさが残り、年ねん齢れいよりも幼おさなく見える美び貌ぼうを親しみやすいものに変えている。


　地味な服ふく装そうの上からもはっきりわかるスタイルのよさと、その慈じ愛あい的な雰ふん囲い気きから、生徒の人気もかなり高い。


　だが、蒼はそんな彼女から後ずさり、あろうことかよろけて後ろに転てん倒とうしかけた。要が背後に回って受け止めたものの、左手に携たずさえていた〝正宗〟を取り落としてしまう。弐に年ねんが触ふれることさえ厭いとったはずの、〝正宗〟を。


「どうしたの蒼君……？　気分でも悪いの？」


「あ…………」


「もう、心配したのよ？　いきなりいなくなって連れん絡らく一つくれないんだもの……！　ねえ、今まで何してたの？」


　近づいてくる美亜から、蒼は何も言わずに背を向けた。〝正宗〟を拾ひろい、要を押おしのけて全速力でその場から逃にげ去る。


　待って、と美亜が呼よんでも振り向かない。


　その尋じん常じようでない速度に、彼女は追うことを諦あきらめ、代わりとして弟に不安そうに尋たずねた。


「要……蒼君、どうしたの……？　あなた、これまでどこにいたかも知ってるんでしょ!?」


「さあね」


　これまで幾いく度どとなく繰くり返された問いに、幾度となく答えた言葉を残し、要は蒼の去った校門へ歩き始めた。美亜のことなど見向きもしない。


　全すべては予想できていた。


　蒼がこの街に来れば、姉と再さい会かいすればどうなるか。


　だがそんなことはどうでもいい。蒼がこの街に来たこと、己おのれが彼と共にあること、それだけが重要なのだ。


　友と姉の再会のことなど頭の片かた隅すみに追いやり、要はいつもの冷静沈ちん着ちやくな無表情で家いえ路じについた。




　第二章　刀とう神しん、そして剣つるぎ守もり







　──噓うそ、だろ……。


　ショックが強すぎて学園を出てすぐに足が止まる。そのまま学園を囲む塀へいに手をつきながら、蒼あおいは思う。


　何な故ぜここに美み亜あがいる？


　逃とう走そうの中で何度となく己おのれに問いかけたが、答えは簡かん単たんなことだ。友人の姉が、幼い頃ころから姉弟きようだい同然に育った女性が教師を志こころざし、たまたまこの学園に赴ふ任にんした。ただそれだけのことだ。


　だがそのことに神の悪戯いたずら、いや、悪意を感じ、蒼は顔を両手で覆おおって地面に座すわり込む。


　──もう、会わないって決めたのに……。


　泣きたい気持ちを通り越こし、死にたい気持ちになったとき、遠えん慮りよがちに声をかけてくる者がいた。


「あの……大だい丈じよう夫ぶ？　那な斬ぎり君……」


「月つき島しま……」


　見上げると、琴こと美みがいる。おそらく帰き宅たく途と中ちゆうだろう。部活には入っていないようだ。純じゆん粋すいに自分の体調を心配する表ひよう情じように心が痛いたみ、蒼は立ち上がり空から元気で笑った。


「ああ、別に……何でも…………ない」


「……さっき、飛ひ流りゆう先生と話してたのよね？　何か、あったの……？」


「…………」


「飛流先生って、飛流君のお姉さんだって聞いたけど、知り合いなの……？」


　ただ蒼の身を案じるがゆえの問いだが、彼は何も答えず俯うつむく。琴美はその様子にこのことが蒼にとっての禁きん忌きと感じ、それ以上の問いかけを避さけた。


　その途と端たん、二人の間に何とも言えない重い空気が流れる。


　とりあえず話題を変えようと、元げん凶きようであることを自覚する琴美が口を開く。


「あ……那斬君、家は寮りよう？　それとも、下宿とか？」


「えっと……アパート。要かなめが借りててくれたみたいだけど……」


　何とかいつもの調子を取り戻もどし、蒼はポケットを探さぐった。休み時間に要から渡わたされた紙を取り出して、書かれた内ない容ようを確かく認にんする。ノートの切れ端はしとおぼしき紙には、アパートの住所と簡単な地図が書いてある。


　しかし、この街に来てまだ半日も経たっていない蒼に理り解かいできるはずもない。


「やべ……アイツに案内頼たのむんだった……」


　今から戻ろうにも、美亜に会う可か能のう性せいがある以上そうもいかない。結けつ構こう深しん刻こくに頭を抱かかえていると、見かねた琴美が案内を申し出た。


「私……案内しようか？　その住所、まだ未開発区く域いきだから、ちょっとわかりにくいし……」


「あ……じゃあ、頼めるか？」


　悪いと思いつつも、今は頼たよれる人間がいない。


　出会って数時間の少女だが、蒼にとっては数少ないこの街での知り合いだ。


　気がひけるものの、琴美は小さく笑って蒼の心を軽くしてくれた。特に世話好きというわけではないが、基き本ほん的に困こまっている人間を見み捨すてられないタイプらしい。


　そんなわけで、蒼は琴美と連れ立って家いえ路じについた。


　互たがいに先ほどの気まずい沈ちん黙もくを避けようと、会話に花を咲さかせていく。


「あれ、じゃあ月島って学校の寮暮ぐらしなの？　悪いね、本当はすぐ帰れたのに」


「ううん、私は部活にも入ってなくて時間あるし……。でも、那斬君は入るの？」


「いや～……要がどっかに入ってるってなら、考えてもいいけど、アイツからも止められたし止やめとくよ」


「そう……あの、飛流君と仲いいの？」


　琴美の疑ぎ問もんは、入学以来要の孤こ高こうとも言える姿すがたを間近で見てきたことに由ゆ来らいする。


　彼女自身会話したことはないし、おそらく他のクラスメイトもそうだろう。誰かと話し込んだりしているのも見たことがない。さらに言えば、戦せん闘とうの専せん門もん領りよう域いきもまったく不明だ。学業こそトップで有名だが、「修しゆう練れん」の授じゆ業ぎよう以外で彼が肉体を駆く使ししているのは見かけたことがない。


　目立つことなく他人と距きよ離りを置く、それが琴美の持つ飛流要という少年の印象だった。そのため、蒼と親しげに話していた彼には少々違い和わ感を覚える。


「……ん～まあ、アイツと俺おれは切っても切れない関係だかんね。ガキの頃から一いつ緒しよだったし。俺、ずっとアイツの家に世話になっててさ。一緒に暮らしてたんだ」


「あ、そうなの？」


「うん……だから……美亜姉ねぇ……じゃなくて、先生のことも昔から知ってた」


　やや歯切れの悪い口調だが、蒼は自分なりに気を遣つかって琴美の疑問に答え始めた。色々と迷めい惑わくをかけている手前、さっきのことを何も説明せずに別れるのは気が咎とがめる。


「……昔から、よく面めん倒どう見てもらってさ。けど……しばらく会ってなかったから、急にこんなとこで会って、ビックリして……それで……」


「そう……なんだ」


　精せい一いつ杯ぱいの説明だが、琴美を納なつ得とくさせるには程ほど遠とおい。ただ幼おさな馴な染じみの女性と予期せぬ再さい会かいを果たしただけで、人はああも困こん惑わくするだろうか？


　だが琴美はそれ以上追つい及きゆうすることはできず、ただ頷うなずいた。


「そっか……それで飛流君のことも知ってたんだ」


「……うん。あ、アイツ俺のいない間どうだった？　技わざとか見せたりした？」


「ううん、そういうのは全然……」


「あ～だと思った。普ふ段だんは猫ねこかぶってるからな～。ホントはテラ強いくせに」


「え、そうなの？」


「ルール無用の殺し合いなら、冗じよう談だん抜ぬきで多分地球人類最強じゃね？」


　さらっととんでもないことを口にするが、その瞳ひとみは真しん剣けんそのものだ。琴美もはあ、と相あい槌づちを打つことしかできない。だが蒼がそこまで言う以上、ある程てい度どの腕うではあるのかもしれない。少なくとも、特待生である蒼の実力は確たしかなものだろう。


　だが、琴美の興きよう味みは別のところにあった。


　彼女の視し線せんからそれを感じ取り、


「気になる、これ？」


　と左手の〝正まさ宗むね〟を振ふってみせた。心を見み透すかされ、琴美は頰ほおを染そめて目を背そむける。


「べ、別にそういうわけじゃ……」


「授じゆ業ぎよう中もちらちら見てたろ？　まあよくあるけど、何か月島は違ちがうっつーか、熱心っつーか……好きなの、刀？」


「む、昔から、家にいっぱいあったから……その、綺き麗れいでしょ、日本刀って？」


　同意を求めるように上うわ目め遣づかいで見てくるが、蒼は苦く笑しようしている。


　確かに日本刀の芸げい術じゆつ的価か値ちは世界的にも認みとめられているが、年とし頃ごろの少女が関心を持つのはどうだろう？


「いやまあ……否ひ定ていはしねーけど。じゃあ、月島って剣術やるんだ？」


「……うん、少しだけ。那斬君は、『月島流』って知ってる？」


「いや、全然」


　興味も知ち識しきもゼロといった感じで首を振る蒼に、琴美は苦笑しながら語りだした。


「私の家、古流の世界では結構有名でね……私が末っ子なんだけど、お兄ちゃんもお姉ちゃんも皆みんな凄すごく強くって、今もどこかで異メ魔ギ人ドと戦ってるの。お父さんも、お母さんも同じ。名門っていうのかな、こういうの」


「……多分、ね」


　琴美の哀かなしげな表ひよう情じように、蒼にはそんな返ししかできない。この小さな少女の背せには、重すぎる武ぶ門もんの重じゆう圧あつがのしかかっている。


「でも、私は全然才さい能のうなくて……異メ魔ギ人ドどころか、人を殴なぐることもできなくて……だから、この学園でも、家でも落ちこぼれなの。皆にそう言われるし、もう慣なれたけど……でも、私のせいでお兄ちゃん達にまで迷めい惑わくかかるのは嫌いやで……」


　消え入りそうな声で呟つぶやく琴美。


　今日知り合ったばかりの蒼には、到とう底てい想そう像ぞうもつかない苦く悩のうがそこにはある。いや。蒼には永えい久きゆうに理り解かいできない類たぐいのものかもしれない。そのせいか、彼は平然と彼女の苦悩を否定する。


「いや、別にいんじゃね？　弱くても」


「え……？」


「そりゃあこういうご時世だし？　強い方がいい～的な考えが優ゆう勢せいかもしんないけどさ、元々武術だの格かく闘とう技ぎだのって、人を殺したり傷きずつける技術なんだから、そこまで必要なもんかな？」


　学園どころか〈武ぶ街がい〉そのものを否定するような言葉に、琴美は目を丸くした。こんな思考の持ち主が、〈武街〉に存そん在ざいしていいのか!?


「まあ体鍛きたえんのは悪くねーし、そういう斬きった張はったを通して見えてくる〝道〟とかあるんだろーけど、俺どーもそういうの苦手でね。もっと他の方法ないの？」


「そう……かな？」


「だってさ、誰だれかを傷つけた先に見えてくるもんに、意味なんてあるわけ？　あったとしても、辿たどり着く過か程ていが血ち生なま臭ぐさすぎっしょ？　別に体と心鍛えたいなら、単たん純じゆんにランニングだの筋きんトレだのして、座ざ禅ぜんでも組めばいいじゃん。他人に迷惑かけないで済すむし」


「ま、まあ……」


「護ご身しんとかはそれなりに必要だろうけどさ、でも護身オンリー、絶ぜつ対たいに人を傷つけないとか謳うたってる武術なんて少ないじゃん。特に今はさ。元々〝道〟が主役の〝武道〟の方なんか、強さなんておまけだろ？　つーか人格形成目指すならもっと平和的な方法がよくね？」


　本人は至いたって真剣だが、琴美の方は開あいた口が塞ふさがらない。


　確たしかに言っていることには一理ないわけでもない。およそ戦闘技術がその根こん幹かんにあるもの全すべてに、蒼の言うような負ふの面があるのは事実だ。


「でも……武道とか武術って、もっと奥おくが深くて、ただの暴ぼう力りよくとは違うような……」


　控ひかえめに主しゆ張ちようすると、蒼はあっさり頷うなずいた。


「うん、多分そうだろね」


「…………」


「でも俺のは違う」


　それまでとうって変わった声こわ音ねに、琴美は隣となりの少年が別の存在へ変へん貌ぼうしたように思えた。芸術に等しきあの大おお太刀だちも──その本来の姿すがたたる凶きよう器きの面おも影かげを取り戻もどしたように見える。


「俺のは、ただの殺しの技わざ。その中でも一番薄うす汚ぎたなくて、最悪でサイッテーの技だ」


　ゆえに、負の面しか目に入らないのか。


　琴美が答えあぐねていると、蒼はいつしか元の彼に戻っていた。


「大体さ～普ふ通つうに考えて人を平気でぶん殴れる人間よか、殴れない人間の方がいいじゃん。だからさ、月島も胸むね張はれよ」


　屈くつ託たくのない笑え顔がおに、琴美も思わず頰を染めて俯うつむいた。


　蒼の言葉は、あるいは絶ぜつ対たい的な強さを持った者の傲ごう慢まんかもしれない。強さを持たない悲しみを背負う人間の心など、理解できていないのかもしれない。


　けれど、その言葉は琴美の胸に深く突つき刺ささった。〈武街〉に来て初めて──いや、武術に携たずさわってから、初めて自分を肯こう定ていしてくれた人間。
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「……ありがとう」


　小声の礼に、うん？　と蒼が視し線せんを向ける。その瞬しゆん間かん、彼の表情は突とつ如じよとして強こわ張ばった。瞳ひとみに危き険けんな光を宿し、彼は前へと向き直る。


「どうしたの？」


「……やっぱ、迷めい惑わくかけちゃったな」


「え……？」


「こんなこと、ちっとも凄すごくない。だから……俺だけでいい。殺やるのは──俺だけで」


　呟いたとき、琴美も異い変へんを察知した。


〈武街〉の中心部から外はずれ、人ひと気けの少ない通り。


　道路の舗ほ装そうこそされているものの、建物も少なく更さら地ちが目立つ。そのくせ散さん乱らんした鉄てつ骨こつや土管が障しよう害がい物ぶつとなり、遠くからでは二人の様子を窺うかがい知ることができない。そしてそれは、突如地面から屹きつ立りつする壁かべによって決定的となった。


　地面から駆く動どう音と共に這はい上がる漆しつ黒こくの壁。


　二人の四方を囲むそれによって区切られた空間はきっかり一〇平方メートル──檻にしては広く、動き回るには申し分ない。


　それゆえに、彼かのモノは現あらわれたのか。


　壁と共に、地面から放たれたもの。


　地面の下にいかなるギミックが隠かくされていたのか、檻おりの内部の地面には、はるか地下に続くであろう空くう洞どうが生じていた。正方形のそれから、ゆっくりと筋すじ張ばった手が這い出してくる。


「あ、あれ……」


　正体を悟さとり、琴美は言葉を失った。


　地下から這い上がってきたのは、人の天てん敵てきたる三体の異メ魔ギ人ド。


　真しん武ぶ学園の教育体たい系けいと同じく、異メ魔ギ人ドもまた無手の格かく闘とうを主体とする無手型と、五体の一部を武ぶ器き化した武器型に分かれる。


　今二人の目の前にいるのは、蒼がゲート前で遭そう遇ぐうしたモノと同じ、無手型の異メ魔ギ人ド。姿形も酷こく似じしている。


　蒼は厳きびしい表ひよう情じようで対たい峙じし、琴美は悲鳴もあげずに地に座すわり込こむ。その体は小こ刻きざみに震ふるえ、必死に眼がん前ぜんの現げん実じつを否ひ定ていしようと首を激はげしく振る。


「噓……いるわけないのに……！　〈武街〉に異メ魔ギ人ドがいるわけ……！」


　琴美の言葉は真実だった。


　対異メ魔ギ人ドの拠きよ点てんとなるべき都市が、異メ魔ギ人ドの侵しん入にゆうを許ゆるしてはシャレにならない。今日蒼が目にした壁に象しよう徴ちようされるように、この〈武街〉の防ぼう衛えい対たい策さくは非ひ常じように強固なのだ。


「でも……いるんだ。これが現実。俺はずっとその中で生きてきた」


「え……？」


「大だい丈じよう夫ぶ。じっとしててくれ」


　蒼は最初から琴美を戦力には入れていない。彼女の戦せん闘とう能のう力りよく云うん々ぬんではなく、この怯おびえようからして、まず戦えないと判はん断だんしたからだ。


　別に琴美が臆おく病びよう者ものというわけではなく、大たい抵ていの人間は異メ魔ギ人ドと接せつ触しよくした際さい彼女のような反はん応のうを示しめす。単たん純じゆんに異い形ぎようのモノへの恐きよう怖ふ心しん以上に、異メ魔ギ人ドは対峙した人間の根こん源げん的な恐怖を呼よび覚ます能力を持つ。


　彼らと対峙したとき、人は長らく忘わすれていた感覚を──捕ほ食しよくされる恐怖を──餌えさとしての恐怖を実感させられるのだ。


　その牙きばで嚙かみ千ち切ぎられ、その爪つめで切り裂さかれ、五体を貪むさぼり喰くわれる。


　いかに頑がん強きような肉体を持とうが、戦闘技ぎ術じゆつを高めようが、脳のう髄ずいの底に一瞬にして刻きざみ込まれるイメージは消せない。


　それは〝魔テ合フいム〟と呼ばれる物理的なプレッシャーとなり、人をその場に縛しばり付ける。それに打ち勝ちさらにためらわずに殺せる人間──その育成には精せい神しんの修しゆ行ぎようが必須だ。それゆえに精神の修養を重視する日本武術が世界的に注目され、日本の国策にも取り入れられている。


　そして今、それを体現する少年が戦闘態たい勢せいに入った。


　──凄すごい、こんな完かん璧ぺきな自然体……初めて……。


　怯えながらも、琴美の目は蒼に吸すいつけられていた。


　両手を垂たらし、重心をわずかに前にかけて腰こしをふらつかせない。背せ筋すじは伸のばし、顎あごを軽く引く。


　言うのは簡かん単たんだが、この全すべてを高次元で両立させることは難むずかしい。剣けん術じゆつの心得があり、これまで家族を含ふくめ数多くの手て練だれを間近で見てきた琴美でも、蒼の立ち姿すがたは感かん嘆たんを超こえて感動を禁じ得ない。


　まして、蒼の持つ〝正宗〟はその長大さゆえに扱あつかいがきわめて難しい。大おお太刀だちの中でも、それこそ馬ごと断たつ斬ざん馬ば刀とう仕様に近く、重量も生なま半はん可かなものではない。弘こう法ぼう筆を選ばずとはいえ、並なみの剣士なら持っただけで構かまえのバランスを崩くずすだろう。


　だが蒼は完全な姿し勢せいを保たもったまま、〝正宗〟を構える。正せい眼がんの構えだが、あの奇き妙みような鞘さやはそのままだ。蒼は鞘を抜ぬこうとせず、異メ魔ギ人ドもまたそれを許ゆるさない。立ち並ならぶ三体のうち二体が、それぞれ左右にわかれて飛び掛かかってきた。


「危あぶない！」


　思わず琴美が叫さけぶ。


　次の瞬しゆん間かん、その声は血しぶきにかき消された。


〝正宗〟が動いた──それは何とか見えた。だが、何な故ぜ右方の異メ魔ギ人ドの首が飛んでいる？　〝正宗〟は抜ばつ刀とうされていないのに。


　同どう胞ほうの死に、一瞬左の異メ魔ギ人ドが怯ひるむ。その隙すきを見み逃のがさず、蒼が凄すさまじい速度で踏ふみ込む。


「テメーも見斬った」


　横よこ薙なぎの一いつ閃せんが繰くり出され、豆とう腐ふでも斬きるかのように異メ魔ギ人ドの胴どうが分ぶん断だんされる。琴美は恐怖も忘れてその一閃を注ちゆう視しするが、斬り終わった時点でやはり鞘はそのままだ。


　──どうして……？


　戦闘はまるで駄だ目めだが、実家のおかげで見取り稽げい古この機会には恵めぐまれ、分ぶん析せき力りよくだけには多少自信がある。なのに、蒼の剣はまったく理り解かいできない。


　斬れ味や速度以前に、その流れるような動きはいかなる流りゆう派はのものだ？


「斬る」という本来異い常じような行こう為いが、まったく違い和わ感なく自然に見える。しかも太刀たち筋すじの見事さ──まさに斬るべくして斬り、斬られるべくして斬られた異メ魔ギ人ド達。その様子は一つの完成された絵かい画がにも似にており、血ち生なま臭ぐささを感じさせない。


　首を断たたれたモノも、胴を横に両断されたモノも、その最さい期ごの瞬間には同じ表ひよう情じようを浮うかべていたように思える。何故斬られた──という疑ぎ問もんの顔を。


「あとはお前か」


　無表情に言い、蒼が残る異メ魔ギ人ドを見み据すえる。外見ではすでに斃たおした二体と大差はないが、実力では大きな開きがあった。それは両足で地を蹴けり、独どく自じのリズムを取りながら蒼の周囲を動き回る。


「ちっ……わかってんじゃねーか。ちょこまか動き回られっと……」


　左から近づく異メ魔ギ人ドに、蒼が斬りつける。だが、それは一歩遅おくれて残ざん像ぞうを薙ないだ。続いて右方から──これも空から振ぶり。


〝正宗〟の刃は渡わたりを理解し、けして間合いに踏み込まない。アウトボクサーの如ごとくフットワークで距離を取り、蒼の消しよう耗もうを待つ。こと戦闘に関する限かぎり、異メ魔ギ人ドの知ち性せいは油ゆ断だんできない。


　まして相手は無手型、一いつ般ぱんに武ぶ器き型よりも肉体の強きよう靭じんさと敏びん捷しようさでは上回る個こ体たいだ。


「……見斬り難にきぃ……」


　面めん倒どうそうに呟つぶやき、蒼は足を止めた。そのまま全身の力を抜き、〝正宗〟を右手のみで持ち下げ段だんに下げる。防ぼう御ぎよの概がい念ねんを取り払はらったその姿は、多少彼なりにアレンジされてはいるものの、いわゆる〝無形の位〟だ。


　周囲を動き回る敵てきを無視し、ただ無む防ぼう備びの自分を曝さらけ出す。当初はいぶかしんでいた異メ魔ギ人ドも、まったく動かない蒼を獲え物ものと見なし、背はい後ごに回り込んで迫せまる。それをいち早く感じ取った蒼は、即そく座ざに振り返った。


　見つめ合う二者。


　時の止まるその一瞬に、異メ魔ギ人ドは愚ぐ行こうを悟さとった。全すべてはこの瞬間、己おのれの動きが直線的となるこの瞬と間きを導みちびくため。


「見斬った」


　下から股こ間かんを斬り裂さく一閃が舞まい上がり、異メ魔ギ人ドは縦たてに裂かれた。片かた手てゆえか一いつ刀とう両りよう断だんとはいかず、胸むな元もとまで斬り裂いたところで蒼が〝正宗〟を引き抜く。


「ギィィィィィイシャアァアアアアッッッッ……！」


　おぞましい咆ほう哮こうをあげ、異メ魔ギ人ドが鮮せん血けんを撒まき散らして斃れる。


　琴美は目を背そむけ、震ふるえながら耳を塞ふさいだ。


　叫ぶ余よ裕ゆうこそあったものの、その最期の表情はこれまでと同じ──何故こうして斬られたか理解できない苦く悶もんを浮かべている。


「……ちっと見斬った通りにいかなかったな。要がいたら説教か……」


　ポツリと呟き、蒼が〝正宗〟に目を落とす。その刀身の変化を見て、琴美も蒼が抜刀しなかった理由を知った。


　あの巻まきつく帯おび状じようの鞘さやが解とけ、刀身が露ろ出しゆつしている。しかし鞘はその全てが刀身から離はなれたわけではなく、根元の方に一ひと筋すじ巻きついて接せつ触しよくを保たもっていた。蒼が刀を振ると、刀身に付着していた異メ魔ギ人ドの血が跡あと形かたもなく飛び散り、さらに意い志しを持ったかの如ごとく鞘が巻きついていく。


　通常の収しゆう納のう式しきの鞘とは違ちがい、いわば梱こん包ぽう型の鞘。


　いかなる技ぎ術じゆつなのか、それは蒼の意志によって自じ在ざいに脱だつ着ちやくする。たとえ抜刀せずとも、蒼の一閃が敵と接触する刹せつ那な、鞘は己おのれで解ほどけて刃やいばの威い力りよくを解放するのだ。


「凄すごい……」


　琴美が鞘と合わせて戦闘の感想を漏もらすと、蒼が近ちか寄よって尋たずねた。


「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がとかない？」


「うん……」


　答えながら、自分がさほど動どう揺ようしていないことに驚おどろく。いかに人外の存そん在ざいとはいえ、この無む惨ざんな死体を前にここまで冷静になれるとは──。


　おそらく、それは蒼の太刀筋ゆえだろう。琴美はそれこそ美しさすら感じた。だからこそ彼を忌き避ひすることなく、そのほっとした顔を受け入れられる。斃された異メ魔ギ人ドすら、未いまだに死が信じられず、ただ彼の太刀筋に魅み入いられているだけかもしれない。


　間違いなく、彼には自分と違うものが見えている。彼だけにしか見えない──異メ魔ギ人ドを屠ほふるための何かが。


「見えたのか？」


「あ……えっと」


　即そく答とうはできなかった。ただ蒼が何かを見ている、それを感じ取っただけだ。彼と同じものが見えているわけではない。だが、それだけでも蒼は誉ほめてくれた。


「スゴイな、中々いないぜ、アレがわかる奴やつ」


「……あ、ありがとう。でも……でも、やっぱりおかしい。何で異メ魔ギ人ドがこの街に……」


　戦せん闘とうの余よ韻いんから覚さめ、琴美が現げん実じつを直ちよく視しする。


　異メ魔ギ人ドがいるはずはない。いてはいけないのだ、この街には。


　もしこのことが公おおやけになれば、間違いなく〈武街〉の上じよう層そう部ぶの首が飛ぶ。


「……そうおかしいことかな？」


「え？」


「捕ほ獲かくしたのさ。だからこの街に入れたのは人間だ」


「噓うそ……相手は異メ魔ギ人ドだよ？」


「まだ百発百中とはいかないが、異メ魔ギ人ドの捕獲は成功してる。アイツらもこの世界の束そく縛ばくを受けるから、けして無む敵てきじゃない。近代兵器は効きかないが、近代の素そ材ざいを壊こわせるかっつーと必ずしもそうじゃないんだ。とはいえ、閉とじ込こめとくのはスゲー手間かかるし、せいぜい下級エナリアが限げん界かいだけどね」


　蒼の興きよう味みは、四方を覆おおう壁かべに向いていた。


　この材ざい質しつ、おそらく〈武街〉を覆うものと同じだ。そしてこの仕し掛かけ──おそらくは異メ魔ギ人ド捕獲用のもの。それはいい。〈武街〉ならこんな仕掛けがあってもおかしくない。


　だが、何故これを檻ではなく、異メ魔ギ人ドと戦わせる舞ぶ台たいとして使った？


　誰がこれを動かし──捕とらえた異メ魔ギ人ドを送り込んだ？


　あるいはゲート前の戦い自体──作さく為い的なものだったのか？


　解けない疑問が暗雲のように胸むねにはびこる中、壁は地中へスライドしてその身を消し、戦いの余韻を消し去った。


「……気に入らねーな。ま、いいか。行こ、月島」


　あっさりと眼がん前ぜんの現象を受け入れた言葉に、琴美はこの一か月遅おくれのクラスメイトをますます遠い存在に感じた。今の戦闘でさえ理り解かいの外なのに、彼は何者なのだ？


「……那斬君、今まで何してたの？」


「へ？」


「どうして、一か月入学が遅れたりしたの……？」


「あーバイトが長引いちゃって。海外でやってたからさ、帰ってくるのも一苦労で」


　バイト、という言葉に引っかかるものを感じ、琴美はさらに問う。


「バイトって……どんな？」


「傭よう兵へい」


「よ、傭兵？」


「そ。ちょっと前に、中東の方で〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が短期間で何度か開いて大変だったろ？　俺おれ、あそこにいたんだ。異メ魔ギ人ドはうじゃうじゃいるわ、人が死ぬわで大変でさ……入学式のことは知ってたけど、中々帰ってこられなくてさ～」


　あっけらかんととんでもない経けい歴れきを語る蒼。


　つまり、彼は真武学園の生徒以前に、対異メ魔ギ人ド戦のプロであるわけだ。しかも腕うで利ききで──実じつ績せきもある。


　琴美はあらためて眼前の少年をまじまじと見つめるが、蒼の視線は異メ魔ギ人ドの死体に向いていた。


　捕獲自体はいい。だが──何な故ぜ〈武街〉にいるのか。捕獲したものを運うん搬ぱんし、その後逃にげられた──それならばいい。しかし、そうなのか？


　未いまだ晴れぬ疑ぎ惑わくに身を焦こがす蒼の表ひよう情じようからは、勝者の喜びは見み出いだせない。








　蒼と別れた後、要はいつものように家路についていた。自じ宅たくは街外はずれに位置しているため、学園の生徒と顔を合わす機会も少ない。地理的には蒼のアパートに近いが、違ちがうルートで家路についたこともあり、蒼には追いつかない。というか、そもそも追いつく気もない。


　姉の追つい及きゆうを躱かわし、あくまでも自分のリズムで家路につく。


　しかし、今日は多少変化があった。


　本来通る必要のない区立公園に赴おもむき、アスレチック器具から離はなれた広場に向かう。さらにその隅すみ、公園の外からは陰かげとなり、木々が生おい茂しげり昼でも暗い場所で足を止める。夕ゆう暮ぐれ時と幼よう児じが少ない〈武街〉の状じよう況きようが重なり、公園内にも人はいない。


　周囲の様子を確かく認にんし終え、要は背はい後ごを振ふり向いた。


「──いつまでついてくる気だ？」


　うんざりしたような言葉に、彼の後ろに潜ひそんでいた男が破は顔がんした。それだけで品ひん性せいが窺うかがいしれる、下げ卑びた傲ごう慢まんな笑えみ。タンクトップと股こ間かんに余よ裕ゆうを持たせた迷めい彩さい模も様ようのズボンは、その筋きん肉にくが発達した頑がん強きようで大おお柄がらな肉体と合わさって、男が暴ぼう力りよくを糧かてに生活していることを感じさせる。丸まる刈がり頭の顔つきも粗そ暴ぼうきわまりなく、十代の剣けん術じゆつ部ぶ員いんなどこれに比くらべればまだまだただのガキだ。


「……いつから気づいてた、坊ぼう主ず？」


「最初からだ。俺が学園を出てから、ずっとつけ回してたな」


「ほう……ちょっと見直したぜ。あんな学園の奴やつにしちゃ、多少骨ほねがありそうだ」


　男がこれ見よがしに指を鳴らし、威い嚇かくする。


　おそらくは対寝ね技わざとの攻こう防ぼうも視し野やに入れた実戦空から手てか総そう合ごう格かく闘とう技ぎの経けい験けん者しや。対異メ魔ギ人ド戦はともかく、普ふ通つうの喧けん嘩かでは負け無し。そして、国の税ぜい金きんで育成される真武学園の生徒を見下している。


　要は分ぶん析せきを終え、面倒そうに尋たずねた。


「で、何の用だ？」


「な～に……すぐ済すむさ。ちょこっと相手してくれりゃいい。お前の力を見たいって人がいるそうだ」


　再ふたたび笑う男に対し、要は目を細めた。


　恨うらまれる覚えはさておき、力を見たいとなると話は別だ。これは襲しゆう撃げきではなく様子見──自身の力を計るための刺し客かく。


「──止やめないか？」


「あン？」


「金で雇やとわれているんだろう？　なら、金だけもらって適てき当とうな報ほう告こくをすればいい。何なら俺が上乗せした金を支し払はらってもいい。十万程てい度どなら今出せるし、交こう渉しよう次し第だいではその十倍だって構かまわない。お互たがい、無む駄だなカロリーを消しよう費ひするのは止めないか？」


　意外な申し出に、男が一いつ瞬しゆん怯ひるむ。


　怯おびえた命いのち乞ごいならまだしも、こうも堂々とした交渉はまったくの想定外だ。しかもかなり割わりがいい。金だけが目的なら、要の言葉に乗るのも悪くない。


　しかし──


「……悪いが、俺は結けつ構こう信用を重んじててなあ……それに……お前みたいな小こ憎にくたらしいガキは嫌きらいでね！」


　言うや否いなや、フック気味の右みぎ拳こぶしが飛ぶ。様子見どころか、間違いなく斃たおしにかかった一発だ。顔に当たれば、顔面粉ふん砕さいは確実だろう。事実、そうだった。


「無む能のう」


　──あれ……!?


　男は目を疑うたがった。自分の拳が目の前にある。勢いきおいのついたそれは、自身の意い志しを受け入れずそのまま鼻にぶつかってきた。


　──何な故ぜ!?　何故、俺は俺を殴ってる!?


　まったく理り解かい不能なまま、自じ慢まんの拳は鼻を砕くだき、ついでに前歯も二、三本持って行った。男は衝しよう撃げきで地面に片かた膝ひざをつき、要を見上げる。


　彼は先ほどと同じく、ただ飄ひよう然ぜんと立ち尽つくしている。観客がいれば、これはどんな趣しゆ向こうの芸かと思うだろう。要を殴らんとしたはずの拳は、いきなり進行方向を変えて男自身に叩き込まれた。


　要は──特に何もしていない。少なくとも、男には何が起こったか理解できなかった。一瞬要の右手が動いた気がするが、それだけだ。防ぼう御ぎよもカウンターの動きも示しめしてはいない。


「どうする、まだ戦やるか？」


「お前、何を……！」


「俺は争う気はない。そちらが条じよう件けんを呑のむなら、金も払うし病院にも連れて行くが？」


　あくまでも平和的な交渉姿し勢せいを崩くずさない要だが、男は怒いかり心頭といった面おも持もちで立ち上がった。紅こう潮ちようした顔は血に彩いろどられ、狂きよう気きの度合いを帯びている。


「お前……殺してやる！」


　激げつ高こうする男に、要は溜ため息いきをついて右手を突き出した。その袖そで口ぐちから、細身のナイフが飛び出す。袖口に銃じゆうを仕込むスリーブガンの仕し掛かけを、ナイフに応おう用ようしたわけだ。用法としてはむしろ暗器に近い。


　──コイツ……！


　男は多少動どう揺ようしたが、この程てい度どは許きよ容よう範はん囲いだ。元々は自じ衛えい隊たいに所しよ属ぞくし、刃物相手の戦いもある程度こなしている。大体、あの程度の刃物で自分を刺させるか──そう思って口元を歪ゆがめたとき、ナイフの刃はが伸のびた。いや、飛んだ。


「なっ……」


　一いつ般ぱんには流通していない、バネを仕込んだスペツナズナイフ。独どく自じに改良されたそれは、柄つかのスイッチを操そう作さすることで、刃が飛び道具となって男の太ももに突き刺さる。それほど深くはないが、鋭するどい痛いたみと予期せぬ攻こう撃げきに男の顔が歪み、再ふたたび片膝を突いてしまう。


　そこに駄だ目め押おしの一撃が来た。


　いつの間にか距きよ離りを詰つめた要が、ためらわずに刃の根元の部分を踏ふみつける。刃はさらに深々と突き刺さり、男は出血の中で苦く悶もんの声を上げた。


「ギャ……」


「五う月る蠅さい」


　声が出る前に要が右手で男の喉のどを絞しめ上げる。その信じがたい握あく力りよくに、男は悲鳴を握にぎり潰つぶされ、生命の危き険けんまで感じた。間ま違ちがいなく、この少年は片手で自分を絞こう殺さつできる。


「大だい腿たい動どう脈みやくは外してやったんだ、もう少し静かにしろよ」


　無む表ひよう情じようで言い放ち、手を離はなす。何の感情も宿らぬ瞳ひとみに、男は怒りも忘わすれてただ畏い怖ふの視し線せんを向けることしかできない。


「やれやれ……ずいぶんと手間をかけさせてくれるな。ざっと見て駆く身しんレベル２、識しき身しんレベル１の無能なクズごときが……本当なら即そく銃じゆう殺さつしてやりたいところだが、さすがに街中だと面めん倒どうなことになるし、そもそもお前の雇やとい主も聞かなきゃいけない。無む駄だなカロリー使わせてくれるな」


　軽い怒りを秘ひめ、要が男の太ももから刃を抜ぬき取る。当然上がるはずの苦悶の声だが、要がその鮮せん血けつに塗まみれた刃を男の首くび筋すじに突きつけたため、またも声は出す前に止められた。


「答えろ、誰に雇われた？」


　男は答えない。答えられなかった。


　このガキは何者だ!?


　無表情で人を刺し、さらに完全に自分の論ろん理りで話を進めて怒いかっている。ただの優ゆう等とう生せいどころか、とんでもない怪かい物ぶつだ。


「どうした、早く答えろ」


　刃が軽く首に食い込こむ。だが、男は要を満足させ得る情じよう報ほうを持ち合わせていなかった。


「……知ら、ない。ただ……金と、お前の写真を……」


　呂ろ律れつの回らない口調に真実を感じ取り、要は溜息をついた。


「……中々の相手だな。一いち応おう確かく認にんはしておくか」


　刃を突きつけたまま、要は男の服を探さぐり出す。少しでも情報を得るための行こう為いだが、男からすれば脅きよう迫はくを超こえた命の危機だ。数分と経たたないうちに要は探たん索さくを諦あきらめ、冷たい瞳で男を見み据すえる。


「収しゆう穫かくは無し、か。となると後はお前を拷ごう問もんにかけるぐらいしかないわけだが……」


　──ご、拷問？


　耳を疑うたがったが、要の目は本気だ。狂くるっているわけでも怒っているわけでもなく、冷静にそれが最も適てき当とうな行動だと判はん断だんした結果でしかない。


「しかし、場所が場所だから時間もかけられない。人ひと気けのない場所まで運ぶのも、途と中ちゆうで人目を引く……となると、この辺にしとくか」


　要は刃の血を拭ぬぐい、袖そで口ぐちにしまう。


　ようやく終しゆう焉えんを感じ、男の粗そ暴ぼうな顔が似に合あわぬ安あん堵どの相を浮うかべる。だが、飛流要という少年はそれほど甘あまくはない。


「何安心してるんだ？　俺に無駄な手間を掛けさせた罪つみは重い──せめてもの償つぐないに、見せしめになってもらおうか」


　冷たく言い放ち、要は男のタンクトップの後ろ襟えりを摑つかんだ。そのまま有う無むを言わさず片手で引きずっていく。


「ま、待てお前……！」


　百キロを越す男が、まったく抵てい抗こうできずに運ばれていく。要は男の言葉に耳を貸かさず、ただ公園内にある見み慣なれた場所に向かう。十秒程てい度どで辿たどり着くそこには、誰もが目にする金かな網あみで作られたごみ箱が設せつ置ちされている。そして、お決まりの謳うたい文もん句くがプレートに刻きざまれていた。





「ごみはごみ箱に」





「お、お前……！」


　自分の運命を察知し、男は体を震ふるわせた。要は構かまわず右手を上げて男を持ち上げる。目の前の空き缶かん用のごみ箱は、半分ほど空き缶が詰つまっているが、これぐらいなら問題ない。


「やめ…………」





　バコォォォォン！





　鈍にぶい音と共に、要は男を頭からごみ箱に叩たたき込んだ。投げ技わざでも何でもなく、ただ力ちから任まかせに無む造ぞう作さに。


　未体験の衝しよう撃げきに男は完全に昏こん倒とうし、倒たおれたごみ箱から抜け出る気配はない。要はそれを薄うすい笑えみを浮かべて見ていたが、やがて思い出したように両手を合わせた。


「しまった……生ごみだったな」


　男を叩き込んだごみ箱の隣となりには、「もえるごみ」と書かれたごみ箱がある。本来はこちらが正しい。要は数秒憮ぶ然ぜんとした顔だったが、すぐに気を取り直して言った。


「ま、いいか別に」


　そのまま男には目もくれず、いつもより遅おそめの家路につく。収穫はなかったが、教訓はあった。


　ごみの分ぶん別べつは忘わすれずに。








　四し門もん帯たて刀わきは普ふ段だんより一段と険けわしい顔で、報ほう告こく書しよに目を通していた。今いる場所は執しつ務む室しつではなく、四門工業本社ビルの地下──異メ魔ギ人ドの研究を目的とした、極ごく秘ひ施し設せつである。〈武街〉の統とう治ち者しやも与あずかり知らぬこの施設の建けん造ぞうは、ひとえに四門の権けん力りよくと執しゆう念ねんから成る。


　世界でも最高レベルの異メ魔ギ人ド研究施設の一角で、彼は異メ魔ギ人ドではなく一いつ介かいの高校生の戦せん闘とう記録を目にしていた。


　真武学園壱いち年ねん木組──飛流要。


　正直、彼のことはあくまで平へい均きんレベルの身体能力しか持たない少年だと思っていた。非ひ合ごう法ほう手段で入手した体力測そく定ていの記録、それに付ふ随ずいする身体データもその考えを裏うら付づけている。だが、彼はそんなこちらの予想を裏切り、自衛隊出身の猛も者さを一いつ蹴しゆうした。


　雇やとった男の報告のみで戦闘能力を計ろうとしたため、映えい像ぞう記録は残っていない。ただ痛いためつけられた男の証しよう言げんと、その体自体が要の力を裏付ける。


「ほほ、驚おどろいてるようだの？」


　帯刀の傍そばで、剣けん翁おうが揶や揄ゆするように言う。豪ごう華かな肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こし掛かける四門とは対照的に、彼は立ったまま施設を見み渡わたしていた。


「……あの少年は、何者です？」


「言うたろう、〝鞘さや〟じゃよ。あの那斬蒼が〝正宗〟を振ふるい異メ魔ギ人ドに対する〝刀〟であるならば、飛流要はそれを守り、抑おさえる〝鞘〟じゃよ。あの程てい度どの識しき身しんがなっとらん、駆く身しんすらなっとらんクズでは、傷きず一つ負わせられまいて」


「識身と駆身……聞いたことがあります。古流の世界の用語でしたかな？」


「左さ様よう。識身は己おのれと相手の肉体を識しること、駆身とは肉体を駆使すること。どちらも必要だし、どちらに偏かたよってもいかん。両方をバランスよく修おさめることが肝かん要よう。それを高次元で成し遂とげたものが、いわゆる〝達人〟じゃの。が、その程度では異メ魔ギ人ドを滅ほろぼすには足りん。彼奴きやつらに対たい抗こうするには、人を超こえた力が、それこそ異い能のうがなくてはならん。その力を持ち、識身と駆身を高い次元で両立させた存在──それは〝極者アダム・バルフ〟と呼よばれる」


「それは興きよう味み深い……だが、その境きよう地ちにどれだけの人間が辿たどり着けますか？」


「そうさの……世界でも百人おればマシといったところか。あの学園はかなりの粒つぶぞろいだが、今現げん在ざい極者アダム・バルフレベルの在学生となると……五人いるかどうかかの」


　微び笑しようする剣翁に、四門はふと湧わき出た疑ぎ問もんを口にした。


「その中に……那斬蒼と飛流要も含ふくまれると？」


「そうなるの。要に関しては、不満かもしれんが……奴は強い。そうであろう？」


「確たしかに……ここまでとは思いませんでした。こちらの予想を超える戦闘能力、そして武ぶ器きの使用──なるほど、本気の彼は相当のものだ」


「本気……？　クククッ、いやいや、これは傑けつ作さくだ！」


　四門の言葉に、剣翁は腹はらを抱かかえて笑い出した。無ぶ礼れい千せん万ばんな対たい応おうだが、四門は心持ち眉まゆを寄よせただけで、あくまでも冷静な口調で尋たずねる。


「何か……私の発言に問題でも？」


「いやいや、間ま違ちがってはおらんよ。確かに奴は本気だったには違いない。だが、お主ぬしの言う本気とは、『全力』の意であろう？　ならば大外れじゃ。お主、『獅し子しは兎うさぎを狩かるにも全力を尽つくす』という言葉をどう思う？」


「どうと言われましても……相手が格かく下したであっても全力で事に臨のぞむ、王者のあるべき姿すがたを表した言葉では？」


　自みずからもまた王者の風格を湛たたえ、四門は言う。剣翁はまたも笑いを深くし、〈武街〉屈くつ指しの権力者を困こん惑わくさせる。


「クククッ……お主もその下らぬ戯たわ言ごとを信じておる輩やからとはのう……」


「……何か問題でも？」


「大アリじゃて。常つねに全力──一見するとよき格言だが、それは物を知らぬ愚ぐ者しやの戯ざれ言ごとよ。では聞くが、兎一匹ぴきに全力を尽くしてどうなる？　獅子の敵てきは数多い。たかだか兎一匹に全ての力を使い果たして、どう他の敵と戦う？」


「…………」


「お主は蚊かを叩たたき殺すときに、全力の拳こぶしを振るうか？　蟻あり一匹殺すのに、核かく爆ばく弾だんを使用するか？　答えは否いな──全力は尽くすべき相手に尽くせばよい。それ以外の相手には、それに応じた力で臨めばよい。あやつもそうしたまでのこと、あの男の力量に合わせ、斃たおせるだけの力を発はつ揮きしたにすぎんよ」


　懇こん々こんと諭さとすように語る剣翁に、帯刀も認にん識しきをあらためた。確かに、彼の発言には一理ある。だがもし要がそれを常に実行しているとなれば、避さけては通れない問題が出てくる。


「しかし、相手の力量を見み誤あやまればどうなります？　全力で行けば勝てるところを、無む駄だに手を抜ぬいて負けるかもしれない」


「確かにな……だが、奴は見誤らんよ。必要なときに、必要なだけの力を振るう。それこそがげに恐おそろしきところよ。そして、極きよく力りよく自分の手の内を隠かくす。今回の件けんにしろ、奴は刺し客かくの背はい後ごで何かが動いていることは勘かんづいたはず。勘づいたうえで、あえて手の内を晒さらし、痕こん跡せきを残した。つまり、ばれても特に問題はない程てい度どの内ない容ようということだ」


　──これが特に問題はない、だと？


　ごみ箱に叩たたき込まれた男の写真を見つつ、四門はやや感かん嘆たんした。飛流要という少年、どうやら一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。


　だが彼はあくまで鞘、こちらの本命は刀だ。


　要の件が一いち段だん落らくついたところで、二人の前に白衣の女じよ性せいが進み出た。三十代前半の瘦やせた女性で、黒くろ髪かみの似に合あう中々の美女だ。しかしその表ひよう情じようからは愛あい想そというものが根本的に欠落しており、化け粧しよう気けもない。


　研究一筋という印象であり、実じつ際さいこの施し設せつの対異メ魔ギ人ド戦の武器研究の責せき任にん者しやでもある。その頭ず脳のうと分ぶん析せき能のう力りよくには四門も一目置いており、今回の本命とも言うべきものの分析も任まかせてある。


「杉すぎ浦うら君、分析は終しゆう了りようしたのかね？」


「はい、会長。これより那斬蒼の所持する人じん刀とうこと封ほう刀とう〝裏うら正まさ宗むね〟の分析報ほう告こくを行います。まずはこちらをご覧らん下ください」


　抑よく揚ようのない言葉と共に、武器研究部門主しゆ任にん・杉浦理り恵えは手元のリモコンを操そう作さし、四門の前方にあるスクリーンを起動させた。映うつし出されるのは、蒼が屠ほふった三体の異メ魔ギ人ドである。全て一撃で葬ほうむられた死体が、様々な角度から映し出されていた。


「見事なものだな。だが特にこれといって変わった点は見られんが……」


「はい、その通りです。那斬蒼の剣けん技ぎはすでに達人の域いきに達し、あの大おお太刀だちを完全に使いこなしています。また刀の方も非ひ常じように状じよう態たいがよく、こちらのデータからメインコンピュータが弾はじき出した数すう値ち、すなわちかの相州伝の大成者たる刀工、五ご郎ろう入にゆう道どう正宗の手による刀〝正宗〟の予よ測そく切せつ断だん能力の幅はばにおいても、ほぼ最高値に近い値あたいです。那斬蒼の持つ〝正宗〟は、間違いなく名工五郎入道正宗の鍛きたえた刀の中でも最高傑けつ作さく、または限かぎりなくそれに近い一ひと振ふりと考えられます」


　一いつ切さいの感情を交まじえず、淀よどみなく語られる報告。


　四門も彼女には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄よせているが、それだけに報告の内容に落らく胆たんすると、失望の度合いも大きい。


「……つまり、彼の持つ〝正宗〟はあくまでも名刀〝正宗〟の域を出ない──単によく斬れるだけの刀ということかね？」


「現げん状じようでは、そうとしか申し上げられません」


　無表情の回答に、四門がやや険けわしい顔で剣けん翁おうを見る。だが隻せき眼がんの老人はにやにや笑うだけで、四門の無言の問いに答えようとしない。ただ理恵に報告の続きを勧すすめる。


「主任さんよ、斬れ味は確たしかにお主の報告通りだろうて。だが、どうにも腑ふに落ちぬ点がないかの？」


　剣翁の指し摘てきに、これまで鉄てつ面めん皮ぴだった理恵の顔に感情の色が走る。だがそれは一いつ瞬しゆんのこと、すぐにいつもの表情で報告を続ける。


「……確かに、気になる点がありました。会長のご意見も拝はい聴ちようしたいと思いますので、次はこちらをご覧下さい」


　スクリーンの映えい像ぞうが切り替かわり、今度は〝正宗〟を様々な角度から撮さつ影えいした映像が映し出される。基き本ほん的にアップになったものが主体で、刀身の機き微びがよくわかるようになっていた。〝正宗〟の象しよう徴ちようとでも言うべき互ぐの目大乱れの刃は紋もんが如によ実じつに鑑かん賞しようでき、数多あまたの者を魅み了りようした〝沸にえの美〟と称しようされる〝正宗〟の神しん髄ずいを実感できる。


　たとえ刀剣の知ち識しきが無い者であっても、その単なる殺人武ぶ器きを超こえた芸げい術じゆつ的造ぞう形けい美びには心を打たれるに違ちがいない。


　しかし四門にはそんな造形美など何の意味も持たない。彼でなくとも、現げん在ざいの世界状じよう況きようにおいて人々が刀に求めるものはただ一つ──異メ魔ギ人ドを殺すことだ。


「これが何だと言うのかね？　外見上では何の変化も見られない。異メ魔ギ人ド出現前ならば、それこそ古こ物ぶつ商しようには垂すい涎ぜんの品だがね」


「変化がないことが問題です。この〝正宗〟には、一切変化が、いえ劣れつ化かが見られないのです」


「何……？」


　四門はあらためて映像を凝ぎよう視しした。


　傷きず一つない美しい刀身──待て、傷一つない!?


「おわかりいただけましたでしょうか？　超ちよう高こう解かい像ぞう度どで刀身を分析しましたが、この刀には一切の刃は毀こぼれや傷が見当たりません。今回の戦せん闘とうにおいてもゼロです。そのため、サンプルとなるべき剝はく離り片へんの入手も不ふ可か能のうでした」


「だが……それだけならまだ入念なメンテナンスで説明がつくが？」


「そちらも検けん討とうしました。しかしながら、この〝正宗〟はメインコンピュータが算出した製せい作さく当時の〝正宗〟の形状を正せい確かくになぞっています。刀を研とぎ上げ、鍛え直しを行ったとすると、当然形状はわずかながら変化します。一度や二度ならばともかく、この〝正宗〟の製作時期を考えますと、メンテナンスにどれだけ注意を払はらっても形状は確実に変化します。まして那斬蒼の戦歴を考えれば、これまでに相当の破は損そんがあったはずです。それにもかかわらず、この〝正宗〟の状態は製作直後からまったくと言っていいほど変わっておりません。製作年代が鎌倉時代であることを考えれば、これは最も早はや異い常じようとしか言えません」


　理恵の言葉にもさすがに感かん嘆たんがこもる。武器研究の最前線に立つ身としては、信じがたい話だ。斬きれ味に優すぐれ、折れず曲がらず世界でも有数の刃物として名高い日本刀だが、実戦においてはあくまでも使い捨すての消しよう耗もう品ひんにすぎない。硬かたすぎる物を斬れば刃は曲がるし、斬れ味も落ちる。負荷がかかりすぎれば折れもするのは常識だ。


　そんな刀剣の常識を、今一人の少年が持つ〝正宗〟が覆くつがえそうとしていた。


「……なるほど、よくわかった。つまり那斬蒼の封ほう刀とう〝裏正宗〟は、斬れ味はあくまでも通常の〝正宗〟、だがその硬こう度どは既き存そんの刀をはるかに凌しのぎ、製作から現代に至いたるまで一切の破損がない──そういうことかね？」


「現状のデータからは、そう推すい測そくするしかありません」


　私し情じようを交えず理恵が言う。この徹てつ底ていした現実主しゆ義ぎゆえ、彼女の報ほう告こくには夢ゆめも希望もないが偽いつわりもない。


　四門はしばし黙だまり込こみ、この報告について思いを巡めぐらせた。


　報告を疑うたがう気はない。那斬蒼の持つ〝正宗〟は、間違いなく報告通りの性せい能のうを持っている。だからこそあの少年はこれまで戦い抜ぬいて来られたに違いない。そしてそのことは、新たなビジネスを考えるうえで非ひ常じように興きよう味み深い。


　日本刀は対異メ魔ギ人ド用の武器として非常に需じゆ要ようが高いのだ。
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　西洋の「断たつ」剣けんと異ことなり、「斬る」ための刃物である日本刀は、使い手にさえ恵めぐまれれば一ひと太刀たちで異メ魔ギ人ドに致ち命めい傷しようを与あたえることが可能となる。近代兵器にはほぼ無む敵てきの異メ魔ギ人ドも、刀の前では人とさほど変わらぬ生身の肉体、それも裸はだかを晒さらしているようなものだ。打だ撃げきには耐たえられても、刃物で斬られれば否いや応おうなしにその活動は止まる。


　もしも蒼の持つ〝正宗〟を解明し、その技ぎ術じゆつをものにできたとすれば、四門財ざい閥ばつの対異メ魔ギ人ド戦における地位は揺ゆるぎ無いものとなる。けして破損しない不ふ滅めつの武器──斬れ味が名刀の域いきを出なくとも、充じゆう分ぶんに驚きよう異い的な品だ。


　企き業ぎようのトップとしては、確かに心動かされるものがある。


　だが一いち個こ人じんとしては──剣けん翁おうという得体の知れぬ怪あやしげな老人を客人として迎むかえ、異メ魔ギ人ドに対する決定的な反はん攻こうを目指す四門帯刀としては、失望を禁きんじえない。


　封刀〝裏正宗〟。


　剣翁が自分にその存そん在ざいを語り、この閉へい塞そく的な時代の希望となりうるもの。


　現実主義の己おのれが追う、ただ一つの希ゆ望め。


　それが──ただ絶ぜつ対たい的な硬度を誇ほこるだけの刀？


　企業家と個人の間で揺ゆれる四門を、剣翁は微び笑しようを浮うかべて見つめ、冷やかすように語る。


「けして折れぬ刀、では不満かな？」


「…………」


「だが、アレもまた要と同じよ」


「……どういうことでしょうか？」


「必要の無い時には力を出さん。ただ普ふ通つうより強固なだけの〝正宗〟で斃たおせる相手ならば、そのままよ。アレは生きているのだ。主しゆ任にんさんよ、那斬蒼と異メ魔ギ人ドの戦せん闘とうにおける熱反はん応のうの分ぶん析せきはしたかの？」


　剣翁の問いに、理恵は首を振ふる。


「いえ、異メ魔ギ人ドが完全に死し滅めつしたのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなので、そこまでは……もちろん記録は取っておりますが」


「ならば話は早い。戦闘時の〝正宗〟のデータを取ってみろ。間ま違ちがいなく熱反応が出る。生命体と判はん断だんするには微び妙みような反応、しかしただの鉄の塊かたまりと断じることはできぬ反応がな」


　自信たっぷりの言葉に、四門と理恵が耳を疑うたがう。


　アレが……生物だとでも言うのか!?


「生きておるとも」


　剣翁は言い聞かせるように言う。本来客人であり、あくまでもこの場では聞き役でありアドバイザーにすぎない彼が、今完全に主しゆ導どう権けんを握にぎっていた。


「比ひ喩ゆ的な意味ではなく、あの刀は生きている。見た目は名刀〝正宗〟そのものであり、事実〝正宗〟に違いない。だが本来の〝正宗〟からは逸いつ脱だつし、〝正宗〟の名を冠かんしながら歴史の陰かげに封印された五郎入道正宗が鍛きたえし最後の刀。その力は刀神たる者と剣つるぎ守もりの手によってのみ発はつ揮きされる。ゆえに封刀〝裏正宗〟。またの名を──」


　そこまで言ったとき、頑がん強きような対衝しよう撃げきドアが開いて一人の少年が部屋に入ってきた。足音から、感情がかなり高ぶっていることが想そう像ぞうできる。


　事実彼は不ふ快かい感かんを露あらわにし、怒いかりにも似にた表情で部屋の中を見み渡わたした。


　ここまでの厳げん重じゆうなセキュリティを、苦も無くくぐりぬけてきたことからわかるように、彼もまたこの場所の関係者だ。四門帯刀の嫡ちやく男なんにして真武学園弐に年ねん武ぶ系けい最強の男、四門朱す雀ざく。


　彼は開口一番、父親とその客人のそれまでの会話を否ひ定ていした。


「またくだらない戯たわ言ごとを聞いているのか、父さん？」


　息子むすこの反発に、帯刀は表ひよう情じようを変えずに静かに語る。


「くだらないかどうかは、私が判断する。場をわきまえろ、朱雀」


「それはこっちの台詞せりふだ。ここは対異メ魔ギ人ド戦の武器を研究する場所、くだらない御お伽とぎ噺ばなしに耳を傾かたむける場所じゃない」


　朱雀は一歩も引かず、剣けん翁おうに対して露ろ骨こつに嫌けん悪おの視線を注そそぐ。前々からこの得体の知れない老人を嫌きらっており、ただ父の権けん力りよくと財ざい力りよくに媚こびへつらう詐さ欺ぎ師しまがいの存在としか考えていない。


「いいかげんに現げん実じつを見てくれ。異メ魔ギ人ドを根こん絶ぜつするためには、地道に一体ずつ斃たおすしかない。そんなこと、わかりきっているだろう？　それなのに、どうしてあの刀を追う？　あんな刀一振りで、何が変わるというんだ？」


　悲ひ痛つうな叫さけびともとれる言葉だが、帯刀は相変わらず顔色一つ変えない。ただ息子を見つめるものとは思えぬ冷れい徹てつな眼まな差ざしを向ける。


「下がれ、朱雀」


「父さん……！」


「現実がわかっていないのは、お前の方だ。これ以上くだらん駄だ々だに付き合う暇ひまはない。去れ」


　絶対的な拒きよ絶ぜつに、朱雀は顔を歪ゆがめた。こうなると、父にはどんな言葉も届とどかない。本当は踏ふみ込む前から想そう像ぞうはついていた。一いち縷るの願いもあっけなく踏みにじられ、朱雀は父に背せを向ける。


「幻げん想そうだ……あんな刀と壱いち年ねんに、何ができる……？」


「それはお前が考える必要のないことだ」


「……だったら証しよう明めいしてやるさ、俺おれの正しさを」


　振り向いたその顔には、秀しゆう麗れいな顔には似合わない殺意にも似た黒い感情が刻きざみ込まれていた。だがそれすらも帯刀の心を動かすことはなく、わかりあえない親子はドアが閉しまると共に袂たもとを分かった。


「中々頼たのもしい御ご子し息そくですの」


　揶や揄ゆするような剣けん翁おうの言葉に、四門は溜ため息いきをついて応おうじた。


「不ふ肖しようの息子ですよ。あれは確たしかにそこそこ腕うでも立ち、異メ魔ギ人ドを屠ほふりもするでしょうが……所しよ詮せんは『個こ』にすぎない一いつ兵ぺい卒そつ、『将しよう』の器うつわではない。ゆえに気づかない──考えようともしない。この戦いが、誰だれのものなのかも」


「ひょひょひょ……まあ、それはあの刀神の小こ僧ぞうとて似たようなものかもしれませんがな。して、今後はどうされる？　一応奴やつの〝裏正宗〟の力は理り解かいしていただいたと思うが？」


「確かに。ですが、まだ足りない。やはり──」


　四門の視し線せんが、スクリーンに映うつし出された〝正宗〟の美麗な刀身に注がれる。経けい営えい者しやの情熱すら超こえた、どこか危き険けんで退たい廃はい的な視線。そこに宿るのは、最も早はや一種の狂きよう気きに近い。


「手に入れるしかないか」




　第三章　極きよく者しや三様







「何だ、その格かつ好こう？」


　登校時、蒼あおいの姿すがたを一目見た要かなめはまず素す直なおな感想を口にした。


「あれ、何かおかしいか？」


　と蒼。おかしいというより、間ま違ちがっている。


　昨日は私し服ふくだったものの、今日は要が用意していた制せい服ふくでの登校だ。しかし学ランは着ずに、一足先に半はん袖そでの夏服のシャツを着用、そして露ろ出しゆつした両りよう肘ひじから先は複ふく数すうのベルトをあしらった、ボンデージ系けいのアームバンドのおまけつきだ。


　ズボンの方は一いち応おう学園指定のスラックスだが、昨日一晩ばんでどう改かい造ぞうしたのか、私服同様のベルトパンツと同じ仕様となっている。さらにサングラスやカフスもそのままなので、あまり昨日と変わった印象は受けない。


「予想はしていたが……校章はどうした？」


「ちゃんとしてるぜ。ほら」


　蒼が左の耳たぶを指差す。そこには、確たしかに刀の鍔つばを模もした学園の校章がついていた。


「お前……ピアスにしたのか、それ？」


「うん。夜なべして改造した。これが俺の勝負服だ」


「お前は勝負の意味を根本から勘かん違ちがいしてるけどな」


　諦あきらめたように呟つぶやき、蒼と共に校こう舎しやに入る。


　案の定じよう、数歩歩いたところで教きよう師しに捕つかまった。幸か不幸か、相手は担たん任にんの野田だ。


「なんだぁ～那な斬ぎり、その生徒指し導どうの担当じゃなくても、ツッコミどころ満まん載さいの格好は？」


「制服と私服の融ゆう合ごうを目指してみました」


「服ふく装そうのコンセプトは訊きいてねー……！」


　得意満面の蒼に苦言を呈ていしつつ、野田はやや真ま面じ目めな口調で諭さとし始める。


「いいか那斬、お前も海外にいたとかで、こっちの慣かん習しゆうに抵てい抗こうがあるのもわからんではない。俺もお前の外見だけで人間性せいを判はん断だんしようとは思わんし、ファッションに凝こりたいお年とし頃ごろなのもわかる……しかしだ、ここは学校、俺は教師、そしてオメーは生徒だ。校こう則そくを守んねーと、それ相応の対応をするぞ」


　ちょっと語ご尾びを強めるが、蒼は合が点てんがいかないといった感じで首を傾かしげる。


「あれ、俺服装とか自由でいいって聞いてますけど？　つーか、それオッケーだからこの学校に来たんスけど？」


「はあ!?　お前は何様だ……？　いくら特待生でも、んな特とつ権けんが……」


「あります」


　傍ぼう観かんしていた要が、無む表ひよう情じように言う。はあ？　と自分を向く野田に、要は学生服の内ポケットから一枚まいの紙を出す。


「制服の改造──というか、服装の自由選せん択たくの許きよ可か証しようです。どうぞ、ご確かく認にん下さい」


　いつもと変わらぬ落ち着き払はらった態たい度どに、野田も勢いきおいを削そがれてとりあえず許可証に目を通した。内ない容ようはぶっとんでいるが、形式は本物でサインもきちんとされている。


「校長どころか、文もん武ぶ大だい臣じんのサインだと……？　お前、これは……」


「本物ですよ。何なら校長に問い合わせてみて下さい」


「いや……本物だろうが、コイツは一体……」


　受け持った生徒に困こん惑わくと畏い怖ふの視し線せんを向けてみるが、当の本人はどこ吹ふく風、そもそもこの許可証の存そん在ざいすら明らかに知らなかったようだ。


「はあ……まあいい、あんまりはしゃいだ格好はやめとけよ」


　要同様どこか疲つかれたような顔で、野田が去っていく。もう少し喰くらいつくと思っていたため、蒼は意外そうに呟く。


「結けつ構こう簡かん単たんに認みとめてくれたな」


「所しよ詮せん平教員の奴やつに、校長と文武大臣に逆さからうことなど無理な話だ。日々の糧かてのために強者に尻しつ尾ぽを振ふる、あれが正しい大人の生き方だ。よく見ておけ」


「……うん。つーか、いつあんなモン用意した？」


「お前の行動は大体読める。それに、お前は極きよく力りよく動きやすい服装をしておいた方がいい。いつ戦うかわからんからな」


　要の言葉は、彼の衣服にまで至いたる実戦主しゆ義ぎから来ている。有ゆう事じに動きにくい服装で死し傷しようした──ではシャレにならない。外見はともかく、極力蒼が自分で選んだ服装を着ている方が負傷率りつも下がるのは確かだ。


「ご配はい慮りよどーも。さすが制服の下が全身凶きよう器きの人は言うことが違う」


　からかい交まじりの言葉だが、要は動じない。制服という外見で油ゆ断だんを誘さそい、その一方で中には徹てつ底てい的な改かい修しゆうとギミックを施ほどこしておく。彼にとっては用心と呼よぶのも生ぬるい、ごくごく当たり前の行こう為いだ。


「意味なく俺の仕し込こみを口にするな。そんなことより、お前……昨日あの後何かあったか？」


　鋭するどい視線は、すでに昨日の出来事を見み透すかしているようにも見える。蒼も隠かくす気はないため、素す直なおにあの一件けんを口にする。


「……異メ魔ギ人ドに襲おそわれた」


「気が合うな、俺もだ」


「マジで!?」


「噓うそだ」


「…………」


　数秒の空白の後、要は悪びれずに淡たん々たんと語った。


「俺の方は異メ魔ギ人ド並なみに知ち能のうの低い無能な奴が来た。だが──タイミングがよすぎる」


　昨日の時点で、要には予感があった。


　自分が狙ねらわれた──ならば蒼も。


　相手が異メ魔ギ人ドというのは予想外だが、蒼同様捕ほ獲かくの事例を知る彼にとってはそこまで驚おどろくことはない。問題は、異メ魔ギ人ドを捕獲し得る相手が敵てきであること。そして──己おのれと蒼の関係を知っていること。


「俺達同時に襲われた──これは偶ぐう然ぜんじゃない。警けい戒かいはしておけ」


「……リョーカイ。けど、何でそんな物ぶつ騒そうなことになってる？　俺達が狙われる理由なんて、思いつかねーけどな」


「さあな。それは俺が動いておく。お前はおとなしく学園生活を送ってろ。一限の英語も、きちんと出ろ」


　英語、という言葉に蒼の顔が強こわ張ばる。特に苦手な教科というわけではないが──教科担たん当とうが問題だ。


「お前……何で美み亜あ姉ねぇがいること、黙だまってた？」


　咎とがめるような視線を、要はさして気にも留とめずに受け止めた。


「別に黙ってたわけじゃない。昨日は言いそびれただけだ。俺だってこの学園に入学して初めて知った。俺の進路を言った覚えはないが、まあちょっと考えればわかる。そして、俺がいる場所にお前がいることもな。これ以上説明がいるか？」


「…………」


「伝えようにも、お前は異メ魔ギ人ドとの戦争地帯にいた。そもそも伝えるべきことでもない。どうでもいいことだろう、俺達には？」


　少し語気を強めたが、蒼は反はん応のうしない。そのまま押おし黙る蒼に、要はそれ以上声をかけようとはしなかった。一晩ばん置いた今は、何だかんだ言っても蒼は授じゆ業ぎように出るだろう。


　先せん刻こくの言葉通り、要は蒼の心の機き微びまで手に取るように理り解かいしている。


　実じつ際さい、それから三十分ほど後に蒼は普ふ通つうに授業を受けていた。


　服装こそ奇き抜ばつだが、黒板と教きよう師しを見る目は真しん剣けんそのものだった。


　いや、むしろ真剣すぎる。


　本当は目を背そむけたいはずなのに、瞳ひとみは自然と英文を読み上げる教師を──美亜を見てしまう。そんな自分に気づいて目を閉とじて俯うつむくが、気がつけばまた顔を上げ、彼女を見ていた。


　──本当に……教師になったんだな……。


　美亜が教師を目指していたことは、知っていた。いつから志こころざしていたかは忘わすれたが、昔からよく勉強を見てもらっていたことは鮮せん明めいに覚えている。教え方もうまかったし、教師が向いていると口にした記き憶おくもあった。


　自分の言葉で教師を志した──そんな自うぬ惚ぼれは微み塵じんもないが、少しでも寄き与よしたならそれは誇ほこるべきだろうか。いや、まずは実の姉以上に面めん倒どうを見てもらった女じよ性せいが、夢ゆめを叶かなえたことを喜ぶべきだろう。


　突とつ然ぜんの再さい会かいには驚いたが、それも彼女の夢が実じつ現げんした結果ならば──仕方ないのか。


　だが、何な故ぜこの街に？


　どうして自分の前に？


　そんな自問自答を繰くり返していると、心配そうな表ひよう情じようの琴こと美みが声を掛かけてきた。


「那斬君……大だい丈じよう夫ぶ？　気分でも悪いの？」


「いや……別に」


　否ひ定ていはしたが、顔はどこか苦しげだ。美亜を見つめれば見つめるほど、その顔には少年とは思えぬ苦く悩のうの相が刻きざまれていく。


「やっぱり……飛ひ流りゆう先生と何かあったの？」


　昨日から抱かかえ続けていた疑ぎ問もんをぶつけると、蒼は遠い目で呟つぶやいた。


「もう……会えないと思ってた」


「え？　だって、昔から一いつ緒しよに暮くらしてたんじゃないの？」


「もう会わない、そう決めたんた。でも……駄だ目めだな、顔見ると」


　自じ嘲ちよう気味に俯く蒼に、琴美はそれ以上何も言えなかった。黙だまり込む二人に、授業を行う美亜もまた心配そうな視し線せんを時折送る。


　雑ざつ多たな意思が交こう錯さくする教室の中で、ただその三者だけの心しん象しようが浮うき上がり、異い彩さいを放つ。


　何食わぬ顔で授業を受ける要だけを除のぞけば、中心にいる蒼の心の深しん奥おうは授業が終わっても二人の女性に窺うかがいしることはついにできなかった。








　一限の終しゆう了りよう後ご、蒼の苦悩はいっそう深くなったように思えた。


　と言っても、それを感じているのは琴美だけだ。そもそも彼女以外のクラスメイトは、まだ蒼とそこまでの交流がない。服ふく装そうと〝正まさ宗むね〟、そして弐に年ねんを叩たたきのめした武ぶ勇ゆう伝でんが、彼を転校生という立場以上に浮いた存そん在ざいとしてしまった。


　そして今、蒼は今そこにいる全すべての生徒から距きよ離りを置かれている。


　正せい確かくに言うと、本人が距離を置いて作業に没ぼつ頭とうしているわけだが──それを抜ぬきにしても、彼は明らかに浮いていた。


　場所は家庭科室。


　堅かた苦くるしい他の教科とは異ことなり、談だん笑しようを交まじえた楽しい調理実習の時間だ。


　メニューは万ばん人にんが好きなカレー、三限と四限を費ついやして作るそれは大方の生徒の昼食となる。


　いくつかの班はんに分かれての作業中なわけだが、蒼の班──というか、蒼だけが明らかに注目を浴びているが、本人はそんな他人の喧けん騒そうに動じず、教室の隅すみで黙もく々もくとジャガイモの皮を剝むいている。


　……〝正宗〟で。


「……蒼」


「ん、何？」


　蒼と同じ班、そして唯ゆい一いつ彼に突つっ込める要が、クラス全員を代表して訊きいた。


「何やってんだ、お前？」


「見てのとーり、ジャガイモの皮を剝いている。うまいもんだろ？」


　正宗の切っ先で天てん井じようを擦こすりながら、蒼が振ふり返る。


　クラス中の視線を一身に受けながらも、彼は自分の行いを一いつ切さい疑ぎ問もん視ししていない。


　剝いてますけどそれが何か？　と顔で語っている。


「……日にち常じようの全てを〝正宗〟で片かた付づける癖くせをどうにかしろ。むしろ前よりひどくなりやがって……」


「いやいや、逆ぎやくに何で君達は包丁そんなものを使ってるのかっつー話になってくるよね？　見ろよ、この実の残ってない皮」


「なるほど、見事なものだ。その代わりジャガイモの芽めはまったく取り除のぞかれてないけどな」


「まあそれは致いたし方ない」


「……単たん純じゆんに〝正宗〟の刀身が長すぎて取り辛づらかっただけだろうが」


「そういう説もある」


　真顔で言い切った蒼に、要の眉まゆが吊つり上がった。


　そろそろ殴なぐっておいた方がいい。


「とりあえず〝正宗〟を俺おれに預あずけろ……仕し舞まった後でぶっ飛ばしてやる」


「え～やだよ。〝正宗〟の無い俺なんて、それは最も早はや翼つばさを捥もがれた天使じゃん？」


「その辺にしとかないと、翼を捥がれるどころか地じ獄ごくに叩き落とされるぞ……俺に」


　ギャラリーがいるのも構かまわず拳こぶしを鳴らし始めた要。


　流れ始めた不ふ穏おんな空気に、元々距離を置いていたクラスメイトがさらに後ずさっていく。期せずして生じた戦せん闘とう領りよう域いきだが、あえて空気を読まずにそこへ飛び込む者がいる。


「あの那斬君、やっぱり……そんなに長い刀だと使いにくいでしょ？　よかったら、これ使って……」


　両者の中を取り持とうと、琴美が割わって入る。おずおずと蒼に差し出されたのは、皮剝きに手頃なペティナイフだ。家庭科の教材にしては中々本格的で、刀身は鞘さやに収まっている。柄つかを向けて渡わたされた蒼は、釈しやく然ぜんとしない顔で頭を搔かきつつそれを受け取った。


　別に琴美に気を遣つかったわけではなく、あくまでも反はん射しや的な行動──物を差し出されたから受け取る、ただそれだけで特に意味があったわけではない。


　だから、意い識しきすることなく柄を握にぎり──そのことで、ようやく自分が何に触さわったかを認にん識しきした。


「ひっ…………」


　怯おびえに似にた小さな叫さけびを漏もらし、ペティナイフを床ゆかに落とす。同時にその場に両りよう膝ひざをつき、ついさっきまでナイフを摑つかんでいた右手を左手で摑む。右手は小こ刻きざみに震ふるえ、〝正宗〟どころかいかなる刃は物ものも持たせてはならないような状じよう態たいだ。


　手と同じく、表ひよう情じようも蒼そう白はくに塗ぬり替かえられ、呼こ吸きゆうが荒あらい。手の震えを打ち消すように、必死に右手を握り締しめるが、効こう果かは無い。


「何だ、あれ？」


「やっぱアブネー奴やつ」


「まさか、何かの禁きん断だん症しよう状じようとか？」


「うっわ、ヤベー」


　推すい測そくとも呼よべぬ野や次じがあちこちから湧わき上がる中、ある意味発ほつ端たんとも言える琴美はオロオロしながら蒼の顔を覗のぞき込む。


「ど、どうしたの那斬君!?　私、何かした!?」


「あ、あああぁぁぁ……」


　蒼は答えず、ただ歯を鳴らしながら右みぎ腕うでを握り締める。圧あつ迫ぱくされる右腕を、さらに新たな手が摑んだ。見上げると、要が左手で力強く腕を摑んでくれている。


「あ……」


「ホンッとに使えないな、お前」


　言葉こそ失望を隠かくしていなかったが、視線に見下した様子はない。むしろ琴美と同種、蒼を心配するそれに近い。


　そのせいか、蒼の右手の震えはいつの間にか治おさまり、顔色も血けつ色しよくが戻もどっていく。


「もういいから洗あらい物でもしてろ」


「ああ……わかった」


　おとなしく従したがい、蒼は床に置いていた〝正宗〟を要に預あずけ、そのままややふらついた足取りで流しに向かう。


　ひとまず静まった騒そう動どうに、級友達もまた首を傾かしげつつも調理実習に戻っていく。


　だがただ一人、琴美だけは食器を洗う蒼の背せに、訝いぶかしげな視線を送り続けていた。








「……っとに、どれだけ世話を焼かせれば気が済すむ？」


「んだよ、いいじゃん無事にカレーもできたことだし」


　昼休み早々、蒼は要に小言を言われていた。


　すでに昼食は料理実習の時間に済すませたため、二人が手にしているのは飲み物だけだ。要はミネラルウォーターを片かた手てに蒼の机つくえまで出で張ばり、蒼の手前の席に腰こし掛かけてぼやいている。


「まだ俺がいたからよかったものの……」


「そうそう、お前がいればいいって」


　にこやかに笑う蒼に、要は溜ため息いきをついて額ひたいに手を当てた。無表情を崩くずさない少年だが、蒼を前にすると、途と端たんにあまり喜ばしくない方向で表情が豊ゆたかになる。


　そんな二人のやりとりを隣となりで見ている琴美が、素す直なおな感想を口にした。


「……やっぱり、仲いいんだね」


「腐くされ縁えんだ」


　と要は吐はき捨すて、


「要は俺の嫁よめだから」


　と蒼。


　次の瞬しゆん間かんその顔は凄すさまじい勢いきおいで机に叩たたきつけられた。サングラスが無事なのはほぼ奇き跡せきに近い。


「テメッ、何しやがる!?　机に顔型ができたぞ？」


「うるさい黙だまれ。次言ったらこの程てい度どじゃ済まんぞ……」


「何だよ……いくらツンの度合いが大きいほど後に来るデレが凄まじいとはいえ、限げん度どってもんがなくね？」


「だからお前は俺に何を求めてる……？」


　顔を引きつらせる要と、次はどうおちょくろうかと考える蒼。


　琴美でなくとも、そこには他人の入り込めぬ二人だけの絆きずなが立ち込めていた。


　まあクラスの連中は別の意味で二人から距離を置いているわけだが、あまり蒼は気にしていない。あまりクラスメイトと交流の無い琴美も、周囲からは半分蒼サイドの人間と見み做なされている節ふしがあるが──本人は気づいていない。


　多分、知らない方が幸せだろう。


　少なくとも、こうして三人でとりとめのない話に花を咲さかせている限かぎり、彼らは普ふ通つうの学生だ。


　しかしその平へい穏おんは、不意の来らい訪ほう者しやによって非ひ日にち常じようへ引き戻される。


　突とつ如じよ教室の戸が開き、弐に年ねん生せいと思おぼしき三人組が入ってくる。突然の上級生の乱らん入にゆうに、教室に残る生徒達は驚おどろきを隠せない。しかも──昨日蒼が教室に投げ込んだ、あの三人とくれば尚なお更さらだ。


　彼らはクラスメイトの予想通り、一直線に蒼の机へ向かい、三方から座すわる彼を囲む。傍そばで見ている琴美は、三人の思い詰めた表ひよう情じようにこれから起こることに昏くらいものを感じた。


「……何か用？」


　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな蒼に対し、蒼の前に立つ弐年は硬かたい顔で言った。


「一いつ緒しよに来てくれ。四し門もんさんが、お前と会いたがってる」


「は？」


　誰だれそれ、と蒼は当然の反はん応のうを示しめすが、傍で聞き耳を立てている琴美は別だ。剣けん術じゆつ部ぶの部長にして、弐年武系最強の男──そして〈武ぶ街がい〉のＶＩＰ、四門財ざい閥ばつの嫡ちやく男なんとくれば知らぬ者を探さがす方が難むずかしい。


　もっとも、蒼は態たい度どを改めることなく無愛想に三人を見上げる。


「それって、アンタらの親玉？　三下がやられたから、今度はサル山の大たい将しようが呼よび出しってか？」


　侮ぶ蔑べつを込めた物言いに、左の弐年が顔色を変えるが、中央の者がそれを制せいした。蒼の態度が許ゆるしがたいものであっても、まずは下された命を果たさなければならない。


「……四門さんの呼び出しと、昨日のことは関係ない」


「じゃあ、ますますおかしいな。部員の敵かたき討うちでもねーのに、何でわざわざ俺を呼び出す？　単に生意気な壱いち年ねんをシメようってか？」


「あの人は、そんなくだらないことに興きよう味みはない。理由は知らないが、とにかくお前と会いたがっている。頼たのむから……来てくれ」


　悲ひ痛つうとも言える表情には、昨日の傲ごう慢まんな態度は欠片かけらもない。三人とも同じ様子だ。単なる部活での上下関係を超こえた、絶ぜつ対たい的な畏い怖ふがそこにはある。彼らにとって、四門朱雀すざくとはそういう男なのだ。


　それでも蒼にとってはどうでもいい相手に変わりはないが、これ以上この三人を教室に置いて、無用な混こん乱らんを招まねくわけにもいかない。


　面めん倒どうそうに立ち上がり、彼は指し示じを仰あおいだ。


「……どこ？　俺、まだ学こ園こ慣なれてないんで」


「剣術部うちの道場だ。案内する」


　蒼は立ち上がり、三人の後に続いた。双そう方ほう合意のうえでの行動だが、事情を知らない生徒達には、上級生に呼び出されて無理やり連れていかれたようにしか見えない。聞き耳を立てていた琴美でさえ、蒼の身を案じて沈しずみ込んでいた。


　──どうしよう、先生とか呼んだ方がいいかな……？　でも……。


　考えがまとまらないうちに、蒼達は教室を出て行ってしまった。とりあえず追うべきと感じ、悲ひ壮そうな決意で立ち上がったとき、無感情な一言が聞こえた。


「俺が行くからいい」


「あ、飛流君……」


　蒼と弐年のやりとりの間は沈ちん黙もくを守っていたが、けして心配していなかったわけではないらしい。単たん純じゆんに事を荒あら立だてたくなかったようだ。


「大事にはならないだろうが、今のアイツは少々情じよう緒ちよ不安定気味だ。それに、剣術部の動きも気になる……とりあえず様子を見てくるから、余よ計けいなことはしなくていい」


「でも……」


「もし俺達が昼休みを過すぎても戻もどらなければ、保ほ健けん室にでも駆け込め。『剣術部の皆みなさんが死なない程てい度どに殺された』ってな」


　最後の一言で浮うかんだ笑えみに、琴美は総そう毛けだった。


　要の言葉は、多分……間ま違ちがっていない。


　最悪の場合、この少年は剣術部の連中を全すべて血祭りにあげることも辞さない。そういう男に違いない。


　先せん刻こくまでとは別種の恐きよう怖ふを胸むねに、琴美は要を見送った。


　教室を出て、校こう舎しやからも離はなれる要──それを見つめる影かげが、もう一つ。








　蒼が招かれた道場は、校舎からやや離れた部活動の施し設せつが集つどう一角に存そん在ざいした。通つう常じようなら剣道場と呼ぶべきなのだろうが、中で行われているのは「剣道」ではない。剣の道を学び、時には防ぼう具ぐを纏まとって竹刀しないを用もちいた稽けい古こも行うが、真に求められるべきは技ぎ術じゆつ──異メ魔ギ人ドを殺すための「術」だ。


　とはいえ、外観は既き存そんの剣道場と変わりない。建けん造ぞう間もない真新しい佇たたずまいは、血ち生なま臭ぐささを感じさせず、清せい廉れんな雰ふん囲い気きを与あたえる。


「……中で四門さんがお待ちだ」


「あいよ……って、アンタらは来ないのかい？」


「俺達の仕事はここまでだ」


　越こえられぬ一線でも引かれたのか、三人は道場の引き戸の前に立った蒼の後ろでピタリと止まり、動こうとしない。血気に逸はやる彼らをここまで支し配はい下かに置く四門という男に、さしもの蒼も興味が湧わいた。


　若じやつ干かん顔を引き締しめ、引き戸を開ける。


　設計ミスか、あるいは破は損そんのせいか、新しん築ちくのくせに建てつけが悪い。ガタガタ動かした後、何とか中に入ると、奥おくに飾かざられた神かみ棚だなの下で一人の少年が正せい座ざの姿し勢せいで鎮ちん座ざしていた。


　瞑めい想そうにでも励はげんでいるのか、その両りよう眼めは閉とじられ、軽く握にぎられた拳こぶしはきちんと太ももの上に置かれている。しっかりと伸のばされた背せ筋すじといい、軽く引かれた顎あごといい、そのまま企き業ぎようの研けん修しゆうでの模も範はん例に採さい用ようされそうな美しい姿勢だ。


　何より正座をする少年の容よう貌ぼうが秀しゆう逸いつだ。


　道場に籠こもる純じゆん然ぜんたる「和」の雰囲気と調和した彼は、自身の左に置いた日本刀と合わさって古き良き時代の武ぶ士しの精せい神しんを受け継ついでいる。


　しかも──隙すきが無ない。


　何者かが斬きりかかったとしても、苦も無く撃げき退たいできる──そんな気配が全身から滲にじみ出ていた。


「アンタが……四門か？」


　無ぶ遠えん慮りよに距きよ離りを詰つめた蒼が言う。すると、四門朱雀は目を開けて真まっ直すぐ蒼を見返した。


「いかにも。話をするのは初めてだな、那斬蒼」


「前置きはどーでもいい。何で俺を呼よび出した？　昨日の三下の敵かたき討うちってか？」


　挑ちよう発はつと取られても仕方ない口調だが、朱雀は意に介かいさない。
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「そんなことはせん。そもそもは身から出た錆さび……武士道にもとるどころか、学生の本分をも忘わすれた奴やつらだ。お前がやらなければ、俺おれが処しよ分ぶんを下していた」


「……ご立りつ派ぱなこって」


　まさに古き時代の武士そのものの台詞せりふだが、眼がん前ぜんの上級生が言うとまったく違い和わ感がない。そのまま長ちよう髪はつの美び剣けん士しとして時じ代だい劇げきでもやっていけそうだ。


　彼はこの道場で常つねに自分を律りつし、部員に剣術と同時に剣けん豪ごう達が追い求めた〝道〟を説といているのだろう。


「……で、そんなご立派な先せん輩ぱいが俺に何の用だ？」


　質しつ問もんには答えず、四門はまじまじと蒼を見つめた。蒼だけでなく、彼の持つ〝正宗〟も同様だ。


「やはり……かなりの使い手だな。特待生に選ばれるだけのことはある」


「そりゃどーも」


「ただ強いだけじゃない、これまで多くの異メ魔ギ人ドを斬ってきたはず。違うか？」


「……それなりに、な」


　抑よく揚ようのない言葉には、人類の至し上じよう命題とでも言うべき役目を果たしてきた達成感はなかった。むしろ虚きよ無むの響ひびきが強い。異メ魔ギ人ドを斬ること、それはこの少年にとっては何ら高揚感も誇ほこりも抱いだかせないのだ。


「お前の経けい歴れきも、ある程てい度どは聞き及およんでいる。ならばわかるはずだ、俺達が──いや、この学園に身を置く者が何をしなければならないか」


「異メ魔ギ人ドを斃たおすこと……そう言いたいのか？」


「その通りだ。それこそが俺達に課せられた使命であることは間ま違ちがいない。それこそが正せい義ぎ──俺の武士道と言ってもいい」


　凜りんとした口調には、一いつ切さいの迷まよいが無かった。蒼とは対照的に、彼は異メ魔ギ人ドを斃すことに誇りを感じ、そのためにはいかなる犠ぎ牲せいをも払はらう覚かく悟ごができている。


　だが所しよ詮せんは水と油、蒼には何の感かん慨がいも抱かせない。


「……ご高説ごもっとも。けどな、皆みなが皆アンタみたく覚悟決められるわけじゃねーんだよ。たとえこの学校でも、な」


「かもしれん。だが、俺の掲かかげる正義を阻はばむことだけは許ゆるされない。異メ魔ギ人ドを斃す──それこそが何物にも優ゆう先せんされる正義。異い論ろんはないはずだ」


「俺の友ダ達チがよく似にたようなこと言ってるよ。で……そろそろ聞かせろ、何な故ぜ俺をこんなところに呼んだ？」


「もうわかっているはずだ」


　四門の気配が変わった。まだ左の刀には手をかけていない。だが蒼に向かって叩たたきつけられた裂れつ帛ぱくの殺気は、すでに二人が真剣勝負の只ただ中なかにいることを証しよう明めいしていた。


「封ほう刀とう〝裏正宗〟──そう呼ばれているそうだな、お前の刀は」


「…………」


「名刀には違いあるまい。だが、俺の〝村むら正まさ〟が劣おとるとは思えん」


　朱雀の言葉に、蒼は視し線せんを彼の左に置かれた刀に向けた。


　かの妖よう刀とう〝村正〟についての知ち識しきは人ひと並なみにある。


　徳とく川がわ幕ばく府ふに仇あだなす呪のろわれた刀として、歴史の表おもて舞ぶ台たいから追われた刀。


　だが妖刀の名はあくまでも不運な歴史の産物であり、「刀」として見た場合、その性せい能のうは〝正宗〟と対ついを成す日本刀の代名詞だ。


　いや、〝正宗〟が美び術じゆつ品ひんとしての価か値ちに重きが置かれているのに対し、むしろ〝村正〟の方が純じゆん粋すいな刀剣の性能で評ひよう価かされていると言えなくもない。時代も作風も違うが、少なくともその切れ味はけして〝正宗〟に劣らない、いやある意味では妖刀の名にふさわしく勝まさっているとも言える刀──それが〝村正〟だ。


「勝ってると思うなら、そう思っとけよ。俺には関係ない」


「お前自身はそうでも、その刀とお前に、過か剰じような期待をかけている者がいる。対異メ魔ギ人ド戦において絶ぜつ大だいな権けん力りよくを持つその者が道を違たがえれば、世界はまた一歩闇やみに傾かたむく。それだけは阻そ止ししなくてはならない」


「アンタ……俺達を襲おそった奴やつらを知ってんのか？」


　蒼もまたその双そう眸ぼうに敵てき意いを込こめて四門を見返す。彼の中にも今、昏くらい炎ほのおが育ちつつある。自分や要ならまだしも、無関係の琴美まで巻まき込む──その行こう為いは許せない。


「俺は何も命じていない。だが、このままいけばその者はさらにお前を狙ねらう。そんな暇ひまがあるなら、一体でも多くの異メ魔ギ人ドを斃すことに精せい力りよくを傾けるべきなのにな。お前もわかっているはずだ、どんなに道のりが遠かろうと、俺達が生き残るには奴らを殲せん滅めつするしかない」


　朱雀の言葉を、蒼は無言で肯こう定ていした。


　異メ魔ギ人ドとの戦いは、常に劣れつ勢せいに近い。異メ魔ギ人ドにもランクがあり、個こ体たい数すうの九割わり以上を占しめる下級エナリアならばそこそこの「達人」でも斃すことは不ふ可か能のうではないが、下級エナリアを超こえる中級クトニアともなれば心身ともに人間離ばなれした人間でなければ不可能──すなわち、〝極者アダム・バレフ〟クラスでなくては。さらに中級クトニアすら超える敵に太た刀ち打うちちできる存そん在ざいとなると、それは最も早はや人間と呼よんでいいのかすらわからない。


　自おのずと「戦力」は限げん定ていされるが、異メ魔ギ人ドは減へらない。


　斃しても斃しても、奴らはまたこちら側を訪おとずれる。無む論ろん、いかに奴らが異い世せ界かいの存在だとしても、その個体数は有ゆう限げんには違いない。斃し続ければ、いつかは戦いが終わるはずだ。


　だが──いつ終わる？


　仮かりに人間の人口と同じ個体数とすると、ざっと六十億──最新の異メ魔ギ人ド研究では、これを大おお幅はばに下回る数の個体数予測値が挙あげられているが、それでも絶望的な数には変わりない。


　それでも奴らの侵しん攻こうを食い止める術すべがない以上、一体ずつ殲せん滅めつする対たい症しよう療りよう法ほうのみがこの現げん状じようを打だ破はする唯ゆい一いつの方法なのだ。


「いかに険けわしく愚ぐ直ちよくな道のりでも、俺達は──武ぶの道に生きる者はそれを歩まねばならない。ゆえにその障しよう害がいとなる者は──斬きり捨すてる」


　四門が刀に手をかける。抜ばつ刀とうしたところで、まだ蒼には届とどかない。立ち上がって飛び込む一動作が必要だ。対して蒼はただ刀を振ふるだけで、相対できる。


　圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようのはずだが、鎮ちん座ざする朱雀はそんな現実を吹き飛ばす凄せい烈れつな殺気を放っている。道場の張はり詰つめた空気の中で、蒼はまだ戦せん闘とう姿し勢せいを取らず、心しん情じようを抑おさえた声こわ音ねで尋たずねた。


「殺すか？」


「必要とあらば」


　四門が動いた。一いつ瞬しゆんにも満たない抜刀と踏ふみ込み。


　そして──蒼もまた。


　交こう錯さくする感情の衝しよう突とつに、静かな空気が揺ゆらぎ、道場に激げき震しんが走った。








　蒼を追い、要は小走りで校こう舎しやの外に出た。剣けん術じゆつ部ぶが絡からんでいるだけに、行き先は大体想そう像ぞうがつく。まず道場で間ま違ちがいないだろう。


　急ぐ彼を、気けだるげな声が呼び止めた。


「あれ～ひょっとして、那斬君捜さがしてる？」


　足を止めて振り返ると、予想していた男が立っていた。


　冴さえ木き蘭らん丸まる。


　声をかけられるのは初めてだが、姿すがたは幾いく度ども目にしている上級生だ。今まで多少注ちゆう視しした経けい験けんはあるが、向こうが自分を知るわけがない。何な故ぜ声をかけた？


「君、那斬君の友達でしょ？　昨日一いつ緒しよのとこ見かけたよ」


「……ええ、まあ」


　すぐに納なつ得とくできる理由に、要は警けい戒かいを一ランク下げた。この程てい度どのことなら、別に気にかける必要もない。


「彼、何か剣術部の子と連れ立って歩いてたけど……多分道場行くのかね？　面めん倒どうなことにならなきゃいいけど」


「まったくです……では、先を急ぎますので」


　会え釈しやくをし、要は踵きびすを返した。問題はない。これでこの会話は終わり、基き本ほん的に男子生徒に興きよう味みを持たない冴木はそのまま日にち常じように戻もどるだろう。


　再ふたたび駆かけ出そうとしたそのとき、要の足は予期せぬ一言で繫つなぎ留とめられた。


「ねぇ、君って〝剣つるぎ守もり〟？」


　何気ない言葉に、要は振り向いて首を傾かしげた。


「何ですか、それ？」


「スゴイね、顔色一つ変えない。動作も乱みだれなし、多分心音や脳のう波はも正常……噓うそ発見器にかけられても、大だい丈じよう夫ぶそうだ」


　冴木はいつもの飄ひよう々ひようとした様子を崩くずさない。要もまた、まったく驚きよう愕がくや動どう揺ようを表に出してはいない。だがこの不可思議な上級生は、要の精神の深しん奥おうで揺らぐ感情を読み取っていた。


「どういう訓練したらそうなるのかな？　感情も実力も全すべてを隠かくし通すのは基本だけど、君は本当に徹てつ底ていしてる。身体検けん査さの結果をいじってまで、普ふ通つうの生徒に見せたいんだ？」


　──！


　相変わらず表情を変えないが、確かに要は驚おどろいていた。体力テストでは手を抜ぬき、身体検査の結果は委い託たく機関のサーバーへのハッキングによって改かい竄ざんした。それで全ての者の目を欺あざむいたと過か信しんするほど愚おろかではないが、入学して一か月のこの時期で見み破やぶられた……しかも、生徒に。


「……何を言っているのか、わかりかねますね。大体、〝剣守り〟って何ですか？」


「あーなるほど、僕ぼくの口からそれを言わせて、どのくらい知ってるか見み極きわめるんだ？　いーよー、話したげる」


　あっさりと要の計けい略りやくを見抜き、冴木はへらへらした顔で語り始めた。ポケットに両手を突つっ込むくつろいだ姿勢といい、よほど自信があるか、ただの優やさ男おとこかのどちらかでしかない。もちろん、要は前者と判はん断だんして耳を傾かたむける。


「……僕んちってかなりの古流でさ、武ぶ術じゆつ界かいの逸いつ話わとか伝説が無む駄だに口く伝でんで残っててね。〝剣守り〟もその一つ。有名無名、歴史に名を残す残さないを問わず、ある一定以上の力量に達した剣けん客かくの下もとに、ある日どこからともなく使いが来る。『あなた様に相応ふさわしい刀が一ひと振ふりございます。ご所しよ望もうであればお出いで下さい』……とまあこんな文もん句くで、その使いの者は彼らをどこかに連れて行くってね」


「ありふれた昔話ですね。逸話にも伝説にもならない」


「そう……これだけならね。でも、続きがある。使いと共に去った剣客は、しばらくすると戻もどってくる。特に怪け我がもしてないのに、み～んな重い顔で『選ばれなかった』と一言残し、口をつぐんじゃう。彼ら以外は刀の実じつ在ざいすらわからず、もちろん使いの者の正体もわからない。どこかにある刀を守る使命と選ばれし者に渡わたす役目を持つ、謎なぞの使いの者。いつしか、彼らは『剣守り』と呼ばれるようになりましたとさ。めでたしめでたし」


　……ちっともめでたしな内ない容ようではないが、冴木の軽けい妙みような語り口ゆえに、謎だらけの話も落語の一節に近くなってしまった。


　もっとも要は硬かたい顔を崩くずさず、いつもよりも冷めた声で問う。


「……その話自体は、確かに隠されてはいない。貴方あなたの言う通り、古流の一いつ派ぱなら知っていてもおかしくはない。だが──何な故ぜ俺が〝剣守り〟と断だん言げんできる？」


　要は婉えん曲きよくに己おのれの正体を明かした。この男には、隠しても無駄だろう。


　冴木もそんな要の意図を感じ取り、男子生徒には滅めつ多たに見せない親しみの相を浮うかべる。


「断言ってほどじゃないよ。まずは那斬君の刀、あれが始まりだった。あの逸話に出てくる刀は、謎だらけさ。でも、戻ってきた剣客の数少ない証しよう言げんから何となく形は知ってた。五尺しやくの大おお太刀だちに、奇き妙みような鞘さや──那斬君の刀を見て、ピンと来たよ。明らかに古刀に分類されるべきもので、相当に使い込まれているのに、まるで今打たれたばかりのような躍やく動どう感。ただの刀じゃない。あの長さと形けい状じようは、人間じゃなくて異メ魔ギ人ドを斬きるために、そして全て那斬クンに合わせて作ってある。となると、那斬クンが選ばれた者──だから彼の傍そばにいた君を〝剣守り〟と感じた」


「なるほど……いい鑑かん定てい眼がんだ。だが、いかに古流の家か系けいとはいえ、何故そんな昔話を信じる？　アンタ……何者だ？」


　いつしか、要の口調が変わっていた。相手はただの有名人の先せん輩ぱいではなく、すでに敵てき──蒼の〝正宗〟と〝剣守り〟の存そん在ざいを知る危き険けんな存在だ。幸運なことに、人の気配は少なく、視し線せんもこちらに向いていない。一いつ瞬しゆんで仕し留とめて保ほ健けん室しつ送り、後は放課後にゆっくり話を聞き出す──そんな要の意図を見み透すかしたのか、あるいはどうでもいいのか、冴木は肩かたを竦すくめた。


「言ったろ、家が古流だって。たまたま家にあったんだよね～『三さん剣けん抄しよう』[image: ]」


「アンタ……」


「やめよーよ。興きよう味みないもん、強いとか弱いとか。それに、僕から仕し掛かけなきゃ君は動かない。常つねに後の先を取り、手の内を晒さらさない。それが君の戦術。違ちがう？」


　──鋭するどいな。


　冴木の慧けい眼がんに、さしもの要も感服した。おそらく、己が戦闘体たい勢せいを取りながら手を出さないことから見抜かれたのだろう。


「その制せい服ふくも、動きにくそうに見えて相当改かい造ぞうしてる。中には暗器とかてんこもり？　あと学生ってことで、油断も誘さそうわけだ。いや～ホント抜け目ないね」


　次々に己の意図を見抜かれ、要も警けい戒かいの度合いを強めた。


　この男、やはり只ただ者ものではない。


　そもそも、これだけの時間対たい峙じしているのに、未いまだにその力量が計れない。


　駆く身しんレベル、識しき身しんレベル……共に不明。


　普ふ段だんならば、たとえ自分より力量が上であろうが、レベルは推おし量はかれる。そして、それを見み誤あやまったことはない。なのに、この上級生はまずレベルすら読み取れないのだ。


　戦うか否いなか──要の精せい神しんは膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいり、残り少ない昼休みの中で、何とか最良の結けつ論ろんを導みちびき出そうと演えん算ざんを繰くり返す。一瞬の時に行われる膨ぼう大だいな思考計算を、やる気のない一言があっさり止めた。


「じゃ、僕帰るよ」


　冴木はあっさり背せを向けて、すたすた歩いていく。要が拍ひよう子し抜ぬけした顔でそれを見つめていると、相も変わらずやる気のない声が届とどいた。


「いいの、僕なんかに構かまってて？　君が〝剣守り〟なら、もっと大事な人がいるでしょ？」


「……アイツに仇あだなすものを討うつのも、俺おれの仕事でして」


「あ、そう。でも、人間じゃないでしょ、敵は？　僕が知ってる〝剣守り〟の伝説はあれだけしかないけど、この時代にあの刀が出てきたんなら、目的は一つでしょ？　あの刀と君達は──」


「因いん果がを終わらせるためだけに存在する」


　確かつ固こたる決意を込こめた一言に対し、気の抜けるような笑いまじりの声が投げかけられる。


「あ、やっぱり。ま、せーぜー頑がん張ばって。僕が女の子と楽しく過すごせるよーにね[image: ]」


　そう言い残して去る冴木の周りには、程なくして彼のファンと思おぼしき女生徒が集まってきた。さすがに、もう要も警戒体勢を解といている。


「冴木蘭丸、か。敵じゃなければいいが」


　率そつ直ちよくな感想を漏もらし、彼は本来の目的地に向けて駆かけ出した。








　その空間では、時が止まっていた。


　振ふり下ろされた刃やいばも。


　踏ふみ込んだ足も。


　対たい峙じする二人の少年も、また。


　静止した時は一瞬、そして五尺を超える大太刀を携たずさえた少年の言葉で、時は再ふたたびその流れを紡つむぎだす。


「簡かん単たんに言うなよ、斬るとか──殺すとか」


　吐はき捨すてるような言葉に、朱雀は刀を下ろしてはっと首元を押おさえた。


　ちゃんと繫がっている。


　当然だ。


　斬られるどころか、蒼は動いてさえいない。刀も左手に下げたままだ。


　なのに、あの一瞬蒼に見つめられた瞬間、朱雀は硬こう直ちよくした。


　首を斬られた──いや、それとは違う。だが限かぎりなくそれに近い感覚を、確たしかに味わった。


　鋭い刃は物もので薄うす皮かわを裂さかれ、紅あかく細い傷きず痕あとを刻きざまれたような──あるいは尖とがった針はり先さきで痛いたみと共に一線を引かれたような──そんな感かん触しよくが、まだ首に残っている。あくまでイメージ、幻げん痛つうに近いはずなのに、何な故ぜかはっきりと色まで認識できていた。


　紅い線。


　血と等しい紅の線が首くび筋すじに引かれた。


　すでにプレッシャーは消え、ただ実体の無いイメージが脳のうにこびりついているだけなのに、まだ朱雀は動けない。


　一体、俺は何をされた……？　コイツは、何をした……!?


　己おのれの知る剣けん術じゆつには無いその不ふ可か思し議ぎな現げん象しようを見み極きわめるため、朱雀は首筋に残る紅こう線せんの残ざん滓しを拭ぬぐい去り、今一度蒼を睨にらみつける。


　だがそこにあるのは、物言わぬ背中だった。


　蒼はすでに背を向けて、帰路についている。


「貴き様さま……どこへ行く!?」


「帰んだよ。昼休みも終わるしな。それに、アンタと殺やり合う気もねーし」


「俺を侮ぶ辱じよくする気か……？　貴様、まだ大たい義ぎを理り解かいせずに混こん乱らんを招まねく気か!?」


「知るかよ、俺にはどうでもいい……ちょっかい出すなって伝えとけ。じゃ、な」


　振り返ることなく蒼は引き戸に手をかけた。


　無む表ひよう情じようの顔に、かすかに不ふ快かいの色が浮うかぶ。


　相変わらず建てつけが悪い。


「邪じや魔まくせぇ……」


　ボソリと漏もらし、左手を振り上げる。瞬しゆん時じに鞘さやの縛いましめは解とけ、〝正宗〟はその峻しゆん烈れつな刃を初めて解放した。


　刃の軌き跡せきに沿そって、引き戸は数すう個この塊かたまりに分ぶん断だんされ、地に落ちた。


　その斬ざん撃げきの迅はやさ──太刀たち筋すじの乱みだれの無さよ。


　蒼の道を阻はばむ戸はすでに無く、彼は息を呑のむ四門を気にせず外に出た。


「ずいぶん機き嫌げんが悪いな」


　出で迎むかえたのは、要だった。これから道場に入るつもりだったのだが、蒼が出てきたので、手間が省はぶけた格かつ好こうだ。


「後ろの先せん輩ぱい……ものすごい顔でお前を見てるぞ」


「別に……いきなり喧けん嘩かふっかけられて、断ことわっただけだ」


「それだけか？」


「それだけだ」


　全すべてを語らず、蒼は要の横をすり抜ぬけていく。


　下へ手たに何かを言えば、すぐに要は動くだろう。朱雀と戦うことも辞さない。朱雀の申し出を断った蒼がそんな事じ態たいを望むはずもなく、あえて友には多くを語らない。


　残された要と四門の目が合う。


　お互たがい、それだけで敵てき対たいし合う運命を感じ取り、見えない火花が散る。


　しかし肝かん心じんの蒼が去った今、対たい峙じする理由も無い。


「いずれまた」


　そう言い残し、要は蒼を追ってその場を去った。


　その後ろで、朱雀が両りよう拳こぶしを握にぎり締しめて立ち尽くしている。


　やがて拳は解け、彼は誰だれにとも無く呟つぶやいた。


「多分邪魔になるな……あの壱いち年ねん。頼たのめるか、鈴すず香か？」


「もっちろん」


　道場のいずことも知れぬ方角から、快かい活かつな少女の声が聞こえた。


　その声に少しだけ朱雀の口元が綻ほころぶが、すぐにまた真一文字に結ばれる。


　決意と覚悟を込めた呟きが、粛しゆく々しゆくとその場に流れる。


「次で斬きるぞ……那斬蒼」








　様々な思惑おもわくが絡からみ合い、一いつ触しよく即そく発はつの様相を見せた昼休みに対し、午後の授じゆ業ぎようは拍ひよう子し抜ぬけするほど静かに進んだ。


「じゃあ、今日は異メ魔ギ人ドの出しゆつ現げんについて学習する。知っての通り、奴やつらは異い界かいから〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟というものを通って現あらわれる。だがそれはあくまで一体だけだ。こちら側に来たその一体は、その後その〝門〟に酷こく似じした空間を自じ己この周囲に展てん開かいし、仲間を呼よび寄よせる。この特とく殊しゆな個こ体たいは〝将アエリア〟と呼ばれ、その後一時的に形成される異メ魔ギ人ドの〝群むれ〟の頂ちよう点てんに立つ存そん在ざいだ。で、この〝将アエリア〟の特とく徴ちようだが……おい、那斬、何眠ねむたそうにしてる!?」


　野田に指し摘てきされたが、蒼は欠伸あくびを隠かくそうともしない。彼にとって、この「教養」の授業は眠気をこらえるだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。


「……っとに、あんま調子乗るなよ？　特待生なら、勉強の方も実力を見せてみろ！　〝将アエリア〟の特徴、言ってみろ」


「……基き本ほん中級クトニア。つまり、〝群れ〟には必ず一体は中級クトニア以上の異メ魔ギ人ドがいることになる」


「……わ、わかってるじゃねーか」


「〝将アエリア〟が仲間を呼び寄せる前に斃たおせば、〝群れ〟はできずに一体で事は終わる。今のところ〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟の出現は止められないから、被ひ害がいを最さい小しよう限げんに食い止めるにはそれしかない」


　事も無げに言い放ったが、野田は溜ため息いきをつき訳わけ知しり顔で語る。


「簡かん単たんに言うがな、中級クトニアを斃すことがどれだけ難むずかしいかわかってんのか？」


「そっスね……俺もまだ〝将アエリア〟が〝群れ〟を作る前に斃せたのは、一回だけです」


「なっ……」


　野田はおろか、クラスの全員が目を見み張はる。


　だが蒼は相変わらず眠たそうに目を擦こするだけだ。


　それは授業が終わるまで続き、蒼は得るものがないまま休み時間を迎むかえた。


　教室の外に出ると、すでに目にしたごく当たり前の風景が目に入る。


　もっとも、これが本来の学園の姿すがたなのだろう。


　血の気けの多い生徒は少なくないし、異い種しゆ格かく闘とう技ぎ戦めいたことも公式・非ひ公こう式しきを問わず行われてはいる。だがここはあくまで学まなび舎やであり、実社会から隔かく離りされたある意味では温室に近い場所に違ちがいないのだ。


　教きよう師しの授業を聞くたび、休み時間を迎えるたびに、蒼はそれを強く思う。


　放課後になってもそれは変わらない。


　多くの生徒が部活に汗あせを流し、対異メ魔ギ人ドに備そなえた実戦的な修しゆう練れんに励はげむが──それは死線とはほど遠い。


　──場違い、かな。


　数多あまたの生徒に囲まれながらも、蒼はひどく孤こ独どくだった。要とも離はなれ、一人で家いえ路じにつくと、目につくもの全すべてが現実感のない箱庭の一部に見えてくる。


　近代的なビルの群れ、綺き麗れいに舗ほ装そうされた道路、談だん笑しようしながら歩く人々──自分もその中に身を置いているはずなのに、現実感がなくどこか遠い世界の光景に思えた。


　言いようのない疲ひ労ろう感を覚え、蒼は道みち端ばたに立ち尽つくした。しばらくそうしていると、背はい後ごから心配そうな声がかかる。


「どうかしたの？　那斬君……？」


「……月つき島しま」


　返事はしたが、相変わらず声は晴れない。心根の優やさしいクラスメイトは、そんな彼の身を案じてなおも不安げに尋たずねてくる。昨日危き険けんな目にあったばかりだが、遠目に蒼を見かけると、気づいたら駆かけ寄っていた。


「月島も帰りか……部活、入ってないんだよな？」


「うん……足手まといになるだろうし……」


　琴美の顔には、それまで周囲から寄せられてきた「月島」への過か剰じような期待、そして失望が滲にじみ出ていた。彼女がいかに人を傷きずつけることを嫌きらい、いかに努力をしたとしても、「月島」の名は常つねに重荷となって彼女を縛しばる。


「そっか……ま、俺も入る気ねーけど」


「……那斬君なら、歓かん迎げいされると思うけど……剣けん術じゆつ部ぶじゃなくても、色々あるし……」


「あ～パスパス。要が入ってるなら、考えてもいいけどさ」


　要の名が出ると、蒼の顔がかすかに綻ほころんでいく。


　そこに自分が入り込こめないものを感じ、琴美はあらためて要との関係を尋ねた。


「やっぱり……仲いいんだね、飛流君と……」


「う～ん……まあ付き合い長いし。それに、俺アイツいねーとダメなのよ」


「どういう、こと？」


「本気出せないんだ、アイツが傍そばにいてくれないと」


　口調は軽いが、そこには切実な依い存ぞんがあった。


　刀は常に鞘さやに守られていなくてはならないように。


　刃やいばの暴ぼう走そうを止めるのは、常に鞘であるように。


「アイツ、冷たくて性せい格かく悪くてドＳで女嫌ぎらいだけど……根は──」


「根は？」


「……いいと思うか？」


　真顔で訊きかれ、思わず琴美は噴ふき出してしまった。


「それ笑うとこか？　俺結構真ま面じ目めに訊いてんだぜ？」


「あ、ごめんなさい……でも……きっと、那斬君のことは心配してると思う」


「まあ、ね。俺が刀で、アイツは鞘みてーなもんだから……何だかんだで、助けてくれるよ。俺は鎖くさりで繫つながれた獣けものみてーなもんだからさ、アイツが首輪つけてくんねーと、何もできないんだ。でも、アイツがいれば……何とか戦える」


　かすかに震ふるえる体を抱だきしめる蒼。


　その全身に、一いつ瞬しゆん何かが巻まきついているようなビジョンが見え、琴美は目を擦こすった。だがそこに映うつっているのは改かい造ぞうした制せい服ふく姿の蒼だけだ。


「あ、あれ？」


「見えたか？」


　どこか達たつ観かんした蒼あおい瞳ひとみに見つめられ、琴美は押おし黙だまった。


「これが俺だよ。何重にも縛られてないと、何をするかわからない。要がいてくれなきゃ、何もできない。本当は……こんなところにいちゃいけないんだ」


　蒼の脳のう裏りに、入学前に過すごしていた日々が浮うかぶ。


　傭よう兵へいとして各地を転戦したあの日々は、異メ魔ギ人ドとの戦いの連続だった。斃たおしても斃しても、奴やつらは現あらわれる。


　血と鉄に満ちた戦場に聞こえる、捕ほ食しよくの雄お叫たけびと逃にげ惑まどう者の叫きよう喚かん。


　蒼にとってはそれが日にち常じようであり、当然だった。並なみの者ならば心身共に異い常じようをきたし、すぐに死を迎むかえていただろう。


　だが彼は違ちがう。


　ただ戦えばいい、何も考えずに戦えばいい──それは救いであり、安息だった。


　しかし、今はそれがない。


「……逃にげたんだ、俺。腕うでを磨みがきたくて、要無しでどこまでやれるか知りたくて日本を出た。でも、本当は逃げたんだ。いたくなくて、あの人の傍そばにいられなくて……逃げたんだ」


　茫ぼう洋ようと呟つぶやく蒼に、いつもの面おも影かげは無かった。


　大おお太刀だちを苦も無く振ふるう卓たく越えつした剣士はそこにいない。


　ただ、砕くだけそうな精神こころを引きずって戦う壊こわれかけの少年がいる。


　琴美が何も言えずにいると、蒼は虚うつろな瞳を街のゲート方面へ向けた。


　そこから漂ただよう臭しゆう気きを嗅かぎ取り、彼は呟いた。


「する…………」


「何……が？」


「血の匂におい……アイツらの匂い……！」


　すぐにゲートに向かって駆かけ出すが、その足は数メートルと駆けないうちに止まった。


　蒼が近ちか寄よるまでもなく、最さい新しん鋭えいの装甲服メタルジヤケツトに身を包んだ一いち団だんがこちらへ歩いてくるのが見えた。装そう備びからして間違いなく軍関係者、しかも対異メ魔ギ人ド戦の訓練を積んでいる。


　体にフィットした黒いスーツには幾いく重えにもわたって緩かん衝しよう材ざいが組み込まれ、衝しよう撃げき・温度変化・化学兵器など、様々なダメージから装着者をガードし、各おの々おのが持つ武ぶ具ぐも完全なカスタムメイドと見て間違いない。


　刀、槍やり、薙刀なぎなた……前近代的な武装と最新鋭の装甲服は、スペシャリストの証あかしだ。頭と顔はヘルメットで覆おおわれ、表ひよう情じようは窺うかがえずただその装備の外観だけが任にん務むの結果を伝える。


　彼らはすでに一戦を終えていた。


　装備には異メ魔ギ人ドの血けつ液えきが付着し、十人ほどのメンバーのうち二名は布ぬのをかぶせた担たん架かを運んでいる。おそらくは、異メ魔ギ人ドの死体だろう。集団戦法で殲せん滅めつし、死体は研究材料として持ち帰るわけだ。


「あれって……」


「ああ、〝武ぶ神しん〟の人達かな？　ここって、精せい鋭えい部ぶ隊たいが常じよう駐ちゆうしてるから……時々ああやって外に出動して……」


「斃してるんだ……」


　決定的なものを目まの当たりにし、蒼の孤こ独どくはいっそう深くなった。


　異メ魔ギ人ドの脅きよう威いが少ない国と、その中でさらに堅けん固ごに守られた街。そして、万一に備そなえた猛も者さ達。


　全すべてが己おのれの存そん在ざいを否ひ定ていし、街に対する執しゆう着ちやくを失わせる。


「別にいらないよな、俺」


「え……？」


「この街に俺がいる必要なんてない。来る必要なんて、なかったのかもな」


　己に言い聞かせるように語り、蒼は早足で歩き出した。琴美が何事か口にして呼よび止めたが、蒼は足を止めない。


　元々、来るべきではなかったのかもしれない。


　要の誘さそいに応おうじてはみたが、ここには自分のいる意味がない。


　異メ魔ギ人ドと戦いもせず、ただ安全な学園生活を送る──そんなことは自分にはできない。いや──資し格かくがない。


　いっそこのまますぐに街を出ようかとも思う。


　朱雀の言う通り、自分の来らい訪ほうは確たしかに混こん乱らんを招まねいているのだ。


「……要がいなけりゃな」


　言い訳わけのように呟き、まだ自じ宅たくと呼ぶには実感のない三階建てのアパートに戻もどる。入にゆう居きよ者は自分だけで、部屋は一階だ。とりあえず落ち着いてから要に連れん絡らくでも入れようと思った矢先、玄げん関かんの前に佇たたずむ女じよ性せいを見て、体が硬こう直ちよくした。


　朝から心を重くさせた元げん凶きようが──美亜がそこにいた。


「お帰りなさい」


　笑え顔がおを浮かべる彼女。


　だが蒼は目を逸そらし、無感情に告げる。


「家庭訪問……じゃ、ないですね。副ふく担たんの仕事じゃないし。何の用ですか？」


「何の用って……昨日ちゃんと話できなかったから、わざわざ来たのよ？　それに、どうしてそんな他た人にん行ぎよう儀ぎなのよ？　今は二人きりなんだし、昔のままでいいのよ？」


「そういうわけにもいかないでしょ。今は生徒と教きよう師しだし」


　一見正せい論ろんだが、二人の関係を考えれば明らかにおかしい。姉弟きようだい以上の間あいだ柄がらで、十年近い月日を過すごした仲であれば、絶ぜつ対たいにこんな言葉は出ない。


「一体……何があったの？　昨日だって、どっか行っちゃったし……大体、何で急にいなくなったりしたの？　どれだけ心配したと思ってるの!?　要に訊きいても答えてくれないし……この一年、いったいどこで何してたのよ!?」


　蒼の肩かたを揺ゆさぶり、美亜が顔を近づけてくる。しかし蒼はなおも目を合わそうとせず、淡たん々たんと彼女から離はなれた一年を語る。


「ずっと戦ってた……アイツらと」


「それって……異メ魔ギ人ドと？　そりゃ蒼君が強いのは知ってるし、私だって助けてもらったことあるわよ？　でも、何であなたがそんなこと？　まだ子こ供どもなんだし、他にいくらでもやりたいことがあるでしょう？　そんな危あぶないこと……！」


「ないですよ」


　感情がこもっていないくせに、はっきりと否定の意い志しだけは込められた声。


　美亜もそれ以上言葉を紡つむげず、つい聞き入ってしまう。


「俺にはやりたいことなんて何もない。ただ、奴やつらと戦ってればそれでいい」


「でも……！」


　ようやく口を突ついて出た危き惧ぐの言葉を、蒼は冷たく否定した。


「別に死んでもいい」


「なっ……」


「俺が死んでも、それで──」





　パンッ！





　全てを言い終わる前に、蒼の頰ほおが鳴った。


　衝しよう撃げきでサングラスが地に落ちるが、前まえ髪がみが視し線せんを隠かくし、美亜は彼の表ひよう情じようを窺うかがうことはできない。


「あ…………」


　彼女は、咄とつ嗟さの行こう為いに戸と惑まどいながらも、蒼を叩たたいた平手をもう片かた方ほうの手で押さえつつ、肩を震ふるわせながら叱しつ咤たした。


「どうして……どうしてそんなこと言うの!?」


　傷きずついてほしくないから、誰だれよりもその身を案じているから叩いた。


　だが、蒼は何も反はん応のうしない。


　無言でサングラスを拾ひろいあげ、またいつものように掛かけ直す。そのまま美亜に背せを向け、すたすたと自分の部屋の前へ歩いていく。


「ちょっと、まだ話は……！」


「俺には何もない」


「え……？」


「戦わない俺には、何の価か値ちもない」


　その言葉に秘ひめられた形けい容ようしがたい寂せき寥りよう。


　それでも美亜は手を伸のばし、彼の背中の布ぬのを摑つかむ。蒼は構かまわず進んだ。


　けして離すまいと強く摑む美亜。


　相反する二つの力に、ストラップシャツの金かな具ぐが外はずれ、背の布地が垂たれ下がった。露あらわになったその背中に、美亜は言葉を失った。


「蒼君、それ……」


　蒼の背中一面に、紅あかい紋もん様ようが刻きざまれていた。一見するとトライバル系けいのタトゥーにも見えるが、重なる曲線の並ならびは魔ま法ほう陣じんにも似にた魔ま術じゆつ的な意味合いを想起させる。そして何より特とく徴ちよう的なのは、中心にある空白だ。複ふく雑ざつなトライバルの紋様が背中の中心だけ及およばず、ちょうど手のひら分のスペースが空あいている。


「何、これ……？」


　一年前はけして無かったその刻こく印いんに、美亜の思考が止まる。その停てい滞たいの間に、二人を遮さえぎるようにドアが閉しまる。特筆することもない平へい凡ぼんな厚あつさのそれは、今嘆なげきの壁かべの如ごとく二人を別わかつ。


「ちょっと蒼君!?」


　ドアを叩いて名を呼よぶが、彼は返事をしない。


　数分後、諦あきらめた美亜は重い顔でその場を去っていく。


　ドア一枚まいの厚さをへだてた先には、背中で全すべてを受け止めていた蒼がいる。美亜が去った後も、背をドアに預あずけたまま動こうとしない。


　目を閉じ、悔かい恨こんと慚ざん愧きに駆かられて唇くちびるを嚙かみ締しめる。


　先ほど叩かれた頰には、すでに痛いたみは残っていない。しかし心には重く鈍にぶい痛みがのしかかっていた。


「ダセェ……最低だな、俺」








　下校後、要はいつもどおり早めの帰宅を迎むかえていた。


　美亜とは別べつ居きよであり、蒼同様一人暮ぐらしだ。姉とは血が繫つながっていないし、まがりなりにも副ふく担たん任にんである以上、同どう居きよだと問題だろう。そもそも、特に同居する理由もない。自分に必要なのは、他者から干かん渉しようされない空間だ。家は小さいながらも凝こった造つくりの一いつ軒けん家やで、学生が一人で住むには分ぶん不ふ相そう応おうすぎる物ぶつ件けんである。


　さらに充じゆう実じつしたセキュリティで空あき巣すや盗とう聴ちようを退しりぞけ、文字通り蟻あり一いつ匹ぴき入り込こませない。町外れということで知る者は少ないが、その道のプロが見れば非ひ常じように安全面に気を遣つかっていることはすぐにわかる。少なくとも、個こ人じんの持ち物としては〈武街〉でも間ま違ちがいなく五本の指に入る堅けん固ごな城しろだ。


　カードキーとＩＤナンバー、そして指し紋もんと網もう膜まくの照合で家の門をくぐった要は、居い間まに入るなり上着とシャツを脱ぬいで半はん裸らになった。徹てつ底てい的に鍛きたえ込み、細身ながらも凝ぎよう縮しゆくされた筋きん肉にくを持つとはいえ、所しよ詮せんは生身だ。無む防ぼう備びな裸を晒さらせるのもこの堅固な自宅ゆえだが、別にくつろぐために服を脱いだわけではない。


　すぐにフローリングの床ゆかに胡坐あぐらの形で座すわり込み、組んだ足の上に軽く両手を重ね合わせた座ざ禅ぜんの姿し勢せいを取る。


　日課に近いこの行こう為いの目的は、精せい神しん修しゆう養ようではなく単に己おのれの体をより深く識しるため──識しき身しんを極きわめるために行っていた。


　数秒と経たたずに要の意識は俗ぞく世せから切り離はなされ、ただ己の体の内に向けられる。深く、深く、ひたすら深く、肉体という名の小しよう宇う宙ちゆうを認にん識しきしていく。表ひよう層そう意識を通り越こし、無意識や本ほん能のうといったレベルにまで自じ己こ探たん求きゆうを深め、ひたすら己の内に広がる宇宙に身を浸ひたす。


　やがて心音どころか血流まで手に取るように感じ取れ、臓ぞう器きの細かな動きから頭とう頂ちようから爪つま先さきに至いたるまでの一ミリ単位の動き、果ては神しん経けいを走る電気信号まで要は認識していた。単なる知識ではなく、実じつ際さいに感覚としてそれが理わ解かる。


　そして理わ解かるがゆえに、操あやつることもできた。


　脳のうの伝達物ぶつ質しつの分ぶん泌ぴつ量りようを変えることで感かん情じようの揺ゆらぎを抑おさえ、心しん肺ぱい機能を活かつ性せい化かして呼こ吸きゆうを整える。さらにはホルモンの促そく進しんと抑よく制せいで常つねに自身を最さい適てきの状じよう態たいに置き、時には不ふ随ずい意い筋きんすら操そう作さする。


　本来ならば外部からの強きよう制せいでしか行えぬことも、識身を高めればここまで人体のポテンシャルを自じ在ざいに引き出せるのだ。さらに意識を外に向け、世界にまでその理り解かいを深めることができるならば、あるいは人は神の座につけたかもしれない。


　要の推すい測そくだが、聖せい人じんと呼ばれた人々はこの識身を自身の肉体のみならず、外的世界に対しても高レベルに達することができた人間ではないだろうか。彼らが皆みな一様に激はげしい苦行の果てに真理を見み出いだしたのも、識身と同時に駆く身しんを極めていったためとも考えられる。


　もっとも要がその二つを極める目的は、聖人のとは正反対のこの世で最も忌いむべき行為とでも言うべきもの──戦せん闘とうのためだ。


　今行うのも、全ては〝剣つるぎ守もり〟の使命のために。


　精神を統とう一いつして己の内に潜もぐり、徹底的にその身をメンテナンスしていく。


　現げん在ざいまではどこも異い常じようなし。すこぶる正常だ。


　ならば後は高めるだけ──より深く、深く己を理解せよ。


　そして触ふれなければならない──万ばん物ぶつの根こん源げんに、己の内に沸わき立つ力源に。


　識身の果てに理解できるもの、駆身の果てに駆使できるもの、極者アダム・バルフを極者アダム・バルフたらしめその異い能のうの源みなもととなる力──魂源ルーアハを。


　万物の根源にして無む限げんの力に触れろ。そして使いこなせ。


　要が自身へのさらなる探求に入ろうとしたとき、無ぶ遠えん慮りよな電子音が鳴った。


　即そく座ざに要の意識は現実に引き戻もどされ、彼は鞄かばんから携けい帯たい電話を取り出した。数秒で鳴り止んだ着信音は、メールのものだった。着メロを使用しない初期設せつ定ていの電子音には温あたたかみがなく、それは持ち主にも通じている。


　メールの送信者と内ない容ようを見ると、要は面めん倒どうそうに顔をしかめた。


　送信者は美亜で、要約すると「話があるので、明日の放課後に時間を取れ」といったところだ。相手が単なる教きよう師しならば個こ人じん面めん談だんのお知らせだが、姉となると少々事情が違う。大方、蒼の豹ひよう変へんぶりについてだろう。家にでも行って、冷たく追い返されたのかもしれない。


　適てき当とうにあしらいたいところだが、さすがにこれ以上は無理だろう。明日は話だけでも聞いてやった方がよさそうだ。


「面倒だな……」


　やる気のなさを隠かくそうともせず、要は携帯電話を鞄にしまった。どうせ明日会うし、返事をする気はない。家族割わり引びきも設定していないし、メール代も勿もつ体たいない。これだけの家に住んでおきながら、要は常つねに一円単位で損そん得とくを考える。


　それは戦いも同様だ。


　そもそも〝剣守り〟の姿勢自体が、徹底的な合理主しゆ義ぎからできあがっている。


　まず戦いを避さけろ。


　どうしても戦う場合は、手の内を悟さとられるな。相手から攻こう撃げきさせ、後の先を取れ。


　極きよく力りよく生身は使わず、武ぶ器きを使え。


　そんな思想が要の心身には隅すみ々ずみまで刷すり込まれていた。ゆえに、今蒼と己を取り巻まく状じよう況きようも、そうした視し点てんで分ぶん析せきしている。


　四門朱雀──そしてその裏うらにいるであろう、〈武街〉の大物。


　何より、誰が蒼のことを──〝正宗〟のことを彼らに伝えた？


　敵てきは明らかにこちらについてかなりの知識を持っている。要が、代々の〝剣守り〟が常に隠いん蔽ぺいに気を遣つかい、歴史の陰かげに生きてきたのにもかかわらずだ。


「──人の敵は、異メ魔ギ人ドの前に、人、か」


　人の歴史が証しよう明めいする無情な真実を吐はき、要は服を着た。そろそろ自分なりに動き出すべきだろう。そしてもう一つ、美亜が蒼に会ったのなら、まず間ま違ちがいなくあの少年の心は沈しずんでいるはずだ。〝剣守り〟として、友人として、そちらのケアも忘わすれてはならない。


「……手間のかかる」


　ぶつくさ言いながら、要は姉には打たなかったメールを、蒼のために打ち込み始めた。








　昼休み、美亜は朝から何度となく繰り返したように、また机つくえとその上に置かれた透とう明めいなシートの間に挟はさまれた写真を見つめていた。


　同どう僚りようの教師達は、よく生徒との思い出深い写真をそこに入れているが、美亜のものは少々趣おもむきが違う。生徒は生徒でも、そこに写るのは弟以上に親しかったはずの少年と、弟のくせにある意味赤の他人以上に心を開かない少年──そして自分だ。


　六、七年前に撮とった写真で、中心に蒼が笑え顔がおを浮うかべて写っている。その後ろから自分が両りよう腕うでを彼の首に回し、同じく笑顔で写っていた。写真は自分達が主役であり、蒼の横にいる無む表ひよう情じような要は、まあおまけのようなものだ。


　写真を見れば誰でもわかるように、二人は姉弟きようだい以上の絆きずなで繫つながっていた。


　なのに、それは昨日あっけなく打ち砕くだかれた。


　いや、もっと前からそうだったのかもしれない。


　一年前、突とつ然ぜん蒼は姿すがたを消した。


　何も告げず、置き手紙も残さず、忽こつ然ぜんと。


　何な故ぜ──何度と無く口にした疑ぎ問もん符ふは未いまだに明めい確かくな答えを出さず、自分を苦しめる。蒼とは今日も学校で顔を合わせたが、相変わらず目を合わせてはくれない。


　何があったのか──職員室の机で無心にそれを考えていると、背はい後ごから遠えん慮りよがちな声がかかった。


「あの……飛流先生」


「あ、ごめんなさい……」


　振ふり向くと、自分が呼よび出した生徒が立っている。


　月島琴美。


　自分が知る限かぎり、要以外で唯ゆい一いつ蒼と親しいと言える生徒だ。


「あの……何の御ご用ようですか？」


「いや、えっと……用ってほどじゃないんだけど……その、蒼君……じゃなくて、那斬君のことで、ちょっと訊ききたいんだけど……」


　教師の職しよく務むとは関係ないだけに、美亜も少々遠えん慮りよ気味だ。昼休みに呼び出すなど、ちょっと職しよつ権けん乱らん用ような気もする。


「那斬君が……どうかしたんですか？」


「いえ、その……どうってことはないけど、ほら、彼遅おくれて入学してきたじゃない？　他にも特待生だし、カッコもあんなで、刀も持ってて、浮ういてないかなぁ～って……」


「はあ……」


「その……つまり、何か変わったところとか、話を聞いたりとか……してない？」


　かなり婉えん曲きよくな訊き方だけに、琴美もよく主しゆ旨しがわからない。


　というより──


「あの……那斬君のことなら、先生の方がご存ぞん知じなんじゃ……私、まだ会ったばかりだし……ずっと、一いつ緒しよに暮くらしてたって聞きましたけど」


　──う……。


　痛いたいところを突つかれ、美亜が目を泳がせる。確たしかに、出会って数日のクラスメイトに訊く内ない容ようではない。


「いや、まあそうなんだけど……」


　少し迷まよった後、美亜は思い切って言った。


「その……蒼君、私のこと……避さけてるみたいなの。昨日も、ロクに話もせずに追い返されちゃったし……」


「そう……なんですか……」


　琴美の脳のう裏りに、蒼が転入してきた初日の出来事が思い浮かぶ。あのとき、確かに彼は美亜を避けた。いや──逃にげ出していた。


「でも、どうしてそんな……？　那斬君は、昔から一緒にいた、幼おさな馴な染じみだって言ってましたけど……」


「そう……ね。そのはずなんだけど……どうしてかな……」


　美亜は悲しげに目を伏ふせ、あの写真に視し線せんを落とした。この中で、彼は無む邪じや気きに笑っている。なのに、今はもうその笑みが向けられることはない。


「本当に……どうしてなのかしら？　彼ね、一年前突然いなくなったの……」


「え……」


「要とは連れん絡らく取り合ってたみたいだけど、私には何も言わなくて……」


　琴美は寂さびしげな副ふく担たん任にんに何も言えず、ただ立ち尽つくしていた。蒼は授じゆ業ぎよう中、彼女に悲しげな視線を送り続けていたが、美亜もまた苦しんでいるのがわかる。


「蒼君はね、ある日突然家に来たの。まだ六歳さいの頃ころに、いつも持ってる長い刀を持ってね……」


「あ、あれって、そんな昔から持ってたんですか？」


　明らかに自分の身長を越こえる刀を携たずさえた幼い蒼を思い浮かべ、琴美が驚おどろく。美亜は苦く笑しようしながら頷うなずき、遠い日の蒼に思いを馳はせた。


「そうよ。ビックリでしょ？　彼は『山で拾ひろった』なんて言ってたけど………でも、元々は私の家が管理してたらしいの。その辺りは、要が詳くわしいみたいだけど、私は何にも知らなくて……でもね、蒼君ってば、その頃は今と違ちがって全然無口でね、要以外とは誰だれとも喋しやべらないで、いつも刀を抱だきしめて寂しそうな目をしてた……」


　琴美の脳裏にも、幼い日の蒼の姿すがたが浮かんだ。


　大おお太刀だちを携え、要以外とは接せつ触しよくしようとしない少年。


　しかし、それは遠い日の幻まぼろしだけの話だろうか？


「でも……今は昔に戻もどっちゃったみたいね。あの頃みたいに、私と話してくれないし……何か、悪いことしたのかしら？」


　やせ我が慢まんで笑う美亜の目には、うっすらと涙なみだが滲にじんでいた。


「大事な人……なんですね、那斬君……」


「そう……ね。多分、家族って呼よべるのは、彼だけかもしれない……」


「え、でも……」


「私……捨すて子だったの」


　ポツリと吐はき出された事実に、琴美は言葉を失った。


　美亜は少し目を伏ふせ、抑よく揚ようのない口調で過か去こを紡つむぎだす。


「両親の顔も知らないし、最初は施し設せつにいたの。その後飛流の家に引き取られて……でも、向こうは別に子こ供どもが欲ほしかったとか、そういうんじゃなかったの。いずれあの刀に選ばれた者が現あらわれる──お前は、その者に仕つかえろ、その程てい度どしか価か値ちがない。そんなこと、言われただけで……」


「そんな……ひどい」


　素す直なおな感情を口に出す琴美に、美亜は苦笑した。


「そうかもね……でも、私より要の方が辛つらかったと思う。まだ小さいうちから、お父さんに稽けい古こをつけられて、いつもボロボロで傷きずだらけだった。でも、ある日要が自分と同じぐらいの歳としの子を連れてきたの。長い刀を持って、蒼あおい目をしてて……」


「それが……那斬君？」


　美亜は小さく頷いた。それが全すべての始まりであり、過か去この記き憶おくが辛いものでなくなった瞬しゆん間かんだった。


「要が言ったの……コイツが選ばれたって……最初はビックリしたわ。だって、あんな小さな子だったのよ。私が仕えるのはこんな子供……？　そうも思ったけど……でも、すぐにわかったの。蒼君が、ものすごく辛い目にあってきたって。私なんかよりも、ずっとね」


　出会った頃の少年は、常つねに部屋の隅すみにいた。


〝正宗〟を抱きしめ、ただその瞳ひとみに絶ぜつ望ぼうのみをたたえていた、小さな子供。


「……何とかしてあげたい、そう思って、話しかけたり、遊んだりして……時間はかかったけど、蒼君も普ふ通つうに話してくれるようになって──本当の姉弟きようだいみたいだった。なのに……」


「…………」


　琴美は何も言えなかった。彼女が蒼と重ねた年月に比くらべれば、自分と彼の関係はあまりに浅い。それでもわずかな励はげましになればと、正直な感想を口にする。


「あの……那斬君、別に先生のこと、嫌きらってなんかないと思います……」


「……そう？」


「那斬君、前に先生のこと話してくれたとき、とても楽しそうな顔してました。それに、今日の授業も、昨日の授業も……先生のことずっと見てました」


「…………」


「嫌いな人だったら、そんなことしないですよね？」


　生徒の問いかけに、美亜は少しだけ元気を取り戻して頷いた。


「そう……ね。そう……よね？」


「……はい。あ、あと那斬君が言ってたんですけど……」


「何？」


　美亜が身を乗り出して聞き入ると、琴美は少しためらいがちに言った。


「その……那斬君、傭よう兵へいやってたみたいなんです……」


「傭……兵？」


「はい……ずっと異メ魔ギ人ドと戦ってて、それで入学式に間に合わなかったって。もしかしたら、先生の前からいなくなってから、ずっと……」


　美亜の中で、琴美の言葉と昨日の蒼の言葉が重なる。


　──ずっと戦ってた。


　この言葉が、今重い真実となって美亜に突つき刺ささる。


「あの……先生？」


「え、ああ、何でもないわ。ごめんなさいね、昼休みに長々と話しちゃって……」


「いえ……」


「もう帰ってもいいわ。色々教えてくれて、ありがとう」


「はい……」


　琴美は一礼し、職しよく員いん室しつから去っていく。美亜はその姿すがたを見送りつつ、ある決意を固めていた。


　それから数時間後の放課後、彼女は一人の少年と対たい峙じしていた。


「で──何の用かな、姉さん？」


　気けだるげに答えつつ、要は周囲を見回した。素そっ気け無い造つくりの部屋は、校こう舎しやの隅にある生徒指し導どう室しつだ。普ふ段だんはほとんど倉庫に近く、机つくえと二つの椅い子すの置かれたスペースを除のぞき、備び品ひんが散乱している。そのため部屋はかなり狭せまく感じ、どこか圧あつ迫ぱく感を覚える。


　問題のある生徒の指導の際さいには効こう果か的かもしれないが、個こ人じん面めん談だんにはあまり向かないだろう。もっとも、要にとっては教室だろうが牢ろう獄ごくだろうがどうでもいい。それよりも、早いところこの退たい屈くつな時間を終わらせてほしかった。


「用は……蒼君のことよ。この一年、どうしてたの？」


　単刀直入な詰きつ問もんにも、要は動じない。昨日のメールの時点で、大体予想はしていた。


「さあね……とは、言えない空気だな」


「とぼけないで！」


　美亜がバンと机を叩たたくが、要は動じない。


「蒼に口止めされててね。それに、俺おれも言う意味を見み出いだせない」


「何よそれ……私、知ってるのよ？　彼、傭兵やってたんですってね？」


「…………」


「昼休みからネットで調べてみたわ。まさかとは思ったけど、本当とはね……」


　要の前に、プリントアウトされたインターネットの情じよう報ほうが投げ出される。


　主おもな見出しは、


「極きよく東とうから来た紅あかい神風」


「対異メ魔ギ人ド戦の個人記録更こう新しん」


「サムライボーイの戦せん績せき」


「驚きよう異いの千体斬ぎり」


　といったところだ。若じやつ干かん尾おひれがついている部分もあるが、大体は当たっている。那斬蒼の傭兵としての戦績、それはすでに世界にその名を轟とどろかすのに、充じゆう分ぶんすぎるものだった。


　傭兵として活動した期間は数か月だが、圧あつ倒とう的な戦せん闘とう能のう力りよくで数多あまたの異メ魔ギ人ドを屠ほふり、その記録は非ひ公こう式しきなものであるが個人記録では世界トップクラス、そして中級異魔人クトリアメギドすら斃たおし、一部では「最強」とすら謳うたわれている。


　顔写真は出回っていなかったが、ある戦場ジャーナリストが撮とった一枚の写真の端はしに、壮そう烈れつな戦場に立つには早い、一人の少年の後ろ姿が映うつっていた。横顔すら窺うかがえないが、見み間ま違ちがうはずがない。


　間違いなく──蒼だ。


　彼は確たしかに傭兵として各地を転戦していたのだ。


「よく調べたな……と言いたいが、私し用ようで学校のパソコン使うなよ。一いつ般ぱん企き業ぎようなら大目玉だぞ？」


　至し極ごくまともな指し摘てきに、一いつ瞬しゆん美亜も言葉に詰つまる。が、すぐに思い直して押おし切った。


「こ、これも仕事よ！　生徒のことを知るのが、いけないことかしら!?」


　理り論ろん武ぶ装そうではまず勝ち目はない。だから要が何か言う前に、とにかく自分の疑ぎ問もんを叩きつける。


「一体、これはどういうこと？　何で蒼君がこんなことしてるわけ!?　何で傭兵なんか……！」


「『どういうこと？』はこっちの台詞せりふだ。何か問題でもあるのか？」


「なっ……」


「蒼の戦闘力は知ってるはずだ。そして、この世界を包む脅きよう威いも。ならば、別に蒼が傭兵をやろうが問題ないだろ？　世界平和に貢こう献けんしてるんだ、むしろほめられて然しかるべきだ」


「それは……で、でも、彼はまだ子こ供どもなのよ？　そんなこと……」


「この学園の生徒だって、いずれは蒼と同じように異メ魔ギ人ドと戦う。すでに斃してる奴やつだって大おお勢ぜいいる。蒼はただ、少しばかり他の生徒より経けい験けん積んでるだけさ。アマチュアじゃなく、一足先にプロデビュー。そして蒼は自分の意い志しでそれを選んだ。何か問題でも？」


　畳たたみ掛かけられる言葉に、美亜は何も言えない。こういうとき、要に言い返すことはまず不ふ可か能のうだ。


「そもそも、姉さんは蒼の何を知ってる？」


「それは……」


「アイツの〝正宗〟にしたってそうだ。姉さんのことだ、どーせ単なるお宝たからだと思ってるんだろ？　そのうちどこぞの鑑かん定てい番組に出そうと思ってたりしてな？」


　昔少し考えていたことを指摘され、美亜は嫌いやな汗あせが額ひたいに滲にじむのを感じた。この血の繫つながらない弟は、とかく人の弱点を突つくのがうまい。
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「そ、そんなことないわ！　大体、あの刀だってただの昔の刀じゃ……」


「違うね」


　一言で切り捨すて、要は姉の無知に微び笑しようした。


「一つ、面おも白しろいことを教えてやろう。異メ魔ギ人ドはすでにこちら側へ来ていた」


「え……？」


「どっかのＵＦＯ研究家の言葉みたいだが、真実だ。学会では少し前にこの説が発表され、異い端たん扱あつかいされていたが、今では大分証しよう拠こも集まり実証されつつある。主流になるのも時間の問題だ。俺達が奴らと遭そう遇ぐうしたあのときよりはるか前から、異メ魔ギ人ドはこちら側へ侵しん入にゆうしていた」


「ウソ……」


　信じられないというふうに首を振ふる美亜。


　要は溜ため息いきを吐つきつつ肩かたを竦すくめた。


「この学園の教きよう師しなら、少しは最新の研究にも触ふれるべきだと思うがね。そもそも、いきなり異世界から殺さつ戮りく者しやが訪おとずれるより、以前からちょくちょく来ていた方が、説得力があると思うがな。それに証拠もある。神話や伝説でよくあるだろう、英えい雄ゆうが化け物を並なみ外はずれた腕わん力りよくや特とく殊しゆな武ぶ器きで斃たおす──これはその時代の異メ魔ギ人ドとの戦いを表したものさ。彼らが己おのれの肉体や武器に頼たよったのは、何もその時代に銃じゆう火か器きがなかったという時代の束そく縛ばくによるものじゃない。それこそが奴らに有効だったからだ」


「あ……」


　美亜にも事じ情じようが呑のみ込こめた。


　異メ魔ギ人ドに有ゆう効こうな攻こう撃げき──それは有機体による直ちよく接せつ攻撃か、あるいは武器を行使した攻撃のみ。先人達はそれを肌はだで実感し、実じつ践せんしていたわけだ。まだ銃火器やＢＣ兵器が存そん在ざいしていなかったことが、結果的に効を奏そうしていたのかもしれない。


「で、でも、それと蒼君の刀に何の関係があるのよ？」


「大アリさ。人の歴史とは、それすなわち異メ魔ギ人ドとの戦いの歴史。人は異メ魔ギ人ドを研究し、その正体を探さぐり、斃す術すべを求めた。やがてその役目は一つの一族が担にない、彼らは絶ぜつ望ぼう的な結けつ論ろんに辿たどり着いた。いずれ異メ魔ギ人ドが大量にこちら側へやってくる。同時にこうも考えた。ならばそれまでに、何としても対たい抗こう手しゆ段だんを講こうじなければならない──とな」


「まさか……」


　予期せぬ答えに、美亜は顔を強こわ張ばらせた。


　要は口元を綻ほころばせてそれを肯こう定ていする。


「そう──まさかだ。〝正宗〟はそのために創つくられた。遠い未来に、異メ魔ギ人ドと戦うために。そして、そのために我わが飛流家は代々〝剣つるぎ守もり〟として〝正宗〟を守り、それを振るうに値あたいする者を捜さがし続けてきた」


「それが……蒼君だって言うの？」


「そうだ」


「信じられるわけないわ、そんなの！」


　思わず立ち上がり、声を荒あららげる。信じたくないという想おもい以上に、教師としてこれまで学んできた知ち識しきと培つちかってきた理り性せいが異を唱となえた。


「あなたの言うとおり、異メ魔ギ人ドは確たしかにずっと前からこの世界に来ていたかもしれない。でも、だったら何で対たい策さくが刀一ひと振ふりなのよ？　まして、蒼君はまだ子供なのよ？　そんな馬ば鹿かげた話、信じられないわ！」


　毅き然ぜんとした態たい度どの美亜に、要は間ま違ちがった答えを懸けん命めいに主しゆ張ちようする生徒を見る教師のような、苦く笑しようとも冷笑ともつかぬ笑えみを浮うかべた。ことこの場面においては、二人の立場は完全に逆ぎやく転てんしている。


　昂たかぶった姉を諫いさめつつ、要は再ふたたび己が理り解かいする世界の真実を口にした。


「刀一振り、ね。では俺も一つ質しつ問もんしよう。何な故ぜ異メ魔ギ人ドは人を襲おそう？」


「何故って……それは……」


　単たん純じゆんすぎる問いだけに、いざ訊きかれると答えに詰まる。


　一言で言えば、本ほん能のう──そう説明されてはいるが、要を前にすると自信が持てない。事実、彼はあっさりとその定説を否ひ定ていした。


「現げん在ざいの学会では本能というのが主流だが、それは誤あやまりだ。本能とは生きるために生物が備そなえるものさ。異メ魔ギ人ドのそれは、生せい存ぞんのためには意味がない。そもそも、何故人間を喰くらうのか？　『食肉』という観点から人間を見た場合、この世界に代だい替たい品ひんはいくらでもある。なのに何故人間をエサにする？　しかも満まん腹ぷくの状じよう態たいでも人を襲う。飽ほう食しよくの状態で獲え物ものを狩かる動物なんざ、人間だけさ」


「それは……そうかもしれないけど……でも……」


「異界の生物だから、常じよう識しきは通用しない、か？　生物の真理は普ふ遍へんだ。少なくとも、〝剣守り〟はそう認にん識しきしてきた。本能ならば、長い年月で変わって然しかるべきだ。中級クトニアならいざ知らず、下級エナリアなら下へ手たに人間に手を出せば、返り討うちにだってあう。生き延のびたいなら、細々と人間を喰うべきだ。もっと言うなら、人間以外の動物を喰えばいい。なのに喰わない」


「…………」


　いつしか美亜も話に聞き入っていた。


　眼がん前ぜんの少年は、今まだ世界が知らぬ真実を口にしようとしている。


　その怜れい悧りな瞳ひとみは確かく実じつに美亜の心を捉とらえ、淡たん々たんとした口調で真実という名の扉とびらの奥おくへ彼女を誘いざなう。


「疑ぎ問もんは深まるが、とりあえず奴やつらが人間を喰う生物だという現状を受け入れてみよう。しかしそれでも新たな謎なぞは出てくる。彼らが捕ほ食しよく対象とする人間、さらにその中でも彼らが好む食材──これもまた非ひ合ごう理りだ。さらに突つき詰つめると、その非合理な対象から喰らう部位も非合理この上ない」


「非合理……？　部位って……」


「愚おろかだな。捕食というおぞましい事実に囚とらわれて、先に進めない。〝剣守り〟は、ずっと現実を見てきた。奴らに喰われた人間は、皆みなすべからく頭や喉のど元もと、心しん臓ぞうといった生命に直結する部分を喰われてる。人の魂たましいや存そん在ざいは、どこに宿るか？　これは永えい遠えんの命題だが、異メ魔ギ人ドはそれらが宿るとされる象しよう徴ちよう的な部位を狙ねらいすまして喰っている。表面積的には圧あつ倒とう的に少ない、それらをだ」


　そこまで言うと、要は立ち上がり、両手を軽く広げながらゆっくりと部屋の中を歩き始めた。


「一いつ般ぱんに異メ魔ギ人ドの行動は食しよく慾よくから起こるものとされている。だが、実じつ際さいに彼らが食慾の対象として狙う人間は少なく、さらに捕食対象となるのはごく一部の部位のみだ。それ以外は皆みな理由なき殺人に近い。となると、これは最も早はや本能に直結した食慾によるものとは程ほど遠とおい。まさしく生きるために喰うのではなく、喰うために生きているといった方が自然だ」


「じゃ、じゃあ……何か別の意味が？」


「その通り。では、それは何なのだろうか？　何らかの儀ぎ礼れいによるものか、それとも人と同じ狩しゆ猟りよう的な『文化』なのか？　答えはノーだ。どう見ても、奴らの行動にそんな意図は見えない。そんな意味付けをするのならば、まだ本能という解かい釈しやくの方が説得力がある。しかしそれはさっき否定した通りだ」


「じゃあ……何？　何だっていうのよ……!?」


「簡かん単たんなことだ。それが奴らに課せられた役目だからだ」


　要は事も無げに言い、美亜は目を丸くした。


「役……目？　何言っているのよ？」


「奴らの行動は様々な意味で自然界の──いや、宇う宙ちゆうの法ほう則そくに背せを向けている。あれほどまでに食慾に固こ執しゆうするくせに、その肉体からは生せい殖しよく機能が見つからず、種の保ほ存ぞんに関する危き機き意い識しきが感じられない。ならばどうやって奴らは生まれる？　常つねに造ぞう物ぶつ主しゆの手によって創そう造ぞうされるとでも言うのか？」


　最も早はや要の言葉は美亜に向けられてはいなかった。その問いは世界に、いや、神に向けられていたのかもしれない。


「奴らもまた、俺達と同じように神の果か実じつを食した罪つみ深ぶかき存在なのだろうか？　だがどこで俺達と奴らは違ちがった？　奴らが手にしたのは、智ち慧えの実ではなく、もう一つの可か能のう性せいだったのだろうか？」


「もう一つの可能性……？　あなた、何を知ってるの？　智慧の実って何？　異メ魔ギ人ドって……何なのよ!?」


「〝実〟とは言葉にすぎない」


　要は言い聞かせるように呟つぶやいた。所しよ詮せん人は自みずからの認にん識しきでしか世界を理り解かいできない。


「人を人たらしめ、異メ魔ギ人ドを異メ魔ギ人ドたらしめる力、組み込まれた因いん子し。それを神が創つくり給たもうた〝実〟とするならば、それもまた一つの生命。より神に近き力の具現化。実とは比ひ喩ゆにすぎない。あるいはその姿すがたはもっと別の……何か。可能性はいくらでもある。石か、水か、器うつわか──剣とかな」


　そこまで言うと、要はいつもの彼に戻もどり、再ふたたび美亜に対して無知を抉えぐるような言葉を紡つむいだ。


「まあ姉さんにはどうでもいい話だ。要ようは奴らが俺達が目にする以上に複ふく雑ざつなルールに縛しばられているってことだ。本能や摂せつ理りに背を向けてな。生体としては社会性昆こん虫ちゆうに近いだろう。異メ魔ギ人ドという種は『超ちよう個こ体たい』として、種全体が共通の目的に向かってその力を注そそいでいる」


「な…………」


「社会を形成する以上、その構こう成せい員いんは必ず何らかの役やく割わりを与あたえられる。そしてそれは、階級ヒエラルキーの頂ちよう点てんに立つ存在によって統とう制せいされる。姉さんが教きよう師しとしての務つとめを果たすように、校長を上司とするように」


　自分の立場で喩たとえられ、美亜は小さな戦せん慄りつと共に要の意を悟さとった。


　まさか──異メ魔ギ人ドには──


「そう──奴らには〝王〟がいる。数多あまたの集しゆう団だんの頂点に立つ〝王〟が。それこそが異メ魔ギ人ドに殺さつ戮りくという役目を課した根こん源げん。神の果実の顕けん現げん。ならばあとは単たん純じゆん──それを斃たおせばいい」


　そこまで言うと、要は美亜に背を向けた。もう会話に興きよう味みは失せ、部屋を出る気だろう。


「ちょ、ちょっとまだ話は終わってないわ！　大体、その〝王〟と蒼君の刀にどんな関係が……」


「……つくづく理解力に乏とぼしいな。二元物理論ろんを忘わすれたのか？　異メ魔ギ人ドには、有機生命体による直ちよく接せつ攻こう撃げきしか意味を成なさない。だが仮かりにも敵は異メ魔ギ人ドの〝王〟──頂点に立つ存そん在ざいだ。通つう常じよう兵器は論外、極者アダム・バレフクラスの攻撃でも、ダメージを与えられるかどうか」


　人ひ類との未来を昏くらく閉とざす言葉を吐はきながらも、要はまったく絶ぜつ望ぼうしていない。そんな事実には慣れている。彼の一族は、その絶望を遥はるかな過か去こに認識し、それでも戦いの道を歩んできたのだ。


「あなたは、そんな相手に……どうしようっていうのよ？」


「斃すのは俺じゃない」


「え？」


「斃すのはアイツだ」


　振ふり返り、要は美亜を見た。その冷れい徹てつな瞳ひとみの内に燃もえる意い志しに、彼女は大おお太刀だちを携たずさえた少年の姿を感じ取った。


「まさか……」


「そう──アイツと〝剣守りおれ〟は、そのためにある。確たしかに、たった二人と一振りの刀で全すべての異メ魔ギ人ドを斃すのは無理だ。寿じゆ命みようも体ももたない。だが、〝王〟を斃すことで全てが終わるのなら、あとはそれに対たい抗こうできる存在と武ぶ器きがあればいい」


「それが……蒼君!?　でも、何で、どうしてあの子が……！」


「さて」


　小こ憎にくらしい微び笑しようを浮うかべ、要は再ふたたび背せを向けた。


「待ちなさい！　何で蒼君なのよ!?　あんな、あんな刺青いれずみまで入れて……！」


「……刺青？」


　振り返りはしないものの、要の足が止まった。


「そうよ！　あんなの、昔は無かった。何であんなもの……」


「あれは刺青なんかじゃない」


「え？」


「聖痕きずあとだ。俺がつけた」


「なっ……」


　立ち上がった美亜の前に、要は己おのれの左手を晒さらした。そのとき、美亜は初めてある一いつ致ちに気づいた。彼がレザーグローブを嵌はめるようになった時期は──そのまま蒼の失しつ踪そうと重なる。


「これは俺とアイツの、覚かく悟ごの証あかしだ」


　要の左手の甲こうには、蒼と同じ意い匠しようの刺青──いや、傷きず痕あとが刻きざまれていた。晒しているのは手首から先だけだが、間ま違ちがいなく袖に隠れた部分にもそれは刻まれているだろう。


　果物くだものと思おぼしきものに、大きく刻まれた紅あかいバツ印。


　そしてその周囲には無数のトライバルに似た紋もん様よう。


「あなた、それ……！」


　左手をポケットに仕し舞まい、要は歩き出した。今度こそ、本当の拒きよ絶ぜつの意味で。


「これは俺達だけの戦いだ。アイツは〝王〟を斃すための刀となり、俺はアイツを守る鞘さやとなる。姉さんはいらない」


　冷たく呟つぶやき、要は部屋を出た。


　取り残された美亜は、去った要の背に蒼を重ねていた。


　彼も同じなのだろうか。


　弟と同じように──全てを捨すてて使命に挑いどむのか。


　一人きりの部屋で、正直な心しん情じようが零こぼれ落ちる。


「何で、何も言ってくれないの……？　わかんないよ、蒼君……」




　第四章　封ほう刀とう対妖よう刀とう







　──何でいないんだ？


　放課後、蒼あおいは要かなめの姿すがたを探さがしたが、ホームルーム終しゆう了りよう後すぐに教室を出て行ってから姿が見えない。昨日「ちゃんと学校に来い」というメールを受け取ったこともあるし、一いつ緒しよに帰って積もる話でも……と思ったが、肝かん心じんなときにこれだ。


「……っとに、何してんのかね」


　ぶつくさ言いながら、蒼は一人で学園を出た。居い心地ごこちが悪い、というほどではないが、いつ美み亜あと出会うかもしれない場所にいるのは、正直気が重い。


　英語の授じゆ業ぎようはほぼ毎日あるし、副ふく担たん任にんだけに関かかわる機会も少なくない。学園に、いや、この街にいる以上──きっと美亜は自分に近づいてくる。


　だったらいっそ──


　最もてっとりばやい結けつ論ろんに辿たどり着いたとき、複ふく数すうの人ひと影かげに囲まれた。


　人ひと気けの無い場所、夕ゆう闇やみに染そまる時間帯を狙ねらうかのような──黒服とサングラスの男達の出しゆつ現げん。数は十人程てい度ど、物もの腰ごしと気配からして……明らかに荒あら事ごと師しの匂においがする。


「ちっ……今度は異メ魔ギ人ドじゃなくて人間かよ……！」


　吐はき捨すてて戦せん闘とう態たい勢せいに入り、〝正まさ宗むね〟を正せい眼がんに構かまえる。人が相手である以上、鞘さやを解とき放つ気はない。


　だがそんな消極的とも取れる姿し勢せいを見み抜ぬいたかのように、一いち団だんの一人が口を開く。


「おとなしくご同行願おう。君の力ならば我われ々われを退しりぞけることは可か能のうかもしれんが、抵てい抗こうすれば君以外にも危き害がいが及およぶかもしれん」


　その言葉に、一いつ瞬しゆん蒼の思考が途と切ぎれる。


　その間かん隙げきを縫ぬい、男達が瞬時に距きよ離りを詰つめてくる。


　蒼は抵てい抗こうしない──いや、できない。


　それを凜りんとした声が制した。


「やめろ！」


　一いつ喝かつされ、男達が皆みな動きを止める。蒼もそれに倣ならい、声の主ぬしを見つめる。


　夕日を背せに、秀しゆう麗れいな少年が佇たたずんでいた。


　四し門もん朱雀すざく。


　打うち刀がたなを携たずさえた堂どう々どうたる立ち姿からは、居い並ならぶ男達を圧あつ倒とうする威い厳げんが溢あふれている。彼らは皆姿勢を正し、頭こうべを垂たれて一回り以上も歳としの違う少年に礼を尽つくした。


「どういうことだ？　何な故ぜこんな真ま似ねをした？」


　居並ぶ男達は皆その瞳ひとみに射い竦すくめられ、何も言い返せない。唯ゆい一いつ、リーダー格かくとおぼしき一ひと際きわ体格のいい口くち髭ひげを生やした男が朱雀を諌いさめる。


「朱雀様、これは……」


「あの人の命令か？　くだらん、下がっていろ！」


　再さい度ど一喝され、男は今度こそ何も言えなくなった。部下達に目配せし、とりあえず朱雀の視し界かいから消える。


　このやりとりを見ていた蒼は、溜ため息いき交まじりに肩かたを竦めた。


「オイオイ……剣けん術じゆつ部ぶの次は、怖こわいお兄さん束ねたお山の大たい将しようか？　いいかげんにしとけよ……！」


　秘ひめた怒いかりを押おし殺した声に、朱雀もまた一歩も譲ゆずらずに彼に近づく。


「勘かん違ちがいするな……アイツらと俺は何の関係もない。指し示じを下した人間とは、面識はあるがな」


「だったら、とっととソイツに伝えろ……俺にちょっかい出すのはやめろってな……！」


「残念だが、あの人は俺の意見に耳を傾かたむけるような人じゃない。一度決めたら、何があっても己おのれの意を貫つらぬく。わかるか？　お前がこの街にいる以上、あの人は何度でもお前とその刀を狙ねらうということだ」


　朱雀の言葉には、大きな苛いら立だちがこもっていた。


　蒼と同じく、彼もまた繰くり返される父の行動には嫌いや気けが差しているのだ。


「仮かりに今回は切り抜けられても、次はもっと周しゆう到とうに、もっとお前が手を出せない状じよう況きようで手を打つ」


　──！


　蒼の背せ筋すじに冷たいものが走った。


　朱雀の視線は、蒼の心理を見み透すかしている。


　狙われるのはいい。どうせ全員返り討うちだ。要がいればさらに問題ない。


　しかし、守るべき者を、人ひと質じちに取られたら？　傷きずつけられたら？


　それが──最もかけがえのない存そん在ざいだったとしたら？


　脳のう裏りに幼おさない頃ころから同じ時をすごした女じよ性せいの姿が浮うかび、蒼は総そう毛けだった。


「ざけんな……させるかよ！」


「だがそれが現げん実じつだ」


　朱雀は冷ややかに言い、蒼を見据える。


「お前の意い思しに関係なく、あの人は犠ぎ牲せいを払はらってでも目的を遂とげる。ならば、この場でそれが無意味であることを、お前の無力さを証しよう明めいするしかない。今一度言おう。俺と立ち合え──那な斬ぎり蒼！」


　朱雀は柄つかに手をかけ、腰こしを落として抜ばつ刀とうの姿勢に入った。


「……立ち合う、ね。俺がわざと負ければどうする？　怪け我がもしないし、厄やつ介かいな連中に追い回されることもなくなる……それが一番利口なやり方だ。それでも俺と戦やるってか？」


　当然の疑ぎ問もんを、朱雀は鼻で笑った。


「あの人はそんな芝しば居いを見み破やぶれないような人じゃない。お前が手を抜けば、すぐに見抜いてまた繰り返しだ。お前とその周囲の人間に安息はない」


「…………」


「気にするな、お前はただ全力を出せばいい。そして俺がそれを叩たたき潰つぶす。それで全すべて終わりだ」


　傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いに、虚きよ飾しよくは一いつ切さい無かった。


　圧倒的な自じ負ふとこれまで積み上げてきた修しゆう練れんが彼を支ささえている。


　それはけして蒼に劣おとるものではないだろう。


　敵てきとして不足無し。それでもなお──蒼は俯うつむいたまま戦おうとしない。刀も構えない。


　しびれを切らした朱雀が彼を急せかす。


「いいかげんにしろ、まだくすぶる気か？　邪じや魔まは入らない。おそらく遠とお巻まきにアイツらが見み張はっているだろうしな。仮かりに救きゆう援えんだのを待っているなら無む駄だなことだ、お前の友人はここには来ない」


「何!?」


　蒼はすぐさま顔を上げた。


　友人──要に何をした!?


「安心しろ、邪魔をしないように校内で足止めをしているだけだ。俺はあの人とは違う……無関係の人間に危き害がいを加えるような、武ぶ士し道どうにもとる行いはしない」


「お前……」


「安心しろと言っている。鈴すず香かはできる女だ、お前の友達が暴あばれても、傷つけずに押さえ込こむ。だから……」


「ちょっと待て……要を足止めしてる奴やつって、アンタの女か？」


　場にそぐわぬ直球な質しつ問もんに、朱雀も虚きよを突つかれた。ちょっと目を逸そらしつつも、いつもの堂どう々どうとした口調で告げる。


「いや……だが信しん頼らいしている。異メ魔ギ人ドならいざ知らず、入学して二か月にも満たない壱いち年ねんなど、どうということもない」


「アンタ、女の顔をグーで殴なぐれるか？」


「何ィ!?」


「うまいお好み焼きが焼けそうな、よ～く熱した分ぶ厚あつい鉄板に、女の顔押し付けるとかできるか？」


　恐きよう々きようとした物言いに、朱雀は眉まゆを顰ひそめた。


　この男……何が言いたい？


「要は……やるぜ？」


「何だと……？」


「相手が女だろうが赤ん坊ぼうだろうが、戦うなら、敵なら容よう赦しやしない。それ、知ってたか？」


　額ひたいに汗あせを浮かべ、心の底から心配していることがわかるだけに、その言葉が真実であることがはっきりわかる。


　ハッタリでも誇こ張ちようでもなく、飛ひ流りゆう要という少年はそういう男なのだ。


　蒼の静かな言葉に圧あつ倒とうされつつも、まだ要を知らない朱雀は己の知る少女に信頼を寄よせた。


「だからどうした？　どんな男だろうが、鈴香は……」


「タコ」


「なっ……」


「アイツ……俺おれより強つえェんだぞ？」


　衝しよう撃げきの発言に、さしもの朱雀も言葉を失った。


　まさか──!?


　己おのれの行動に自信が持てなくなったが、天てん性せいの自じ尊そん心しん、そして彼女への信頼が蒼の発言に屈くつすることを拒こばむ。


「それが、それが……どうした!?　くだらん、鈴香を甘あまく見るな！　万が一お前の言うような男だとしても、貴き様さまを瞬しゆん殺さつしてから駆かけつければいいだけのことだ！」


「つっくづくわからず屋だな。もういい、終わらせる」


　その一言を境さかいに空気がこもった。


　熱気に満ちた場の温度が下がり、かわりに密みつ度どが上がっていく。


　蒼は〝正宗〟を正せい眼がんに構かまえ、鞘さやの縛りを解とき放つ。全ぜん解かい放ほうされた優ゆう美びな刀身が夕日を跳はね返し、鞘は地に落ちる。


　朱雀もまた正眼の構えを取り、己おのが愛刀を曝さらけ出した。


　妖よう刀とう〝村むら正まさ〟──その妖あやしく輝かがやく刀身は、日本刀が持つ峻しゆん烈れつな〝美〟だけでなく、匂においたつ甘かん美びな芳ほう香こうにも似にた毒を──魔ま力りよくを帯びていた。


「テメェみてーなわからず屋に、グダグダ話をすんのはやめだ……ソッコーぶちのめして、俺が要を止めに行く」


「愚おろかな……身の程ほどをわきまえろ」


〝正宗〟と〝村正〟。


　その刀身の長さも、作風も、剣けん士しも──何もかもが異ことなる二刀。


　互たがいに日本刀の代名詞と謳うたわれ、共に数多あまたの伝説を持つ刀が、今ここに雌し雄ゆうを決す。


　封ほう刀とう〝裏正宗〟──那斬蒼対妖刀〝村正〟──四門朱雀。


　今こそ決着の時。








　廊ろう下かを歩く要は、周囲の微び妙みような変化に気がついていた。


　人ひと気けがない。


　教師の姿すがたが見えないのは、今日の職しよく員いん会議で説明がつく。美亜も自分が去った後、急いで職員室に戻もどったことだろう。


　だが生徒の姿が見えないのはおかしい。


　全員が部活に行ったということはありえないし、教室に残る者もいるだろう。


　なのに、人っ子一人いない。


　校庭からランニングの掛かけ声は聞こえるし、上の階から話し声も聞こえるのに──要の歩く一階部分だけ、人の気配がしなかった。


「どういうまねかな、これは？」


　足を止め、彼は眼がん前ぜんの生徒に尋たずねた。


　影かげ山やま鈴香。


　弐に年ねん武ぶ系けいの彼女は、それなりに名を知られた存そん在ざいだ。どこか小悪魔的な笑えみをたたえた美び貌ぼうと、均きん整せいのとれたスタイル。規き定ていより短くしたスカートも、美び脚きやくに自信があってのことだろう。


　カールをかけてかなりボリュームを増ました髪かみも、元々の魅み力りよくを損そこなうことなく己を印象づけるのに一役買っている。並なみ外はずれた美人ではないが、一目見ればまず誰だれもが可愛かわいいと納なつ得とくする、魅力ある少女だ。


「飛流要……だっけ？　悪いんだけど、ちょっとじっとしててくれる？」


　気けだるげでどこか挑ちよう発はつ的な口調。


　要自身にはまったく興きよう味みがない──そんな心しん情じようが感じ取れる。


「話が見えないな。どういうことだ？」


「大したことじゃないわよ。今、あなたのお友達と、私の朱雀が戦ってるの。邪じや魔ましてほしくない──それだけ[image: ]」


　そう言われても、要は反はん応のうを示しめさない。邪魔以前に、戦い自体どうでもいいようにも見える。


「私の朱雀、ね。四門先せん輩ぱいが彼女持ちとは初耳だな」


　揶や揄ゆするような口調に、鈴香は少々バツの悪そうな顔で抗こう議ぎした。


「う、うるさいわね、いずれ付き合うんだし、いいでしょ別に！　すでに八割わりは恋人よ！　あとは二割を埋うめるだけ！」


「ほう、そのために身を粉こにして尽つくすと」


「そーよ。剣けん術じゆつ部ぶのマネージャーもしてるし、アンタみたいな生意気な壱いち年ねんを、秘ひ密みつ裏りにぶっとばしたりね」


「ストーカー崩くずれのパシリか」


「ぬわぁんですって!?」


　歯は嚙がみする鈴香に対し、要は溜ため息いきをついて天を仰あおいだ。同じ面めん倒どうなら、せめて剣術部の連中を何人か送り込んでほしかった。さして恨うらみなどない朱雀に対して、今初めて殺意が湧わく。


「言っとくけど、駆かけつけようとか無む駄だなことしないでね？　どうせあんな壱年坊ぼうじゃ元々朱雀に勝てっこないんだし。それに、ここから出て行くのも無理よ？　校こう舎しやの出入り口は剣術部が固めてるし、外の人間も通さない。中にいた子も、出て行ってもらったし。それに──私がいるからね[image: ]」


　鈴香の手に、細身の釘くぎのようなものが光る。


　要はすぐにその正体を悟さとった。


　──手しゆ裏り剣けん術か。


　噂うわさには聞いていたが、影山鈴香の得え物ものは飛び道具で間ま違ちがいないだろう。持っているものは棒ぼう手裏剣の一種で、基き本ほんは投とう擲てきで敵てきを殺さつ傷しようするのが目的だ。


　手裏剣というとすぐに忍にん者じやを思い浮うかべるが、純じゆん粋すいな武術としての歴史も古く、時には武ぶ芸げい十じゆう八はつ般ぱんにも含ふくまれるほどの奥おく深ぶかさを備そなえたものだ。特に女じよ性せいの場合体力差のハンデも少なく、極きわめれば充じゆう分ぶんに男性とも渡わたり合える。


　ましてこの学園に入学し、武系最強の男の恋こい人びと（八割）である少女、並なみの使い手であるはずもない。先ほどからの自信に満ちた様子はそれゆえだろう。


　が、要はそんなことを気にも留とめずにつまらなそうに提てい案あんした。


「やめないか？」


「え？」


「お互たがい無む益えきなことはやめないか？　何か誤ご解かいしているようだが、俺は別にアイツとアンタの恋人との戦いを邪魔する気はない。むしろ、観戦料払はらってでも見させてほしいぐらいだ。だからこんなことはやめないか？」


　意外な言葉に、鈴香は判はん断だんに迷まよった。


　那斬蒼の友人と聞いていたが、こうもあっさり見み捨すてるとは。


　──朱雀に目をつけられただけでも運悪いのに、友達にもロクなのいないわね……。


　ちょっと不幸な後こう輩はいに同情したが、それはそれ、これはこれ。


　逡しゆん巡じゆんしていると、要は畳たたみ込むように条じよう件けんを提てい示じした。


「俺の手出しが気になるなら、監かん視ししてくれて結けつ構こうだ。アンタと剣術部総そう出ででな。俺はただ、蒼と四門朱雀の戦いが見られればそれでいい」


「アンタ……本気？」


「本気だとも。疑うたがうのは結構だが、そっちにとっても悪い話じゃないだろ？　何も俺一人を足止めするために、無駄な手間と人手を割さく必要はないはずだ。百歩譲ゆずって俺が二人の邪魔に入ったところで、アンタらならすぐに止められる。違うかな？」


　特に媚こびているわけではないが、要の態たい度どはきわめて低てい姿し勢せいだった。


　提案も鈴香にとって有利なもの、彼女の心を動かすのには充分すぎる。


　確たしかに──この優ゆう等とう生せいぶった壱年坊が観戦したところで、勝負に影えい響きようなどない。いや、影響など及およばせはしない。大体、朱雀の勝ちが揺ゆらぐはずなどない。


　それなら──


　誘ゆう惑わくに心が傾きかけるが、胸むねの奥にある最も大事な言葉が甦よみがえってくる。


　──頼たのむぞ。


「……やっぱりダメよ！」


「何な故ぜだ？」


「理由なんてないわ。朱雀が言ったから、ただそれだけよ！　アンタもただおとなしくしてなさい……そうしたら、痛いたい目見なくても済すむわよ？」


　胸むねを反そらして誇ほこらしげに言い放った鈴香だが、その表ひよう情じようはすぐに硬こう直ちよくした。


　要が彼女を見ている。


　限かぎりなく冷たい瞳ひとみに──燃もえ滾たぎる怒いかりを込こめて。


「止める──俺を？」


　視線の質しつが変わり、それは一種の魔ま力りよくを以もつて鈴香を射い抜ぬく。


「調子に乗るなよ、メスブタ」


　地じ獄ごくの底から響ひびくような声こわ音ねに、鈴香の表情は蒼そう白はくになり、彼女は発ほつ作さ的に棒ぼう手しゆ裏り剣けんを放っていた。促うながされたのではなく、飛流要という存そん在ざいに怯おびえて。


　だが目的はあくまで威い嚇かくであり、頰ほおを掠かすめる程てい度どで終わるはずだった。予期しない、やらされた一いち撃げきとはいえ、迅はやさは申し分ない。避よけるどころか、要が無駄に動いて致ち命めい傷しようを負おうようなこともないはずだ。


　そんな計算は、自分めがけて返ってきた棒手裏剣に打ち砕くだかれた。


「無む謀ぼう」


　避けられるはずのない一撃は、苦も無く指先で摑つかまれて倍以上の迅さで投げ返された。


　──ウソ……！


　軌き道どうもまた、正せい確かくに自分が放った一撃をなぞっていた。顔のすぐ横を駆け抜け、当たることはない。そもそも、あまりの速度で避けるという思考すらできずに棒立ちのままだ。


　その間かん隙げきを縫ぬって、要が間合いを詰つめた。


　気がつくと、彼の顔が目の前にある。


「ヒッ……」


　悲鳴を漏もらし、鈴香はありったけの量の棒手裏剣を放った。狙ねらいも何もない、ただ恐きよう怖ふから解かい放ほうされたかった。


　そしてその希望は一いつ瞬しゆんで打ち砕かれる。


　至し近きん距きよ離りで放たれた棒手裏剣は、全て高速で動く要の右手で受け止められた。


「なっ…………」


「返す価か値ちもないな」


　気けだるげに漏もらし、要は瞬時に手裏剣を投げ捨すてた右手で鈴香の顔を摑んだ。そのまま頭ごともちあげ、さらに顔面を強く握にぎり込む。ミシミシと自分の頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ音を、鈴香は初めて聞いた。


「ひっ……」


「はあ……面めん倒どうだな」


　要はとても十代の少年が吐はくとは思えない、人生に疲つかれた中間管かん理り職しよくそのものの声を出した。言葉どおり、ただ単たん純じゆんに鈴香の相手が面倒で面倒で仕方ない。


　その苛いら立だちをぶつけるように、彼は冷たい瞳で頭上に掲かかげた鈴香を見上げた。虫けらどころか微び生せい物ぶつを見るような目つきに、鈴香はようやくこの少年の本質に気づいた。


　そんな彼女を憐あわれむように、要はむしろ優やさしく言った。


「駆く身しんレベル１、識しき身しんレベル２ってとこか。安心しろよ、蒼はどこにいる？──なんて月つき並なみなことは言わない。蒼の居い場ば所しよは俺にはわかる。だからお前はいらない」


　感情のこもらない声に、鈴香は自分の運命を悟さとった。


　何をしても無む駄だだ。


　足止めどころか戦いにもならない。


　校こう舎しやの出入り口には剣けん術じゆつ部ぶの連中が詰つめているが、彼らが異い変へんに気づいたところで、徒と労ろうに終わる。十人余あまりの彼らも全て同じ目に遭わされる。自分と共に、この少年の足元に転ころがる累るい々るいたる屍しかばねの運命をたどるだろう。


「さて……どうしたものかな。うまいお好み焼きが焼けそうな、よ～く熱した鉄板に顔を押おし付けるか……顔に硫りゆう酸さんをぶっかけるのもいいな……」


　口元に微び笑しようを浮うかべ、戦せん慄りつの序じよ曲きよくが幕まくを開ける。


　恐怖に声も出せない鈴香は、ただ涙なみだを浮かべて己おのれの運命を呪のろう。


「は～い、そこまで」


　気の抜けるような軽い声に、要は目を細めて廊ろう下かの端はしを見た。


　歩いてくるのは、冴さえ木きだった。


　いつものように軽けい薄はくな面おも持もちで、呑のん気きに両手をヒラヒラ振ふっている。教きよう師しに喧けん嘩かを売っているのか、口にはくわえタバコのおまけつきだ。


「やっほー、ご機き嫌げんいかが？」


「……何な故ぜここに？　確たしか、剣術部の連中が見み張はりをしていると聞きましたが？」


「んー、僕ぼくが声かけたら、すぐ道開けてくれたよ？　まあ彼らの邪じや魔まする気はなかったけど……来てよかったねぇ。気になって正解[image: ]」


　相変わらずの冴木だが、要は緊きん張ちようの面持ちを崩さない。彼の中での優先順位は、すでに完全に切り替かわっている。


「俺おれの邪魔をすると……そういうことですか？」


「そんな怖こわい目で見ないでよ。ただ、やっぱここは止めた方がいいでしょ？　僕、一いち応おう最高学年だし……人より二年余よ計けいなね[image: ]　で、彼女をどうしちゃう気？」


「臆おく病びようなんでね、二度と俺に牙きばを向けようなんて思わないようにしますよ。冴木さんのおかげで、時間が多少できたから、念入りにね。まず武ぶ術じゆつ家かとしては再さい起き不ふ能のうな程てい度どに全身を壊こわして、あとは鏡を見るたびに俺を思い出すように顔を潰つぶす。これは特に念入りにする予定です。あと時間があれば、俺に無む駄だなカロリーと貴き重ちような時間を浪ろう費ひさせた報むくいで、生なま爪づめを……」


「あ～いい、も～う聞きたくない」


　さすがに嫌けん悪おの表ひよう情じようで冴木が止める。何より性た質ちが悪いのは、要が本気であることだ。しかも、眉まゆ一つ動かさずにやるだろう。


「先に手を出したのはこっちです。俺は戦う気なんてなかったし、忠ちゆう告こくだってした。何か問題でも？」


「……わかるよ。生き残るために必要なのは、強さじゃなくてそれを見み抜ぬく力と──覚かく悟ごだ。相手が自分より強いなんて知りませんでした、命を懸かけるつもりなんてありませんでした──なんて、後で言ってもしょうがない」


「ならば何故止める？」


　要の問いに、冴木は苦く笑しようして頭を搔かいた。


「う～ん……やっぱ女の子だし、ね。見み過すごすのはポリシーに反するし。ここは僕の顔に免めんじて……ね？」


　自分の顔を両手で指差し、冴木が微笑ほほえむ。真剣さはないが、一応誠せい意いは感じられる。


　だが要は硬かたい顔を崩くずさず、鈴香を放そうともしない。


　冴木は溜ため息いきをつき、困こまったように要を見る。


「……ダメなのかい？」


「仕し掛かけてるのはそちらです。止めたいのなら、どうぞお好きなように」


　素そっ気け無い言葉の裏うらに秘ひめられた意味を悟り、冴木は天てん井じようを仰あおいだ。


「な～んかうまく乗せられてる気がするな……ま、しょうがないね」


　冴木の顔から笑みが消える。


　反対に、要は微笑した。


　二人に挟はさまれた格かつ好こうの鈴香は、今戦いの主しゆ軸じくが完全に自分から離はなれたことを知った。


　見つめ合う二人──まず冴木が動く。


　その右手の人差し指と中指が要に向けて伸のびる。


　──！


　その瞬しゆん間かん、冴木の胸むねに、柔やわらかな肢し体たいが投げ込まれた。反はん射しや的に抱だきとめ、彼は彼女の容態を確かく認にんした。かなりの恐きよう怖ふに顔が歪ゆがみ、額ひたいには要の指の跡あとがうっすら残っているが──一応無事だ。


　問題は、自分にあった。


　眉み間けんから数ミリ離れたところで、拳こぶしが止まっている。


　人差し指の第二関かん節せつを立てた一いつ本ぽん拳けんがそこにある。


　鈴香を投げ込み、瞬時に距きよ離りを詰つめた要は、拳を眉間に叩たたき込む寸すん前ぜんで停止していた。


「……何で、やらないの？」


「あなたの両手が塞ふさがっていたら、やってましたね」


　要の指し摘てきどおり、冴木はあくまで左ひだり腕うで一本で鈴香を抱だきとめていた。右手は空あいている。要が警けい戒かいしたのはそれに尽つきる。


「……続き、する？」


　冴木がおどけて訊きくと、要は拳を下ろしてそのまま出入り口に向けて歩き始めた。すでに鈴香への興きよう味みは微み塵じんもない。ただ念を押すように冴木に告げる。


「これは貸しですよ、冴木さん？」


「わかってるって。今度何か奢おごるよ」


　親しげに手を振ふる冴木を振り返ることなく、要はその場を去った。


　姿すがたが見えなくなると、冴木はほっとしたように鈴香に声をかけた。


「ダイジョブ？」


「…………」


　鈴香は頷うなずくことしかできない。締しめつけられたこともあるが、まだ恐怖はその身に蟠わだかまっている。両手で自分を抱きしめ、何とかあの冷たい目を記き憶おくの中から追い出そうと努力したが、当分はできそうもない。


「ダメだよ、喧けん嘩か売る相手は選ばなきゃ」


「はい……あの、何でアイツ……」


「行っちゃったかって？　僕のおかげ……と言いたいけど、ちょっと違ちがうね。単に天てん秤びんにかけたんだよ」


「天秤……？」


「そ。僕と本気で殺やり合ってまで君を壊こわすのと、見み逃のがすのと──どっちが手間がかからないか、ね。言い方は悪いが、君はそこまで手間をかけるような存そん在ざいじゃなかった。僕と殺り合ってまで、壊す存在じゃね。彼の中で僕の評ひよう価かが低ければ、あるいは結果は変わってたのかもしれないけど」


　若じやつ干かん重い口調の冴木だが、鈴香はもう彼を見ていなかった。


　ただ、要の去った跡あとを見つめて、その先に待つ恋こい焦こがれる少年を想おもう。


　彼が負けるとは思わない。だが、あの恐おそるべき少年が行けば何が起こる？


　──朱雀……！


　未いまだ残る恐怖に身を焦がしながら、彼女は彼の勝利ではなく無事を心から願った。








「シャァァァッッッッ！」


「ハァァァァッッッッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、一いつ対ついの刃やいばが躍おどった。


　火花の散る鍔つば迫ぜり合いは互ご角かくに終わり、蒼と朱雀は互たがいに距離を取る。そしてすぐに地を駆かけ、再ふたたび刃を重ねる。


　凄せい烈れつな金きん属ぞく音おんが幾いく重えにも鳴り響ひびき、二人の太刀たち筋すじの凄すさまじさを物語っていた。


　どちらも刀を完全に使いこなし、間合いを充じゆう分ぶんに心得ている。リーチでは大太刀の蒼に軍ぐん配ばいが上がるが、朱雀の驚きよう異い的な踏ふみ込こみの前ではさして意味を成なさない。むしろ朱雀の打刀の間合いでの攻こう防ぼうが続いている。


　学園──いや、武ぶ術じゆつの最さい高こう峰ほうたる〈武ぶ街がい〉においても、間違いなく至し高こうの一つに数えられる戦いは、〝正宗〟と〝村正〟という並ならび称しようされる二つの刀に相応ふさわしく、その主あるじたる少年達もまた互角の剣けん捌さばきで激げき闘とうを繰くり広げている。


　──見事！


　朱雀は心中で感かん嘆たんしていた。


　奇き抜ばつな服ふく装そうと大太刀に惑まどわされていたが、蒼の剣けん技ぎはおそろしく正せい統とうで、洗せん練れんされていた。身体能のう力りよくのみに頼たよらず、先人が蓄ちく積せきした技術の結けつ晶しようたる「剣術」を確たしかに身に付けたその動き。


　どの流りゆう派はかは識しき別べつしかねるが、おそらくは複ふく数すうの流派を皆かい伝でんに近いレベルで習得していると思っていい。学園でも初めて出会う、無む双そうの手て練だれ。


　己おのれと互角に渡わたり合う剣技もむべなるかな。


　しかし、変化は確かく実じつに生じていた。


　ごくわずかな差ではあるが──蒼が押され始めている。


　力でもかすかに押し負け、迅はやさにおいても反はん応のうが遅おそい。若じやつ干かんの身長差や心構えの違いなど、蒼に不利な部分があることは否いなめないが、それを差し引いても主しゆ導どう権けんは朱雀にあった。


「チィッ！」


　朱雀の横よこ薙なぎに弾はじかれる形で、蒼が後方に飛ぶ。着地は問題なかったが、すぐに立ち上がらずに〝正宗〟を杖つえ代がわりに片かた膝ひざをついたままだ。まだ始まって数分だが、その顔には疲ひ労ろうの色が濃こい。想そう像ぞうを絶ぜつする集中力が要求される死し闘とうなのは確かだが、理由は他にある。


「……ふざけるのもいいかげんにしろ！　この期ごに及およんで手て加か減げんか、那斬蒼!?」


　怒いかりと共に吐はき捨すて、朱雀は刀の切っ先を蒼に向けた。渦うず巻まく情じよう念ねんが、鋭するどい刃の周りを熱気で覆おおっている。


「貴き様さま、まだ本気を出さん気か……？　このまま俺に斬きられて終わる気か!?」


「──簡かん単たんに言うなって、言ったはずだぜ……？」


　蒼は立ち上がり、朱雀を見み据すえた。怒りを吸すい込むようなその深い瞳ひとみに、朱雀も押し黙だまる。


「アンタ──人斬ったこと、ないだろ？」


「…………」


「平気で斬るだの殺すだの口にできる奴やつは、もうそれが当たり前になったイカれた野や郎ろうか、何も知らない奴のどちらかだ。アンタはまだ知らない。だから言える」


　虚きよ無むの響きを帯びた声は不思議な威い圧あつ感を備そなえ、怒りに猛たける朱雀すら気け圧おされた。


「俺の剣は、殺すための剣」


　自じ嘲ちように満ちた瞳は、寂せき寥りようそのものだった。要がいたなら、それが美亜に向けていたものと同じ瞳だと気づいただろう。


「誰だれも守れない、守る資し格かくなんてない、ただ殺すための剣。けど……アンタを殺すための剣じゃない」


「ならば……ここで死ね！」


　瞬しゆん間かん、大気が震ふるえた。喉のど元もとまで一直線に貫つらぬく、突つきの一いち撃げき。


　一撃一撃が即そく必殺となる日本刀の斬ざん撃げきの中でも、屈くつ指しの殺さつ傷しよう力りよくを誇ほこる技わざ。


　遠えん慮りよの無い一撃に、蒼は朱雀の覚かく悟ごを垣かい間ま見みた。


　だが反応したとき、すでに回かい避ひの術すべは無かった。


　──ヤベェ……！


　死の現げん実じつが脳のう裏りを掠かすめたが、寸すん前ぜんで〝正宗〟を盾たて代がわりにし、刀身の平地で必殺の突きを受け止める。


　キィン、という火花散る衝しよう突とつに切っ先の方向が上方にずれ、蒼の前まえ髪がみを掠める。まさしく数センチの誤ご差さで、蒼は九死に一生を得た。〝正宗〟でなければ、まず間ま違ちがいなく刀身ごと喉を貫かれていただろう。


　だが危き機きを脱だつした後も朱雀の猛もう攻こうは続く。


「見せろ、お前の力を……見えているものを！」


　斬りかかる朱雀に、蒼は焦しよう燥そうの色を濃くした。


　──隠かくし通せる相手じゃない、か。


　人間では間違いなくこれまでで最強の敵てきに、蒼は己おのれの甘あまさを実感した。


　確たしかに、自分には見えている。


　敵を斬るための──殺すための線が。


　真しん紅くに彩いろどられた──斬閃ラインが。


「ハァッ！」


　大だい上じよう段だんから朱雀が斬りかかる。〝村正〟を振ふりかざす彼の姿すがたに、紅あかい斬閃ラインが重なった。蒼にしか見えない、だがけして幻まぼろしなどではないその軌き跡せきは、糸のように限かぎりなく細い。それこそ、刀一振りの厚さのように。


「クソッ……！」


　頭かぶりを振って雑ざつ念ねんを追い払はらい、〝正宗〟で朱雀の一撃を受け止める。ズシリと重い衝撃が刀身と両手に圧のし掛かかるが、何とか弾はじいて再ふたたび距きよ離りを取る。後こう退たいなどという戦せん術じゆつ的なものではなく、ほとんど逃とう走そうに近い。


　こんなことを続けていれば、確実に負ける。


　打開する術は、すでに観えている。


〝真紅の斬閃デツドライン〟。


　それこそが蒼の持つ力。


　彼を極者アダム・バルフたらしめる異い能のう。


〝正宗〟を手にする前から、蒼にはそれが見えた。


　刀のみならず「剣けん」という武ぶ器きを用もちいる際さい、使用者が放つ斬撃の軌跡には、無む限げんに近い選せん択たく肢しが存そん在ざいする。


　使用者の修おさめた剣けん術じゆつ、武器、体たい格かく、敵の状じよう態たい──数多あまたの要よう素そでその選択肢は限定されていき、最終的にはただ一つの答えが導みちびかれる。


　すなわち、敵を殺すために最も適てきした最良の軌跡ライン。


　相手を一撃で死に至いたらしめる、死への最短距離とでも言うべき斬閃ラインが。


　しかしながら、それを選別するのはほぼ不ふ可か能のうに近い。達人の域いきに達した者ならば、己おのが力量と経けい験けん則そくから相手を斃たおし得る一撃を選び取り、常じよう時じ繰くり出すことは可能には違いない。


　しかし、果たしてそれは完全なる〝最さい善ぜんの一ひと太刀たち〟であったか？


　答えは出ず、真実は闇やみの中だ。


　仮かりに奇き跡せき的な確かく率りつで最善の一太刀を繰り出せたとして、それを自覚することはできるか？　そして、いかなる戦いのいかなる場面でもそれを繰り出すことは可能か？


　否いな。


　それを為なしうるのは、天分や修しゆう練れん、経験を超こえた次元の違う異能でしかありえない。


　そして、蒼はそれを持っている。


　死への最短距離を視し覚かく化かし、己おのれが振るうべき最善の一太刀を示しめす真紅の線。


〝真紅の斬閃デツドライン〟。


　蒼には──それが見える。


「ハァァァァァッ！」


　朱雀が地を駆かけた。今度こそ、決着の意い志しを込めて。


　息つく暇ひまもない乱らん撃げきが蒼に迫せまる。単なる力ちから任まかせではなく、全てが基き本ほんに忠ちゆう実じつで必殺の威い力りよくを持った一撃だ。


「シャァァァァッ！」


　咆ほう哮こうと共に蒼は全ての斬撃を迎むかえ撃うつ。


　美しき刃やいばが重なり合う極きよく限げんの状態で、蒼の視界は真紅に覆おおわれていた。


　流る転てんする戦いと同じく、〝真紅の斬閃デツドライン〟も一定ではない。己が動くたび、敵が動くたび、極きよく論ろんすれば風がそよぐたびに、常つねにその軌跡は変化する。


　蒼の瞳ひとみは常に最新の〝斬閃ライン〟を映うつし出すが、すでにその役目を終えた古き斬閃ラインもまた、残ざん像ぞうとして目に焼きついていた。己が目に見える〝斬閃ライン〟、その中で常に最新のものを見極め、それを充じゆう分ぶんな殺さつ傷しよう力りよくを持った一いつ閃せんで正確になぞる。


　それが蒼にとっての剣術であり、戦いだ。


　かつて琴美が見た異メ魔ギ人ドとの戦いも、そうやって斬きり抜ぬけた。


〝真紅の斬閃デツドライン〟に沿そって斬られた存モ在ノは、初めからそう定められていたかのように、斬られるべくして斬られ、斬られたことすら自覚できずに散る。


　だが、それゆえに蒼は今〝斬閃ライン〟をなぞれない。


「どうした、これで終わりか!?」


　なじるように朱雀が言う。


　それでも蒼は、〝斬閃ライン〟から目を背そむけ、ただ防ぼう戦せんに回る。〝真紅の斬閃デツドライン〟はあくまでも殺すための斬閃ライン、朱雀を殺さずに戦いを終わらせるような代しろ物ものではない。


「……相変わらず、肝かん心じんなときに役に立たねぇ！」


　剣の道に生きる者ならば、誰もがうらやむ才能ちからに悪あく罵ばを吐つく。だが現げん状じようが変わるはずもない。守り一いつ辺ぺん倒とうの者と、圧あつ倒とう的な気き迫はくで臨のぞむ者、差は明らかだ。


　迷まよいからか、視界を覆おおう数多あまたの斬閃ラインはぼやけ、本来の役目を果たすどころか己の足を引っ張ぱり始める。


　──斬らねば負けるぞ。


「…………！」


　真あ紅かく滲にじんだ視界の中、蒼の脳のう裏りに声が響ひびく。静かで落ち着いた、男とも女とも取れぬ声。今まで幾いく度どとなく聞こえ、自分を救った声が！


「……わかってる！」


　──ならば、斬れ。


「でも……」


　──案ずるな。斬るべきモノを……見定めよ。


「〝正宗〟……！」


「何をゴチャゴチャと！」


　これまでで最速の一撃が来る。


　再ふたたび繰り出された飛び込こみの突つき。同じ防ぼう御ぎよは、おそらく通じまい。


　死に限かぎりなく近づいたそのとき、ついに蒼が動いた。


　ふっと身を屈かがめ、水面蹴げりの要よう領りようで柔じゆう軟なんに脚あしを回す。


　──何っ!?


　朱雀の左脚に、蒼の脚が絡からみつく。


　足あし払ばらい──竹刀しない剣道ではあまり目にすることはないが、異メ魔ギ人ド出現以前から、警けい察さつ剣道などでは脈みやく々みやくと伝えられた技ぎ術じゆつだ。朱雀とて初見の技わざではないが、その脚の鋼はがねの如ごとき硬かたさに、そしてここまでのほぼ刀に限定された攻こう防ぼうに思考の死角を突かれ、一気に体勢を崩くずされる。


　──しまった……。


　地に倒たおれ込む最中、自分を見下ろす蒼に気づく。


　その瞳は、確かく実じつに己を死に至いたらしめる何かを見ていた。


　背せ筋すじが凍こおり、反はん射しや的に最も頼たよれる己おのが愛刀をきつく握にぎり締しめる。


　それこそが蒼の狙ねらいだった。


「見み斬きったァァァァッ！」


　ついに蒼が〝真紅の斬閃デツドライン〟をなぞる。


　大だい上じよう段だんから振ふり下ろす乾けん坤こん一いつ擲てきの一いち撃げき！


「馬ば鹿かな……！」


　朱雀は目を疑うたがった。


　破滅の音が、鈍にぶく儚はかなく響き渡わたる。


　それは、キンと硬い音を立てた。


〝村正〟が、数多あまたの強者の血をその身に浴びた妖よう美びな刀身が、中ほどよりやや上の部分から、完全に叩たたき折られた。


　蒼が見斬ったのは朱雀にあらず、〝村正〟を斬るための〝真紅の斬閃デツドライン〟！


　なまじ柄つかを握り締めたために、〝村正〟に繰り出された斬ざん撃げきの威い力りよくは損そこなわれずにそのまま無む惨ざんな結果を生んだ。


「あ……あぁぁ……」


　半ば放心状じよう態たいで地に倒れ込む朱雀。


　その額ひたいに、蒼は〝正宗〟の切っ先を突きつけた。


「俺の……勝ちだな？」


「…………！」


　朱雀は歯は嚙がみしたまま蒼を見み据すえる。愛刀は折られ、すでにその身は蒼の一いち存ぞんに委ゆだねられた。認みとめたくなくとも、すでに勝敗は決している。


　いかなる形であれ、ここに〝正宗〟と〝村正〟、蒼と朱雀の雌し雄ゆうは決した。


　その決着に不服なのか、残念そうな声が聞こえた。


「何だ、もう終わったのか」


　二人が同時に声の主ぬしを振り向く。


　視し線せんの先には、要がいた。左手をポケットに入れ、右手は先せん刻こく蒼を狙ねらった男達のリーダーの後ろ襟えりを摑つかんでいる。引きずられる格かつ好こうの男は完全に昏こん倒とうし、要との間に何があったのかを容よう易いに想そう像ぞうさせた。


　彼の背はい後ごには、他にも男達が転ころがっている。これまで蒼と朱雀の戦いの様子を遠目で窺うかがっていたが、やって来た要に皆みな一撃で斃たおされたようだ。


「残念だな……結けつ構こう期待してたのに。わざわざ負け犬を見るために、急いだわけじゃないんだが」


　期待はずれの落らく胆たんを隠かくそうともしない要。


　その落胆は、折れた〝村正〟を見たことでさらに深くなった。


「これはこれは……こんなところで〝村正〟にお目にかかるとは。しかもこれは……」


　要は〝村正〟の二つに断たたれた刀身の上半分を拾ひろい上げ、しげしげと見つめる。一いつ瞬しゆんその瞳ひとみに驚きよう嘆たんの色が浮うかぶが、すでに折られた品という事実が、彼の顔に失望を浮かばせる。


「間ま違ちがいない……初代〝村正〟。まさかここで出会えるとは……だが惜おしいな。おい蒼、少しは考えて戦え。持ち主は二流だが、刀には使い道がある。もったいないまねをするな」


「何……だと」


　体勢を整えた朱雀が睨にらむ。すでに蒼は〝正宗〟を鞘さやに包み、要の一挙一動のみに注意を払はらっていた。


「貴き様さま……もう一度言ってみろ！」


「断ことわる。面めん倒どうだ」


「貴様……！」


「よく吠ほえることだ。アンタの考えてることを当ててやろうか？　アンタは今こう考えている──確たしかに那斬蒼は強い。だが、負けたわけじゃない。全すべては刀の性せい能のう差さだってな」


　冷ややかな指し摘てきに、朱雀の顔が歪ゆがむ。


　コイツ……見み透すかしている!?


「世界に誇ほこる日本刀とはいえ、側面への攻こう撃げきは弱点だ。だが仮かりにも妖刀〝村正〟……いかに〝正宗〟とはいえ、力ちから任まかせに刃やいばをぶつけたのなら、その刀身にはいくらかの破は損そんが生じる。にもかかわらず、折れたのは自分の刀だけ、〝正宗〟には傷きず一つなし。これはおかしい。あの刀には何かある。全ては刀のせいだ。実力差じゃない──そう思ってるだろ？」


　朱雀は反はん論ろんしない。


　完全にそう思っていたわけではないが、否ひ定ていできない部分はある。それを言い当てられたことで、余よ計けいにその思いが自分の中で膨ふくれ上がってしまった。


「愚おろかなことだ。実戦において、武ぶ器きの性能差はすなわち実力差、負けた後で武器に文もん句くをつけるのは、負け犬の遠吠え以外の何物でもない」


「何だと……！」


「確かに、蒼の〝裏正宗〟に硬こう度どで勝まさる刀などない。かの〝村正〟といえどな。全力でぶつかれば、アンタの刀が折れるのは必然──それが現げん実じつだ。だがそれだけで勝敗が決まるか？　折られた程てい度どで何な故ぜ負けを認める？　本当に勝ちたいのなら、折れた刀でも使えばいい。刀が駄だ目めなら拳こぶしでもいい。それができないアンタは、負けた理由を武器のせいにして逃にげてる、ただの現実逃とう避ひの負け犬だ」


　容よう赦しやなく投げかけられる言葉に、朱雀の顔が紅こう潮ちようしていく。


　一方、蒼は要がこの場所に来ることができた背はい景けいを思い浮かべ、深しん刻こくな表ひよう情じようを浮かべている。


「貴様……武士を侮ぶ辱じよくするのもいいかげんにしろ……！　俺の〝道〟まで汚けがすか!?　大体、何故ここにいる？　鈴香は何を……」


「ああ、あのメスブタか」


　思い出したように手を叩たたく要。


　その口元に浮かぶ悪あく魔まの微び笑しように、蒼は顔色を変え、朱雀は戦せん慄りつした。


「いい声で命いのち乞ごいしたぞ～。そういや、アンタの名前を呼よんでたなあ」


「貴様ァ！」


　脇わき目めも振ふらずに駆かけ、朱雀は全力で要の顔面に拳を叩き込んだ。


「無知」


　──な…………に？


　朱雀は目を疑うたがった。確かに要の顔に叩き込んだ拳が──自分の顔の前にある。反転した拳は、要にぶつけるはずの威い力りよくを、自分自身に解かい放ほうした。


　──俺は……何故俺を殴なぐってる!?


　右みぎ頰ほほに減めり込む拳の衝しよう撃げきに、朱雀は再ふたたびその場に伏ふした。ダメージはさほどなく、自分の本来の拳よりは、確かく実じつに劣おとっている。だが体のダメージより、精せい神しん的なものの方が大きい。


　自分の腕うでに、要が数回触ふれた──そこまでは理解できる。だが、それだけでこんなことになるはずがない。この男──一体何をした？


「すごいすごい、結構返しにくかったぞ。さすがは弐に年ねん武ぶ系けい最強の男、駆く身しんレベル５、識しき身しんレベル４ってとこだな」


　パチパチと乾かわいた音の拍はく手しゆをし、要が笑いかける。彼なりに真ま面じ目めに評ひよう価かしているのだが、状じよう況きようが状況だけに朱雀には悪意としか感じられない。


「き、さ……ま、ふざけるのも……」


「ふざけてるのはお前だ」


　朱雀の脇わき腹ばらに、容赦なく爪つま先さきが減り込む。一見ただの運動靴ぐつだが、中は鉄板が仕込まれた安全靴仕様だ。さらに要の蹴けりの威力が加わり、朱雀は顔を歪めて悶もん絶ぜつする。間違いなく肋ろつ骨こつの二、三本は持っていかれた。


「がっ……」


「いきなり喧けん嘩かふっかけといて、何様のつもりだ？　あげくに、自分がけしかけた女が斃たおされたら逆ぎやくギレ──ふざけるのもほどほどにしろ」


　無表情の奥に冷えた怒いかりを秘ひめ、要はさらに脇腹を踏ふみつけて靴底をねじこむ。


「……き、さ……ま……」


「武士道？　何をとち狂くるったことを吐ぬかしているのやら。人ひと斬きり包ぼう丁ちよう振り回す特とつ権けん階級の〝道〟が何だって？　いつの世も、一番偉えらいのは歯を食いしばって自然と戦ってる農民だろうが。少しは道理をわきまえろ。武士だ何だとほざきたいなら、今すぐ腹はら搔かっ捌さばいて死ねよ負け犬」


　今この場で介かい錯しやくを務つとめることも辞さない口調に、朱雀は押おし黙だまった。


「そのへんにしとけ」


　ヒュン、と風を切る音がして要の鼻先で美び麗れいな刀身が躍おどった。前まえ髪がみを数本斬り裂さいたその切っ先は、要の眉み間けんに突つきつけられている。


「何のつもりだ？」


　蒼に〝正宗〟を突きつけられても、要は冷静さを失わない。そろそろ来る頃だとは思っていた。


「決け着りはついた……もういい」


「負け犬に追い討うちをかけるのは、勝負の基き本ほんだ」


　要は冷ややかに言い放った。


　彼には、強い奴やつと戦いたい、最良の状じよう態たいの敵てきと戦いたい──そんな求道的な発想は皆かい無むだ。敵は弱ければ弱いほど、コンディションが悪ければ悪いほどいい。


　蒼と戦い、武器にも精せい神しんにも傷きずを負った朱雀は理想的な相手だ。


　徹てつ底てい的に潰つぶし、心と体を叩き折る。


　要にとっての戦いはそういうものであり、そうやって生きてきた。


　だが蒼は認みとめない。


　互たがいに見つめ合う二人──期せずして、那斬蒼対飛流要。


「ずいぶんと自信過か剰じようだな。たかだか数か月異メ魔ギ人ドと戦やり合った程てい度どで、俺に勝てるとでも？」


「見せてやろうか、俺の成果？」


　二人は押し黙り、無言の攻こう防ぼうが続く。


　数秒の後に、要が視し線せんを逸そらして口を綻ほころばせた。


「やめだ。コイツには、お前と戦ってまで潰すほどの価か値ちはない」


「勝手にしろ。お前……先せん輩ぱいが仕向けた女をどうした？」


　返答次し第だいでは一戦交まじえても構かまわない、そんな蒼を宥なだめるように要は肩を叩たたいた。


「小こ競ぜり合いになっただけだ。本ほん音ねを言うと壊こわしたかったが……邪じや魔まが入ってな」


「要……」


「安心しろ、もう別に手は出さない。そんな価値もない、負け犬とメスブタだ」


　最後の一言は嘲ちよう笑しようと共に朱雀に向けられた。それきり興きよう味みを失ったかのように、一いち瞥べつもくれずに要はその場を去った。


　その後、蒼が沈ちん痛つうな面おも持もちでまだ倒たおれたままの朱雀に声をかける。


　本来なら、勝者が敗者にかける言葉などない。


　しかし、それでも蒼には言うべきことがあった。


「……先輩」


「…………」


　朱雀は反はん応のうしない。うな垂だれたまま、ただ唇くちびるを嚙かみ締しめている。


「もうやめろよ、こんなこと。勝負したいってんなら、俺一人に来い。いつでも……受けてやるよ。もうこんなのは……ご免めんだ」


　勝者の喜びなど欠片かけらもなく、蒼もまた唇を嚙み締めながら朱雀に背せを向ける。


　だがそれ以上かける言葉などあるはずもない。


　ただ一人残された朱雀は、まだ動けない。


　そんな彼を遠くの物もの陰かげから見つめる、一組の男女がいた。


「……怪け我が人にんがいると言うから来たが……ありゃ重じゆう傷しようだな。しかも心の傷だ、簡かん単たんには治せん」


「あ、やっぱりそうですか？」


　頭かぶりを振ふる亜あ紀きに、冴木も少々心配そうに言う。


　学園で鈴香の手当てを終えた後、亜紀は蒼と朱雀の治ち療りようという名目で、冴木に連れ出されていた。大体要が現あらわれた辺りから行方ゆくえを見守っていたが──朱雀に関しては、養よう護ご教きよう諭ゆよりスクールカウンセラーを呼よぶのが適てき切せつかもしれない。


「しかし……あの壱いち年ねん、今までずいぶんと猫ねこかぶってたな。お前の予想が当たったわけだ」


「おほめにあずかり光栄です[image: ]」


「……ほめてないぞ。で、あの飛流は何をした？　私にも、四門が自分で自分を殴ったようにしか見えなかった……ありゃどういうことだ？」


「う～ん……」


　思わせぶりに指先で頰ほおを搔かく冴木。彼には、亜紀には見えなかったものも見えていた。


「どう説明しますかねぇ……よし、先生、軽く僕ぼくのこと殴なぐってくれません？」


「よし」


　刹せつ那な、光速の右が冴木の頰を打ち抜ぬいた。


　冴木の意い識しきは分ぶん断だんされ、数秒記き憶おくが飛ぶ。


「いたたたっ、何するんですか!?　軽くって言ったでしょ!?」


「スマン、つい日ひ頃ごろの憎にくたらしさが込こみ上げて……」


　拳こぶしを見つめてしみじみ語る亜紀。結けつ構こう目が本気だ。


　冴木は溜ため息いきをつき、亜紀の手首を摑つかんだ。


「何する!?」


　冴木は微び笑しようしながら、そのまま自分を殴った亜紀の拳を、彼女自身の顔に突つきつけた。


「つまりは、こういうことです。文字通りの〝拳返し〟ですね」


「相手の拳の軌き道どうを……力ずくで変えて、自分を殴らせたってことか？」


　怪け訝げんな顔の亜紀に、冴木は困こまったように天を仰あおいだ。


「う～ん……平たく言うとそうですけど、力は大して使ってません。こう人差し指を立てた一いつ本ぽん拳けんで、数発軽い打だ撃げきを加えて、パンチの軌道変えちゃうんですね。飛流君の拳が迅はやすぎるのと、ピンポイントで威い力りよく自体はほとんどない打撃のせいで、やられた相手はまず理り解かいできないでしょーね。傍はたから見ても、とち狂くるって自分を殴ったよーにしか見えない。スゴイスゴイ」


　笑え顔がおで要をほめたたえるが、言うまでもなくあれを一目で看かん破ぱした冴木も恐おそるべき観かん察さつ眼がんだ。さすがの亜紀も感心したように頷うなずく。


「なるほどな……だが、そんなこと狙ねらってできるもんなのか？」


「あ～まず無理ですね。ただ単に動体視し力りよくがいいとか、人体の構こう造ぞうに精せい通つうしてるとか、そーいう次元の技わざじゃないです。もっと別の何か……人間技じゃない何かで人体を支し配はいしないと、できっこないです。もちろん僕も無理ですよ～」


「……そのわりには、目が笑ってないな。お前、もし自分にされたらどうする？」


　挑いどむように、挑ちよう発はつするように見つめる亜紀に、冴木は相変わらずいつもの軽い物もの腰ごしを崩くずさない。


「さて、ね。まあ、あれってほとんど拳限げん定ていの技ですから。人体の構造上、相手がヨガの達人でもない限り、蹴けりとかは返せないですし……僕にはあんま関係ないですよ～」


　余よ裕ゆうを崩さない冴木。


　その視線は、ようやく立ち上がってよろよろと歩き始めた朱雀に向いている。


　蒼は彼に勝った。


　だが、要とのやりとりを見ていれば、それがけして望まない勝利であることは容よう易いに想そう像ぞうがつく。〝正宗〟という最高の刀を持ちながら、勝利を厭いとう──ならば、彼が戦うべき相手は？


　その刀と力は誰たがために、何のためにある？


「……今年の壱年は、スゴイねぇ」


「今いま更さら何言ってる。怪我人も行ったし、私は帰るぞ」


「僕の胸むねの中に？」


　刹那、幻まぼろしの左が冴木の顎あごを打ち砕くだいた。


　自分自身にタオルを投げ、冴木はゆっくり崩れ落ちた。


「さ、帰るか」


「あの……こ、ここに保ほ健けん室しつ送りの怪我人が一人……」


「馬ば鹿かは医学じゃ治せん」


　背はい後ごで伸のびた手を無視し、亜紀はすたすたと歩いていく。


　麗うるわしき二刀と剣けん士し達の戦いと共に、誰にも知られることのない無む駄だな戦いもここに決着を見た。








「御ご子し息そくは、残念でしたの」


　部屋を訪おとずれると、剣けん翁おうは開口一番そう告げた。


　真しん摯しな感かん情じようがこもった言葉だが、四門は眉まゆ一つ動かさない。むしろ、揶や揄ゆされているとしか捉とらえていないようだ。


「あれは未み熟じゆく者ものです。結果は見えていた」


「ほほう……ずいぶんと手て厳きびしいのお。が、あの刀とう神しん相手によお戦ったものよ」


「彼は本気ではなかった。殺意も、力も……何もかもが全力ではなかった。違ちがいますかな？」


　剣翁の言葉を先読みし、四門が機先を制せいす。さて、とごまかす老人に、彼はさらに畳たたみ掛かけるように言う。


「正直、私はあの刀だけに目が向いていた。あの程てい度どの剣士など、いくらでも量産できる──そう思っていました。だが、どうやら違ったようだ。那斬蒼には、彼以外の何者にも理解できない異能ちからがある。剣を振ふるうための才さい能のう──敵てきを殺すためだけの才能が。その力……ほしい」


　四門が笑った。


　剣翁との密みつ談だんの中で、初めて見せる笑えみ。


　だが笑みというには、あまりに凄すごみのある、傍そばにいる者を圧あつ倒とうする気き迫はくに満ちていた。


　これまで常つねに不敵な態たい度どを崩さなかった剣翁すら、眼光を変えて彼を見つめている。


「見てみたい……もっと彼を、彼の力を。ならば、用意しなくては。彼が本気を出すような、そうせざるを得ないような敵を」


　憑つかれたようにブツブツと呟つぶやく四門。


〈武街〉の頂ちよう点てんに君くん臨りんする者として、常に傲ごう岸がん不ふ遜そん、威い風ふう堂どう々どうと佇たたずんでいた彼がけして見せることのなかった狂きよう気きの面がそこにある。


「……敵、か。だが下級エナリアを嗾けしかけるのは無意味だろうて。さりとて中級クトニアは捕ほ獲かくできとらん」


「あなたなら可か能のうなのではないですか？」


　静かな声は、質しつ問もんではなく断だん定ていに近かった。回答を求める気はなく、ただ己おのれに同意するか否いなかだけを尋たずねる、そんな声こわ音ねだ。


「あなたならできるのでしょう？　あの少年にふさわしい敵を……異メ魔ギ人ドを用意することが。そろそろ、あなたの手しゆ腕わんも見せていただきたい」


　有う無むを言わさぬ口調に、剣翁は肩かたを竦すくめた。


「構かまわんが、人が死ぬぞ？　下へ手たすれば、〈武街〉そのものが危あやうい」


「安いものだ、こんな街の一つや二つ」


　己がその建けん造ぞうに深く携たずさわっていながら、四門の言葉には〈武街〉への執しゆう着ちやくなど無かった。


　街などまた造つくればいい。


　戦士など、いくらでも替かえが利きく消しよう耗もう品ひんだ。


　たとえ一つでもいい、その中で光り輝かがやくパーツを掬すくい上げられればそれでいい。


　それこそが〈武街〉の意味。


　それだけが存そん在ざい意い義ぎ。


「遠えん慮りよなくおやりなさい。私の力が必要なら、援えん助じよは惜おしみません。手て筈はずは整えておきます」


　落ち着いた声とは裏うら腹はらに、心中で狂気を秘ひめた四門が部屋を出て行く。その手がドアのノブにかかったとき、ドアは向こうから開いた。


　力のない足取りで部屋に入ってきたのは、朱雀だった。負ふ傷しようはそこまで大したことではないが、その顔は憔しよう悴すいしきっている。


「父……さん」


　四門は答えず、その脇わきをすり抜ぬけていく。空気に対するような反はん応のうに、朱雀は愕がく然ぜんと父を振り返る。その背せは距きよ離り以上に遠く、言葉以上に雄ゆう弁べんに拒きよ絶ぜつを示しめしていた。


「待って……父さん……！」


「あの少年が言った通りだ」


「え……？」


「お前は負け犬にすぎん。そしてその負け犬が異メ魔ギ人ドを数体斃たおしたところで、何も変わらん」


　泣き笑いに近い表ひよう情じようで、朱雀は父の背に手を伸のばした。けして届とどくことはなく、幼おさない頃ころから見続けてきた背は遠ざかっていく。


　両りよう膝ひざが崩くずれ落ち、朱雀は床ゆかに両手をついて俯うつむいた。拳こぶしを握にぎり締しめ、押おし殺したような嗚お咽えつが漏もれる。


　愛刀は打ち砕くだかれ、今己おのが心さえも打ち砕かれた。


　今度こそ本当に──本当に朱雀は敗北の味を嚙かみ締めた。




　第五章　人じん刀とう流りゆう離り







　朱す雀ざくとの死し闘とうから一夜明け、蒼あおいは無味な休日を過すごしていた。


　土曜で学園が休みとはいえ、大たい抵ていの学生は部活に励はげむか、あるいは自じ己こ鍛たん錬れんに汗あせを流している。


　だが、蒼は殺さつ風ぷう景けいな自室の隅すみに座すわり込んだままだ。


　学生の一人暮ぐらしには充じゆう分ぶんなワンルームだが、家具は最さい低てい限げんのものしか置かれていない。本ほん棚だなやゲーム機の類たぐいもなく、唯ゆい一いつの娯ご楽らくといえば床ゆかに直ちよく接せつ置かれたテレビだけだ。


　蒼は上半身裸はだかの格かつ好こうでテレビから垂たれ流されるニュースを無む表ひよう情じようで見つめていた。


　外見通り細身だが、それは過か酷こくな修しゆう練れんで鍛きたえぬかれた結果だ。その残ざん滓しは今なお無数の傷きず痕あととして体に刻きざみ込まれている。体の成長を妨さまたげないギリギリのラインの過か酷こくな修練は、学園の授じゆ業ぎようや部活動などとは一線を画す。


　何より、蒼はこの数か月その身を戦場に晒さらしてきた。


　だから、異い国こくでの異メ魔ギ人ドの襲しゆう来らいを告げるニュースを見てもさして感情は揺ゆるがない。


　あくまで聴ちよう覚かくのみでそれを処しよ理りし、瞳ひとみと手は〝正まさ宗むね〟に向けられ、その刀身を磨みがいている。錆さびを防ふせぐため、口には懐かい紙しを咥くわえて唾つばが飛び散るのを防ふせぎ、砥と石いしの細かい粉を吉よし野の紙がみでくるんだ〝打粉〟をまぶしていく。


　要かなめがいれば、無用なことと一いつ蹴しゆうしただろう。


　実じつ際さい、〝正宗〟にメンテナンスは必要ない。いかなる戦せん闘とうでも破は損そんは皆かい無むだし、どれだけ血で汚よごれても一ひと振ふりすれば全すべて拭ぬぐえる。


　だが蒼は〝正宗〟を手にした頃ころからこれを続けていた。


　それは一種の愛情表ひよう現げんであり、〝正宗〟に対するせめてもの〝礼〟だ。


　朱す雀ざくと違ちがい、武ぶ士し道どうなどに興きよう味みはないし、刀が武士の魂たましいなどと思っているわけでもない。だが自分にとって〝正宗〟はけして離はなれられない半身であり、単なる相あい棒ぼうを超こえた存そん在ざいだ。共に数多あまたの死線をくぐりぬけ、数え切れないほど救われてきた。


　だが、今は──何も言ってくれない。


　整備を終えると、床に落ちていた鞘さやが独ひとりでに巻まきつき、その刀身を覆おおい隠かくす。いつもの光景が何な故ぜか自分を突つき放す正宗の意い志しに思え、蒼は重い顔のまま冷たい床に寝ね転ころがった。


「……何か言えよ。キレーにしてやっただろ？」


　問いかけても、〝正宗〟は無む反はん応のうだ。こうなると、てこでも喋しやべらない。


　ふうと息を吐はき、目を閉とじてみると、かすかに眠ねむ気けが襲おそってくる。


　硬かたい床に直ちよく接せつ寝転んでいるわけだが、睡すい眠みんに支し障しようは無い。


　必要なのは、〝正宗〟だけだ。


　抱だきしめてさえいれば、眠ることができる。逆ぎやくに言えば、この刀を抱きしめていないと眠ることができない。


　だから眠るときの姿し勢せいはいつも同じだ。


　子供がその全存在を母親に委ゆだねるように、両りよう腕うでで抱き枕まくら代がわりに抱きしめて眠る。


　昔は違った。


　要の家に来たばかりの頃は、たとえ〝正宗〟を抱いていても眠れずに泣いていた。眠れるようになったのは、寝付けずにいたところを、美み亜あに見つかった夜からだ。


　──どうしたの、怖こわい夢ゆめでも見たの？


　虚うつろな瞳のまま答えないでいると、彼女はそっと自分を抱きしめて、頭を撫なでながら耳元で囁ささやいた。


　──じゃあ、お姉ちゃんと一いつ緒しよに寝ようか？


　とまどっていると、彼女はさらに強く抱きしめてこう言った。


　──大だい丈じよう夫ぶ、もう怖い夢なんて見ないから……ね？


　ほどなくして、幼おさない自分は眠りについた。


　今〝正宗〟を抱きしめるだけで眠れるのも、多分あのときのぬくもりの残ざん滓しが身に宿っているからだろう。それだけで眠れる。それだけで充じゆう分ぶんだった。


　まどろみの中、遠い過か去ことは別の、昨日の記き憶おくが蘇よみがえってくる。


　あのとき、要はあの場から去った後に再ふたたび蒼に接せつ触しよくし、家に招まねいた。


「……何の用だ？」


「見せたいものがある」


　そう言って、要は蒼を居い間まのソファーに座らせ、テレビをつけた。夕方だけに、映うつし出されるのはニュースの映えい像ぞうだ。しかも異メ魔ギ人ド出現を示しめすもので、蒼の心はさらに重くなっていた。


「こんなものを見せるために、呼よんだのか？」


「違う」


　要は赤いマジックペンを持ち、テレビと向かい側の壁に近づいた。軽く興味を覚えて振り返った蒼の顔は、怪け訝げんな表情で固まった。


　背はい後ごの壁かべには、一面に世界地図が描えがかれている。


　高校生の自じ宅たく学習用にしては、あまりに精せい密みつで豪ごう華かな品だ。


　しかも、その世界地図にはあちこちに赤い点が穿うがたれている。


　ヨーロッパ、アメリカ、オーストリア、ユーラシア──場所を選ばない点は世界全ぜん域いきに行き渡わたり、地図を埋うめ尽つくしている。


　そして今、要はマジックペンで新たな点を地図に加える。


　ヨーロッパの東とう端たんに接する近東地域──ちょうどニュースが報ほうじている地域だ。


「お前、それ……」


「そう……この赤い点は、異メ魔ギ人ドの出現地域だ。当然お前がいた場所も含ふくまれてる。何か気づくことはあるか？」


　問われても、出てくるのは月つき並なみな感想だけだ。


　世界をくまなく侵しん食しよくする異メ魔ギ人ド──どこにも安息な場所などない。いつ、どこに現あらわれるか、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開くかわからないのだ。


　頭を搔かきながら、蒼はとりあえず視し点てんを地図の中心に向けた。日本製せいの地図らしく、中心にあるのは日本で、大きさが大きさだけに列島の形もはっきりわかる。


「……あれ？」


「気づいたか」


　蒼の視線は、己おのれがいる日本列島に吸すい寄よせられている。弓なりの島々には、他の地域に比くらべて格かく段だんに赤い点が少ない。まったくないわけではないが、他の地域と比べればはるかに安全地帯と言える。


「けど……これって、もうわかってることだろ？　日本は昔から……」


「もっとよく見てみろ。安全な日本から、さらに安全な地域を抜き出せ」


　社会科の教きよう師しのような要の言葉に、蒼は首を傾かしげながらも従したがう。日本の中でも、赤い点が少ない地域を探さがす。


　注視すればすぐにそれは見つかる。


　関東。


「つまり……〈武ぶ街がい〉のことを言いたいのか？」


「そうだ。世界でも比ひ較かく的安全な日本、その中でも数えるほどしか異メ魔ギ人ドが出しゆつ現げんしていない関東。そして、その中で最も安全で堅けん固ごな街が〈武街〉だ」


「…………」


「お前の考えていることを当ててやろうか？　お前は今、こう思ってる。この街に俺おれは必要ない、もっと異メ魔ギ人ドのいる場所で戦うべきなんじゃないか……ってな」


　頷うなずきはしないが、蒼は心中で肯こう定ていした。


　それを見み透すかしたように要は続ける。


「だが、何な故ぜ異メ魔ギ人ドは日本を──関東を狙ねらわないのか？　まだ学会でも注目はされていないが、俺はその理由を様々な角度で検けん証しようした。しかし、答えは出ない。出せるのはあくまでも俺の推すい測そくだけだ。ここまでくると、偶ぐう然ぜんで片かた付づけるにはできすぎだ。どう考えてもこれは意図的に日本を避けている」


「どう……して？」


「集めるためだろう、より良りよう質しつなエサを」


　冷れい徹てつに言い放った要に、蒼が表ひよう情じようを硬かたくする。


「世界の中であえて安全地帯を作り、そこに人材を集める。さらにその安全地帯の中で選えりすぐった場所を造つくらせ、全すべてを集中させる」


「それが……〈武街〉だってのかよ!?　俺達は、アイツらに乗せられたってか!?」


「あくまでも俺の推測だ。だが外はずれてるとも思ってない。異メ魔ギ人ドの好物は知ってるだろう？　お前が一番見てきたはずだ」


　蒼の脳のう裏りに、かつて戦場で見た光景が甦よみがえる。


　世界中あちこちで繰くり広げられる、奴やつらの食事。


　意外なことに、異メ魔ギ人ドは女おんな子こ供どもなど、いわゆる「弱者」に分類される存そん在ざいを捕ほ食しよく対象としない。その強きよう烈れつな殺さつ傷しよう本ほん能のうで屠ほふりはするものの、肉自体には見向きもしない。


　実質的に彼らの食しよく糧りようとなるのは、成人男だん性せいを中心とした戦せん闘とう能力が高いと思われる部類の人間だ。


　その中でも最も好む食材は──強き者。


　武ぶを修おさめ、高みに昇のぼったものを殺し、その肉を喰くらい、血を啜すするとき、奴らの瞳ひとみは快かい楽らくに満ちその食しよく慾よくは旺おう盛せいを極きわめる。


　蒼の傍そばで戦った兵つわものも、幾いく度どとなく奴らの馳ち走そうとしてその牙きばにかかった。


「この〈武街〉は、奴らに対する砦とりでであると同時に、恰かつ好こうの餌えさ場ばだ。まもなく来る。そしてこの街を生み出すように仕向けたモノも、〝王〟も」


「…………！」


　蒼が左手の〝正宗〟を握にぎり締しめる。


　要の言葉は真実だ。


〝正宗〟も無言ではあるが、その刀身から熱が伝わってくる。宿しゆく敵てきに対する全ての念が刀自身と蒼を覆おおい尽つくす。


　真実をその身で嚙かみ締める蒼を前に、要は今までとは違ちがう、青いマジックペンで地図上の〈武街〉に青い点を穿うがつ。


「異メ魔ギ人ドが来る。それも、これまでにない敵てきが。だからこそ俺はこの街を訪おとずれ、お前を呼よんだ。もうわかっているはずだ。お前が異メ魔ギ人ドと戦うというのなら、ここにいるのが一番いい」


「もし……俺がいなくなれば？」


「変わらんさ、何もな。自うぬ惚ぼれるな、お前がどんなに強くても、奴らはお前の存在を認にん識しきしていない。お前がどこで戦っていようと、奴らは〈武街〉に来る。ならば戦力を集中させて迎むかえ撃うつしかない。すでに〈武街〉は誕生してしまった。俺達にできるのは、それだけだ」


「…………」


「お前が迷まよっているうちに、人は死んでいく。嫌いやなら戦え」


　──それからすぐに、蒼は要の家を出た。








　朱雀は茫ぼう洋ようと道場の真ん中で正せい座ざしていた。


　その座ざ姿しにはいつもの覇は気きがなく、顔にも生気がない。昏くらく沈しずんだ彼の周囲には誰だれもおらず、彼の姿すがたはより小さく、そして道場は広く見える。


　床ゆかには白い布ぬのが敷しかれ、蒼に折られた村むら正まさの残ざん骸がいが置かれていた。


　幼おさない頃ころから手にした愛刀の変わり果てた姿。


　研とぎ直して脇わき差ざしに打ち直すか、あるいはいっそ供く養ようして新しい刀を身に着けるか──やるべきことは多いはずなのに、朱雀は何も考えられない。


　そんな彼を慮おもんぱかってか、ここに来るときにすれ違った剣けん術じゆつ部ぶの者も、挨あい拶さつはしてくるものの目を合わそうとしない。


　すでに蒼に負けたことは噂うわさになっているだろう。


　朱雀を蔑さげすんでいるのか、あるいはただ今の彼を見て何も言うことができなかったのか──おそらく両方だろう。


　刀と共に折れた心は、あてもなく無む明みようの闇やみをさまよう。


　そんな彼を呼び覚ますかのように、横に置いていた携けい帯たい電話が鳴った。


　ゆっくりとした動作で、相手も確かく認にんせずに出ると、聞き慣なれた声がした。


「ちょっと、朱雀？　今どこにいるの？」


「鈴すず……香か」


　朱雀の顔が強こわ張ばる。今の彼にとって、最も会いたくない、いや、顔を合わせられない相手が彼女だった。


「昨日から何度かけても出ないし……どうしたの？」


「…………」


「私のことなら、気にしなくていいよ？　怪け我がなんて、たいしたことないし……」


「すま、ない……」


　それだけ言うと、朱雀は手をだらりと下げた。


「朱雀？　ねえ、聞こえてる!?」


　電話からはなおも鈴香の声が聞こえるが、朱雀は反はん応のうしない。沈んだ顔のまま、電話を切る。無む機き質しつな切せつ断だん音おんが流れると、さらに無力な自分を思い知らされる。


「クソッ……！」


　おもいきり拳こぶしで床を殴なぐるが、無意味な振しん動どう音おんが響ひびくだけで、何も変わらない。


　那な斬ぎり蒼──飛ひ流りゆう要。


　あの二人に、俺はどうすれば勝てる？


　理り解かい不能な技わざで自分を打ちのめした要、そして剣術で上うわ回まわられた蒼。


　これで異メ魔ギ人ドを斃たおすなど夢ゆめのまた夢でしかない。


　俺は……弱い。


「お悩なやみかな？」


　不意に投げかけられた声に、朱雀は背はい後ごを振ふり向いた。


　普ふ段だん自分が座すわる床とこの間まに、色無地の和服を着た老人が飄ひよう然ぜんと佇たたずんでいる。


　剣けん翁おう。


「貴き様さま……何な故ぜここにいる？」


「何、敗北に打ちひしがれるお坊ぼつちゃまに、ちとお節せつ介かいを焼こうかとな」


「余よ計けいなお世話だ……！　貴様のようなペテン師しに施ほどこしを受けるほど落ちぶれちゃいない！」


「威い勢せいだけはいいのう。だが、それだけでは奴やつらに勝てんよ」


　嘲ちよう笑しように、朱雀は身を固くした。己おのれが最も認みとめたくないことを、眼がん前ぜんの老人は平然と口にする。


「お主ぬしは強いよ、間ま違ちがいなくな。識しき身しんレベル４、駆く身しんレベル５といったところか。すでに達人レベル──身体能のう力りよく的には、極者アダム・バルフの領りよう域いきに限かぎり無く近づいている。だが、けして壁かべは超こえられん」


「どういうことだ……!?」


「かつて、人は神から禁きんじられた果実を口にした。だが人は自じ省せいの念からか、その実を自身の固く閉とざした箱に押おし込こめた。そして、全知全能の力たる魂源ルーアハに至いたる道を封ふうじた。されど、人の身にはまだなお神に賜たまわった欠片かけらが残っておる」


　敬けい虔けんな表ひよう情じようで語る剣翁。


　嫌けん悪おの表情を崩くずさない朱雀すら、その言葉には引き込まれるものがある。


「──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。彼かの力はそう呼よばれておる。人が魂源ルーアハを引き出しうる、神力の顕けん現げん。あの二人は神に愛されておるのだ。だが、お主にはそれがない。お主の全すべては先人の模も倣ほうにすぎん。どれほどうまく刀を繰あやつろうと、それは各流りゆう派はの極きわみをうまくまねただけよ。だが那斬蒼は違う。奴なら無から有を生じさせる。本来神にのみ許ゆるされた御み業わざを可か能のうとさせる。それに比くらべてお主は……詰つまるところ、達人どまりよ」


「ほざけ！」


　立ち上がり、朱雀は遠えん慮りよのない拳こぶしを見み舞まった。専せん門もんは剣術だが、空から手てに代表される打だ撃げき系けい格かく闘とう技ぎも習得している。こんな胡う散さん臭くさい老人程てい度どなら、容よう易いに殴り倒たおせるはず。


　なのにその拳は当たる前に弾はじき飛ばされ、かわりに自分が床に叩たたき伏ふせられた。


「なっ……」


「弱いのう。こんなか弱い老人相手にこれか？」


　状じよう況きようが理り解かいできない朱雀。


　畳たたみ掛かけるように、見下ろす剣翁は滔とう々とうと説とく。


「自分が一番よくわかっているだろうに……今のままでは那斬蒼には勝てん。いや、むしろお前は奴の力に惹ひかれている。お主の考えていることを当ててやろうか？　できることならば、ああなりたい──あの力を得たいとな」


「…………！」


　否ひ定ていしようと思っても、言葉がでなかった。


　否定と同じくらい、それを肯こう定ていする心が自分に芽め生ばえている。


　確たしかに、あのとき自分の中には否定できない芽生えが、憧しよう憬けいが宿っていた。


　あの力を──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を得たいと。


「気持ちはわかる。だが、〝神エ理クのス欠ト片ラ〟はいわば神から与あたえられた個こ性せい、同どう質しつの『属ぞく性せい』からなるものは存そん在ざいしても、同一のものは存在せん。まして奴の属性ともなれば……お主如ごときが得ようなどと、おこがましいにもほどがある」


「……黙だまれ」


　絞しぼり出された声に、剣翁は微び笑しようした。


　力への渇かつ望ぼう、それは何より強い慾よく望ぼうを生む。


　それこそが必要とされるものだ。


「力が欲はしいか？　だがお主に神の加か護ごはない。ならば別の形で人を超こえろ。人を超えた人、すなわち異メ魔ギ人ドのな」


「何だと……」


　起き上がる朱雀の喉のど元もとに、剣翁が持つ杖つえの先が突つきつけられた。


「無む論ろん、ただの異メ魔ギ人ドではダメだ。ゆえに特別に与えてやろう──お前にも王の欠片かけらを。人が手にし損そこねたもう一つの可か能のう性せいを。異メ魔ギ人ドの因いん子し、より神に近き力に至る道を」


「何を言ってる……？　誰が……！」


　言葉の途と中ちゆうで、杖が朱雀の頰ほおを叩いた。老人とは思えぬ強力に、朱雀は再ふたたび床ゆかを転ころがる。


「がっ……」


「威い勢せいだけは一人前だな。エサとしてはよろしい」


「エ、サ……？」


「そうだとも。人はエサ──喰くわれることでその肉体は異メ魔ギ人ドの一部となり、より種としての高みに昇のぼる。そう考えるなら、悪くなかろう？　どちらが主体であるかなど、問題ではない。結果として、お主が奴を斃たおすことには変わりないのだから」


　最も早はや剣翁の口元から笑えみは消えていた。


　ただ、狂きよう気きにも似にた相を浮うかべ、朱雀を見つめている。


　まさしく、エサを値ね踏ぶみする目で。


　意い識しきせずに後ずさる朱雀。


「そう怯おびえるな……むしろ光栄に思え。お前ならわかるはずだ……異メ魔ギ人ドのあの生命力を。それは強きよう烈れつな食慾によって成り立ち、『上』に行くほど傾けい向こうを強める。腕うでを切り落とされても、首だけになっても奴やつらは人を求める。ましてその頂ちよう点てんに君くん臨りんするモノならば、生命の実たる存在ならば──その欠片かけらだけでも人を喰らう！」


　刹せつ那な、剣翁が距きよ離りを詰めた。


　防ぼう御ぎよする暇ひまも無く、朱雀は彼の一撃を受けた。杖の先は鋭えい利りに尖とがっており、それは容よう赦しやなく心しん臓ぞうに向けられる。


　貫つらぬかれる直前、朱雀は確かに見た。


　杖の先せん端たん──そこに、金きん属ぞくに似た鈍にぶい光こう沢たくを放つ物体が埋うめ込まれているのを。


　それが、自分の心臓に侵しん入にゆうし──自分を喰らうのを。


「ギャアァァァァァァァァッッッッッ！」


　身を灼やく激げき痛つうと同時に、全身が見えない何かに蝕むしばまれていく。全身の血けつ液えきが沸ふつ騰とうし、細さい胞ぼうが変へん貌ぼうしていく。血管が不自然に浮き上がり、皮ひ膚ふも次し第だいに硬こう化かしていった。


　何より、思考が塗ぬり替かえられていく。


　頭の中には、抗あらがいようのない命令が何度も何度も刻きざみ込まれる。


　喰くえ。


　喰らえ。


　喰らい尽つくせ！


「アアアアァッァァァァァァァッッッ!!」


　絶ぜつ叫きようが道場に木こ霊だまし、上半身の衣服が爆はぜる。


　変わっていく。


　自分が、人でない何かに変わっていく。


　内側から──喰われていく。


　侵おかされていく。


「きさ、ま、俺おれに、俺に……何を…………！」


「喰わせてやったまでよ……異メ魔ギ人ドの最上位にして、智ち慧えの実と対ついを成す力の実を。己おのが身を分ぶん裂れつさせ、同種を増ふやす。まさしく生命の実にふさわしき力。貴き様さまも受け入れろ、異メ魔ギ人ドの力、王の力を」


「貴様ァァァァッ！」


　伸のばした左手を見て、愕がく然ぜんとした。


　すでにそれは人のものではない。灼けるような熱さの果てに、変色し──形けい状じようが変わっていく。


「こん、な……!!」


　これが……俺？


　喰われ……た？


　ならば異メ魔ギ人ドとは……まさか!?


　未いまだその繁はん殖しよく方法が判はん明めいしない敵てきに対する、恐おそるべき仮か説せつが浮かぶ。


　真実に到とう達たつする前に、意い識しきは人ならざる欲よつ求きゆうに塗り潰つぶされた。


「王は空くう腹ふくだ。存ぞん分ぶんに満たして差し上げろ」


　剣けん翁おうは笑い、その場から姿すがたを消した。


　残された朱雀は、左ひだり胸むねを押さえながら悶もだえ続ける。


　幾いく度どと無く嘔おう吐とし、幾度と無く吼ほえる。


　やがて時が立ち、辺りを静せい寂じやくが包んだ。


　ゆっくりと、それが起き上がる。


　そのとき、道場は可か憐れんな訪ほう問もん者しやを迎むかえた。


「朱雀……いる？」


　キョロキョロと中を見回す鈴香。


　朱雀の様子が不安で訪たずねてみたが、返事は無い。


　だがすぐに中央の人ひと影かげが、見み慣なれた少年のものだと気づいた。


「あ～やっぱりいた。ね、朱雀……」


　彼女は、同時に気づいてしまった。


　それがもう──自分の知る朱雀ではないことに。


「ヒッ……」


　悲鳴はそのまま闇やみに呑のみ込まれて消えた。


　やがて道場から這はい出した影は──一つだけ。




　第六章　〝神エ理クのス欠ト片ラ〟







　学園に近いスーパー丸まる木きは、自じ炊すいをする生徒達なら必ず一度は訪おとずれる場所だ。


〈武ぶ街がい〉設せつ立りつ以前から存そん在ざいする老舗しにせで、特に土日の安売り時は買い物客で溢あふれかえる。今はまだ午前中の空すいた時間帯だけに、そこまで店内は込こみ合っておらず、周囲を見み渡わたす余よ裕ゆうもある。


　琴こと美みは日用品と土日の食しよく糧りよう買出しのため、Ｔシャツとスパッツというラフな格かつ好こうでカートを押していた。荷物を部屋に置いたあとは、そのまま自主トレーニングに入る予定だ。


　水分補ほ給きゆうのためにスポーツドリンクをかごに入れ、大体目当ての品物が揃そろったところで、鮮せん魚ぎよコーナーにいる学生服姿の少年が目に入った。


「あ、飛ひ流りゆう君……」


「おや」


　反応したものの、要かなめは特に興きよう味みを示しめさず、両手にそれぞれ持った真ま鱈だらと鮭さけ、どちらの切り身をかごに入れるか悩なやんでいる。値ね段だんはほぼ同じとなると、あとはもう好みしかない。うーんとかなり真しん剣けんな顔で悩む要だが、最終的に真鱈に決めて手に提さげたかごに放ほうり込む。


「まあ、鍋なべ用ようにはこっちがいいか」


「あ、鍋なんだ？」


「……あの馬ば鹿かが食いたがっててな。放っておくと、ロクな物を食わないからな」


　嘆たん息そくする要が蒼あおいのことを言っているのは間ま違ちがいなかった。


　かごの中を見てみると、確たしかに一人で食べるには多すぎる量の食料が入っている。


「飛流君、料理するんだ。那な斬ぎり君の分も作ってるの？」


「アイツは基き本ほん的に餓が死ししない程てい度どしか食わないからな。俺が作るか、一いつ緒しよに食べてやらないと、まともな飯はまず食べない」


「どう……して？　食事管理も大事なのに……」


　首を傾かしげたとき、ふっとあの調理実習の光景が脳のう裏りに浮うかんだ。


　ナイフを落としたときの、蒼の表ひよう情じよう。


　あの尋じん常じようでない様子には、見覚えがあった。


「もしかして……那斬君、刃は物ものが……怖こわいの？」


「……どうしてそう思う？」


「いや、その……この前の授じゆ業ぎようのとき、ナイフ、握にぎれないみたいだったから……もしかして、わざわざ〝正まさ宗むね〟使ってたのも……そのせい？」


「…………」


「間違ってたらごめんなさい……でも、昔私もそういうときあったから。刃物が怖くて、握れなくて……」


　伏ふし目がちに語られる過か去こが、あのときの蒼と重なる。


　よくよく考えれば、ありえない話だ。


　あれだけ長大で鋭するどい刀を振ふるう少年が、刃物が怖いなどと。


　だがナイフを握ったときの顔は、確かに恐きよう怖ふに彩いろどられていた。戦うことができず、かつては刃物すら恐おそれた自分より、はるかに怯おびえた顔。


　あれは──絶ぜつ対たいに心の底から刃物を厭いとう者の顔だ。


「目ざといな、お前」


　その言葉に、かすかな賞しよう賛さんが秘ひめられていることに琴美は気づいた。同時に、要が冷たい瞳ひとみで自分を見ていることにも。


　剣士として致ち命めい傷しようとも言える弱点を悟さとられる──それはあってはならないこと。


〝武ぶ〟の持つ昏くらい側面に殉じゆんじるならば、速すみやかに禍か根こんは断たたねばならない。


　ついさっきまで普ふ通つうに話していた少年が、急に別の存在に変わった。


　琴美は後ずさり、不用意な発言を後こう悔かいした。未いまだに要の手の内は知らない。だが、彼の奥おく深ふかくに眠ねむる闇やみはおぼろげながら感じ取れる。


「あ、あの……」


「人に言うなよ。どうせ言っても信じないだろうが」


　気がつくと、要はいつもの要に戻もどっていた。いや、ある意味いつもあんな感じなわけだが、少なくとも普段琴美の前で見せる表情には戻っている。


「別に、包丁を使えないから飯を食わないわけじゃない。楽しいだろ、飯を食うって？」


「え、そりゃあ……」


　年とし頃ごろだけにスタイルを気にしたりもするが、食事の喜びは知っている。別に強調するまでもなく、誰だれだってそうだろう。


「だからだよ。生きるために食うのは仕方無い。だが楽しむために食う必要はない。死ななきゃそれでいい。だから適てき当とうな食生活を送る。俺が作る以外は、な」


　何気ない「俺が」という言葉に、琴美の胸むねが小さく疼うずく。


　例たとえば──自分が作ったら、どうなるのだろう？


　要が作ったもののように、彼は──


「具は肉より魚」


「え？」


「鍋の場合、出だ汁しは昆こん布ぶを好む。あと、鍋本体よりもその後の雑ぞう炊すいが好きな節ふしがある」


「あ、あの……」


「鍋に関してはそんなところだ。他のは作るときに訊きけ」


　そこまで言うと、要は琴美を正面から見つめた。


「惚ほれたか、アイツに？」


「え、いや、その……ま、まだ会ったばかりだし、全然そういうのじゃなくて……」


　顔を真っ赤に染そめて両手を振る琴美に、要は笑いを押おし殺した。それ以上このことを掘り下げることもなく、そのまま買い物の続きに戻る。


「あ、あの……」


「今頃は鬱うつ憤ぷんを晴らすように稽けい古こだろう。飲み物なら、受け取ると思うぞ」


　ささやかな、それでいて的てき確かくなアドバイス。


　礼を言う暇いとまも無く、要は遠ざかっていく。


　無言の後押しを受けて、琴美はスポーツドリンクをもう一つかごに入れた。








　昼ひる過すぎ、蒼は鬱うつ屈くつした気持ちのまま外に出ていた。


　いつものボンデージタイプのストラップシャツとベルトパンツの出いで立ちに、〝正宗〟。


　特に用事は無いが、こういうときは体を動かすに限かぎる。家から少し歩けば、木々の生おい茂しげった森林区く域いきに入る。いずれは憩いこいの場所として開けた場所になるだろうが、蒼の住む未開発区域に近いため、今はまだ人ひと気けが無い。ゆえに、修しゆう練れんの場としては理想的だ。


　木々に囲まれる中、ただ蒼の刀を振る音だけが聞こえる。


　上じよう段だんから振り下ろす、基き本ほん中の基本である面打ちの稽古。


　規き則そく正しい動きは、小学生でもできる単たん純じゆんな動きでありながら、見る者が見ればその剣けん閃せんの美しさと俊しゆん敏びんな動きに心こころ奪うばわれるだろう。


　全すべての奥おう義ぎは基本に通ず──ここにあり。


　五百回を終えたところで、蒼は面打ちを止めた。体もほぐれてきたし、そろそろ基本から離はなれて実戦的な訓練に移うつる。ところが、肝かん心じんなことに気づいた。


　──要、いねーんだよな。


　子こ供どもの頃から常つねに傍そばにいた稽古相手の不在。〈武街〉に来た最大の目的とも言えるのに、今は友の存在が遠い。


「……ま、しゃーねーか」


　割わり切って、また孤こ独どくな修練に戻る。


　始まるのは、多数相手の対異メ魔ギ人ド戦を想定したもの。


　傭よう兵へい経けい験けんを活いかし、蒼は瞬しゆん時じに視し界かいに数体の異メ魔ギ人ドを呼よび込こむ。


　同時に、地を駆かける。


　イメージが創つくり出した敵てきに、〝真紅の斬閃デツドライン〟を重ねて瞬時に斬きり裂さく。


　何体でもいい、想そう像ぞう力りよくと体力が及およぶ限かぎり、ただひたすら地を駆ける。


　駆けるだけではダメだ。


　もっと迅はやく──もっと無む駄だなく。


　予よ備び動作を消せ。


　敵に悟さとられるな。


　正確に、無駄なく、静かに、素す早ばやく。


　ただひたすら斬閃ラインをなぞることだけを考えろ。


　そうすればきっと辿たどり着く。


　古今東西の剣けん豪ごう達が目指した境きよう地ち。


　呼こ吸きゆうと同じように自然に敵を斬る──剣術の深しん淵えんに。


　もっと、もっと迅く──無駄なく。


　死角を突つき、迅さで圧あつ倒とうしろ。


　暴ぼう威いと練れん熟じゆくを両立させ、速度を損そこなわず予備動作を殺せ。


　そして斬れ。


　全ての敵を斬り殺せ！


　──気がつくと、蒼の足元には累るい々るいたる屍しかばねが転ころがっていた。


　全てがその身を斬られ、彼の駆け抜ぬけた軌き跡せきを雄ゆう弁べんに物語る。少年は血ち塗ぬられた大地に佇たたずみ、己おのれの所業を痛つう感かんした。振ふり向くと、全ての屍の手が自分を摑つかもうと伸のびている。


　ある手は、すでに足首を摑んでいた。


　反はん射しや的に、蒼はその手を斬り裂いた。


　頭の中で声がする。


　迅く、無駄なく──斬り続けろ。


　そうすれば辿り着ける。そうすれば、お前は彼のモノと等しくなる。


　斬れ。


　たとえ誰であっても──斬り殺せ！


　それが他ならぬ自分の声と気づいたとき、蒼ははっと我われに返った。


　気がつけば、死体はどこにもない。


　自分の前には、走行を阻はばむように大木が聳そびえている。


　肩かたで息をする中、あの声の残ざん滓しだけはまだ残っていた。


「……くだらねぇ！」


　心の底から吐はき捨すて、蒼は木に拳こぶしをぶつける。振しん動どうで大木の無数の枝えだが揺ゆれ、大気が震ふるえた。


「どうか……したの？」


　心配そうな、怯おびえたような声に、猛たけっていた心が静まっていく。


　右を見ると、琴美が立っていた。


　ランニングでもしていたのか、Ｔシャツとスパッツ姿すがたで、額ひたいにはうっすらと汗あせが滲にじんでいる。彼女はそれを拭ぬぐおうともせず、持っていたタオルとスポーツドリンクを蒼に差し出した。


「あの、よかったら、これ……」


「……どうも。何、してたんだ？　稽けい古こなら学校が近いだろ？　何で、こんなとこいるんだ？」


「け、稽古なんて、そんなんじゃないよ……ただ、走ってて……」


「ダイエットにしちゃ、スタイルよすぎだぜ？　それ以上スリムになったら、引っ込まなくていいとこまで引っ込んじゃう」


　おどけた言葉に、琴美は頰ほおを赤く染そめた。異い性せいからこういう言葉をかけられるのは慣なれていない。


「ま、言いたくないならいーけど。俺おれもあんま人に見られたくないし。この場所は、二人の秘ひ密みつな？」


　いたずらっぽく笑う蒼に、小さく頷うなずく。


　この少年は、自覚無しに自分の心に入ってきて、搔かき乱みだす。


　平静を取り戻もどすために、少女は自分の感想に話題を移うつした。


「あ……でも、那斬君の動き……凄すごいね。迅いだけじゃなくて、おこりがほとんどないなんて……どこで剣けん術じゆつ習ったの？」


　純じゆん粋すいな疑ぎ問もんは、蒼の剣けん技ぎを見た全すべての者が抱いだく感想だろう。


　もっとも、その疑問は蒼本人も抱いているのがややこしい。


「……さあ？　別に師し匠しようとかいないし」


「え、じゃあ全部自じ己こ流りゆう？」


「んー、まあ要とはしょっちゅう稽古してたけど……アイツに教わったわけじゃないし。まあしいて言えば、コイツ？」


　蒼の視し線せんは〝正宗〟に注そそがれていた。つられて琴美の視線もそちらに行く。彼の言葉を鵜う呑のみにはできないが、蒼の剣技がこの名刀による部分が少なくないのは確たしかだろう。


「……よくわかんないけど、やっぱり凄いんだね……こんなに長くて重い刀扱あつかえるなんて、那斬君……」


「凄くなんてないよ」


　寂せき寥りようを秘めた言葉に、琴美の視線は蒼に移うつった。


　少年は、ひどく冷めた瞳ひとみでどこか遠くを見つめている。


「俺は凄くなんてないよ。凄いのはコイツだけ。俺の技わざは剣術でも剣道でもない。ただの薄うす汚ぎたない殺しの技だ」


　自己肯こう定ていの欠片かけらも無い声に、思わず琴美は叫さけんだ。


「違ちがう！」


「……え？」


「あ……ご、ゴメンなさい……でも、違うよ。那斬君は、本当に……凄いよ？　異メ魔ギ人ドを斃たおして、皆みんなを守って……戦えない私なんかより、全然……」


　自分でも、何な故ぜそんなに強く否ひ定ていしたのかわからなかった。


　ただ、目の前にいる少年のそんな顔を見たくなかった。




[image: ]





　初めて自分の存そん在ざいを認みとめてくれた少年を、戦えない自分を肯定してくれた少年を、肯定してあげたかった。


　想おもいが届とどいたかはわからない。


　ただ、少年は小さく笑った。


　ほんの少しだけ、笑った。


　その笑えみに安あん堵どしながらも、消せない疑問が口をつく。


「どうして……戦うの？」


「…………」


「そんなに辛つらそうなのに、何で……？」


「さあ……何でだろ」


「先生の、ため？」


　蒼は答えずに目を逸そらした。


「どうして、あんなに先生のこと避さけるの？　那斬君は先生のために……」


「汚よごしちゃうから」


　遠い目で呟つぶやきながら、蒼は己おのれの右手を見つめた。


「汚しちゃうからさ、俺が触さわると」


「え……？」


　なおも問いかけようとしたとき、蒼の左手で〝正宗〟がその身を震ふるわせ、高速で振しん動どうし始めた。


「な、何これ!?」


「……異メ魔ギ人ド？　いや、その程てい度どでお前が慌あわてるわけねー。待てよ、まさか……」


〝正宗〟を握にぎり締しめ、蒼は愛刀の意い思しを確かく認にんする。流れ込む思念を、彼はそのまま口にした。


「──来た」








　要は学園の傍そばまで来ていた。


　別に学園に用があるわけではなく、単に買い物帰りに通りかかっただけだ。学生服なのも、不意の戦せん闘とうになったときに、学生という立場を利用するためだけのもの──むしろ戦闘服に近い。


　長なが葱ねぎが飛び出たレジ袋ぶくろも中身は凶きよう器き──ということはさすがになく、こちらは単に食料品だ。早めに帰って冷れい蔵ぞう庫こに入れねばならない。


　角を曲がり、校門の傍そばを通ると、壁かべに背せをもたせかけている長身の青年が目に入った。


「おやおや……妙みようなとこで会うね[image: ]」


　ヒラヒラと手を振ふる冴さえ木きに、要は露ろ骨こつに溜ため息いきを漏もらした。


「あ、何その顔？」


「……別に。それより、まずは家に帰ったらどうです？　朝帰りがモロバレじゃ、女も寄よりつきませんよ？」


「あ、わかる？」


「……わかります」


　漂ただよってくる香こう水すいの匂においもさることながら、冴木の着き崩くずした格かつ好こうが全すべてを物語っている。ノーネクタイの黒のスーツ姿すがたは、どう見てもホストにしか見えない。大きくはだけた胸むな元もとには、トレードマークともいえるキスマークが並ならび、指先は眠ねむたげに目を擦こすっていた。


「いや、昨日も欲よつ求きゆう不満気味のマダムに捕つかまってね[image: ]　よかったら、今度蒼君も交まじえて合コンでも」


「結けつ構こうです」


　にべもなく言って立ち去ろうとする要に、冴木は苦く笑しようした。


「つれないねえ。少しお話ししていかない？」


「女好きじゃなくて、両刀だったんですか？」


「……それは直球すぎでしょ」


　遠えん慮りよのない要に、冴木は肩かたを竦すくめた。女じよ性せいと違って、扱あつかいにくいことこのうえない後こう輩はいだ。


「そういえば、この前の貸し……まだ返してなかったね。お昼でもいかが？」


　やっぱり両刀なんじゃねーか、と露骨に距きよ離りを取る要。


　さすがにちょっと顔を引きつらせる冴木だが、その顔はすぐに真顔に変わった。


　レジ袋を提げていない要の左手が、小こ刻きざみに震えだす。


　明らかに自分の意志でない動きを、要は右手で摑つかんで鎮しずめる。だがそれでも左手は振動を止めない。


「……〝正宗〟か。だが、ここまで俺が反はん応のうするとなると……」


「大物が来ちゃった？　たとえば異メ魔ギ人ドの最上位に連つらなるものとか？」


　訳わけ知しり顔の冴木を、要が軽く睨にらむ。


　彼は肩を竦め、楽しげに要の左ひだり腕うでを見つめている。


「変わってるね、それ。蒼君と同じ感じ？」


「…………」


「切っても切れない仲ってとこ？」


　パチン、と冴木が無む造ぞう作さに指を鳴らす。途と端たんに、要の左腕が新たな変へん異いを見せた。震える腕の周囲に、黒い鎖くさりが浮うかび上がる。


「なっ……」


　滅めつ多たに見せない驚きよう愕がくの相は、鎖の存そん在ざいではなくあくまでもその出しゆつ現げんによるものだった。自分の左腕を縛しばり上げる鎖、その存在はすでに知ち悉しつしている。出現した今でさえ半はん透とう明めいなそれは、物ぶつ質しつ的な実体を持たない存在だ。普ふ段だんは見えないし、感覚もないに等しい。


　だが、何な故ぜ今は見える？


　何故この男は識しっている？


　驚おどろきと敵てき意いを込こめた視し線せんに、冴木は大おお仰ぎように手を振って弁べん解かいした。


「怖こわい目で見ないでよ。別に大したことないでしょ？　魂源ルーアハの流れが見えるなら、どうってことないし。それより、他のこと気にした方がいいんじゃない？」


　冴木の視線は、要に巻まきつく鎖の端はしに注そそがれていた。左腕全体を覆おおい尽つくした鎖の先は、学園の中へ伸のびている。どれほど先へ続いているのか、一望するだけではとても見み渡わたせない。


　だが要にはわかる。それがどこに続いているか、誰だれに繫つながっているか。


「いいの？　きっと待ってるよ、彼[image: ]」


「……ですね。行かないと」


「気をつけて[image: ]」


　恭うやうやしく胸むねに手を当てて一礼する冴木。


　半なかば呆あきれ顔で要は訊きく。


「あなたはどうするんです？」


「ここにいるよ、怖いから。でも可愛かわいい女の子の悲鳴が聞こえたら、飛んでっちゃうかも？」


「ご自由に」


　決別の言葉を吐はき、要は駆かけ出した。


　すでに冴木のことなど忘わすれ去った顔つきだが、彼が別れ際ぎわに口にした言葉だけは、ひどく耳に残った。


　──〝王〟によろしく。








　蒼は焦しよう燥そうを隠かくそうともせず、ひたすら地を駆けた。


　──急げ。


　流れ込んでくる愛刀の思念は、自分以上に焦燥に駆られている。


　傭よう兵へい時代でさえ、こんなふうに急せかされることはなかった。かつて中級クトニアと交戦したときも、ここまで焦あせっていたことはない。


　それなのに、今はただひたすら自分を学園に向け走らせる。


　脅きよう威いの出現は疑うたがうべくもない。


　だからこそ、蒼は何も考えずにひたすら走った。事じ情じようを理解できない琴美が必死に追いかけてくるが、それすら気に留とめない。


　ただ愛刀に身を委ゆだね、無心で指さし示しめされる方角へ向かう。


　目指すは学園──休日とはいえ、どれだけの生徒や教きよう師しがいるかが気にかかる。


　校門をくぐったところで一いつ旦たん足を止めるが、休息と呼よべるほどのものではない。


　瞬しゆん時じに方向を切り替かえ、最終目的地に向かう。


　周囲がかつて歩いた風景と重なり、迫せまり来る脅威がかつて戦った相手と重なる。


　──まさか……先せん輩ぱい!?


　懸け念ねんは現実に変わり、眼がん前ぜんにはかつて己おのれが訪れた建物が魔ま窟くつの如ごとく聳そびえ立つ。


　清せい廉れんな剣けん術じゆつ部ぶの道場は、今まったく別の威い圧あつ感を以もつて蒼を迎むかえる。


　かつて〝正宗〟によって斬きり裂さかれた引き戸は蒼を抵てい抗こうなく受け入れ、内部の惨さん状じようをそのまま彼に伝えた。


「…………！」


　鼻を突つく血の臭においに、蒼はすぐさま道場に上がり込む。中にいるのは一人──腹ふく部ぶから血を流して倒たおれている、女じよ生せい徒と一人だけだ。


「オイ、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　刺し激げきしないように抱だき起こすが、呼こ吸きゆうは微び弱じやくだった。左の脇わき腹ばらの肉は抉えぐり取られ、肉にく片へんはすぐ近くに放置されている。奇き跡せき的に内ない臓ぞうは無事だが、出血と傷きずの痛いたみのせいか、意い識しきは混こん濁だくし、その声はか細い。


「すざ、く……」


　消え入りそうな声で、彼女は手を宙ちゆうに伸ばした。


　その言葉で、蒼は真相を悟さとった。


　抱き起こした少女の、鈴すず香かという名は知らない。だがかつて要が撃げき退たいした四し門もん朱雀すざくと浅からぬ仲の少女であることは、すぐに想そう像ぞうがついた。


　とにかく応おう急きゆう処しよ置ちだけでも、と考えを巡めぐらせたとき、背はい後ごで物音がした。


　やや遅おくれて琴美が追いついたのだ。


「ひどい……」


　惨状に両手で口元を覆おおい、彼女はその場にへたり込んだ。


「誰がこんなこと……」


　問いかけに、蒼の顔が強こわ張ばる。答えは、さっき鈴香自身によって齎もたらされていた。


　やるせない想おもいに唇くちびるを嚙かみ締しめたとき、部屋の隅すみから新たな声が聞こえた。


「いつまで無む駄だなことをしている？」


　琴美は驚おどろいて辺りを見回すが、人ひと影かげは見えない。どこかに設せつ置ちされた小型スピーカーから流れるものだと気づくには、しばらく時間を要した。


「見てたのか、アンタ？」


　蒼の声は静かだった。胸の奥おくには、声の主ぬしが黒くろ幕まくとの確かく信しんがある。


　声の主はそんな蒼の心しん境きようを推おし量はかりつつ、己の所業を肯こう定ていした。


「ああ。この街の創そう始し者しやとしての権けん限げんだ。現げん在ざい学園内の様子は、逐ちく一いち観察させてもらっている」


　学園から遠く離はなれた四門工業本社ビル、その会長室の執しつ務む机づくえに腰こし掛かけたまま、四門帯たて刀わきは告げた。


　眼前には十数台に及およぶモニターから学園内の様子が様々な角度で映うつし出され、そのうちの一つは鈴香を抱きかかえる蒼を映している。音声接せつ続ぞくは良好で、蒼の声から彼の心情がひしひしと伝わってくる。


「……アンタ、何者だ？」


「君と同じ、異メ魔ギ人ドの殲せん滅めつを目指す者だ。さあ、早く行きたまえ。そして見せてくれ、君の力を」


「……これ、お前がやったのか？」


「厳げん密みつに言えば違ちがう。だが、間接的にはそうとも言えるな。君の力が見たい、そして異メ魔ギ人ドの頂ちよう点てんに君くん臨りんするものの力を見たい。それを願った結果だ」


　四門の口調には感情が見えない。


　意図的に押おし殺しているのではなく、最初から何の感かん慨がいも抱いだいていないのだ。ただ淡たん々たんと実験を観察する科学者の心情に近い。


「自分が何したかわかってんのか……!?　先輩は……」


「君が抱かかえている少女の肉を抉って去った。それだけのことだ」


「…………！」


「何な故ぜそこまでショックを受けている？　彼女は生きているんだろう？　ならどうということもない。手当てすればいい。学園は封ふう鎖ささせてもらうが、中の人間を閉とじ込める気はない。すぐ外の者に預あずけることだ」


「お前……」


「傷のことなら心配することもあるまい。異メ魔ギ人ド侵しん攻こう以い降こう、形成外科技ぎ術じゆつは実に進歩した。何せ、肉体を欠けつ損そんする者が増ふえたからな。傷きず痕あとも残るまい」


　鈴香の身など歯し牙がにもかけぬ声こわ音ね。


　面識は無いが、息子むすこと親しい間あいだ柄がらの少女であることは認にん識しきしている。それでも彼にはただの肉につ塊かいにしか見えていない。


「これは崇すう高こうな実験なのだよ。異メ魔ギ人ドを斃たおすためには、その力を知らなくてはならない。頂点に君臨するものがいるならば、端たん的てきにでもその秘ひ密みつを暴あばかねばならない。そして、君が本当に異メ魔ギ人ドに対たい抗こうし得る力を持つ者ならば、それを見み極きわめねばならない。それはこの世界において何より優ゆう先せんされる。瑣さ末まつな死人などどうでも……!?」


　言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられ、四門ははっと首元を押さえた。


　ちゃんと繫がっている。


　当然だ。蒼は画面の先におり、手出しできるはずがない。


　なのに、四門は戦せん慄りつした。


　己おのれにも──斬閃ラインが引かれた。


　かつて息子が味わった感覚を、彼もまた味わった。ただし、何倍もの殺意で。


「もう喋しやべるな。殺したくなる」


　それが、最後の言葉だった。


　蒼はゆっくりと鈴香を横たえ、琴美の方を向いた。彼女は身を震ふるわせ、少年の変へん貌ぼうに怯おびえる。前まえ髪がみが彼の視し線せんを隠かくし、黒いレンズだけがこちらを向いていた。


「わり……この人、頼たのめるか？　多分薬箱とかはどっかにあると思うから、血止めだけでもして、外に運んでくれ」


「う、うん……あ、あの、那斬君は……」


「先に行く」


　彼が立ち上がると同時に、悲鳴が聞こえた。


　外からだ。


　普ふ段だんならまず聞けない類たぐいの悲鳴は、人外との遭そう遇ぐうを予感させる。


　かつてそれを味わった琴美は、蒼を待ち受ける脅きよう威いを悟さとった。


「那斬君……！」


「道、開けとくから」


「え？」


「殺やれるだけ殺っておくから」


　宣せん言げんと共に、〝正宗〟の鞘さやが解とけ始めた。


　美び麗れいな刀身の解かい放ほうは、真しん紅くの歩みの始まり。


〝真紅の斬閃デツドライン〟──戒かい放ほう。


〝刀とう神しん〟那斬蒼──戦せん闘とう開始。








　合計三つある校門には、それぞれ対異メ魔ギ人ド戦の装甲服メタルジヤケツトを纏まとい、日本刀や槍やりといった武ぶ装そうを固めた男たちが詰つめていた。


　彼らは本来〈武ぶ街がい〉の防ぼう衛えいを担にない、時には外部への出動も行う〈武街〉精せい鋭えい部ぶ隊たい〝武ぶ神しん〟とは異ことなり、四門帯刀がその財ざい力りよくを以もつて集めた彼の私し兵へいだ。当然〈武街〉の公的な記録には記き載さいされていない、ゆえにその行動が非ひ合ごう法ほうであってもまったく問題無い存そん在ざい。しかも、実力も伴ともなっている。


　彼らに与あたえられた任にん務むは一つ、外部からの侵入を防ふせぐこと。


　同時に、人間以外が学園から脱だつ出しゆつするのを防ぐこと。


　極きよく力りよく周囲に悟さとられず秘ひ密みつ裏りに、そして演えん習しゆうの一いつ環かんとカモフラージュできるよう事は進めねばならない。部隊のメンバーのうち、少なくない数の人間が任務への疑ぎ問もんを抱いているが、雇こ用よう者しやの絶ぜつ対たい的な権けん力りよくの前ではそれは秘すべきものだ。


　だが鉄の精神を以もつてしても、校門に佇たたずむレジ袋ぶくろを提げた少年には首を傾かしげるしかなかった。学生服姿すがたの彼は、武装した男達に臆おくすることもなく、いつものように校門をすり抜ぬけようとする。


「待て、今は立ち入り禁きん止しだ」


「どけ」


　短い言葉に込こめられた意い志しに、少年に立ち塞ふさがる三人の男は戦せん慄りつした。


　どかなければ……どうなる？


「事後承しよう諾だくでもいいだろう。後で雇やとい主に俺の名前を出せ。それでお咎とがめ無しだ。むしろ相手は俺のこの行動を望んでるはずだ」


　寸すん鉄てつ身に帯びぬはずの少年に、男達は圧あつ倒とうされていた。


　体たい格かくも上、武器もある、なのに実力行使に出られない。


　出てしまえば反はん撃げきの口実を与あたえる。


　与えてしまえば──


　そこから先は、想そう像ぞうしたくなかった。


　視線を悟られぬためと目を保ほ護ごするためのゴーグル越ごしに、彼らは皆みな脂あぶら汗あせを流す。そのうちの一人に、少年はレジ袋を突つきつけた。


「預あずかっといてくれ。そう時間が経たたないうちに戻もどる」


「あ、いや、しかし……」


「玉子割わるなよ。特売品は一人一パック限げん定ていでね」


　タイムバーゲンで並ならんだ苦労を無にしないため、彼は後半を強調した。


　困こん惑わくする男達を置き去りに、学園内へ踏ふみ込む。


　かすかに聞こえる悲鳴と、始まりを告げる狂きよう乱らんの宴うたげ。


　王の余よ波はは確かく実じつに及およんでいる。


「面めん倒どうだな」


　溜ため息いきと共に、彼は左手を口元に運び、レザーグローブの布ぬの地じを嚙かんで手から外はずした。


　露あらわになる覚かく悟ごの証あかし。


〝剣つるぎ守もり〟飛流要──参戦。








　道場を出るや否いなや、蒼は即そく座ざに駆かけ出した。


〝正宗〟の導みちびくまま、ただひたすら駆ける。


　そして、予期していた出会いがあった。


「ヒィッ……」


　悲鳴を上げ、男子生徒が地面にへたり込んでいた。


　傍かたわらには、ここにいるはずの無い存在が……異メ魔ギ人ドが立っている！


「ギィシャァ…………」


　食しよく慾よくを剝むき出しにし、涎よだれを垂たらしたまま咆ほう哮こうする。


　タイプ無手型、ランクは下級エナリア。


　特筆すべきところはない、ごく標ひよう準じゆん的な存在だが、獲え物ものとされた生徒にとっては絶望を意味している。完全に〝魔テ合フいム〟に喰くわれた少年は、元々のおとなしそうな外見と相まって、ただ捕ほ食しよくを待つ捧ささげられた羊だ。


　しかし救い主は瞬しゆん時じに現あらわれ、そして去った。


　刀身が閃ひらめく、そこまでは少年も異メ魔ギ人ドも理り解かいできた。だが、何な故ぜ首が飛ばされたのかは理解できない。斬閃ラインをなぞられたことも──何もかも。


「お前……」


　突とつ如じよ絶ぜつ命めいした異メ魔ギ人ドの傍そばを、黒い服を着たあの特待生がすり抜けていく。


「逃にげろ」


　蒼はそれだけ言い残し、走行を続けた。


　どこにいる？


　奴やつは──先せん輩ぱいはどこにいる？


　答えが出ないまま、次々と刺し客かくは舞まい降おりた。


　異メ魔ギ人ド。


　蒼の進行方向に、示しめし合わせたかのように、奴らは姿すがたを現した。


　──やっぱり、〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟が開いてやがる……！


　歯は嚙がみする蒼の苦く悩のうは、そのまま〈武街〉の弱点に通じている。


　堅けん固ごな守り、異メ魔ギ人ドの侵入すら防ふせぐ外がい壁へきは申し分無い。敵てきを迎げい撃げきする戦力も充じゆう実じつしている。


　だがそれは容よう易いに想定し得る一つの問題によって崩ほう壊かいする。


　すなわち──街の内側で門が開けば？


　それは〈武街〉設せつ立りつ時から暗あん黙もくの了りよう解かいとして区民の胸むねの中に秘ひめられ、押し殺されてきた不安だった。


　それが今現げん実じつになっている。


　四門の存そん在ざいを考えれば、おそらく外部からの救きゆう援えんは期待できない。今はただ、駆け抜ぬけるしかなかった。


　蒼はひたすら〝真紅の斬閃デツドライン〟を異メ魔ギ人ドに重ね、斬きり続ける。


　ここまででざっと斃たおした数は十体、うち数体が生徒を襲おそっていたが、何とか喰われる前に殺やれた。


　広い敷しき地ち内を蒼一人でカバーすることは不ふ可か能のうだが、立ち昇のぼる悲鳴に耳を傾かたむけ、異メ魔ギ人ドのこれまでの出現パターンから推すい測そくするに、この近辺だけで事は済すみそうだ。


　少しだけ足を止め、呼こ吸きゆうを整える。校こう舎しやの壁かべに背せを預あずけて座すわり込み、天を仰あおぐと向かいの隣りん接せつする校舎が目に入った。あちらは職しよく員いん室しつや校長室など、主おもに教室以外の場所が割わり当てられたスペースだ。休日である以上、人ひと気けはない。心配なのは部室周辺や校庭──だがさすがにもう多くの者が異い常じようを悟さとっているだろう。


　今は彼らが学園から離はなれることを信じて、追わねばならない敵を追うしかない。


　そう言い聞かせて短い休息を終えようとしたとき、左手が地面ではない何かに触れていることに気づいた。


　その存在に気づいたとき、蒼の表ひよう情じようが凍こおりつく。


　異メ魔ギ人ドの片かた腕うで。


　武ぶ器き型がたのものであるそれは、禍まが々まがしい凶きよう器きの形を留とどめていた。出で刃ば包ぼう丁ちように似にた無ぶ骨こつな刃やいば。


　金きん属ぞく製せいでなくとも、それは間ま違ちがいなく──刃物だ。


「ヒィッ……」


　瞬時にそれを跳はね除のけるが、もう遅おそい。左手は小こ刻きざみに震ふるえ出し、戦意が急速に抜けてゆく。


「い、いやだ……」


　脳のう裏りに断だん片ぺん的な画が像ぞうがフラッシュバックする。


　軍用ナイフ。


　血ち塗まみれの手。


　頰ほおに触ふれた両手。


　そして、囁ささやかれる言葉。


　動どう悸きが激はげしさを増まし、呼吸が苦しくなる。いつしか全身に半はん透とう明めいの黒い鎖くさりが浮うかび上がり、蒼はその縛いましめの中で震える。両手で頭を抱かかえ、虚うつろな顔で呟つぶやく。


「いやだ、いやだ、もう……いやだ……！」


　斬りたくない。


　戦やりたくない。


　殺やりたくない。


「こんなこと……ダメだ……！　あんなこと……もう、イヤだ……」


　己おのれの所業全すべてを否ひ定ていし、少年は精せい神しんの殻からに閉とじこもる。震えを止めてくれる友はいない。だから、ただ歯を打ち鳴らして恐きよう怖ふに怯おびえる。止める術すべは一つしかない。


　この手が消えればいい。


　こんな血ち塗ぬられた手、なくなってしまえばいい。


　愛刀を振ふり上げ、左手の甲こうに突つき刺さす。切っ先がかすかに皮ひ膚ふを貫つらぬいたとき、頭の奥おくで声がした


　──落ち着け！


　叱しつ咤たする声にはっと顔を上げる。


　誰だれもいない。


　だが、ふと右手に目をやれば、そこに〝正宗〟がいる。蒼は縋すがりつくようにそれを両りよう腕うでで抱だきしめた。


「わかってる、わかってるよ……戦やらなきゃ、今は……殺やらなきゃ……」


　震える声で呟き、ようやく立ち上がる。刃物への恐怖はまだ内に蟠わだかまっているが、手にした〝正宗〟で何とかかき消せる。これがあれば、傍そばにいてくれれば戦える。だが、まだ足りない。


「どこいんだよ要……お前がいないと、俺……」


　泣き声に近い悲ひ痛つうな叫さけびを漏もらし、天を仰あおぐ。


　すると、信じがたい光景が目に入ってきた。


「ウソ……だろ？」


　向かいの校舎の二階の窓まどに、いてはならない人物が見えた。


　美み亜あが廊ろう下かを歩いている。


　職員室のあるフロアだけに、いてもおかしくない。休日だが、何か用があったのだろうか。


　考えを巡めぐらす前に、蒼は駆かけ出していた。


　本来なら美亜しか見えないはずの視し界かいに、捜さがし求めた少年が飛び込んできた。


「セン……パイ!?」


　美亜のいる校舎の入り口、そこに──半はん裸らの朱雀がいた。


　だが──本当に朱雀なのか？


　左半身が大きく変へん貌ぼうし、その姿すがたは異メ魔ギ人ドの肉体に限かぎり無く近い。左腕全体は剣けんとも刀とも呼べぬ、ただの分ぶ厚あつい刃に変わり、下級エナリアとは比くらべ物にならない力を想そう像ぞうさせた。アンバランスに筋きん肉にくが肥ひ大だい化かした左半身は、その刃を扱あつかうために特化しているのだろう。しかも、侵しん食しよくという名の変貌は現げん在ざい進行形で続いている。遠からず右半身も変わり、朱雀の面おも影かげは消されるだろう。


　さらに彼はまた新たな脅きよう威いを生み出していた。


　周囲に時折起こる、放電に似た光。


　同時に、虚こ空くうに黒い染しみが生じる。


　ごく小さな染みは、すぐに成長して異い界かいの存そん在ざいを吐はき出していく。


　現れる異メ魔ギ人ドが少なくても、彼の周囲で確実に世界を侵食する門は開いていく。確実に、人ひ間とはまた喰くわれていく。


〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟。


　小しよう規き模ぼとはいえそれを自みずからの周囲に開く存在。


　すなわち──王。


「先せん輩ぱい！」


　蒼の声に、背せを向けていた朱雀が振ふり向く。


　彼の表ひよう情じようを認にん識しきする前に、蒼の体は宙ちゆうに浮き、不ふ可か視しの力で背はい後ごの壁かべに叩たたきつけられた。


「ガハッ……」


　何をされたかわからない。


　ただ、手を突つき出したのは見えた。


　だが、それだけで──何な故ぜ？


「クソッ……」


　何とか体たい勢せいを立て直すが、ダメージは大きい。しかも、すでに朱雀は消えていた。残されたのは、置き土産みやげである複ふく数すうの異メ魔ギ人ド。


「……チキショウ」


　力を振り絞しぼり、蒼は再ふたたび刀を振るった。心中で、友を呼びながら。


　──要……！








「大だい丈じよう夫ぶですか、もうすぐ着きますからね……！」


　鈴香の肩かたを抱かかえつつ、琴美は呼びかけた。


　反はん応のうは無いが、少しでも彼女を安心させたかった。とりあえず道場にあった薬箱で簡かん単たんな消毒と止血を済すませ、腹はらには包帯を巻まいている。実家で戦力外と見み做なされ、もっぱら怪け我がをした門下生の手当てを命じられていた経けい験けんが役に立った。


　気休め程てい度どにしかならない処しよ置ちだろうが、とにかく医者に見せるまでもたせればいい。校門まであと少し、急がなくては。


　蒼のためにも、この程度はやり遂とげたかった。


　言葉通り、彼は道を開けてくれていた。


　校門へのルートには異メ魔ギ人ドの死体が転がり、その惨さん状じように目をやりさえしなければ遅ち滞たいなく進めた。他の生徒の様子も気になるが、今は鈴香の手当てが先だ。


　校門が視界に入り、あと十数メートルで届とどく。


　安あん堵どが胸むねに広がったとき、絶ぜつ望ぼうが背はい後ごから聞こえた。


「ギィィィ…………」


　牙きばを擦こすり合わせる音に、琴美は自分達の運命を悟さとった。逃にげたくても逃げられない。すでに──体は〝魔テ合フいム〟に喰くわれた。萎い縮しゆくする肉体は、意い識しきせずに硬こう直ちよくする。


　──いや……。


　そう思いつつ、振り返ってしまった。


「シャァァァァァッッ…………」


　逃げる前に、鋭するどい爪つめが振り下ろされた。Ｔシャツの布ぬの地じが裂さけ、清せい純じゆんな白い下着が露あらわになる。皮ひ膚ふを裂かれなかったのは幸いだが、すでに心は切り裂かれていた。


　──いやぁぁぁぁぁっっっ……！


　心中で悲鳴を上げ、目を閉じる。


　さらなる咆ほう哮こうが聞こえた。そう──断だん末まつ魔まの声が。


「え……？」


〝魔テ合フいム〟の縛いましめが解とけ、肉体が自由を取り戻もどす。目を開けて前を見れば、異メ魔ギ人ドの脳のう天てんに小さな穴あなが穿うがたれていた。向こう側まで見み渡わたせるそれは、いかにして穿たれた？


　答えは、状じよう況きようから察するに後方にある。


　再さい度ど校門の方に目をやると、学園の有名人が着き崩くずしたスーツ姿すがたで立っている。


「ダイジョウブ？」


　優やさしい笑え顔がおに、琴美の緊きん張ちようが解ほぐれる。


　冴木は飄ひよう然ぜんと彼女に駆かけ寄より、そっと頰ほおに触ふれた。


「あらら、刺し激げき的な格かつ好こうだね。押おし倒たおしたくなっちゃう[image: ]」


　優しい笑顔に、一気に琴美の緊張が解けた。崩れ落ちる体が、意外にたくましい腕うでに支ささえられる。


「な～んか物ぶつ騒そうな感じだし。まさか、学校入るのに強面こわもてのお兄さん相手にするなんて思わなかった。ま、後は僕ぼくが引き受けるよ」


　琴美から鈴香を譲ゆずり受けようとするが、それを新たな敵てきが阻はばんだ。


　琴美の背後に、新たな異メ魔ギ人ドが迫せまってくる。


　武ぶ器き型、無手型を問わず、血の臭においに惹ひかれたのか、王に招まねかれた魔ま獣じゆう達は、若わかい肉を求めて集まってくる。


　多数の敵と渡わたり合える唯ゆい一いつの戦力は、前に進み出て構かまえた。


「下がってて[image: ]」


　冴木は気楽に告げ、人差し指と中指を揃そろえた左手を異メ魔ギ人ドに向け突つき出す。そっと右手を添そえて、そのまま右手だけ後方に引く。


「弓……？」


　確たしかに、その動作は限かぎり無く弓きゆう道どうのそれに近かった。ただ、冴木は弓矢など持ち合わせていない。まったくの空から手てだ。


　なのに──前まえ触ぶれなく、異メ魔ギ人ドの頭部が爆はぜる！


　肉にく片へんと脳のう漿しようが床ゆかに飛び散り、頭部を失った骸むくろはゆっくりと崩れ落ちる。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで捕ほ食しよくへ向かい、その体は前のめりに斃たおれた。きっと、何な故ぜ斃れたかわからぬままに。


「う……そ……！」


　ペタンと床に座すわり込こむ琴美を尻しり目めに、冴木は肩かたを揉もみながら前に進み出た。こちらへ敵意を向けてくる残りの異メ魔ギ人ドに微笑ほほえみかけ、冴木は艶つやっぽく告げる。


「おいでよ……全員まとめて、五分でイカせてあげるから[image: ]」


　三分後。


　眼がん前ぜんの光景に呆ぼう然ぜんと立ち上がった琴美の前には、異メ魔ギ人ドの死体が転ころがっていた。皆みな頭部、あるいは心しん臓ぞうに当たる部位が突とつ如じよ爆ぜ、前触れなく斃れた。


　蒼の剣けん技ぎの本ほん質しつに触れた琴美でさえ、この現げん象しようは理り解かいできない。


　わかるのは、全すべてがこの優やさ男おとこの所業というだけ。


　だが、彼は寸すん鉄てつ身に帯びてはいない。そして、異メ魔ギ人ドに一いつ切さい触れてはいない。


　ただ──矢が放たれた。


「あ、あの……」


「五分ももたなかったねぇ」


　眼前の惨さん状じようなどどこ吹ふく風、お茶を啜すするようにしみじみ言いながら、冴木は人差し指を上げ、死体に向かって最後のレクチャーを行った。


「あんまり早いと嫌きらわれちゃうよ？」








「あ～成果なし、かぁ……」


　職しよく員いん室しつの机つくえに突つっ伏ぷし、美亜は教きよう師しらしからぬ威い厳げんゼロのぼやきを出した。


　休日なのにわざわざ職場に来たのは、蒼のことを調べるためだ。空白の一年に何があったのか、それを知るために彼の資し料りよう全てに目を通した。


　だが、どれも決定的な情じよう報ほうにはなり得ない。


　傭よう兵へいとして過すごした日々も、〈武街〉に来た経けい緯いも、味気ない資料の文もん言ごんからは何一つわからない。


　結局全てを知るのは本人と……あの小生意気な弟だけだろう。


　蒼の態たい度どを考えると、まだ要の方がマシかもしれない。


「……でも、訊ききたくないし。つーか、どうしたらあそこまでひねくれて育てるのかしら？　蒼君とは大おお違ちがい」


　むしろ蒼の方が彼女を拒きよ絶ぜつしている気がしなくもないが、思い出がある分マシらしい。


　とりあえず作業を中ちゆう断だんし、気分転てん換かんに飲み物でも買おうと外に出る。


　いつも目にする味気ない廊ろう下か。


　それが絶ぜつ望ぼうに塗ぬり潰つぶされていた。


「なっ…………」


　視し界かいを異い形ぎようの怪かい物ぶつが埋うめ尽つくしていた。


　二十体近い醜しゆう悪あくな獣じゆう人じんが、涎よだれを垂たらして徘はい徊かいしている。


「ヒィッ……」


　悲鳴を上げかけて口元を押さえるが、もう遅おそかった。異メ魔ギ人ドの興きよう味みは、一いつ斉せいに彼女へ向かう。死よりも惨むごい運命に直面したとき、廊下の端はしから血を吐はくような叫さけびが聞こえた。


「美亜姉ねぇ!!」


「蒼君……！」


　肩で息をしながら、蒼が立っていた。


　これまでいかなる死し闘とうをくぐってきたのか、ストラップシャツはほぼ破やぶけ、無数の傷きず痕あとが体に刻きざまれている。


「蒼君……」


　逃にげて、と言ったつもりだ。だが同時に心中で祈いのっていた。助けて、とも。


「大だい丈じよう夫ぶ」


　蒼は小さく笑いかけた。


　昔のように、幼おさなく、安心させる笑えみで。


　美亜は恐きよう怖ふも忘わすれ、その顔に思い出を重ねた。


　そして、少年は剣けん鬼きと化す。


「どけぇぇぇぇぇっ！」


　雄お叫たけびをあげ、蒼が地を駆かけ出す。


　蒼と彼女を分かつ距きよ離りには、これまでにない数の──蒼が斬きり捨すてた数を優ゆうに超こえる、二十体に届とどく異メ魔ギ人ドが！


　蒼の足が神速の走行を紡つむぐ前に、複ふく数すうの異メ魔ギ人ドが果か敢かんに突っ込んできた。大おお太刀だちゆえの死角、懐ふところに潜もぐりこまれればその強大な刃やいばは大きく力を殺そがれる。


　何より、蒼は完全に冷静さを失っていた。


　すでにその瞳ひとみは美亜しか映うつしておらず、頰ほおや腹はらを切り裂さかれても気にしない。だが、二人を隔へだてる距離はあまりに遠く、襲おそい掛かかる異メ魔ギ人ドはあまりに多い。


　狙ねらいが自分だけなら問題ない。最悪、ここで殺されたって構かまわない。


　だが、蒼と同どう胞ほうの戦いを静観する後方のモノ達は、歯は応ごたえこそないものの、良好な肉にく質しつの獲え物ものには気づいた。


「やめろ！」


　何とか身をよじって〝正宗〟を振ふりかざし、周囲の異メ魔ギ人ドを遠ざける。ようやく生じた反はん撃げきの兆きざし──それを意い識しきした瞬しゆん間かん、蒼の体が硬こう直ちよくする。


　戦う──美亜の目の前で!?


　最も見せたくない相手の前で、その呪のろわれた才さい能のうを解かい放ほうするのか？


　──いいのか？


　内なる疑ぎ問もんと重なるように、過か去こから問いが聞こえた。


　美亜の前から姿すがたを消す前、要はそう訊いた。自分は椅い子すに腰こし掛かけ、上半身は裸はだかだ。背はい後ごから見つめる要の手には、〝正宗〟が握にぎられている。


　切っ先を自分の背せに突つきつけ、友は訊いた。


　──いいのか？　聖痕ステイグマータを刻きざめば、もう戻もどれなくなる。お前の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟には枷かせが施ほどこされ、俺おれ無しで解とける封ふう印いんは、ただ〝正宗〟を鞘さやから解き放つことだけだ。何より、もう戦い続けるしか道はなくなるんだぞ？


　──いいさ。


　構わず即そく答とうした。要もそれ以上訊かなかった。


　友は刀を振り上げ、背に斬りつけた。初めて知る愛刀の斬れ味。背に紋もん章しようが刻まれる度たびに、心と身体からだに痛いたみが溜たまる。


　それでよかった。この程てい度どの痛みで自分が抑おさえ込めるなら、それでよかった。だが今は違う。今は、あの力が必要だ。


「──いいさ。戦えばいい。戦って、戦って……それで救われるなら……それでいい。だから、だから……要！」


「呼よんだか？」


　友は背後にいた。振り向く必要はなく、ただその声だけでその存そん在ざいが実感できる。


「まったく手間のかかる。いいぞ、本気出して」


「…………！」


　怒いかりと焦あせりに満ちた表ひよう情じようが消え、代わりに──冷たく透すき通った剣士の貌かおに。


　一体の魔ま爪そうが、蒼の頰をかすめた。


　──何も考えるな。


　己おのれに言い聞かせ、蒼は後方に跳とんだ。すぐに敵てきは追いつき、コンクリートも砕くだく蹴けりが届とどく。それを脇わきと腕うでで挟はさんで受け止めながら、蒼はなおも己自身に告げる。


　──心を殺せ。


　一いつ斉せいに異メ魔ギ人ドが躍おどった。三方から迫せまる魔爪を、〝正宗〟の長大な刀身が全すべて受け止める。


　──俺は刀。奴らを殺すためだけに存在する刀。


　視し界かいの端はしで、美亜にも異メ魔ギ人ドが迫るのが見えた。


　まずは味見と、伸のばされた手が柔やわ肌はだに触ふれる。


　──全ての異メ魔ギ人ドに……等しく死を！


「〝智慧の禁果〟解放ボツクス・エデン・オープン……！」


　紡つむがれた言葉に、全ての異メ魔ギ人ドが一斉に蒼を向いた。


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス……」


　異メ魔ギ人ドの標的が蒼に切り替かわる。


　そして彼らは目撃した。


　蒼の全身に、重じゆう厚こうな鎖くさりが巻まきついていることを。


「何、あれ……」


　それは美亜も見ることができた。今まではそんなもの、ありはしなかった。実体ではない証しよう拠こに、その鎖は半はん透とう明めいに透すき通り、おぼろげな光を放っている。


　これが彼を縛しばる鎖。


　自分自身に課した縛いましめ。


　それを外せるのは、たった一人の〝剣つるぎ守もり〟たる友のみ。


　かつて背に聖痕ステイグマータを刻んだ後、振り向くと要もまた左ひだり腕うでから血を流していた。背中と腕、場所に違ちがいはあれど、共に刻んだ覚かく悟ごの証あかし。


「第弐鎖式戒放シエニ・リミツター・バースト」




[image: ]





　その言葉は要によって紡がれた。


　蒼と同じく紋様を刻んだ左手で、彼の背中に触れる。唯ゆい一いつ紋様の及およんでいない区く域いきが、今要の左手で補ほ完かんされる。


「解き放て神の理ことわり……そして駆かけ抜ぬけろ王の道！」


　要の宣せん言げんを受け、蒼は厳おごそかに口にした。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現ヘレヴ」


　そのとき、世界はその在ありようを変えた。


「う……そ」


　死の恐きよう怖ふも忘わすれ、美亜は眼がん前ぜんの光景に魅み入いった。


「これは……！」


　監かん視しモニターの向こうで、四門は言葉を失った。


　それを目にした全ての人間が己の目を疑うたがい、そしてその現げん象しように釘くぎ付づけとなる。


　彼らの視界は、全て紅あかく染そまっていた。


〝真紅の斬閃デツドライン〟。


　蒼のみに見えていたモノ、蒼の視界だけに存在していた斬閃ラインが今──実体を伴ともなってそこにある。


　その場にいる全ての異メ魔ギ人ドに、それは刻まれていた。


　あるモノは首。


　あるモノは胴どう。


　あるモノは袈け裟さ懸がけ。


　蒼が見たその時点で最新の一閃は、今ここに具現化された。


　そして、彼らは冷然たる死し刑けい宣告を受けた。


　人差し指が向けられ、王の勅ちよく命めいが下される。


「跪ひざまずけ」


　全ての異メ魔ギ人ドがその命に従したがい、動きを止めた。


〝正宗〟でなぞれば、斬きられることすら自覚できずに死に至いたる真紅の斬閃デツドラインは、当然戦いの中では刻こく一いつ刻こくとその姿すがたを変える。


　だが、今ここで彼らに刻まれた斬閃は変動しない。


　その場にいる全ての異メ魔ギ人ドは、斬閃の出現と同時に硬こう直ちよくする。


　紅き斬閃がその姿を現あらわすとき──それは拘こう束そく力りよくを持った予告線に性せい質しつを変える。


　不ふ可か視しの力が異メ魔ギ人ドをその場に繫つなぎとめ、全ての行動を無む効こう化かする。


　ゆえに──王の行ぎよう幸こうを妨さまたげる、不ふ敬けいの輩やから無し。


　蒼が動く。


　その動いた瞬しゆん間かんを、かろうじて要だけが認にん識しきできた。


　おこりを完全に殺したその足運び。剣けんの道に生きる者ならば、いつかは辿たどり着きたいと願うその動き。


「予よ備び動作が……消えた!?」


　モニターの奥おくで四門は茫ぼう然ぜんと呟つぶやき、席から立ち上がった。


「無む拍びよう……子し……!?」


　瞬まばたきするうちに〝真紅の斬閃デツドライン〟に〝正宗〟が滑すべり込こみ、数体の異メ魔ギ人ドが息いき絶たえる。ほぼ同時に鮮せん血けつの花が散り、宙ちゆうを舞まう首だけが蒼の動きを認識させ、彼自身の姿を捉とらえることはできない。


　予備動作がない──それゆえに先読みができず虚きよを突つかれてしまう無拍子。それはいわゆる体感速度によるものが大きい。人は思考の死角にある動きをされたとき、それを必要以上に迅はやく感じる。


　だが、蒼の動きはそれだけではない。


　ただ単たん純じゆんに迅い。


　右足の踏ふみ込みと左足の蹴けり上げを最さい大だい限げんに活いかし、なおかつ予備動作がない。歴史上数多あまたの剣けん豪ごうが望んだ究きゆう極きよくの歩行がそこにある。


　もっと迅く。もっと無む駄だなく。


　超ちよう人じん的な身体能のう力りよくと、老ろう齢れいに至り初めて達することのできる達人の境きよう地ちを同時に発動せねばならない。


〝真紅の斬閃デツドライン〟の拘束時間はよくて十秒、下へ手たすれば一瞬にも満たないだろう。


　だが本気の蒼と対たい峙じしたとき、そのわずかな停てい滞たいが命取りとなる。


　ただでさえ避よけることの叶かなわぬその究極の歩行は、〝真紅の斬閃デツドライン〟を得てさらに高みへ昇る。


　蒼が駆けるたび、全すべての異メ魔ギ人ドは声もなく斃たおれ、その身を紅く染める。


　けして逃にげられない斬閃、たとえそれが消えてもすぐさま蒼が辿り着く。何なん人ぴとも妨げられず視し認にんできないその歩みは、異メ魔ギ人ドの屍かばねと〝真紅の斬閃デツドライン〟の残ざん滓しによって形作られる。


「シャァァッァァァァァッッ！」


　咆ほう哮こうと共に異メ魔ギ人ドを狩る彼が歩む道、全ての敵てきに先んずる先の先の究極型〝真紅の覇道デツドロード〟！


　それは、王の前に敷しかれた赤あか絨じゆう毯たん。


　頂ちよう点てんに立つ者が歩まねばならぬ、血ち塗ぬられた運命さだめ。


　神に与あたえられし運命への干かん渉しよう権けん──〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　次々と同どう胞ほうがその覇み道ちに組み込まれる中、最後に残った一体のみが〝真紅の斬閃デツドライン〟の拘束が解とけて動き出す。


　刹せつ那な、その首が宙を舞った。


　降ふりしきる雨の如ごとく、血ち潮しおの一部が美亜の服を濡ぬらす。


　ほぼ一瞬のうちに繰くり広げられた凄せい惨さんな殺さつ戮りくに意い識しきが混こん濁だくし、美亜はぼんやりと蒼を見た。


　どうしてこれほど簡かん単たんに──あんなに迅く、あんなに無駄なく──あんなにきれいに異メ魔ギ人ドを斬れる？


　この少年は人なのだろうか？


　人で無いとするならば、神の如く刀を振ふるうのであれば、その称しよう号ごうは一つしかない。


　すなわち、〝刀とう神しん〟と。


「蒼、君……」


「大だい丈じよう夫ぶ!?」


　必死の形ぎよう相そうで肩かたを抱だく蒼に、幼おさない頃ころの面おも影かげを認みとめ、美亜は正気に返った。汚よごれた服のことも忘わすれ、ただ頷うなずく。


「よかった……」


　ほとんど泣き笑いに近い表ひよう情じようでもらす蒼。


　そこに、さっきまでの壮そう絶ぜつな戦せん闘とうの残滓はない。


「あの、蒼君……いったい、どうなってるの……？　どうして、学校に異メ魔ギ人ドが……？　それに、今の……」


　問いかけに、はっと蒼の顔が強こわ張ばる。


　何かを思い出したように美亜から手を放し、そのまま後ろに下がって目を逸そらす。


　あの技わざを使ったことは後こう悔かいしていない。ただ……見せたくなかった。そして、触ふれてはいけなかった。


　今の自分は、異メ魔ギ人ドより卑いやしい化け物なのだから。


「……行かなきゃ」


　小さく呟つぶやき、感かん傷しようを振り払はらうように振り返って駆かけ出す。


「待って……！」


　手を伸のばしたのに、止められなかった。


　行けば彼は必ずまた〝真紅の覇道デツドロード〟を駆け抜ぬける。血風を斬り裂さきながら、断だん末まつ魔まの叫さけびを体に浴びながら、心を──悲しみに染そめながら。


　それなのに、彼は行ってしまった。


「蒼……くん……」


　呟きは空に溶とけ、少年は戦場へ去った。


　小さくなっていく背せ中なかを追い、美亜もまた駆け出す。


　要は二人を見送るように立ち尽くした後、そのまま無表情で異メ魔ギ人ドの屍しかばねを踏ふみつけながら歩き始めた。


「ものにしたか……〝真紅の覇道デツドロード〟。海外修しゆ行ぎようは無む駄だじゃなかったな」


　満足げに呟いたとき、突とつ如じよ背はい後ごから巨きよ大だいな拳こぶしが襲おそいかかった。パワー、スピード共に申し分のないストレートを軽く体を傾かたむけて躱かわし、要はうんざりした顔で振り返った。


「何だ……まだ生きてたのか、お前？」


「ようやく会えたな……クソガキ！」


　歓かん喜きの笑えみを浮うかべ、男は吠ほえた。


　かつて要に敗やぶれ、ごみ箱に捨すてられた男がそこにいる。


　だがその外見には明らかに変化が見られた。


　迷めい彩さい柄がらのタンクトップとズボンの内側の筋きん肉にくは、明らかに膨ぼう張ちようし、その密みつ度どを増ましている。元々体たい格かくのいい男だったが、その筋肉の鎧よろいは今や異メ魔ギ人ドすら圧あつ倒とうし、容よう易いには切り裂けないだろう。


　全体的に赤味を帯びた体表も、何か底知れない変化を窺うかがわせる。


　一いち応おう腰こしのホルスターにアーミーナイフを収おさめているが、本人にとってはさほど必要のないもの、あくまで五体を武ぶ器きに敵てきを仕し留とめるつもりに違ちがいない。今の一いち撃げきがいい例だ。


「今度は前のようにはいかねえ……絶ぜつ対たいに殺してやる！」


「やれやれ……無駄なことに技ぎ術じゆつを使う。その体、強化改かい造ぞうか？」


　男はニッと笑い、誇ほこらしげに胸むねを反そらした。


　対異メ魔ギ人ド戦において、生身の人間が欠くことのできない存そん在ざいである以上、武器の精せい練れんと同様に、人体もまた強化の対象となる。


　長い時間をかけて鍛きたえ上げるのが正せい攻こう法ほうならば、最新の人体生理学と工学技術による人体の改造は邪じや道どうにして最も時間のかからない方法だ。その非ひ人じん道どう性せいと、現げん在ざいに至いたるまで解かい消しようされない被ひ験けん者しやの生死に対するリスクにより、国こく際さい法ほうでは禁きん止しされている。


　しかしいとも簡かん単たんに異メ魔ギ人ドと対たい抗こうできる力を得るその技術は、甘かん美びな魅み力りよくを湛たたえ世界各国で研究が進められているのは暗あん黙もくの了りよう解かいだ。


　そして今、その一つの実例が要の眼がん前ぜんにいる。


　筋肉の増ぞう強きよう手術に、おそらくは脳のう内ない麻ま薬やく等の調整による興こう奮ふん状じよう態たいの継けい続ぞく、さらには感覚神しん経けいの知覚領りよう域いき増大も行われているだろう。即そく席せきとはいえ、そこにいるのは一種の超ちよう人じんに間違いない。


「人工兵士マンメイド・ソルジヤーか……この短期間に改造を終えるとは、やはり四門家の力か？　目的は俺おれの足止め……いや、単なるお前の暴ぼう走そうか？　まあどっちでもいいしどーでもいい」


「ほざけ！」


　男が要の頭上から拳を振ふり下ろす。鉄てつ槌ついの如ごとき一撃を優ゆう雅がに躱し、要は後方に跳とぶ。当たりこそしなかったものの、彼がいた位置には小しよう規き模ぼなクレーターが穿うがたれ、現在の男の剛ごう力りきを証しよう明めいした。


「どうした、逃にげるだけか、坊ぼう主ず？」


　それは挑ちよう発はつではなく、単なる自じ慢まんだった。いつでも斃たおせる、そんな余よ裕ゆうが男を雄ゆう弁べんにしているのだ。


「前は散々言ってくれたが、今はお前がカスだな。いや、お前だけじゃねぇ……こんな学校でエリートぶったガキ共は、皆みな今の俺の前じゃただのカスだ」


「…………」


「お前のダチだの担たん任にんだのも、殺してやろうか？　お前が黙だまって殴なぐられるってんなら、ソイツらは……」


「殺やれよ」


　眉まゆ一つ動かさずに要は言った。


　そのあまりの自然さ、あまりの無む感かん情じようさに、一いつ瞬しゆん男も硬こう直ちよくする。


「生徒だろうが教きよう師しだろうが保ほ護ご者しやだろうが、好きなだけ殺せばいい」


「お前……何を……！」


「俺が死ぬわけじゃない」


　真顔で言い切った要に比くらべれば、むしろ男の方が良りよう識しきある人間だったのかもしれない。


　冗じよう談だん抜ぬきで、要は今この学園にいる人間が死に絶たえようがまったく意に介かいさないだろう。


「戦力が減るのは残念と言えば残念だが、最悪俺と蒼が生き残ればそれでいい」


「テメェ……」


「好きなだけ殺せばいい。お前が積み上げた累るい々るいたる屍しかばねの群むれに、最後に俺がお前の死体を積み上げる。それだけのことだ」


　──コイツ……。


　要の闇やみ色いろの瞳ひとみを凝ぎよう視しした男は、ようやく唯ゆい一いつ無む二にの結けつ論ろんに辿たどり着いた。人の持つ全すべての感情を吸すい込む深さを持つそれには、一いつ片ぺんの曇くもりもない。


　この少ガ年キ──本マ気ジだ……！


「どうした？　早く来いよ。わざわざ蒼がいなくなるのを待ってたんだろ？　〝真紅の覇道デツドロード〟にビビッて、廊ろう下かの陰かげで震ふるえてたくせに」


「…………！」


「気づかないとでも思ってたか？　ほら、殴って来いよ。今度は受けてやるから」


　嘲ちよう笑しように、男は額ひたいに血管を浮うかばせて歯は嚙がみした。すぐさま駆かけ寄より、要の顔面に全力の拳こぶしを叩たたき込む。


　要もまた。


　呑のみ込こまれそうなほどサイズの違う拳に対し、人差し指を立てた一いつ本ぽん拳けんを繰くり出す。


　増大された感覚神経の恩おん恵けいで、男はその一いち撃げきを悠ゆう然ぜんと観察することができた。自分の拳より明らかに遅おそく繰り出され、しかも実じつ質しつ的に己おのれの一撃を受け止めるのは、脆ぜい弱じやく極きわまりない人差し指だけだ。


　嗜し虐ぎやくの快かい楽らくに笑えみを浮かべ、男は勝利を確かく信しんした。


　そのとき、拳に不ふ可か思し議ぎな感かん触しよくが生じる。


「うぜーよチンカス」





　メキィッ。





　嫌いやな音に、男は顔を歪ゆがめた。


　拳を見れば──要の一本拳が完全に減めり込み、人差し指と中指が完全に破は壊かいされている！


「ギャァァァァッゥッッ！」


「何だ、痛つう覚かくは消してもらえなかったのか？」


　右みぎ腕うでを押おさえながらのた打ち回る男を、要は笑みを浮かべて見つめていた。


　すでに相手の拳は完全に破壊され、雷かみなりに打たれたように麻ま痺ひし、その機き能のうを失っている。


「お前……！　お前ェェェッッ……！」


「無ぶ様ざまだな。駆く身しんレベル２・５、識しき身しんレベルマイナス５ってとこか。人工兵士マンメイド・ソルジヤーの実力が識しりたくて、わざわざ殴ってやったが……死ぬほど手て加か減げんしてやったのにこの程てい度どか。もう殴る価か値ちもない」


　悲しげに首を振ふりつつ、要はさらに続けた。


「お前は己を識らない。だから、その肉体を使いこなせない。使いこなせないがゆえに、けして識ることはない。そして、〝魂源ルーアハ〟の深しん淵えんに辿たどり着くこともない。お前は永遠にその身に眠ねむる力を識らず、ただその身を腐くさらせる」


「何をゴチャゴチャと……！」


　残った左手で、力に任まかせた拳を叩き込む。


　それが無む駄だな行いと気づいたのは、己の拳が自分の鼻先にめり込んだ瞬しゆん間かんだった。


「今──何かしたか、クズ？」


　にっこりと要が嗤わらう。


　またも返された。


　強化した肉体をものともせず、要は数発の打撃で男の一撃を完全に跳はね返したのだ。


　砕くだけた鼻からはとめどなく出血が続き、血に塗まみれた憤ふん怒ぬの形相で男が睨にらむ。


「テメェ、また妙みような技わざを……!!」


「技？　何をとち狂くるったことを吐ぬかしているのやら。こんなものは技でも何でも無い。我わが〝飛ひ流りゆう鞘しよう術じゆつ〟においては、基き本ほん中の基本の一動作にすぎん」


　冷ややかに言い放つ要から、男は少しずつ距きよ離りをとり始める。


　今、ようやく眼がん前ぜんの少年が途と方ほうも無い怪かい物ぶつであることに気づき始めた。


　勝てない。


　勝つどころか……生き残れない。


　完全に逃とう走そうを決め込んだ男を、要は追おうとしなかった。


　別にその必要はない。


　代理が男の背はい後ごにいた。


「ギィ……」


　鳴き声に振ふり返ったとき、男の頸けい骨こつは禍まが々まがしい腕うでに一ひねりされた。


　間の抜ぬけた顔を留とどめたまま、首は九十度回転し、男は廊ろう下かに倒たおれた。そのまま二度と起き上がることはない。


「ありがとう。手間が省はぶけた」


　敵てきの敵は友。


　要は朗ほがらかに笑いかけた。


　立っているのは新たな異メ魔ギ人ド。


　だがそれは体たい格かくからして明らかに他の異メ魔ギ人ドとは一線を画す。むしろ標ひよう準じゆんからすれば小柄な肉体は、有り余あまる身体能力を徹てつ底てい的に凝ぎよう縮しゆくした結果だろう。引き締しまった肉体は前ぜん傾けい姿し勢せいから放たれ、完全な二足歩行を実じつ現げんしている。


　本来は獣じゆう性せいに溢あふれる容よう貌ぼうも、むしろ百獣の王の如ごとく気け高だかく精せい悍かんだ。


　全体的に黒味を増ましたその肉体、そしてその階級を証しよう明めいする胸きよう部ぶの球状の突とつ起きに、要はその名を悟さとった。


「蒼でなく俺を、か。そういう謙けん虚きよさは嫌きらいじゃない」


　フッと異メ魔ギ人ドの姿すがたがぶれた。


　同時に要も動く。


「王は──王と」


　瞬時に間合いを詰つめた異メ魔ギ人ドが、しなやかな脚あしで前まえ蹴げりを放つ。


「〝将アエリア〟は──〝軍ぐん師し〟と！」


　後方に宙ちゆう返がえりを決めて蹴りを躱かわし、要は大きく距離を取った。追つい撃げきは無い。今の一撃で彼の実力を計はかり、捕ほ食しよく法ほうを構こう築ちくしているのだ。この思し慮りよ深さ、そして獲え物ものへのこだわりが〝将アエリア〟の、中級クトリアたる所以ゆえん。


　その矜きよう持じと習しゆう性せいが、彼にその行動を取らせる。


　地面に転ころがる下級エナリアの首を拾ひろい上げ──その頭とう頂ちように齧かじりつく。一口で頭の上半分が消え、〝将アエリア〟は無む造ぞう作さにそれを放った。


　もったいないと言いたくなるほど、贅ぜい沢たく極きわまりない悪あく夢むの食事の始まりだ。


　次々と同どう胞ほうの死体を拾っては齧り、喰くらっていく。獣性を曝さらけ出した吐はき気を催もよおす所業を、要は無む表ひよう情じようで見つめていた。その瞳ひとみは、〝将アエリア〟が極きよく力りよく強い同族の部位を選んで食していることを見抜いている。


　共喰い──このおぞましき所業は中級クトニア以上にのみ許ゆるされ、異メ魔ギ人ドの個こ体たい数すうを一定のラインに保たもつ。一いつ般ぱん人じんには秘ひされた習性だが、当然〝剣つるぎ守もり〟たる要は熟じゆく知ちしている。ゆえにさして感かん慨がいはなく、ただ呆あきれたように呟つぶやくだけだ。


「よくもまあそんなクッソまずい肉喰えるもんだ。悪あく趣しゆ味みにもほどがある。アンタといい勝負だ」


　また濃のう密みつさを増ました血けつ臭しゆうの中で、要は左方の壁かべを見上げた。そこには学校ではおなじみの壁掛かけの時計が設せつ置ちされている。この異い常じよう時じにも変わらず時を刻きざむそれに、要は話しかけた。


「見てるんだろ、四門帯刀」


　──……！


　会長室で、四門が眉まゆ根ねを寄よせた。


　前方のモニターの一つには、要のアップが映うつし出されている。視し線せんは完全にこちらを向き、時計にカモフラージュして設置された監かん視しカメラを確かく実じつに把は握あくしている。


「気づかないとでも思っていたのか？」


「想定外であることは認みとめよう」


　重い声がスピーカーを通して廊下に流れる。校内放送とは異ことなる、ごく限かぎられた区く域いきでのカメラ越ごしの会話。


「いつから気づいていた、飛流要？」


「入学したときから」


　事も無げに言われ、四門は蒼の〝真紅の覇道デツドロード〟を垣かい間ま見みたときとはまったく異なる戦せん慄りつを覚えた。


　この少年──何者だ!?


「まさか、〈武街〉が自分だけのものとでも思ってたのか？　この街は、お前が考えている以上に様々な意い思しによって動いている。お前、〝剣守りおれ〟、そして──奴やつらもな」


「……君は、どこまで知っている？」


「さて。いずれ挨あい拶さつに出向こう。俺も訊ききたいことがあるんでね」


「ずいぶんと余よ裕ゆうだな。わかっていると思うが、今君が対たい峙じしているのは群むれの〝将アエリア〟だ。本来〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟から出現する異メ魔ギ人ドの頂ちよう点てんに立つべき中級クトニア。今回は先んじた〝王〟にその位を譲ゆずったが、中級クトニアには変わりない。いかに君が人工兵士マンメイド・ソルジヤーを圧あつ倒とうする実力の持ち主とはいえ……」


「逃にげる」


　迷まよいなく言い切った要に、四門も言葉を失った。


「別に逃げればそれで済すむ。蒼のところまで行けば、それで終わりだ。それに他にも中級クトニアと戦える奴はいる。最低でも識しき身しん・駆く身しんレベル６以上、極者アダム・バルフクラスが一人な」








　同時じ刻こく──鈴香を病院に運び終えた美青年が、クシャミをした。


　怪け訝げんな顔で空を見つつ、近くで起こる脅きよう威いに呟く。


「かわいい娘こが噂うわさしてるかな？」








「君は──戦う気がないのかね？」


「アンタと同じさ、無む駄だなことはしたくない。ここで異メ魔ギ人ドを数体斃たおしたところで、何も変わらない。答えろ、誰だれがお前に〝三み剣つるぎ〟を教えた？　六代前までお前の家か系けいをさかのぼったが、『三剣抄しよう』を伝えた覚えはない。まして、アレの欠片かけらを何な故ぜ所持してる？　誰がいる？　誰がお前にそれを伝えた？」


「知りたければ、まずは生き残ることだ。飛流要」


「何大物ぶってんだ？　調子に乗るなタコ」


「…………」


　遠えん慮りよゼロの言葉に、さしもの四門も額ひたいに青あお筋すじを浮うかべた。


「これは……大いなる実験なのだよ」


「うっさいボケカス、黙だまれ死ね」


「…………」


「やってることはただの人殺しだ。ついでに言うと、無駄の極きわみだ。お前は異メ魔ギ人ドの生せい態たいを知らない。何故奴らが人を喰くうか、な」


「……知っているのか!?」


「〝智慧の禁果〟解放ボツクス・エデン・オープン」


　己おのれの言葉を完全に無視して吐はかれた言葉に、四門は顔を強こわ張ばらせた。


　まさか……この少年も!?


「魂源大領域ルーアハ・デイープ、認識アクセス」


　蒼と異ことなり、要は他の誰かを必要とすることはなかった。束そく縛ばくも制せい限げんも無く、ただ発動させられる。


「〝神エ理クのス欠ト片ラ〟顕現エグロフ……！」


　再ふたたび四門は画面に釘くぎ付づけとなった。


　視し界かいに眩まばゆい光が飛び込み、数多あまたの光点が異メ魔ギ人ドの死体に満ちた廊ろう下かを照らす。


「何だ……これは!?」


　廊下一面に、星が瞬またたいていた。


　比ひ喩ゆではなく、夜空に浮かぶ星々に酷こく似じした光点が要と異メ魔ギ人ドの周囲を取り巻まく。蛍ほたるのような自然の産物でも、電球のような人工物でもない、ただ純じゆん粋すいな光点が生まれ、辺り一体を覆おおいつくしている。


「その馬ば鹿かげた執しゆう念ねんと実行力に敬けい意いを表して、特別に見せてやろう。これが我わが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟、属性〝軍師ヤツド・イエミノ〟……〝破滅の座クライシス・ポイント〟」


　厳おごそかな宣せん言げんは、〝将アエリア〟にも届とどいていた。


　周囲を覆う異い常じよう、だがその異常は敵てきの体にも及およんでいる。要が〝神エ理クのス欠ト片ラ〟を発動させた瞬しゆん間かん、星は〝将アエリア〟の肉体にも生じ、体表に数多の光点が刻きざまれたのだ。


　特に変調があるわけでもないが、この奇き怪かいな光を消そうと、〝将アエリア〟は自分の体を擦こすり始める。だが光点はけして消えない。


「無駄だ。お前がどれほど踠もがこうと、星々の運行は止められない」


　本来無駄であるはずの異メ魔ギ人ドへの言葉。


　なのに、相手はそれを理り解かいしていた。


　少なくとも、そう見えた。


　自分の体の異常を受け入れ、そのまま要に向き直る。


「それでいい。始めようか──生存競争ころしあい」


　刹せつ那な、想そう像ぞうを絶ぜつする打ち合いが始まった。


　間かん髪はつ入れずに突つき出される二つの拳こぶし。


　それを要の一いつ本ぽん拳けんが瞬時に捌さばいて軌き道どうを逸そらす。彼の拳は正せい確かくに異メ魔ギ人ドの両りよう腕うでに浮かぶ星々を突いていた。彼の拳が当たる度たびに、火花が散るように星が爆はぜる。


　追つい撃げきがすぐに来た。


　拳の連打、そしてローキックを織おり交まぜたコンビネーション。


　格かく闘とう技ぎと呼よべるほど洗せん練れんされてはいない。しかしその規き格かく外がいの戦せん闘とう力りよくゆえに、瑣さ末まつな技ぎ術じゆつは脅きよう威いへと昇しよう華かされる。


　あくまでも斃たおしてから喰くう、それが〝将アエリア〟の矜きよう持じであり中級クトリアの意味。


　されど──全すべては徒労に終わった。


　当たれば確かく実じつに肉を裂さき、骨ほねを砕くだく一撃一撃は、全て要の一本拳で弾はじかれる。接せつ触しよくの度に星が瞬き、交こう錯さくする二者は激はげしい光に包まれていく。


「馬鹿な……全撃打ち落としただと!?」


　再ふたたび四門は席から立ち上がっていた。


　素す手でによる中級クトリアの圧あつ倒とう、それは数少ない中級異魔人クトリアメギドとの交戦記録において未いまだ報ほう告こくされていない奇き跡せき。


　煌きらめく光の中、要は異メ魔ギ人ドを指差した。


「一秒後に体たい勢せいが崩くずれる」


　きっかり一秒後、異メ魔ギ人ドの両りよう脚あしがもつれ、彼は体勢を崩した。ミスとさえ呼べない、不ふ可か解かいな過か失しつ。その隙すきを見み逃のがさず、要の一本拳が高速で三発叩たたき込まれる。もちろんその全てが星点を貫つらぬいているのは言うまでもない。


「ギィッッ……」


　ダメージはほとんどない。だが針はりの如く鋭するどい拳は、確実に強きよう靭じんな肉体に変化を及ぼしていた。どこか違い和わ感を覚えつつ、異メ魔ギ人ドは要に摑つかみかかる。


「二秒後に硬こう直ちよくする」


　指を差され、ビクッと異メ魔ギ人ドが固まる。


　何な故ぜ？　何故体が動かない？


「すぐ俺おれの拳をまともに喰らう」


　宣せん言げん通り、要の一本拳が正確に左ひだり胸むねを、そこに生じていた星点を打ち抜ぬく。心しん臓ぞうにダメージを与あたえるにはまったく威い力りよくが足りないはずなのに、異メ魔ギ人ドは数メートル後方に吹ふっ飛ばされた。


　だがすぐに着地し、再さい度ど要に向かって駆かけ出す。


「ギィシャァァァッッァァァァ！」


　けたたましい咆ほう哮こうと共に、異メ魔ギ人ドがその獣じゆう性せいを解放する。


　より禍まが々まがしく、より猛たけ々だけしく。


　異メ魔ギ人ドは、自身の内側の変化を実感していた。肉体が、明らかに昂たかぶっている。心臓は激しい鼓動ビートを刻み、全身が活性化されていく。


　もっと迅はやく、もっと猛々しくと肉体が要求する。


　だが、それは己おのれ自身の意い志しなのだろうか？


　疑ぎ念ねんが生じたとき、続けざまに鋭するどい打撃が肉体を貫つらぬいた。


「デネボラ、アルギエバ、ゾズマ、ラスエラセド!!」


　合計四発の一本拳が繰り出され、異メ魔ギ人ドはさらに活発化した肉体を自覚した。


　違ちがう。この肉体の変化は、明らかに──それは敵てきの意図したこと！


「もう遅おそい」


　冷れい酷こくに呟き、要の拳はよろめく異メ魔ギ人ドの左胸を穿うがった。


「レグルス」


　鋭さに相反し力強さに欠ける一撃は、トドメには程ほど遠とおい。


　先ほどまでの拳の応おう酬しゆうも、要の拳が格かく段だんに迅かったわけではない。詰つめ将しよう棋ぎのように、星を穿つことによって次の相手の選せん択たく肢しを限げん定ていし、予想しただけのことだ。


　それこそが要の力。


　かつて人工兵士マンメイド・ソルジヤーの男や朱雀の拳を返したのも、全すべてはこの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟ゆえに。


　人体のみならず、森しん羅ら万ばん象しようにはその在あり様を支し配はいするための数多あまたの〝点〟が存そん在ざいする。人体に限かぎって言えば、それは時に「秘ひ孔こう」と呼よばれるものであったり、あるいは単に解かい剖ぼう学上のものであったり、力学上の作用点であったりする。さらに言えば、神秘学にも通じる霊れい的なエネルギー、すなわち魂源ルーアハの発はつ現げんに関する点も存在するだろう。


　それは時に重なり、時にまったく別のものとして存在する。


　突つくべくときに突くべき速度で、突くべき場所を突くべき威力で突いたとき、それは意味を成なす。


　要の超ちよう精せい密みつ打だ撃げきと実体化した〝星点〟が合わさったとき、戦場の全ては軍ぐん師しの支配下に置かれる。


　そして、すでに星の裁さばきは下された。


　左手で己おのれの額ひたいを摑つかみ、少年は詠うたう。


「巡めぐれ……星々の彼方かなた！」


　命は下され、死の運命は舞まい降おりた。


　異メ魔ギ人ドが胸むな元もとを押おさえる。


　だが内側から己を急せき立てる衝しよう動どうはやまない。心臓はより速く脈打ち、はち切れんばかりにビートを刻きざむ。


「星の牙きばに貫かれろ」


　異メ魔ギ人ドの口こう腔くうから、大量の血が吐はき出された。同時に体内で心臓が裂さける。限界を超こえて脈動を続けた心臓は、暴ぼう走そうの果てにその役目を終えた。


「獅子座アルイエー」


　ゆっくりと崩くずれ落ちる異メ魔ギ人ドの姿すがたを目にしたとき、四門はようやく要の拳の意味を悟った。要が異メ魔ギ人ドに放った打撃、それは全て天空に刻まれる獅し子しの星せい座ざの軌き跡せきを描えがいていた。数多の攻こう撃げきを捌さばきながら、彼は突くべき星を突き、突くべき星を突けるように仕向けていた。


　恐おそるべきは飛流要──蒼と対ついを成す魔ま性しようの鞘さや。


〝魔ま鞘しよう〟飛流要──〝破滅の座クライシス・ポイント〟。
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「これが……これがお前の……！」


「そうだ。王おう威いの下もとに、戦場の全てを支配する力。星は大いなる法ほう則そくの下で生じ、その軌跡は神によって定められし滅ほろびの座。それが我わが〝神エ理クのス欠ト片ラ〟」


　崩れ落ちる異メ魔ギ人ドに背を向け、要は左手の親指を地へと突き出した。


　誰もがその存在を呪のろいたくなる、悪魔の微び笑しようを浮うかべて。


「〝破滅クライシス〟」


　内側から破は壊かいされた異メ魔ギ人ドが、血ち反へ吐どを吐き出しながらゆっくりと斃たおれる。


　気配でそれを確かく認にんし、要はポケットに両手を突っ込んでそこから離はなれていく。すでに全ての星点は消え、累るい々るいたる屍しかばねのみが戦いの残ざん滓しとなって蟠わだかまる。


「待て……どこへ行く……!?」


「決まってる」


　追いすがる声に足を止めることなく、彼は答えた。


「王のお召めしだ」








　これまでの疾しつ走そうが噓うそのように、蒼はゆっくりと階かい段だんを上っていた。校こう舎しやからは出ておらず、あれからただ上を目指した。最上階である三階には人ひと気けはない。だから、屋上を目指した。


　通つう常じようならば施せ錠じようされて立ち入り禁きん止しの区く域いきだが、今は南なん京きん錠ごとドアが破やぶられている。いや、斬きられていると言った方がいいかもしれない。〝正宗〟の斬れ味では不ふ可か能のうな見事な斬り口で分ぶん断だんされ、ドアの破は片へんは床ゆかに転がっている。


　行く手を阻はばむものはなく、蒼はそのまま階段を上り終えて屋上に出た。


　落下防ぼう止し用にと設せつ置ちされたフェンスに囲まれた空間の隅すみに、それはいた。


　変わり果てた朱雀が。


「先せん輩ぱい……」


　左半身は、最も早はや人の形を留とどめていなかった。武ぶ器き型の異メ魔ギ人ドとしか表現しようのない肉体は、今この瞬しゆん間かんも朱雀の右半身を侵しん食しよくしている。まだ朱雀の顔半分は元の端たん整せいな形を保たもっているが、すでにその右目に理り性せいの光はなく、虚うつろだ。


「蒼君、あれ……」


　背はい後ごから、美亜の声が聞こえる。だが、蒼は動かない。


「弐に年ねんの……四門君？　ねえ、どういうことなの？　これって……」


　まったく事じ情じようを呑のみ込めない彼女の背後から、全すべてを悟さとった呟つぶやきが投げかけられた。


「喰くわれたな」


「要…………」


　視し線せんで説明を要求するが、要が話すはずもない。美亜の姿自体、視界から意図的に排はい除じよしている節もある。わざわざ屋上まで来た目的は、あくまで蒼なのだ。


「何やってる？　とっとと殺せ」


　急せかす口調に、蒼の顔から表ひよう情じようが消え、美亜が目を丸くした。


「あれはもう先輩じゃない。ただの異メ魔ギ人ドだ。それも、最も性た質ちの悪い、な。殺してやれよ。意い識しきがあれば先輩もそう望むだろう」


「ちょ、ちょっと、要……！」


　美亜が顔色を変えて咎とがめるが、そんなことでこの少年の心が揺ゆらぐはずもない。


「お前が殺やらないというのなら、俺が殺ることになる。どちらが先輩にとって幸せか、お前ならわかるだろう？」


「…………」


「あれが〝王〟に喰われるということだ。異メ魔ギ人ドのエサとなることは、奴やつらの血肉になること。その殺さつ戮りくに間接的に手を貸かすこと。いわば、人間の尊そん厳げんに対する冒ぼう瀆とくだ。だが〝王〟に喰われるということは、そんなものじゃすまない」


　蒼は無言のままだ。


　それでも要の言葉は水を吸すうように心に入ってくる。


「人間性の完全なる喪そう失しつ、魂たましいの凌りよう辱じよく。それが奴に──〝王〟に喰われるということだ。もっともあれは〝王〟本体から切り離はなされた存そん在ざい、肉片の一部、末まつ端たんの細胞だ。例たとえるならば爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませた、そんなレベルだ。だからまだ俺でもどうということはない。戦やれば殺やれる。何なら二人がかりでもいい。だがそれでは意味が無い。何より面めん倒どうだ。だからお前が殺れ」


　淡たん々たんと諭さとす口調は無感情だが非ひ情じようではない。彼は彼なりに配はい慮りよして蒼に進言している。どう思われようと、これが彼の役目なのだ。


「お前の考えていることを当ててやろうか？　お前は今こう考えている。どうにかして、先輩を元に戻もどしてやれないものかとな」


「…………」


「無む駄だだ。奴は心のどこかでこの現げん状じようを受け入れている。もちろん、他人を傷つけたり〝魔の裂門シヤアル・ゲヘナ〟を繫つないだりすることは本心じゃないだろう。だが、人の慾よく望ぼうとは不ふ可か分ぶんだ。お前に勝ちたい、強くなりたい。それも紛まぎれも無い奴の感情。アレはそんな慾望を喰らい、先輩はそれに身を委ゆだねている。善ぜん悪あくの問題じゃない、人がそういうふうにできているんだ」


「…………」


「確たしかに奴の精せい神しん力りよくは驚きよう嘆たんに値あたいする。ここまでまだ人の形を保たもち、なおかつ人的被ひ害がいもかなり抑おさえているんだからな。内なる自分と戦っているのも事実だろう。だがそれも時間の問題だ。この程てい度どの悲ひ劇げきはこの先いくらでも起こる。とっとと殺してやれ」


「要」


　蒼が初めて振ふり向いた。


　敵てき意いも怒いかりも無いその双そう眸ぼうに、何な故ぜか要は口を噤つぐんだ。


　一いつ切さいの反はん論ろんを呑のみ込こむ深い深い蒼あお。


「手ェ出すな」


「わかった」


　威い圧あつされてもいないし、〝真紅の斬閃デツドライン〟の恐きよう怖ふを味わったわけでもない。なのに、要はそれ以上何も言わず、屋上の塔とう屋やの壁かべに背せを預あずけ、両りよう腕うでを組んだ。


「ただし、第参鎖式シエリシーは外はずさん。〝聖命の禁樹セフイロト・ゲート〟を開かず、そのままで勝て」


　蒼は朱雀に向き直り、片かた手てを上げてその言葉に応こたえる。


　要は蒼の返答を享きよう受じゆし、そのまま完かん璧ぺきな静観の姿し勢せいに入った。


「ね、ねぇ……止めなくていいの？」


　完全に蚊か帳やの外に置かれた美亜が抗こう議ぎするが、要は動じない。


「必要ない」


　にべもない要だが、美亜も引き下がらない。


「何で止めないの……友達でしょ!?」


「だからだ。俺はアイツが傷きずつく以上に、アイツの信しん頼らいを失う方が怖こわい」


「わかんないわよそんなの……蒼君は、あんな、あんなことできる子じゃないもの!!」


　堰せきを切って溢あふれる激げき情じよう。


　胸むねの奥おくでは、幼おさない日の蒼の姿すがたが揺ゆれている。


「蒼君は……蒼君は、たとえ異メ魔ギ人ドでも、あんな簡かん単たんに斬きり殺せるような子じゃないの……！　さっきだって、あんなに悲しい顔して、あんなに辛つらそうに……!!」


　数多あまたの異メ魔ギ人ドを屠ほふっても、少年の顔には寂せき寥りようしか宿らない。


　蒼に救われた直後、美亜は彼が何も変わっていないことを確かく信しんした。あの蒼い瞳ひとみは、今も昔も寂さびしげで、いつだって戦いなんて望んでいない。


「なのに、どうして……」


　悲ひ痛つうな顔で俯うつむく姉に、要は答えを与あたえない。ただ、友の気持ちを代だい弁べんする。


「姉さんの言うとおりさ。アイツは戦いなんて望んでない。でも戦やらなきゃいけない。斬らなきゃいけない。この世で最も醜みにくく、最も卑いやしい行こう為いを、心を殺して続けなきゃいけない」


「そんなの……！」


「だからアイツの剣けんはいつだって重い」


「…………！」


「斬るはＫＩＬＬ──すなわち死。この世で最も忌いむべき呪のろわれた行為。それでもアイツは斬る。だから──だから止められない」


　どこか自分に言い聞かせるように語り、要は蒼に視し線せんを移うつす。


　すでに死し闘とうは始まり、朱雀は異メ魔ギ人ドと化した左手を蒼に突つき出す。


　蒼が身み構がまえたとき、すでに時は遅おそかった。


　不ふ可か視しの力に弾はじかれ、蒼はかつてと同じく弾き飛ばされ、そのまま要の隣となりへ叩たたきつけられる。


「ガッ……やっぱり、〝魔テ合フいム〟の強化系けいかよ……」


　物理的障しよう壁へきにまで強化された〝魔テ合フいム〟は、まず標的を寄よせ付けなかった。それでも蒼は再さい度ど歩き出す。速度を上げ、すぐに歩みは走行に切り替かわる。


　繰くり出される不可視の領りよう域いきも、今度は蒼を拒きよ絶ぜつできない。〝真紅の覇道デツドロード〟の応おう用ようによるものか、蒼の足は貼はり付きそのまま歩を進める。〝正宗〟の刀身が躍おどり、巨きよ大だいな刃やいばと化した朱雀の左ひだり腕うでと打ち合う。


「ナギリィィィッ……！」


　虚うつろだった瞳に歓かん喜きにも似にた色が宿り、少年達は刃を重ねた。


　だがそれも一いつ瞬しゆん、信じがたい剛ごう力りきに蒼の体は〝正宗〟ごと宙ちゆうに弾かれた。


「死ね」


　それは異メ魔ギ人ドの意い志しか、あるいは朱雀の昏くらい殺意の現あらわれか。


　蒼を跳はね除のけた刃、それが突とつ如じよ分ぶん解かいし、無数の細かい刃に分かれて蒼に迫せまる。


「チィィッ！」


　四方八方から迫る刃は、五月雨さみだれにも似ていた。うち半数を叩き落とした蒼だが、避よけられない刃は彼の肉体を貫つらぬき、新たな血の雨を降ふらせた。


　そのまま地面に斃たおれ、蒼は動かない。致ち命めい傷しようになってもおかしくない傷きずは、限かぎり無く絶ぜつ望ぼうを想起させる。


「蒼君！」


　駆かけ寄よろうとした美亜の首に、背はい後ごからそっと冷たい手が触ふれる。


「止めたら殺す」


　なまじ恫どう喝かつの響ひびきが無いだけに、その本気さが伝わった。


　もしこれ以上一歩でも蒼に近づいたら──この細い首は一瞬で絞しめ落とされる。


　背せ筋すじに冷たいものを感じながらも、美亜は弟に感情を叩きつける。


「何よ、友達のくせに、どうして止めないのよ!?　蒼君を殺す気!?」


「負けない」


　そこに疑ぎ念ねんの余よ地ちは無かった。


　要は単たん純じゆんに蒼の死も敗北もまったく考えていないのだ。


「あなた……何考えてるの!?　あんな怪かい物ぶつに……！」


「信じるってことは、可か能のう性せいを推おし量はかることじゃない。疑うたがわないことだ」


「…………！」


「属ぞく性せい〝王メレフ〟、それがアイツの〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。三み剣つるぎの因いん果がを断たち切り、頂ちよう点てんに君くん臨りんすべき男。こんなところで俺おれの蒼が負けるわけがない」


「でも…………！」


「軍ぐん師しは常つねに王に諫かん言げんするのが勤つとめ。だがけして王の道を阻はばんではならないときもある。今がそのときだ」


　そう──だから彼は立ち上がる。


　鮮せん血けつに塗まみれながら、その蒼あおい瞳ひとみだけは戦意を失わず、朱雀を見み据すえる。


　再ふたたび虚空で刃が分かれ、蒼に飛び掛かからんとその時を待っている。


　すでに蒼に無数の刃を捌さばく体力は無い。


　では、いかにして危き機きを脱だつするか。


　その答えとなるべき音が、屋上に鳴り響く。


　ありふれた携けい帯たい電話の着信メロディ。


　すぐに鳴り止やんだそれは、メールの受信を告げる音ね色いろ。


　聞き覚えのある音に、一瞬朱雀の体が震ふるえる。


　ふらつきながら、蒼はポケットから白い携帯電話を取り出した。道場で鈴香を介かい抱ほうしたときに拾ひろったものだ。


「これ……先せん輩ぱいのだよ、な……？」


「…………」


「メール、彼女から、だろ？　無事、みたいだな……月つき島しまがちゃんと運んでくれた……」


　液えき晶しよう画面を開き、朱雀に突つきつける。メールの受信表ひよう示じの後ろに、鈴香と撮とった画が像ぞうが揺ゆれていた。


「好き、なんだろ……？　大事だから、守りたいから……だから……殺さなかった。もし異メ魔ギ人ドに、ソイツに本当に心まで喰くわれたんなら、殺して喰ってたはずだ……でも、あの人は生きてる。守ったんだろ？　必死になって守った、だからあの程てい度どで済すんだ……違ちがうか？」


　出血の酷ひどい左の脇わき腹ばらを押おさえながら、朦もう朧ろうとした意い識しきで語る。未いまだ侵しん食しよくの続く朱雀も聞き入ったまま動かない。


「負けてんじゃねーよ……そんな奴やつに。一番大事な人といられて、他に何がいる……？　俺と戦やりたいってんなら、いつでも戦ってやる。だから、だから……！」


　蒼は左手を朱雀に差し出した。


「帰ってこい……！」


　返答は──ない。


　代わりに──宙に浮うかぶ刃やいばが再び動き出す！


　だがその一瞬に朱雀の瞳に宿った想おもいを、蒼は見み逃のがさなかった。


「やめて！」


　美亜の叫さけびは届とどかず、刃は突つきたてられた。


　蒼ではなく、朱雀の左ひだり胸むねに。


〝正宗〟の刃に貫つらぬかれ、朱雀が、いや、彼に巣食う〝王〟が絶ぜつ叫きようする。


「キィィィサァァァァマァァァッッ！」


〝魔テ合フいム〟と同等の力を持つ咆ほう哮こうにも、蒼は揺るがず立った。その瞳に宿る意志に、〝王〟の脳のう裏りにあってはならない言葉が蘇よみがえる。


　すなわち、死が。


　問いかけるように、血走った朱雀の左目が、王の目が蒼を見つめる。


　だが蒼はただ、澄すんだ瞳で朱雀を見つめていた。


「チィィィィィッッッ！」


　蒼の覚かく悟ごを悟さとり、〝王〟は撤てつ退たいを選せん択たくした。朱雀の体表にはびこる異メ魔ギ人ドの姿すがた、それがかさぶたが剝はがれるように分ぶん離りし、朱雀から離はなれていく。完全に分離する前に、蒼は〝正宗〟を引き抜ぬいた。


「要！」


　勅ちよく命めいに応おうじ、要はすぐに朱雀の処しよ置ちに動いた。前のめりに倒たおれた彼を抱かかえ、その心しん臓ぞうを確かく認にんする。


　傷きずはあるが……鼓こ動どうもある。


　分離前に抜かれたことで、幾いく分ぶん再さい生せいしたようだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ……あとは奴を殺やれ」


　二人の視し線せんは、新たな敵てきに向いていた。


　文字通り朱雀の半身、彼の肉体の左半分のみを再さい現げんした人とも異メ魔ギ人ドともつかぬ異い形ぎようの存そん在ざいが。二つの異ことなる生物を混まぜ合わせたそれを、蒼は真の名で呼よんだ。


「やっと会えたな……〝地ち刃じん〟！」


「ホザ……ケ！」


　異形の半身が、左ひだり腕うでを勢いきおいよく振ふった。そのまま左腕は肩かたから千ち切ぎれ飛び、空を舞まう。保たもたれていた腕の形が一いつ斉せいに解とけ、ばらけた肉にく片へんはそれぞれが鏢ひように似にた刃に姿を変えた。仮かりにも生ある肉体が一いつ瞬しゆんにして硬こう質しつな刃へ変へん貌ぼうする、これが〝地刃〟と呼ばれた存在の真しん価かか。


　形成された細く鋭するどい無数の刃が、全方向から高速で蒼に降ふり注そそぐ。いかな達人とて回かい避ひ不ふ能のうな凶きよう刃じんに、少年はただ王の言葉を以もつて応じる。


「跪ひざまずけ」


　厳おごそかな勅命と共に、虚こ空くうに斬閃ラインが刻きざまれた。


　優ゆうに千を越こえる刃全すべてに──真あ紅かい斬閃が引かれる。真あ紅かく塗ぬり潰つぶされた空間は、そこだけ時が静止していた。蒼を狙ねらう全ての敵てきは斬閃によって拘こう束そくされる。刃でも──空中でも。
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「キサマァァァ！」


「そしてひれ伏ふせ」


　斬閃の拘束が解かれる前に、〝正宗〟の刃が躍おどった。


　涼すずやかな音を立てて砕くだかれる刃の群むれ。


　自身を狙う全ての凶器を叩たたき落とし、蒼は本体を見み据すえる。


　残るはあの朱雀の面おも影かげを残した忌いまわしい敵。


　蠢うごめく半身は、蒼に見つめられた刹せつ那な、新たなる斬閃に拘束された。


　数瞬後に解ける拘束。


　再ふたたび斬閃が刻まれる。


　何度でも、何度でも。


　己おのれと〝地刃〟を繫つなぐ一直線の真あ紅かい道を、蒼はゆっくりと歩いた。


「どこにいる？」


「…………？」


「お前の本体と……俺達の神はどこにいる？」


「…………！」


「〝天てん剣けん〟と〝地刃〟はどこにいる!?」


　蒼の指が上がり、より真紅く、より殺意を込こめた斬閃が刻まれる。美び麗れいな太刀たち筋すじは正せい確かくに地刃の首を断たった。


　しかし、その朱雀を模もした半はん顔がんはなおも笑っていた。首はすぐさま繫がり、傷きず痕あとなどどこにも見えない。


　これこそが異メ魔ギ人ドの頂ちよう点てんに君くん臨りんするものの生命力。


　再さい生せいの光景を、蒼は達たつ観かんした顔で見据える。


「そっか、死なないか……」


　感かん情じようの消えた声に、朱雀の面影を残した顔がこわばる。


「じゃあ……死ぬまで殺してやる」


　刹那、蒼はその場にいる全ての視界から消えた。


　もっと迅はやく。


　もっと無む駄だなく。


　至し近きん距きよ離りでの〝真紅の覇道デツドロード〟全速。


　それは、同時に四方から地刃を取り囲んだ。


　四人の蒼は全て地刃を見つめ、指差す。


「見み斬きった」


　四方から、四つの斬閃が刻まれる。一筋だけで死を紡つむぐ斬閃が、四方向から、四重に。


「刻め……原げん罪ざいの痛いたみ!!」


　左手を顔の前に翳かざし、王が命じる。


　そして、四し死しの斬閃は残らず高速でなぞられた。


「〝真紅の四門デツド・サークル〟」


　四方から重ねられた死が、地刃の生命力を凌りよう駕がする。


　たとえこれを耐たえ抜ぬいても、蒼は何度でも繰くり返すだろう。


　死ぬまで終わらない、めくるめく鮮せん血けつの輪ロ舞ン曲ド。


「ギィィィッッッヤァァァァァァァァァッッ！」


　絶ぜつ叫きようと共に四重の斬閃で裂さかれた肉体は崩くずれ落ち、そのまま地に転ころがる。


　蒼はその中に他の部位と一線を画す、煌きらめく金きん属ぞく質しつの破は片へんを見つけた。


「……〝地刃〟」


　要の言葉を借りるなら、〝異メ魔ギ人ド〟の頂ちよう点てんに君くん臨りんするものの欠片かけら──人で言うならば、細胞の一部か？


　では本体の形けい状じようは──朱雀が再さい現げんした、彼の姿すがたか？


　真実を得るために手を伸のばすが、摑つかみ取る前に欠片は砕くだけて消え去った。所しよ詮せんは欠片、本体から遠い昔に切り離はなされた、ただの物体だ。


「また、振ふり出しか」


　蒼もまた全身の力が抜け、倒たおれ込む。


「蒼君……!?」


　青い顔で駆かけ寄より、肩かたを貸かそうと体に触ふれる。すると蒼はないはずの体力を振り絞しぼってまで、その手を弾はじいた。


「あ…………」


「平気ですよ……一人で立てます」


　言った傍そばから足がふらつき、美亜が手を伸ばす。


　幼おさない頃ころのように、その手に身を委ゆだねれば、きっと楽になれるだろう。


　だがそれは許ゆるされない。


　それでも蒼は救いの手に身を委ねた。


　ただし、美亜のではなく、要の。


　要は蒼の腕うでを摑つかみ、そのまま肩を貸して歩き出す。


「無理するな」


「わり……さすがにちっと疲つかれたわ。先せん輩ぱいは……？」


「かなり重じゆう症しようだが、まあ何とかなるだろう。地刃が分ぶん離りする前に引き抜いてよかった。しかし無む茶ちやなことを……〝真紅の覇道デツドロード〟かました後に王おう技ぎまで使いやがって」


「ふっふっふ、全身バッキバッキの上に両りよう脚あしの感覚がねーよ」


「ほう」


　無表情で思い切り足を踏ふまれ、蒼は悶もん絶ぜつした。


「て、テメー何しやがる!?」


「感覚あるじゃないか」


「痛つう覚かくは別だ！　この属ぞく性せいドＳ」


「黙だまれ属性ヘタレ。放ほうり出されたいか？」


「べ、別に本当は一人で歩けるんだからね!?　あ、アンタが運びたいっていうなら、そうしても……いいわよ？」


「殴なぐっていいか？」


「ゴメン、調子乗りました」


　蒼はかすかに笑い、そのまま目を閉とじた。


　連れ立って歩いていく彼らに美亜は寂さびしげな視し線せんを送る。


　今はただ、刀と鞘さや、けして入り込む余よ地ちのない少年達を見送る。


　たとえ、隣となりにいるのが自分ではないとしても。




　終章







　結果として、〈武ぶ街がい〉初の異メ魔ギ人ド襲しゆう来らいは事じ故ことして処しよ理りされた。


　内ない容ようとしては、街の外部で斃たおした異メ魔ギ人ドを運び込んだ際さい、実は生せい存ぞんしていた何体かが逃にげ出して惨さん事じを招まねいた──そんなところだ。


　真実を知る人間は少なく、真実を隠いん蔽ぺいする力を持つ者の権けん力りよくは強きよう大だいだ。


　被ひ害がいが比ひ較かく的てき小しよう規き模ぼに収おさまり、幸運にも学園の関係者に死者が出なかったことも偽いつわりの真実味を増ました。


　戦場となった学園も、直後に四し門もんの手の者が異メ魔ギ人ドの死体を回かい収しゆうし、徹てつ底てい的に敷しき地ち内の破は損そん箇か所しよの補ほ修しゆうと清せい掃そうを行ったことで傷きず痕あとは隠かくされた。


　あとはけして蓋ふたをすることができない人の口のみが残り、真実とも偽りとも取れぬ様々な情じよう報ほうが街を覆おおい尽つくしていく。


　そして、当事者たる少年達は、学園の屋上で同じ空を見ていた。


「な～んか釈しやく然ぜんとしねーな。結局、あのオッサンにしてやられた気がすんぜ」


「結果として、奴やつは目的を果たしたからな。異メ魔ギ人ドの頂ちよう点てんに立つ存そん在ざいの力、そして俺おれ達の力。データは取れたはずだ。もっとも、理り解かいはできないだろうが。問題は、誰だれがあの男に知ち識しきを与あたえたかだ」


　要かなめの瞳ひとみに冷たい光が宿る。


　近いうちに、四門帯たて刀わきとは対たい峙じする必要があった。


　だがそれはあくまで軍ぐん師しの役目、王には王のやるべきことがある。


「〝地ち刃じん〟が……異メ魔ギ人ドの王が来たんだよな、ここに」


「ああ。だがあれはただの欠片かけら、本体とはとうの昔に切り離はなされた品だ。今本体がどうなってるか……俺にもわからん。やはり武ぶ器き型の異メ魔ギ人ド……いや、おそらくは……」


　要の確かく信しんに近い推すい測そくの中身を、蒼あおいだけが知っていた。


「ああ……そんな気がする。それで……そのうち来る。〝地刃〟も……〝天てん剣けん〟も」


　蒼は遠い目で壁かべを見つめた。何もないそこには、そのまま自分の心中が全すべて映うつし出されている。


「戦やらなきゃ、な。この街で……終わらせなきゃ」


「〝人じん刀とう〟も……いや、〝正まさ宗むね〟もそう言ってるか？」


　蒼はうすく笑い、左手の〝正宗〟を揺ゆらして応こたえた。要も微び笑しようして空を仰あおぐ。


　王と軍師が戦いに思いを馳はせたとき、塔とう屋やのドアが開いて琴こと美みが顔を出した。


「あの……」


「ん、どした？」


「四門先せん輩ぱい、登校してきたって。怪け我がはまだ治ってないみたいだけど……」


「そっか」


　少しだけ、蒼の顔に笑えみが浮うかんだ。とりあえず生きていれば──何とかなるだろう。


「顔でも拝おがみに行くかな」


「ついでに締しめ上げて親父おやじのことを吐はかそう。場合によっては人ひと質じちだ。ついでに〝地刃〟に喰くわれた人間として、貴き重ちようなサンプルになってもらおう」


「鬼おにか、お前は？」


　多分本気の要をたしなめながら、三人は連れ立って階かい段だんを降おりた。教室に向かう途と中ちゆう、美み亜あとすれ違ちがう。


「あの……」


　何か言いかけた彼女に応えることなく、蒼はその横を無言ですり抜ぬけて一人早足で歩いていく。琴美は少し躊ちゆう躇ちよしながらも、遅おくれまいと足を速めた。


　要は別段気にすることもなく、少し遅れて歩いていく。その腕うでを、美亜が引き止める。


「……何があったの？　蒼君に、何が……」


「何も」


　要は姉を冷たく一いち瞥べつし、手を振ふり払はらった。


「ただ……思い出しただけだ」


　それだけ言い残し、彼は去った。


「蒼くん……」


　呟つぶやきは空に溶とけ、彼女はしばし遠く戻もどらない思い出の日々に心を寄よせた。






　あとがき







　どうも十と月づきユウです。


　えー何やかんやで大分ご無ぶ沙さ汰たとなってしまいましたが、皆さんいかがお過ごしでしょうか？


　けして遊んでいたわけではないのですが、若じやつ干かんダラダラしていたら結けつ構こうな月日が経たっていました。構想自体は高校生ぐらいのときにぼんやり考えていて、多分地上最強の剣士と人類最強のドＳコンビが戦う話ってどうかなあ？　とか思っていたら、いつの間にか本になってました。


　夢は諦あきらめなければ叶かなうというか、妄もう想そうも貫つらぬければ現実になるようです（笑）。


　能力的なものが決まったのは結構最近ですが、メインの二人はもう高二とか高三で完成し、漫画家志望の友達に無茶な注文つけてイラスト化してもらったりとか、必殺技を考えたりしてました。


　そのくせタイトルをおざなりかつテキトーに考えていたせいで、今回非常にエライ目にあいました。


　小説家志望の方、細かいとこをちまちま考えるのもいいですが、構想何年とか銘めい打うつならタイトルも決めておいた方がいいです。本当に。





　とまあ無駄話はさておき、ちょっと真ま面じ目めにこの『覇者の三剣トリスアギオン』について語りたいと思います。


　先ほども挙げたように、この話は二人の少年を軸じくに展開されます。主人公はグラサンかけて常時ポントー持ってる方ですが、相あい棒ぼうのドＳで女嫌いでクールな方もまたそれに準ずる役目を持っています。


　彼らは青春を血生臭い使命に捧ささげ、ある意味では呪のろわれた道を駆け抜けていきます。


　一人は己の力を全否定し、ただたった一つの願いのために心を殺して刀を振るいます。


　一人は己の力を全肯定し、ただ友のためだけに冷れい徹てつに拳こぶしを繰ります。


　二人だけで変えられるほど世界は甘くないですが、彼らが踠もがくことで周囲は変わり、やがて欠片かけらが集う……はずです、多分。


　今回の話で種は蒔まかれ、次巻以降では怒ど濤とうの展開！（予定）


〈武街〉最強コンビの新たな活かつ躍やくにこうご期待！


　というわけで次巻予告を。


　ナレーターは要かなめのつもりで脳内変へん換かんしてお読み下さい。


〈武ぶ街がい〉に迫せまる不ふ穏おんな影。


　蠢うごめく新種の異メ魔ギ人ドが、凄せい惨さんな嵐を巻き起こす。


　要が解き放つ新たなる星拳と蒼あおいに託たくされし王の翼。


　そして絶望の中で生じる第三の〝神エ理クのス欠ト片ラ〟。


　全てが集うとき、三み剣つるぎの一端が明かされる。


　全ての因いん果がを断ち切るため、駆け抜けろ王の道！





　……鋭意執筆中でございます。


　年明けのお目見えを目指しておりますので、どうぞお楽しみに。


　では、また次巻にて。







十月ユウ





覇者の三剣トリスアギオン





十と月づきユウ
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